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はじめに

おことわり

本製品の作動不良による損害、文書やデータの消失による損害、その他本製品および使用
説明書の使用または使用不能により生じた損害については、法令上賠償責任が認められる
場合を除き、当社は一切その責任を負えませんのであらかじめご了承ください。
大切な文書やデータは、コピー（複製）をとってください。お客様が操作をミスした場合
は、あるいは本製品に異常が生じた場合は、文書やデータが消失することがあります。ま
た、コンピューターウイルス、ワーム、その他の有害なソフトウエア等に対する予防措置
は、お客様の責任で講じてください。
お客様が本製品を使用して作成した文書やデータを運用した結果について、当社は一切そ
の責任を負えませんのであらかじめご了承ください。

本書についてのご注意

• ソフトウェアの改良変更等により、本書のイラストや記載事項が一部異なる場合があ
りますのでご了承ください。

• 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。

• 本書の一部または全部を無断で複写、複製、改変、引用、転載することはできませ
ん。

使用説明書とヘルプの紹介

本製品には、使用説明書・ヘルプが用意されています。

使用説明書
以下の種類の使用説明書があります。

• 「セットアップガイド」（冊子/PDF）
本製品のセットアップ方法、起動方法を説明しています。

• 「クイックスタートガイド」（冊子）
アプリケーションにログインする方法、基本的な設定方法、「ユーザーガイド」の印
刷方法を説明しています。

• 「ユーザーガイド」（HTML/PDF）
本製品の機能概要、基本的な操作方法を説明しています。

PDF形式の使用説明書をご覧になるには、Adobe Acrobat Reader/Adobe Readerが必要で
す。HTML形式の使用説明書はWebブラウザーでご覧になれます。



ヘルプ
多くの画面にあるヘルプには、特定のタスク設定に関する情報があります。本書では、こ
のヘルプを「フィールドヘルプ」と呼んでいます。
また、操作画面の［ヘルプ］メニューからHTML形式の「ユーザーガイド」に直接アクセ
スできます。

使用説明書とヘルプの読みかた

正しくお使いいただくために
使用説明書には、製品の正しい使い方や使用上の注意について記載しています。ご使用の
前に、使用説明書を最後までよくお読みの上、正しくお使いください。また、使用説明書
は、すぐに利用できるように保管してください。

使用説明書とヘルプの利用方法
使用説明書とヘルプは、お使いになる目的に応じてご利用ください。
本製品のインストールと起動方法を知りたいとき
「セットアップガイド」をご覧ください。

RICOH TotalFlow Production Managerを開始するとき
「クイックスタートガイド」をご覧ください。

本製品の機能と基本操作について知りたいとき
「ユーザーガイド」をご覧ください。

画面上の設定を知りたいとき
画面上のフィールドヘルプをご覧ください。

使用説明書の表示方法（セットアップガイドとユーザーガイド）
以下の方法を使用し、使用説明書（HTML/PDF）を表示します。
HTML形式とPDF形式の使用説明書の内容は同じです。

• HTML形式の「ユーザーガイド」を表示するには、以下のいずれかを行います。

– TotalFlow Production Managerの操作画面の右にあるヘルプボタン（ ）の[ヘルプ]
をクリックします。

– TotalFlow Production Managerにログインしていない場合は、WebブラウザーにURL
のhttp://hostname:15888/help/index.jspを入力します。TotalFlow
Production Managerがインストールされているコンピューターの名前はhostname
です。
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• PDF形式の使用説明書を表示するには、［スタート］をクリックし、［すべてのプロ
グラム］から［RICOH TotalFlow Production Manager］を選択し、［セットアップガイ
ド］または［ユーザーガイド］をクリックします。
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フィールドヘルプの表示方法

• ページの操作画面の項目の上にカーソルを移動すると（クリックなし）、その項目の
ヘルプがフィールド内に表示されます。

• プロパティーのフィールドヘルプを表示するには、 をクリックします。フィールド
ヘルプで、 をクリックし、HTML形式の「ユーザーガイド」に関連するページを表
示します。
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マークについて
本書で使われているマークには次のような意味があります。

機能をご利用になるときに留意していただきたい項目を記載しています。必ず
お読みください。

機能についての補足項目、操作を誤ったときの対処方法などを記載していま
す。

［］ ［角括弧］はキー、メニュー、メニュー項目、ウィンドウ、フィールドラベ
ル、設定、ボタンの名前を示します。また、コマンド名と新しい用語も示しま
す。

{} 画面のメッセージと他の要素で、中括弧はプログラムによって固有の情報に置
き換えられる変数を示します。

... 省略記号は続きがあることを示します。

商標

RICOH TotalFlow Production Managerは、株式会社リコーの米国およびその他の国における
商標です。
Adobe、Adobeロゴ、Acrobat、Adobe PDFロゴ、DistillerおよびReaderはAdobe Systems
Incorporated（アドビシステムズ社）の米国およびその他の国における登録商標または商
標です。その他すべての商標は、該当する所有者の財産です。本製品では、次のように著
作権を表示しています。©Copyright 1984–2025 Adobe Systems Incorporated and its
licensors. All rights reserved.

Eclipse OpenJ9の使用説明書は、次の著作権の対象です。Copyright © 2017, 2025 IBM
Corp.

Enfocus PitStop ServerはEnfocus BVBAの商標です。EnfocusはEskoの子会社です。
Fieryは、Electronics for Imaging, Inc.の米国および他の国における商標です。EFIは、
Electronics for Imaging, Inc.の米国および他の国における商標です。
Firefoxは、Mozilla Foundationの登録商標です。
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Google、Chromeは、Google Inc.の商標です。
IBM、IBMロゴ、およびibm.comは、International Business Machines Corp.の商標または登
録商標で、世界中の多くの国および地域で登録されています。その他の製品名およびサー
ビス名は、IBMまたはその他の会社の商標である場合があります。
Javaおよびすべての Java関連の商標およびロゴは Oracleおよびその関連会社の登録商標
です。
MacおよびmacOSは、米国と他の国および地域で登録されたApple Inc.の商標です。
MarcomCentralおよびFusionProは、MarcomCentral®、株式会社リコーの登録商標です。
Microsoft、Windows、Windows Server、Microsoft Edgeは、Microsoft Corporationの米国お
よびその他の国における登録商標または商標です。
Windowsオペレーティングシステムの正式名称は、以下のとおりです。
• Windows 10

Microsoft®Windows 10 Pro

Microsoft®Windows 10 Enterprise

• Windows 11：
Microsoft ®Windows 11 Pro

Microsoft®Windows 11 Enterprise

• Windows Server 2019

Microsoft®Windows Server® 2019 Standard

Microsoft®Windows Server® 2019 Essentials

• Windows Server 2022：
Microsoft®Windows Server® 2022 Standard

• Windows Server 2025:

Microsoft®Windows Server® 2025 Standard

OpenJDKは、Oracle America, Inc.の商標です。Java and OpenJDK、Oracle Corporationお
よび/またはその関連会社の商標または登録商標です。Copyright Oracle America, Inc.
PostgreSQL Database Management System（以前はPostgres、現Postgres95として知られ
る）はCybertec – The PostgreSQL Database Companyの商標です。
Sentinel®はThales DIS CPL USA, Inc.の登録商標です。
その他の会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。当社では、このような商標
に関する一切の権利を否認します。
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1. RICOH TotalFlow Production Manager

•製品の概要
•TotalFlow Production Managerの操作画面
•［ジョブプロパティーエディター］ダイアログ

TotalFlow Production Managerは操作画面から印刷環境を一元管理できるWebベースのアプ
リケーションです。
この使用説明書には、管理者とオペレーターがTotalFlow Production Managerを使用すると
きに必要な情報が記載されています。

製品の概要
RICOH TotalFlow Production Managerを使用すると、単一のブラウザー操作画面から個別の
IPアドレスやホスト名を持つ最大15台のプリンターで印刷処理を管理できます。TotalFlow
Production Managerはサーバーとしてインストールされ、操作画面はクライアントとして
動作します。

TotalFlow Production Managerでは、プリンターに割り当てたジョブや印刷ジョブを一元管
理できます。ユーザーは受信中、処理中、完了済みジョブを追跡して印刷直前になるまで
ジョブチケットを編集できます。TotalFlow Production Managerを使用すると、簡単にジョ
ブの印刷順序や出力プリンターを変更または再印刷できます。
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TotalFlow Prepを使用すると、編集、面付け、ページ配置変更などの前処理タスクを実行で
きます。TotalFlow PrepはTotalFlow Production Managerにジョブチケット付きのジョブを送
信します。TotalFlow PrepとTotalFlow Production Managerでシームレスに作業を行い、ジョ
ブを作成し、前処理設定を適用して、最適なプリンターに送信します。
TotalFlow Production Managerは、ホットフォルダーを使用したジョブ送信にも対応してい
ます。ファイル転送用LPDプロトコルを使用すると、別のシステムからジョブを送信でき
ます。
プリンターへのネットワーク通信を使用すると、簡単にプリンターとジョブの状態を確認
できます。
以下の図では、TotalFlow Production Managerを通過するジョブフローを説明しています。
ジョブはジョブ属性を割り当てるワークフローに送信されます。たとえば、ワークフロー
1でボンド紙、ワークフロー2で再生紙を指定してジョブを印刷するとします。ワークフ
ローにプリンターを関連付けている場合は、TotalFlow Production Managerは自動的にその
プリンターにジョブを割り当てます。ワークフロー4にはプリンターを関連付けていない
ため、ジョブチケットプリンターまたはパススループリンターにオペレーターが手動で
ジョブを移動します。

1 RICOH TotalFlow Production Manager
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システムオブジェクト

TotalFlow Production Managerは、サーバー、プリンター、プリンタープール、ワークフ
ロー、用紙、ユーザー、ジョブ、アクティビティー、レポートで構成されています。これ
らはシシスステテムムオオブブジジェェククトトと呼びます。各システムオブジェクトには詳細な属性を設定
できます。属性はププロロパパテティィーーと呼びます。

サーバー

TotalFlow Production ManagerササーーババーーをWindowsコンピューターにインストールします。
TotalFlow Production Managerではそのサーバーを［System］と呼びます。
サーバーの役割は、以下のとおりです。
• ワークフローがジョブを受信してからプリンターで印刷されるまでのジョブ処理を管
理します。

• オンラインバージョンの使用説明書を管理します。
• システム設定を管理します。

プリンター

ププリリンンタターーはTotalFlow Production Managerで作成し、プリンター機器に関連付けます。プ
リンターはワークフローから受信したジョブをプリンター機器に送信します。
プリンター機器を示すためにTotalFlow Production Managerに作成するプリンターの種類は
機器の処理能力によって異なります。
ジョブチケットプリンター
ジョブチケットプリンターはジョブチケットに対応するプリンター機器に関連付けら
れます。ジョブチケットプリンターに割り当てたジョブのジョブチケットを編集する
と、ジョブオプションを指定できます。
ジョブチケットプリンターに関連付けたTotalFlow Production Managerワークフローで
は次のプログラムからジョブを受信できます。
• RICOH TotalFlow Production Manager Job Submission

• RICOH TotalFlow Prep

• RICOH TotalFlow PM PDF Print Driver

• MarcomCentral Web to Printシステムのような外部オンラインアプリケーション
ホットフォルダー、またはラインプリンターデーモン(LPD)プロトコルを使用する印刷
コマンドからもジョブを受信できます。ジョブチケットプリンターはプリンター機器
と直接通信し、印刷中のジョブの状況を取得できます。

パススループリンター
パススループリンターはPCL、PostScript、PDFなどのさまざまな形式のジョブを印刷
する機器に関連付けできます。パススループリンターに割り当てられたジョブには
ジョブチケットがありません。パススループリンターに関連付けられたTotalFlow

製品の概要
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Production Managerワークフローは、ホットフォルダーやLPDプロトコルを使用する印
刷コマンドからジョブを受信できます。パススループリンターはジョブ状況をレポー
トできません。
パススループリンターはRICOH TotalFlow Production Manager Job Submissionからジョ
ブを受信できます。

ワークフロー

ワワーーククフフロローーはジョブを受信し、TotalFlow Production Managerのプリンターまたはプリン
タープールに送信します。
ワークフローではジョブが進む一連のアクティビティーが定義されます。

プリンタープール

ププリリンンタターーププーールルは効率的に連携するためのプリンターのグループです。プリンタープー
ルにジョブを送信すると、TotalFlow Production Managerは最速で印刷できるプリンターに
ジョブを割り当てます。
部部数数分分割割オオププシショョンン
ジョブをより速く印刷するには、部数分割機能を使用します。新しいプリンタープールを
作成するときは、[部数分割]オプションを[はい]に、[コピー分割しきい値]を部数分割の開
始前にジョブが持つことが可能な最大部数に設定します。ジョブはプリンタープールにあ
るすべてのプリンターに分割されるので、部数全体が最速で印刷されます。

［接続］

［接続］により、TotalFlow Production ManagerがMarcomCentral Web to Printシステムのよ
うな外部オンラインアプリケーションからジョブを受信できます。
製品注文の種類に基づいて、接続を使用して処理規則を指定することもできます。

用紙

用用紙紙とは、ジョブが印刷される封筒、フォーム、ラベル紙、または透明シートなどの用紙
種類の総称です。TotalFlow Production Managerは各プリンターの給紙トレイの用紙を管理
し、この情報を使用して特定用紙を必要とするジョブを、その用紙を使用するプリンター
に割り当てます。

ユーザー

TotalFlow Production Managerユーザーは固有のTotalFlow Production Managerユユーーザザーー名名と
パパススワワーードドが必要です。
ユーザー権限は、アクセスできるオブジェクトや実行できる操作を制御します。

1 RICOH TotalFlow Production Manager
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ジョブ

ジジョョブブはTotalFlow Production Managerが処理するために受信または送信する入力ファイル
です。
TotalFlow Production Managerは次の形式でジョブを印刷できます。

データ形式
ジョブチケット
プリンター

パススループリ
ンター 補足

PCL はい はい ジョブチケットプリンターで扱うためには、PCL
ジョブをワークフローの変換ステップでPDFに変換
してください。

PDF (Portable
Document
Format)

はい はい ジョブチケットプリンターを使用すると、パスス
ループリンターより多くのジョブオプションをプリ
ンター機器から情報を取得できるため、多くの場合
は、ジョブチケットプリンターでPDFジョブを印刷
します。

PostScript はい はい ジョブチケットプリンターを扱うためには、PCL
ジョブをワークフローの変換ステップでPDFに変換
してください。

RPCS いいえ はい 日本で販売されるプリンター機器のみRPCSに対応
しています。

TIFF はい はい TotalFlow Production Managerは形式をPDFファイル
に自動的に変換します。

PNG はい はい
JPEG はい はい

レポート

レレポポーートトにはジョブの印刷とプリンターの使用状況に関する情報があります。管理者は、
この情報を使用すると、生産量の計画、生産効率性の測定や最適化、問題の特定ができま
す。

アクティビティー

アアククテティィビビテティィーーにはジョブの作成や削除などを実行する特定のアクションがあります。
また、デフォルトのジョブプロパティーも定義できます。
TotalFlow Production Managerではジョブ印刷に必要なすべてのアクティビティーを提供し
ます。これらのアクティビティーをコピーまたは修正してカスタムアクティビティーを作
成することもできます。

ジョブ送信方法

TotalFlow Production Managerには、別のTotalFlowアプリケーション、LPDプロトコル、
FTP、またはその他のファイルコピー方式を使用してジョブを送信できます。

製品の概要
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ジョブは定義したワークフローに送信されます。ワークフローはジョブを受信してジョブ
処理を開始します。
対応しているジョブ送信方法は、以下のとおりです。
RICOH TotalFlow Production Managerからのクイック送信

TotalFlow Production Managerからクイック送信を使用すると、対応種類のファイルを
送信エリアにドラッグ＆ドロップしてジョブを入力できます。入力時に選択した
TotalFlow Production Managerのワークフローにファイルが送信されます。

RICOH TotalFlow Prep

TotalFlow Prepを使用すると、文書の編集や構成を行い、文書を選択してジョブチケッ
ト付きジョブを作成して、TotalFlow Production Managerのワークフローに送信できま
す。

RICOH TotalFlow Production Manager Job Submission

TotalFlow Production Manager Job Submissionを使用すると、文書を選択してジョブチ
ケット付きジョブを作成し、TotalFlow Production Managerのワークフローにジョブを
送信できます。

RICOH TotalFlow PM PDF Print Driver
TotalFlow PM PDF Print Driverを使用すると、対応オペレーティングシステムから文書を
TotalFlow Production Managerサーバーに送信後、TotalFlow Production Manager Job
Submissionを使用してジョブをTotalFlow Production Managerのワークフローに送信で
きます。

ホットフォルダー
FTPクライアントまたは任意のファイルコピー方式を使用すると、ホットフォルダーに
印刷ファイルをコピーまたは移動できます。ホットフォルダーにジョブをコピーや移
動すると、ホットフォルダーに関連付けたワークフローは自動でジョブを受信して処
理を開始します。

LPDプロトコル
LPRポート、lprコマンド、LPDプロトコルを使用する別のコマンドを使用すると、
ワークフローにジョブを送信できます。ワークフローにジョブを送信するには、コマ
ンドに送信先のワークフローの名前を指定します。たとえば、ワークフローの名前は
lprコマンドの-Pオプションの値になります。

MarcomCentral Web to Printシステム
MarcomCentral接続を使用して注文を作成できます。TotalFlow Production Managerは、
接続したMarcomCentralストアから注文を自動的に受け取り、要求通りに注文を処理
し、状況更新、配送伝票、請求書、決済を作成します。

プロパティー

TotalFlow Production Managerはプロパティーを使用し、ワークフロー、プリンター、ジョ
ブなどのすべてのオブジェクトの属性を定義します。

1 RICOH TotalFlow Production Manager
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TotalFlow Production Managerの操作画面は各プロパティーに概要を表示します。概要は有
効な値や各プロパティーの意味について説明しています。
各プロパティーは、以下のとおりです。
サーバープロパティー
サーバープロパティーはTotalFlow Production Managerシステムの高いレベルの属性の
一部を定義します。たとえば、サーバープロパティーはユーザーのパスワード変更回
数を制御します。
管理者は最初にシステムを設定するときにインストールで要求されるサーバープロパ
ティーを設定します。 TotalFlow Production Manager画面の[サーバー]ポッドからサー
バープロパティーにアクセスして設定や変更ができます。

プリンタープロパティー
ネットワーク上の位置とプリンターの割り当て属性を定義します。割り当て属性はプ
リンターにジョブを割り当てるために使用します。

ワークフロープロパティー
ワークフロープロパティーはワークフローの属性を定義します。
ワークフローを作成するときは、管理者がワークフロープロパティーを設定します。
たとえば、ワークフロープロパティーを使用すると、ワークフローにジョブを送信す
る方法を制御できます。

接続プロパティー
接続プロパティーは、接続の詳細を定義します。
管理者は作成時に接続トークンと他のプロパティーを入力します。たとえば、管理者
は注文トークンを使用し、対応するTotalFlow Production Managerジョブの処理情報を
含むMarcomCentral注文IDを識別できます。

用紙プロパティー
高さ、幅、坪量などの用紙の属性を定義します。

ユーザープロパティー
システムの使用が許可されたユーザーの属性を定義します。
TotalFlow Production Managerは定義済みの管理者権限ユーザーを提供します。その
ユーザーの権限の追加や属性の変更はできません。管理者は初回の設定中にユーザー
に権限を割り当てます。権限はユーザーがアクセスするTotalFlow Production Manager
の機能の範囲を制御します。

ジョブプロパティー
ジョブプロパティーはジョブの属性を定義します。ワークフローは受信する入力ファ
イルからジョブ属性を作成します。
ジョブプロパティーはジョブの処理と印刷に関するすべての状況を制御します。たと
えば、ジョブプロパティーで以下の操作を行うことができます。
• 印刷を開始する前にジョブを一時停止します。
• すべてのジョブ処理を完了後、一定期間ジョブを保存します。
ジョブプロパティーは、ジョブがジョブチケットまたは印刷コマンドのいずれかで送
信されるときに設定されます。TotalFlow Production Managerにより管理者とオペレー
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ターはジョブごとにジョブプロパティーの値を変更または上書きすることもできま
す。

TotalFlow Production Managerの操作画面
TotalFlow Production Managerの操作画面とは、権限を持つユーザーがネットワークに接続
可能なWindowsやMacからアクセスできるWebブラウザーを使用した操作画面です。
TotalFlow Production Managerのシステムで使用できるブラウザーは、以下のとおりです。

Windows 11 Windows 10

Microsoft Edge 133 はい はい

Mozilla Firefox 135（補足参照） はい はい

Google Chrome 133（補足参照） はい はい

Windows Server 2019 Windows Server 2022 Windows Server 2025

Microsoft Edge 133 はい はい はい

Mozilla Firefox 135（補足
参照）

はい はい はい

Google Chrome 133（補
足参照）

はい はい はい

ブラウザーはTotalFlow Production Manager 4.3.8でテストされた最新バージョンですが、
以降のバージョンも使用できます。
TotalFlow Production Managerの操作画面はユーザーが特定の管理を行うことができるペー
ジで構成されています。オペレーターは[操作]ページで、受信中、処理中、完了したジョ
ブを管理します。[キュー]ページでは、印刷キューを管理し、プリンターにジョブを割り
当てます。管理者は[設定]ページでユーザー、用紙の作成または編集や、サーバープロパ
ティーを設定します。[操作]ページを使用し、プリンター、ワークフロー、プリンター
プールを作成します。各ページを表示するには、メニューバーのボタンをクリックしま
す。

ブラウザーの［進む］と［戻る］ボタンを使用すると、予期しない結果が生じることがあ
るため、必ず操作画面のページボタンを使用してタブを切り替えてください。
各ページのポッドを使用すると、ジョブ、プリンター、ワークフローを操作できます。
操作画面には管理者がログインするときに表示される画面のすべての画像が表示されま
す。オペレーターとモニターは一部のタスクを実行できないため、これらのコントロール
を表示できません。
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1. メメニニュューーババーーはTotalFlow Production Managerの操作画面の各ページの上部にありま
す。

2. ペペーージジを表示するには、メニューバーのボタンをクリックします。この例では、[設定]
ページを説明しています。左に[サーバー]ポッド、[ユーザー]ポッド、［接続］ポッド
が、右に[用紙]ポッドがあります。各ポポッッドドには、サーバー、ユーザー、用紙の情報の
一覧が表示されます。

メニューバー

TotalFlow Production Managerの操作画面の上部にはすべてのページで使用可能なメニュー
バーがあります。

メニューバーを使用すると、以下の操作ができます。
• 使用可能なページを切り替えます。たとえば、メニューバーの左で、[操作]、

[キュー]、[設定]または[レポート]をクリックします。

ブラウザーの［進む］と［戻る］ボタンを使用すると、予期しない結果が生じること
があるため、必ず操作画面のページボタンを使用してタブを切り替えてください。

• [操作]ページでタブを切り替えます。[操作]をクリックし、タブ名を選択します。

TotalFlow Production Managerの操作画面
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• TotalFlow Production Managerからユーザーをログアウトします。メニューバーの右側
で［管理者ツール］アイコン（ ）をクリックし、[ログアウト]をクリックします。

• ログインユーザーのパスワードを変更します。メニューバーの右側で［管理者ツー
ル］アイコン（ ）をクリックし、[パスワードを変更...]をクリックします。

• TotalFlow PM PDF Print Driverをダウンロードします。メニューバーの右側で［管理者
ツール］アイコン（ ）、[ドライバーをダウンロード...]の順にクリックします。

• オンライン版の「TotalFlow Production Managerユーザーガイド」を表示します。メ
ニューバーの右側で［ヘルプ］ボタン（ ）、[ヘルプ]の順にクリックします。

• バージョン番号、体験版ライセンスと恒久ライセンスのどちらがインストールされて
いるか、体験版ライセンスの場合は期限が切れるまでの日数などのTotalFlow
Production Managerのインストール情報を表示します。メニューバーの右側で［ヘル
プ］ボタン（ ）、[バージョン情報]の順にクリックします。

[操作]ページ

TotalFlow Production Managerの操作画面の[操作]ページでは、管理者、オペレーター、モ
ニターがTotalFlow Production Managerのルートを監視、受信中、処理中、完了済みジョブ
を追跡、ジョブを処理するプリンターやワークフローの状況を表示できる主要な機能を提
供します。管理者は、新しいプリンター、ワークフロー、プリンタープールを作成するこ
ともできます。
オペレーターと管理者は、ワークフローとプリンターを管理できます。管理者とオペレー
ターは[操作]ページと[キュー]ページの両方でプリンターにジョブを割り当て、印刷する
までジョブチケットを編集できます。
[操作]ページには［オブジェクト］ポッド、[全てのジョブ]ポッド、［システムサマ
リー］ポッドがあります。［オブジェクト］ポッドで、これらのタブを切り替えることが
できます。
• [プリンター]

• [ワークフロー]

• [プリンタープール]

• ［接続］
[全てのジョブ]ポッドでは、TotalFlow Production Managerが受け取ったすべてのジョブを
参照できます。

［システムサマリー］ポッドを表示するには、 ポッドの設定アイコン（[全てのジョ
ブ]）をクリックし、［システムサマリー］を選択します。現在のフェーズに基づいたジョ
ブの概要を参照でき、[全てのジョブ]ポッドの新しいタブにジョブのグループを表示でき
ます。

ブラウザーの［進む］と［戻る］ボタンを使用すると、予期しない結果が生じることがあ
るため、必ず操作画面のページボタンを使用してタブを切り替えてください。
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オブジェクトに対するアクションを実行するには、オブジェクトを選択し、タブの上部で
オプションのいずれかを選択します。または、ポッドの上部で[さらに表示]をクリック
し、アクションを選択します。オブジェクトを右クリックし、メニューからオプションを
選択することもできます。

[プリンター]タブ

[プリンター]タブを使用し、TotalFlow Production Managerで定義されたプリンターに関す
る情報を確認します。

TotalFlow Production Managerの操作画面
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[操作]ページで、管理者はプリンターを追加または削除できます。オペレーターと管理者
は、プリンターで関連付けられたジョブを有効化、無効化、表示するなどのアクションを
実行できます。
[プリンター]タブには、プリンター名とその状況が表示されます。

[ワークフロー]タブ

[ワークフロー]タブを使用し、TotalFlow Production Managerで定義されたワークフローに
関する情報を確認します。

1 RICOH TotalFlow Production Manager
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オペレーターと管理者は、ワークフローで有効または無効にするなどのアクションを実行
できます。[操作]ページで、管理者はワークフローを追加または削除できます。
[ワークフロー]タブには、ワークフロー名とその状況が表示されます。

[プリンタープール]タブ

[プリンタープール]タブを使用し、TotalFlow Production Managerで作成されたプリンター
プールに関する情報を確認します。

TotalFlow Production Managerの操作画面
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管理者は、プロパティーの作成、削除、または変更などのプリンタープールに対するアク
ションを実行できます。オペレーターはプロパティーとログを表示したり、ジョブをプリ
ンタープールに割り当てることができます。
[プリンタープール]タブには、プール名と関連付けられたプリンターが表示されます。

［接続］タブ

［接続］タブを使用すると、TotalFlow Production ManagerがMarcomCentral Web to Print印
刷システムのような外部入力アプリケーションから注文を受け取れるようになります。

1 RICOH TotalFlow Production Manager
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管理者は、プロパティーの作成、削除、または変更などの接続に対するアクションを実行
できます。オペレーターはプロパティーとログを表示できます。
［接続］タブには接続名、関連付けられたワークフロー、状況が表示されます。

[全てのジョブ]ポッド

[全てのジョブ]ポッドには、TotalFlow Production Managerのジョブが表示されます。

オペレーターと管理者は、特定のジョブに関する情報を表示したり、ジョブを一時停止、
再開、再印刷などのアクションを実行できます。
[操作]ページで、[全てのジョブ]ポッドをフィルタリングし、表示されるプロパティーの
いずれかのジョブのみを表示できます。
[全てのジョブ]ポッドに表示されるデフォルトのジョブプロパティーは、以下のとおりで
す。

TotalFlow Production Managerの操作画面
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• [名前]－ジョブ名を指定します。
• [ID]－ジョブに割り当てたID番号を示します。
• [現在のフェーズ]－ジョブが到達した処理フェーズを示します。
• [進行状況]－印刷処理中のジョブの位置を示します。
• [状態]－処理またはエラーなどのジョブの現在の状態を示します。
• [ユーザー名]－ジョブを送信したユーザー名を示します。表示名は、ジョブ送信方法ま
たはプラットフォームに基づき、異なる場合があります。

• [合計シート数]－プリンターにジョブをスケジュールするために計算された値を示しま
す。

この値は［ジョブプロパティーエディター］で設定されたジョブプロパティーに基づ
いて推定されおり、別のプリンターコントローラーでは異なることがあります。

• [データ送信日時]－ワークフローがジョブを作成した日時を示します。
• [納期]－ジョブの納期日と、納期日までの日数を指定します。
さらにプロパティーを追加するには、ツールアイコン（ ）、[列を管理...]の順にクリッ
クします。
ジジョョブブ状状態態イインンジジケケーータターーは、ジョブの現在のフェーズと進捗状況を示します。
• [手動]進行状況カテゴリー:

停止済み

TotalFlow Prep待機中

TotalFlow Prep動作中

未割り当て

承認を待機中

オペレーターアクションを待機中

パスワードを待機中

注文完了待ち

• [エラー]進行状況カテゴリー:

エラー

• [未確定]進行状況カテゴリー:

割り当て済み

完了

キュー実行済み

保存済み

1 RICOH TotalFlow Production Manager



1

29

未割り当て保留でまたは無効なプリンターに割り当て済み

待機中

• [処理中]進行状況カテゴリー:

作成中

印刷中

処理中

スプール中

プリンターで保留済み

プリンターで一時停止

プリンターで停止済み

［システムサマリー］ポッドを表示するには、[全てのジョブ]ポッドの設定アイコン（
）をクリックし、［システムサマリー］を選択します。現在のフェーズに基づいたジョブ
の概要を参照でき、[全てのジョブ]ポッドの新しいタブにジョブのグループを表示できま
す。

タブのジョブの表示を変更するには、タブを開き、ツールアイコン（ ）をクリック
し、必要に応じてジョブをグループ化するか、ポッド行を選択します。
ジョブのプレビューを参照するには、ツールアイコン（ ）をクリックし、［ジョブプ
レビュー］を選択します。

ジョブを選択すると、ポッドの右にプレビューが表示されます。

[キュー]ページ

TotalFlow Production Manager画面の[キュー]ページで、管理者、オペレーター、モニター
は各プリンターのキューを確認できます。

TotalFlow Production Managerの操作画面
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管理者とオペレーターはあるプリンターから別のプリンターにジョブを移動したり、
キュー内でジョブの順番を変更できます。管理者とオペレーターは[キュー]ページと[操
作]ページの両方でプリンターにジョブを割り当て、印刷するまでジョブチケットを編集で
きます。
[キュー]ページには、[キュー]ポッド、[手動ジョブ]ポッド、［システムサマリー］ポッド
があります。[手動ジョブ]ポッドは、手動フェーズ進捗状況でジョブを表示するために
フィルタリングされます。プリンターに表示されたジョブを割り当てます。

ブラウザーの［進む］と［戻る］ボタンを使用すると、予期しない結果が生じることがあ
るため、必ず操作画面のページボタンを使用してタブを切り替えてください。

[キュー]ポッド

[キュー]ポッドには、プリンターとプリンターに割り当てたジョブが表示されます。ま
た、用紙交換アクションや特殊な指示も表示されます。

1 RICOH TotalFlow Production Manager
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[キュー]ポッドの左側にはプリンターが表示されます。[プリンターの状況]ダイアログを
開くには、プリンターエリアを右クリックし、[状況...]をクリックします。
右側には各プリンターのジョブのキューが表示されます。ジョブは希望する印刷順序で配
列されます。キューのジョブの位置を変更するには、ジョブを新しい位置にドラッグしま
す。
ジョブにカーソルを置くと、ジョブ名、ジョブID、状態、現在のアクティビティー、シー
ト数、印刷部数が表示されます。
ジョブをダブルクリックすると、ジョブの状況を示すダイアログが開きます。
部数またはジョブプロパティーの変更、保留、移動、削除などの他のアクションを実行す
るには、ジョブを右クリックします。

［オペレーター］フラグ（ ）はジョブにオペレーターへの指示があることを示します。
指示を表示するには、オペレーターフラグをクリックします。印刷せずに[特殊な指示]ダ
イアログを閉じるとフラグが赤になります。

［保留ジョブ］フラグ（ ）は、ジョブを一定の時間まで保留することを示します。印刷
用にリリースする時間を表示するには、ジョブをダブルクリックします。

［用紙交換］アイコン（ ）は、プリンターにセットした用紙の交換が必要なことを示し
ます。用紙交換の指示を表示するには、アイコンをダブルクリックします。

[設定]ページ

TotalFlow Production Managerの[設定]操作画面のページを使用すると、管理者は、ユー
ザー、用紙のプロパティーの作成や変更ができます。管理者はサーバープロパティーの設
定もできます。
[設定]ページには、管理者のみ表示と変更ができるオブジェクトの[サーバー]ポッド、[用
紙]ポッド、[ユーザー]ポッドがあります。
• ポッドを開くには、[設定]、ポッドの名前の順にクリックします。すでに開いたポッド
のコピーを開くことはできません。

• ポッドを閉じるには、右上にある［終了］アイコン（ ）をクリックします。

ブラウザーの［進む］と［戻る］ボタンを使用すると、予期しない結果が生じることがあ
るため、必ず操作画面のページボタンを使用してタブを切り替えてください。

TotalFlow Production Managerの操作画面
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[サーバー]ポッド

[サーバー]ポッドには、TotalFlow Production Managerのサーバーが表示されます。
TotalFlow Production Managerシステムのサーバーは１つです。

管理者は、[サーバー]ポッドを使用すると、TotalFlow Production Managerの情報の確認や
変更ができます。
[サーバー]ポッドで、ササーーババーー名名でサーバーを特定します。この名前は［System］とな
り、変更できません。

[用紙]ポッド

[用紙]ポッドには、定義された用紙が表示されます。

1 RICOH TotalFlow Production Manager
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管理者は、用紙に関する情報を表示して変更できます。用紙の追加や削除もできます。
[用紙]ポッドには、用紙名と選択した用紙プロパティーが表形式で表示されます。
選択を変更するには、ツールアイコン（ ）、[列を管理...]の順にクリックします。

[ユーザー]ポッド

[ユーザー]ポッドには、TotalFlow Production Managerのユーザーがリストに表示されま
す。

管理者は、ユーザーを追加や削除、ユーザー権限を変更、ほかのユーザーのパスワードを
変更できます。
[ユーザー]ポッドには、ユーザー名と選択したユーザープロパティーが表示されます。選
択を変更するには、ツールアイコン（ ）、[列を管理...]の順にクリックします。

［接続］ポッド

［接続］ポッドでは、接続の作成が可能になり、TotalFlow Production Managerにすでに作
成された接続が表示されます。

TotalFlow Production Managerの操作画面
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管理者は、接続の追加や削除、プロパティーの変更、ログの参照ができます。オペレー
ターはプロパティーとログを表示できます。
［接続］ポッドには接続名が表示されます。

[レポート]ページ

TotalFlow Production Managerの操作画面の[レポート]ページを使用すると、管理者は、
TotalFlow Production Managerの標準レポートを表示してカスタムレポートを作成できま
す。
[レポート]ページには、使用可能なレポートとレポートから保存したファイルがリストに
表示されるポッドや選択したレポート内容を表示するポッドがあります。
ヘッダーバーのツールアイコンを使用して、[レポート]ポッドを開いたり、閉じたり、展
開できます。

ブラウザーの［進む］と［戻る］ボタンを使用すると、予期しない結果が生じることがあ
るため、必ず操作画面のページボタンを使用してタブを切り替えてください。
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[レポート]ポッド

[レポート]ポッドでは、TotalFlow Production Managerレポートがリストに表示されます。

管理者は、表示するレポートを選択し、作成したレポートを削除できます。

TotalFlow Production Managerの操作画面
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[レポート]ポッドには、各レポート名、説明、時間範囲が表形式で表示されます。

［レポート名］ポッド

［レポート名］ポッドには、表形式の[レポート]ポッドで選択したレポートの内容が表示
されます。

管理者はレポートの内容を表示する時間範囲を設定してレポートのコピーを保存できま
す。

［ジョブプロパティーエディター］ダイアログ
［ジョブプロパティーエディター］ダイアログは、プリンターに送信するジョブを設定お
よび表示できるセクションで構成されています。［ジョブプロパティーエディター］ダイ
アログは印刷するジョブの設定に必要なすべての情報を提供します。最終印刷がどう見え
るか確認できるようにすべての変更がリアルタイムで表示されます。
［ジョブプロパティーエディター］ダイアログを開くには、ジョブを選択し、編集アイコ
ンをクリックします。
ユーザーインターフェースの要素：

1. タイトルバー
2. 表示領域
3. アクションバー

1 RICOH TotalFlow Production Manager
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表示モード

ダイアログのビュー領域には、ジョブとジョブに関する情報を表示するためのさまざまな
オプションがあります。
セクションの右上にあるアイコンを使用し、表の説明に従ってビューを変更します。
アアイイココンン ビビュューー名名 概概要要

［シートビュー］ ページとして読む順番にジョブを
表示します。

［見開きビュー］ ジョブを見開きで表示します。

［ジョブサマリー］ ジョブの全設定を要約します。以
下の設定はHTMLファイルとして
エクスポートできます。

［オプションを表示］ ページ番号、合紙、原点を表示し
ます。

［見開きビュー］

［見開きビュー］（ ）は、ジョブを表示領域の中央に見開きで表示します。ページを
めくると、印刷が必要なジョブの変更をリアルタイムで確認できます。

ページをめくるには、シート端、または以下のアイコンをクリックします。

［ジョブプロパティーエディター］ダイアログ
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アアイイココンン 名名前前

［前のページへ］

［次のページへ］

1,000シート以上の大きな印刷ジョブでは、最初の1,000シートのみが表示されます。ジョ
ブの総ページ数のうち、セットされたページ数を確認できます。例外ページはページ範囲
がセットされた場合にのみ表示されます。

印刷面や用紙サイズなどのオプションの一部が設定されていないときは、このビューは使
用できません。

［シートビュー］

［シートビュー］（ ）は、ジョブのページを読む順に複数のページを表示します。

右下のズームオプションを使用して、ズームレベルを設定できます。ズームレベルを使用
すると、より詳細な画像やすべてのページの概要を拡大または縮小できます。［幅に合わ
せる］オプションを使用すると、現在のシートのみを表示して幅に合わせて拡大します。
100%の最大ズームレベルは96 dpiです。

印刷面や用紙サイズなどのオプションの一部が設定されていないときは、このビューは使
用できません。
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［ジョブサマリー］

［ジョブサマリー］ビュー（ ）は現在のジョブプロパティーの概要を表示します。

このビューには現在のセクションを開くリンクがあり、編集が必要な設定を簡単に見つけ
ることができます。 セクションの右上にあるエクスポートボタン（［ジョブサマ
リー］）をクリックして、サマリーをHTMLファイルにエクスポートすることもできま
す。HTMLファイルはエディターの外部から開いて印刷できます。
セクション見出しでグループ化された設定が一覧表示されます。
値のいずれかに赤い三角形が表示される場合、プリンターは現在の選択項目に対応してい
ません。有効な選択に変更する必要があります。

［オプションを表示］

［オプションを表示］メニューでは、特定のビューに表示する要素を選択できます。
このメニューは［見開きビュー］と［シートビュー］でのみ使用可能です。

ジョブ内のページのページ番号、合紙、原点、有効化されている折りオプションをオンま
たはオフにできます。
［ページ番号］オプションは、シートのページごとに印刷ファイルのページに対応する番
号を表示します。これらの数字は印刷されません。インターフェースでのみ表示されま
す。

［ジョブプロパティーエディター］ダイアログ
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［合紙］オプションは、ジョブに挿入されたすべての合紙を表示します。［合紙］オプ
ションにチェックが付いていない場合は、合紙は表示されず、挿入枚数にも含まれません
が、印刷は行われます。
［原点］は［画像位置揃え］、［回転角度］、［印刷位置調整］の開始点を表します。
［画像位置揃え］、［回転角度］、［印刷位置調整］に行ったすべての調整は、その原点
に基づいています。［原点］はシートごとに該当する場所に表示されます。
［矢印をクリックして折りを設定］オプションでは、［折りの種類］が［観音折り］以外
の特定の値に設定されている場合はいつでも、ページを［見開きビュー］に折りたたんで
表示します。シートの端にある矢印をクリックすることで、各ページを広げたり折りたた
んだりできます。［矢印をクリックして折りを設定］オプションはデフォルトで選択され
ています。

• 場合によって、［矢印をクリックして折りを設定］オプションは無効になることがあ
ります。［矢印をクリックして折りを設定］を有効にするには、［例外ページ］を削
除して［面付け］値を変更するか、または［用紙］をタブのない短辺送りの用紙に変
更します。

• ジョブのすべてのページで折り線を引けない場合は、［矢印をクリックして折りを設
定］を有効にできません。
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2.サンプルタスクを実行する
•メール通知を作成/修正する

この章では、TotalFlow Production Managerで実行できる複雑な操作の例を説明します。

メール通知を作成/修正する
このセクションでは、プリンターとジョブのメール通知を作成します。また、プリンター
通知を修正します。

プリンター通知を作成/修正する

この例では、プリンターの操作が必要なときにオペレーターに送信するメール通知を作成
します。2番目のオペレーターにメール通知を送信するように修正します。オペレーター
が合理的な時間内に特定のプリンターの問題を解決できない場合に自分に送信する別の
メール通知も作成します。
1. TotalFlow Production Managerにオペレーターまたは管理者権限を持つユーザーとし
てログインします。

2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. [プリンター]タブで、設定アイコン（ ）、［通知...］の順にクリックします。
［プリンター通知］ダイアログが表示されます。

4. ［新規］をクリックします。
［通知を追加］ダイアログが表示されます。

5. ［名前］フィールドを編集し、操作が必要であることを伝えます。
6. ［種類］リストで、［プリンター操作が(x)分間必要です］を選択します。
ダイアログが、以下のように変更します。
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7. ［受信者（コンマ区切り）］フィールドに、operator1@mycompany.comと入力し
ます。

8. ［適用先］フィールドで、［全てのプリンター］が選択されていることを確認しま
す。

9. ［プリンターで次の時間(分)以上操作が必要です］フィールドに1と入力します。
10. [OK]をクリックします。

これで最初のプリンター通知を作成しました。
通知に別のオペレーターのメールアドレスを追加します。
11. 作成した通知を選択し、［編集］をクリックします。

［通知を編集］ダイアログが表示されます。
12. ［受信者（コンマ区切り）］フィールドをoperator1@mycompany.com,

operator2@mycompany.comになるように編集します。
メールアドレスはコンマで区切ります。

13. [OK]をクリックします。
14. ここで、特定のプリンターに同じような通知を作成します。今回は、オペレーター

が問題を解決できない場合に自分にメールを送信します。［プリンター通知］ダイ
アログを開き、［新規］をクリックします。

15. ［名前］フィールドにオペレーターがプリンターの問題を解決できない場合と入力
します。

16. ［種類］リストで、［プリンター操作が(x)分間必要です］を選択します。
17. ［受信者（コンマ区切り）］フィールドでme@mycompany.comを入力します。
18. ［適用先］フィールドでプリンターを選択します。
19. ［プリンターで次の時間(分)以上操作が必要です］フィールドに30と入力します。
20. [OK]をクリックします。

2サンプルタスクを実行する
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ワークフロー通知を作成/修正する

この例では、ワークフローの操作が必要なときにオペレーターに送信するメール通知を作
成します。
1. TotalFlow Production Managerにオペレーターまたは管理者権限を持つユーザーとし
てログインします。

2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. [ワークフロー]タブで、設定アイコン（ ）、［通知...］の順にクリックします。
［ワークフロー通知］ダイアログが表示されます。

4. ［新規］をクリックします。
［通知を追加］ダイアログが表示されます。

5. ［名前］フィールドを編集します。
6. ［種類］リストで、［ジョブはアクティビティー(x)に入りました］を選択します。
ダイアログが、以下のように変更します。

メール通知を作成/修正する
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7. ［受信者（コンマ区切り）］フィールドで、通知の送信先のメールアドレスを入力
します。
メールアドレスはコンマで区切ります。

8. ［適用先］フィールドで[任意のプリンター]を選択します。
9. ［ジョブがアクティビティーに入ったときに通知を送信］で［印刷］アクティビ
ティーを選択します。

10. [OK]をクリックします。
これで最初のワークフロー通知を作成しました。

11. 通知を修正するには、上記の手順1～3に従い、［通知...］ダイアログを開きます。
12. 作成する通知を選択し、［編集］をクリックします。

［通知を編集］ダイアログが表示されます。

2サンプルタスクを実行する
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13. 必要に応じてフィールドを編集します。
14. [OK]をクリックして変更を保存します。

ジョブ通知を作成/修正する

この例では、複数の片面ジョブを印刷するようにジョブプロパティー値が変更されたとき
に送信する通知メールを作成します。すべてのジョブ通知はすべてのジョブに適用されま
す。
1. TotalFlow Production Managerにオペレーターまたは管理者権限を持つユーザーとし
てログインします。

2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. [全てのジョブ]タブで、設定アイコン（ ）、［通知...］の順にクリックします。
［ジョブ通知］ダイアログが表示されます。

4. ［新規］をクリックします。
［通知を追加］ダイアログが表示されます。

メール通知を作成/修正する
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5. ［名前］フィールドに「片面ジョブで複数部数」と入力します。
6. ［種類］リストで、［ジョブ属性値が変更されました］を選択します。
7. ［受信者（コンマ区切り）］フィールドでme@mycompany.comを入力します。
8. [プロパティー]リストで、[片面/両面]を選択します。
9. [比較]リストで、[次の値に等しい]を選択します。
10. [値]リストで、[おもて面（片面）]を選択します。

11. ［追加］ボタン（ ）をクリックします。
[プロパティー]、[比較]、[値]のフィールドが表示されます。

12. 2番目の[プロパティー]リストで、[部数]を選択します。
13. 2番目の[比較]リストで、[次の値より大きい]を選択します。
14. 2番目の[値]フィールドに1を入力します。

2サンプルタスクを実行する
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15. 新しい通知を保存するには、[OK]をクリックします。
［ジョブ通知］ダイアログに通知が表示されます。

名前と送信先のメールアドレスを変更することで、ジョブ通知を管理できます。
メールアドレスはコンマで区切ります。

16. 既存の通知を修正するには、その通知を選択し、［編集］をクリックします。
17. 通知名と受信者メールを変更してから[OK]をクリックして変更を保存します。
18. 新しい通知を作成するには、［新規］ボタンまたは［コピー］ボタンを使用しま

す。表示されるダイアログフィールドを編集し、変更を保存します。
19. 通知を削除するには、その通知を選択し、［削除］をクリックします。
ジョブのプロパティーが変更されるたびに、TotalFlow Production Managerは[片面/両面]と
[部数]の値を確認します。両方の条件がtrue（片面ジョブで複数部数）の場合は、メール通
知が送信されます。

メール通知を作成/修正する
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3.設定
•プリンターを作成する
•ワークフローを作成する
•プリンタープールを作成する
•接続を作成する
•ジョブ送信を準備する
•用紙を作成する
•別のシステムにオブジェクトをコピーする
•サーバープロパティーを設定する
•通知を作成する
•ログスケジュールを変更する
•クライアントコンピューターを設定する

TotalFlow Production Managerの設定作業には、用紙やユーザーを追加したり設定するだけ
でなく、サーバープロパティーの設定のような高度な作業もあります。

プリンターを作成する
プリンターとは、TotalFlow Production Managerからジョブを受信する環境にあるプリン
ター機器を表します。最大15個までのIPアドレスでプリンター機器を示すプリンターを作
成できます。複数のプリンターで同じプリンター機器を表すことができるため、15個以上
のプリンターを作成できます。
以下の種類のプリンターがTotalFlow Production Managerのジョブを受信できます。
プリンター機器を示すためにTotalFlow Production Managerに作成するプリンターの種類は
機器の処理能力によって異なります。
ジョブチケットプリンター
ジョブチケットプリンターはジョブチケットに対応するプリンター機器に関連付けら
れます。ジョブチケットプリンターに割り当てたジョブのジョブチケットを編集する
と、ジョブオプションを指定できます。
ジョブチケットプリンターに関連付けたTotalFlow Production Managerワークフローで
は次のプログラムからジョブを受信できます。
• RICOH TotalFlow Production Manager Job Submission

• RICOH TotalFlow Prep

• RICOH TotalFlow PM PDF Print Driver

• MarcomCentral Web to Printシステムのような外部オンラインアプリケーション
ホットフォルダー、またはラインプリンターデーモン(LPD)プロトコルを使用する印刷
コマンドからもジョブを受信できます。ジョブチケットプリンターはプリンター機器
と直接通信し、印刷中のジョブの状況を取得できます。

パススループリンター
パススループリンターはPCL、PostScript、PDFなどのさまざまな形式のジョブを印刷
する機器に関連付けできます。パススループリンターに割り当てられたジョブには
ジョブチケットがありません。パススループリンターに関連付けられたTotalFlow
Production Managerワークフローは、ホットフォルダーやLPDプロトコルを使用する印
刷コマンドからジョブを受信できます。パススループリンターはジョブ状況をレポー
トできません。
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パススループリンターはRICOH TotalFlow Production Manager Job Submissionからジョ
ブを受信できます。

TotalFlow Production Managerは割割りり当当ててププロロパパテティィーーで、両方の種類のプリンターに
ジョブを割り当てます。すべてのジョブの割り当てプロパティー値がプリンターの割り当
てプロパティー値と一致する場合は、プリンターにジョブを割り当てることができます。

ジョブプロパティー プリンタープロパティー
［お客様］ [お客様名]

［用紙設定］（［名前］エディターの［用紙］ペー
ジの[ジョブのプロパティー]）

［用紙設定］（プリンターの給紙トレイまたは用紙
交換をスケジュールした用紙の[名前]）

［ステープル/製本］ [ステープル]

［パンチ］ [パンチ]

［折りの種類］ [折り]

［カラー/白黒］ [カラーモード]

[合計シート数] [対応するジョブの合計シート数]

［要求済みプリンター］ ［要求済みプリンター］

同じプリンター機器を表すプリンターを作成した場合は、以下の競合が発生する場合があ
ります。
• [キュー]ポッドの各プリンターにカスタムキューがあるため、プリンター機器のすべて
のキューが確認できない。

• 期待した順序でジョブが印刷されない。
• 1つのプリンターに割り当てられたジョブが別のプリンターに割り当てられたヘッダー
ページと本文の間に印刷される。

• ジョブチケットプリンターとパススループリンターが同じプリンター機器を表す場合
で、パススループリンターが大きいジョブを処理しているときにジョブチケットプリ
ンターに割り当てられたジョブの状況が表示できない。

これらの競合を回避するには、一度に1つのプリンターのみを有効にしてください。

ジョブチケットプリンターを作成する

ジョブチケットプリンターはPDFに対応するプリンター機器と関連付けできます。
PostScriptとPCLジョブはワークフローステップでPDF形式に変換した場合に印刷できま
す。
ジョブチケットプリンターに割り当てられているジョブのジョブチケットを編集できま
す。ジョブチケットプリンターに関連付けたTotalFlow Production Managerワークフローは
TotalFlow Prep、ホットフォルダー、LPDプロトコルを使用する印刷コマンドからジョブを
受信できます。ジョブチケットプリンターはプリンター機器と直接通信し、印刷中のジョ
ブの状況を取得できます。

3設定
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プリンターコントローラーオプションを使用するプリンター機器を表すジョブチケットプ
リンターには、TotalFlow Production Managerでプリンター割り当てプロパティーが自動的
に設定され、プリンターが作成されるとすぐに用紙マップが作成されます。
TotalFlow Production Managerを使用すると、Windowsシステムに接続済みプリンターを追
加し、Windows V4印刷サブシステムと互換性のあるプリンタードライバーを使用できます

• Windows V4印刷デバイスの追加は新しい機能で、現在はプレビューバージョンとして
のみ提供されています。制限事項と可能な解決策については、Readmeファイルを参照
してください。

• プリンターを登録する前に、コンピューターとプリンターの両方をネットワークに正
しく接続してください。ネットワークにプリンターを接続する方法は、プリンターの
使用説明書を参照してください。

• Windows V4プリンターを使用できるようにするには、Windows V4印刷サブシステムと
互換性のあるプリンタードライバーをインストールしてください。

ジョブチケットプリンターを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. 以下のいずれかを行います。
新しいプリンターを作成するには、以下の操作を行います。
1. 画面の左側のオブジェクトポッドで、[プリンター]をクリックします。
2. [新規]をクリックし、[ジョブチケットプリンター...]を選択します。

[ジョブチケットプリンターを作成]ダイアログが表示されます。

既存のプリンターをコピーするには、以下の操作を行います。
1. [プリンター]タブでプリンターを選択し、[さらに表示]、[コピー...]の順にクリッ
クします。

プリンターを作成する
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2. または、プリンターを右クリックし、[コピー...]を選択します。
[プリンターをコピー]ダイアログが表示されます。
[名前]以外のプロパティー値は新しいプリンターでは選択したプリンターのプロ
パティーと同じ値になります。

4. ダイアログの各ページで、調整が必要な必須およびオプションのプロパティー値を
入力または選択します。
ページを変更するには、ナビゲーションバーのページ名をクリックします。
1. [プリンター種類]でオプションの1つを選択します。

• 対応しているリコー機器のうちの1つを表すプリンターを作成する場合は、
[標準]を選択します。これは、デフォルトのオプションです。

• 標準では対応していない機器を表すPostScriptプリンターを作成する場合は、
[カスタム]を選択します。

• Windows V4印刷サブシステムと互換性のあるプリンタードライバーを使用す
るWindowsシステムに接続済みプリンターを追加する場合は、[Windows（機
能プレビュー）]を選択します。

2. カスタムプリンターをTotalFlow Production Managerで使用可能にするには、カス
タムプリンター定義ファイルをインポートしてください。カスタムプリンター定
義ファイルをインポートするには、[インポート]をクリックします。カスタムプ
リンター定義ファイルのインポートについては、P. 56「カスタムプリンター定
義のインポートツールを使用する」を参照してください

3. [カスタム]を選択した場合は、表示されたリストのプリンターの1つを選択してか
ら、[設定]をクリックします。
インストール可能なオプションダイアログが表示されます。そこで選択したプリ
ンターモデル機器の機能を選択できます。これらのオプションは、TotalFlow
Production Managerプリンターで使用可能になります。インストール可能なオプ
ションの使用については、P. 57「を使用する」を参照してください。

TotalFlow Production ManagerがHTTPSで開かれた場合、他のページにHTTPで
ロードすることを許可しないセキュリティー制限があるため、インストール可能
なオプションダイアログを使用できない可能性があります。この場合は、HTTP
に戻してインストール可能なオプションを設定してから、再度HTTPSを有効にし
ます。

4. [Windows（機能プレビュー）]を選択した場合は、プリンターリストから追加す
るWindowsプリンターを選択します。
プリンターリストには、Windows V4印刷サブシステムと互換性のあるプリンター
ドライバーを使用するWindowsシステムで利用可能なプリンターが含まれます。
[設定]オプションは、プリンターを保存した後でのみ利用できます。プリンター
を設定するには、以下の手順に従います。
1. メニューバーで、[操作]をクリックします。
2. [プリンター]タブで、[さらに表示]、[プロパティー...]の順にクリックします。
または、プリンター名を右クリックし[プロパティー...]を選択します。[ジョブ
チケットプリンターのプロパティー]ダイアログが表示されます。

3設定
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3. [設定]をクリックします。［RICOH Windowsプリンターマッピング］ダイア
ログが表示されます。

4. ［RICOH Windowsプリンターマッピング］ダイアログで、プリンターで利用
できる設定のマッピングを設定します。
このプリンターモデルでは、デフォルトのマッピングセットがすでに利用で
きます。
詳しくは、［RICOH Windowsプリンターマッピング］画面のヘルプボタン（
）をクリックします。

5. アプリケーションとプリンター間の通信に使用する[プリンター言語]を指定しま
す。

6. 同じプリンター機器を表すプリンターを作成する場合は、各プリンターの[TCP/IP
アドレスまたはホスト名]プロパティーに同じ値を指定します。
1つのプリンターにTCP/IPアドレスを指定し、別のプリンターに完全修飾ホスト
名を指定すると、両方が同じアドレスに行き着いてもTotalFlow Production
Managerは2つのIPアドレスとして認識します。

7. [TCP/IPポート]プロパティーの値を指定します。
• プリンター言語がPostScriptに設定されたときは、デフォルトポート番号は

9100です。EFI Fieryコントローラーオプションを使用するプリンター機器に
は、以下のポート番号を指定できます。
9101
直接キューにジョブを送信します。ジョブは送信した順序で印刷されま
す。TotalFlow Production Managerはほとんどのプリンターのジョブ状況を
判定できません。複数の部数をソートする機能はありません。

9102
印刷キューにジョブを送信します。ジョブは送信した順序で印刷されない
場合があります。TotalFlow Production Managerはジョブ状況を判定できま
す。複数の部数をソートする機能があります。このポートを推奨します。

9103
保留キューにジョブを送信します。印刷するには、プリンター操作画面で
オペレーターがジョブの保留を解除してください。

• プリンター言語がPDF/JDFに設定される場合は、表示されるデフォルトは
8010 / 80です。
8010はPDF/JDFを使用するプリンターデバイスのネットワークインター
フェースであり、80は、TotalFlowプリントサーバーのコントローラーを使用
する機器専用です。

8. プリンターの処理能力に関する更新情報を受け取るために、[プリンター機能を有
効にする]トグルは有効のままにします。

9. プリンターが再起動前に設定された状態を維持できるようにするには、[再起動後
プリンターの状態を維持]を選択します。

10. [ワークフロー]セクションで、[ワークフローを作成]、［終了時にワークフロー
を編集］の順に選択します。これで、新しいプリンター用のワークフローを作成
し、ダイアログを閉じるとそのプロパティーを編集できます。

プリンターを作成する
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11. [スケジューリング]ページで、プリンター割り当てプロパティーを設定します。
12. [セット済み用紙]で、以下のいずれかを選択します。

• [いいえ]を選択すると、プリンター給紙トレイのいずれにもジョブで必要な用
紙がセットされていない場合のみ、プリンターにジョブをスケジュールしま
す。

• [はい]を選択すると、プリンター給紙トレイのいずれかにジョブで必要な用紙
がセットされた場合のみ、プリンターにジョブをスケジュールします。

いずれの場合も、ジョブで要求された用紙がプリンターに対応する用紙リストに
あることが必要です。

13. [用紙]で、プリンターで必要な用紙種類を選択します。
14. [拡張]ページで、デフォルトでは、TotalFlow Production Managerサーバーをイン
ストールしたときに選択した言語で区切り紙（バナーページ）が印刷されます。
別の言語で区切り紙を印刷するには、[メッセージ言語]プロパティーを設定しま
す。

15. [区切り紙用給紙トレイ]でトレイリストから区切りページ用の給紙トレイを選択
します。
プリンター言語が［JDF］に設定されている場合は、未使用タブが排紙される排
紙トレイも選択できます。

16. [ジョブチケットを検証]トグルを使用して、印刷前にジョブチケットを検証する
かどうかを指定します。
このオプションは、以前検証されていないジョブチケットに特に使用されます。

17. [ジョブ区切り紙]セクションで、ジョブページの前とまたは後に特別な指示を印
刷するかどうかを指定します。

ジョブに排紙トレイを選択した場合は、区切り紙にも同じ排紙トレイを設定しま
す。
ジョブの仕上げ設定によって、ジョブと同じ排紙トレイに一部の区切り紙を排紙
しない場合があります。これは、ジョブの排紙トレイに次のいずれかを設定した
ときに発生します。

[中とじトレイ]

[トリマートレイ]

[リング製本機トレイ]

[くるみ製本機左下トレイ]

[折り機トレイ]

この場合は、プリンターが区切り紙の排紙先を決定します。通常、[フィニッ
シャーシフトトレイ]に排紙されます。

18. [SNMP]で、プリンターコントローラーのプロパティーと同じ値を設定します。

3設定
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プリンタープロパ
ティー

EFI Fieryプリンター
コントローラー

リコープリンターコ
ントローラー

TotalFlow Print Server
プリンターコントロー
ラー

[コミュニティー名] 「コミュニティー名
読み取み」

「コミュニティー
名」プリンタープロ
パティーには読み取
り専用または読み取
り/書き込み［アクセ
ス種類］が必要で
す。

「コミュニティー名」
には読み取り専用また
は読み取り/書き込み
［アクセス種類］が必
要です。

[ユーザー名] 「非セキュアユー
ザー名」（低セキュ
リティー）

「アカウント名
（ユーザー）」

「ユーザー」

複数の値を指定できま
す。リストの値に
[ユーザー名]プリン
タープロパティーを設
定します。

「セキュアユーザー
名」（中または高セ
キュリティー）

[中セキュリティーパ
スワード]

[パスワードの最大文
字数]を設定した場合
は、[中セキュリ
ティーパスワード]も
設定してください。
一部のプリンターを
使用すると、[パス
ワードの最大文字数]
のみ設定できます
が、実行する場合は
SNMPでプリンターに
接続できません。

「ユーザー認証パス
ワード」

「認証パスワード
（ユーザー）」

「パスワード」

TotalFlow Print Serverプ
リンターコントロー
ラーには、各SNMP
ユーザーに1つのパス
ワード設定がありま
す。中レベルのセキュ
リティーには、[中セ
キュリティーパスワー
ド]プロパティーで
ユーザーが指定した値
を[ユーザー名]プロパ
ティーに設定し、[パ
スワードの最大文字
数]プロパティーは設
定しないでください。

[パスワードの最大文
字数]

[パスワードの最大文
字数]を設定した場合
は、[中セキュリ
ティーパスワード]も
設定してください。
一部のプリンターを
使用すると、[パス
ワードの最大文字数]
のみ設定できます
が、実行する場合は
SNMPでプリンターに
接続できません。

「ユーザープライバ
シーパスワード」

「暗号化パスワー
ド」

「パスワード」

TotalFlow Print Serverプ
リンターコントロー
ラーには、各SNMP
ユーザーに1つのパス
ワード設定がありま
す。最高レベルのセ
キュリティーには、
[ユーザー名]プロパ
ティーでユーザーが指
定した値を[中セキュ
リティーパスワード]
および[パスワードの
最大文字数]プロパ
ティーに設定します。

[セキュリティーレベ
ル]

「セキュリティーレ
ベル」

[認証種類] 「ユーザー認証種
類」

「認証アルゴリズ
ム」

「セキュリティー」

プリンターを作成する



3

56

プリンタープロパ
ティー

EFI Fieryプリンター
コントローラー

リコープリンターコ
ントローラー

TotalFlow Print Server
プリンターコントロー
ラー

[プライバシー種類]
です。このフィール
ドは必須です。［な
し］以外の値を指定
します。[プライバ
シー種類]が［なし］
の場合は、SNMPはプ
リンターに接続でき
ません。

「ユーザープライバ
シータイプ」

「暗号化」
（「SNMP」ダイアロ
グ）

[コンテキスト名] 「コンテキスト名」

5. [OK]をクリックします。
6. プリンターを無効にするには、横にある［有効］ボタン（ ）をクリックします。

カスタムプリンター定義のインポートツールを使用する

カスタムプリンター定義のインポートツールを使用すると、地域のエキスパートにより作
成されたカスタムプリンター定義ファイルをインポートおよび管理できます。これらの
ファイルは.gpzファイルという名前が付いています。プリンターコネクターにより、
TotalFlow Production Managerで利用できるカスタムプリンター定義ファイルが作成されま
す。
カスタムプリンター定義ファイルを追加する前に、カスタムプリンター定義のインポート
ツールを起動してください。
カスタムプリンター定義のインポートツールを起動するには、次の手順に従います。
1. TotalFlow Production Managerがインストールされているシステムで、スタートメ
ニューを開きます。

2. RICOH TotalFlow Production Manager、カスタムプリンターツールの順にクリックし
ます。
デフォルトのブラウザーでカスタムプリンター定義のインポートツール画面が開き
ます。必要に応じてプリンター定義ファイルをインポートまたは削除します。
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プリンターコネクターとカスタムプリンター間の通信が制限されているため、TotalFlow
Production Managerが受け取るジョブ状況と進行状況に関する情報は必ずしも正確でない
場合があります。詳しくは、プリンター本体のジョブ状況を確認してください。

カスタムプリンター定義ファイルをインポートする

1. をクリックします。[カスタムプリン
ター定義ファイルをインポート...]ボタンは、画面の左上角にあります。
［開く］ダイアログボックスが表示されます。

2. ダイアログボックスからgpzファイルを選択し、［開く］をクリックします。
gpzファイルはメインページの表に表示され、自動的に選択されます。このカスタム
プリンター定義ファイルを使用して、TotalFlowアプリケーションにプリンターオブ
ジェクトを作成できます。
gpzファイルはメインページの表に表示されます。

カスタムプリンター定義ファイルを削除する

1. メインページの表で、削除するカスタムプリンター定義ファイルを選択し、［削
除］ボタン（ ）をクリックします。
警告メッセージが表示されます。

2. [はい]をクリックします。
選択したカスタムプリンター定義ファイルはPrinter Connectorから削除されます。

カスタムプリンター定義ファイルを削除した後は、削除したカスタムプリンター定義ファ
イルを使用して新しいプリンターを作成することはできません。ただし、そのカスタムプ
リンター定義ファイルを使用して作成されたすべてのプリンターは正常に機能します。

を使用する

プリンターの機能に応じて、インストール可能なオプションを設定します。デバイス機能
の詳細は、使用しているプリンターの使用説明書を参照してください。
インストール可能なオプションを設定するには、以下の操作を行います。
1. プリンターで利用可能なオプションを選択します。
［エンジン］はデフォルトで選択され、印刷を行うプリンターの主要部品を意味し
ています。
装着可能なオプションには、パンチユニット、紙折りユニットオプション、中とじ
フィニッシャー、またはステープラーなどがあります。

2. 変更を保存するには、［OK］をクリックします。
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プリンターの機能を変更するには、インストール可能なオプションパネルに戻り、
必要に応じてオプションを選択します。

パススループリンターを作成する

パススループリンターはPCL、PostScript、PDFなどのさまざまな形式のジョブを印刷する
機器に関連付けできます。
パススループリンターに割り当てられたジョブにはジョブチケットがありません。パスス
ループリンターに関連付けられたTotalFlow Production Managerワークフローは、ホット
フォルダーやLPDプロトコルを使用する印刷コマンドからジョブを受信できます。パスス
ループリンターはジョブ状況をレポートできません。
パススループリンターを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. 左側のオブジェクトポッドで、[プリンター]をクリックします。
4. 以下のいずれかを行います。

• 新しいパススループリンターを作成するには、
1. [新規]をクリックし、[パススルー...]を選択します。

[パススループリンターを作成]ダイアログが表示されます。

• 既存のプリンターをコピーするには、以下の操作を行います。
1. [プリンター]タブでプリンターを右クリックします。
2. [コピー...]を選択します。
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[プリンターをコピー]ダイアログが表示されます。
[名前]以外のプロパティー値は新しいプリンターでは選択したプリンターのプロ
パティーと同じ値になります。

5. ダイアログの各ページで、必須およびオプションのプロパティー値を入力または選
択します。
ページを変更するには、ナビゲーションバーのページ名をクリックします。
1. [全般]ページで、[コマンド]プロパティー値はシステムで使用可能な印刷コマン
ドによって異なります。
• Windows lprコマンドには、［コマンドプロンプト］ウィンドウを開き、lpr

?を入力します。
• コマンドのサーバーオプションの値としてプリンターのホスト名またはIPアド
レスを使用します。
たとえば、Windows lprコマンドは-S printerオプションを使用し、LPDサー
ビスを提供するサーバーを指定します。パススループリンターの場合は、こ
れがプリンターになります。

• コマンドのプリンターオプション値として印刷キューの名前を使用します。
たとえば、Windows lprコマンドは-P printerオプションを使用し、印刷
ファイルを送信するプリンターまたは印刷キューを指定します。パススルー
プリンターの一般的な印刷キュー名はPASSです。

• コマンドの部門オプション値として会社の部門名を使用します。
たとえば、Windows lprコマンドは-J departmentを使用し、印刷ジョブの責
任を持つ管理会社を指定します。

• getFileNameまたはgetAbsoluteFileNameコマンドを使用し、印刷ファイル
名を指定します。

•

1. ［外部コマンド］プロパティーでファイル名を指定するには、P. 275「記
号表記でファイル名を指定する」を参照してください。

2. ［外部コマンド］プロパティーでジョブ属性を指定するには、P. 277「コ
マンドでジョブ属性シンボルを使用する」を参照してください。

• パススループリンターは自動的にジョブプロパティー値を判別できないた
め、プリンターコマンドのオプションとしてプリンターに渡してください。

2. プリンターが再起動前に設定された状態を維持できるようにするには、[再起動後
プリンターの状態を維持]を選択します。

3. [スケジューリング]ページで、プリンター割り当てプロパティーを設定します。
4. [バックアップ]ページで、作成中のプリンターが何らかの理由で停止した場合に
代わりに使用する[バックアッププリンター]を選択します。

5. リカバリーモードに移行する条件として[リカバリートリガー]と、プリンターが
リカバリーモードに移行するまでの待機時間を選択します。

6. デフォルトでは、TotalFlow Production Managerサーバーをインストールしたとき
に選択した言語で区切り紙（バナーページ）が印刷されます。別の言語で区切り
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紙を印刷するには、[拡張]ページの[メッセージ言語]プロパティーを設定しま
す。

7. [特殊な指示のコマンド]プロパティーの値を設定してパススループリンターを有
効にし、ジョブの前に特殊指示と区切り紙を印刷します。
getOperInstコマンドを使用し、特殊指示名を指定します。詳しくは、P. 275「
記号表記でファイル名を指定する」を参照してください。

8. [SNMP]で、プリンターコントローラーのプロパティーと同じ値を設定します。

プリンタープロパ
ティー

EFI Fieryプリンター
コントローラー

リコープリンターコ
ントローラー

TotalFlow Print Server
プリンターコントロー
ラー

[コミュニティー名] 「コミュニティー名
読み取み」

「コミュニティー
名」プリンタープロ
パティーには読み取
り専用または読み取
り/書き込み［アクセ
ス種類］が必要で
す。

「コミュニティー名」
には読み取り専用また
は読み取り/書き込み
［アクセス種類］が必
要です。

[ユーザー名] 「非セキュアユー
ザー名」（低セキュ
リティー）

「アカウント名
（ユーザー）」

「ユーザー」

複数の値を指定できま
す。リストの値に
[ユーザー名]プリン
タープロパティーを設
定します。

「セキュアユーザー
名」（中または高セ
キュリティー）

[中セキュリティーパ
スワード]

[パスワードの最大文
字数]を設定した場合
は、[中セキュリ
ティーパスワード]も
設定してください。
一部のプリンターを
使用すると、[パス
ワードの最大文字数]
のみ設定できます
が、実行する場合は

「ユーザー認証パス
ワード」

「認証パスワード
（ユーザー）」

「パスワード」

TotalFlow Print Serverプ
リンターコントロー
ラーには、各SNMP
ユーザーに1つのパス
ワード設定がありま
す。中レベルのセキュ
リティーには、[中セ
キュリティーパスワー
ド]プロパティーで
ユーザーが指定した値
を[ユーザー名]プロパ
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プリンタープロパ
ティー

EFI Fieryプリンター
コントローラー

リコープリンターコ
ントローラー

TotalFlow Print Server
プリンターコントロー
ラー

SNMPでプリンターに
接続できません。

ティーに設定し、[パ
スワードの最大文字
数]プロパティーは設
定しないでください。

[パスワードの最大文
字数]

[パスワードの最大文
字数]を設定した場合
は、[中セキュリ
ティーパスワード]も
設定してください。
一部のプリンターを
使用すると、[パス
ワードの最大文字数]
のみ設定できます
が、実行する場合は
SNMPでプリンターに
接続できません。

「ユーザープライバ
シーパスワード」

「暗号化パスワー
ド」

「パスワード」

TotalFlow Print Serverプ
リンターコントロー
ラーには、各SNMP
ユーザーに1つのパス
ワード設定がありま
す。最高レベルのセ
キュリティーには、
[ユーザー名]プロパ
ティーでユーザーが指
定した値を[中セキュ
リティーパスワード]
および[パスワードの
最大文字数]プロパ
ティーに設定します。

[セキュリティーレベ
ル]

「セキュリティーレ
ベル」

[認証種類] 「ユーザー認証種
類」

「認証アルゴリズ
ム」

「セキュリティー」

[プライバシー種類]
です。このフィール
ドは必須です。［な
し］以外の値を指定
します。[プライバ
シー種類]が［なし］
の場合は、SNMPはプ
リンターに接続でき
ません。

「ユーザープライバ
シータイプ」

「暗号化」
（「SNMP」ダイアロ
グ）

[コンテキスト名] 「コンテキスト名」

9. 同じプリンター機器を表すプリンターを作成する場合は、各プリンターの[TCP/IP
アドレスまたはホスト名]プロパティーに同じ値を指定します。

10. [PS/PCLデータ置換]ページで、必要に応じて置換ルールを設定します。
この機能を使用すると、印刷ジョブを処理する前にPostScriptまたはPCLファイル
からテキストを置換または削除できます。
入力テキストには、プレーンテキスト、16進拡張表記、またはその組み合わせを
入力できます。たとえば、データ置換値には¥x1Bのような16進拡張表記を含め
ることができます。これは、16進コード1B（エスケープ）のある文字です。
置換メソッドは文字列に指定値や正規表現がないか検索し、指定値が置換される
新しい文字列を返します。このメソッドは元の文字列を変更しません。
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• [前に添付]フィールドで、［参照］アイコン（ ）をクリックし、処理し
たファイルにヘッダーとして追加するテキストを含む、ファイルのフルパス
名を入力します。

• [後に添付]フィールドで、［参照］アイコン（ ）をクリックし、処理し
たファイルにフッターとして追加するテキストを含む、ファイルのフルパス
名を入力します。

• 左の[データを置換（複数行）]フィールドで、置換または削除する文字列を入
力します。

• 右の[データを置換（複数行）]フィールドで、前の手順で入力した文字列を置
換するテキストを入力します。

添付するファイルがサーバーにない場合は、［アップロード］ボタン（ ）を使
用してTotalFlow Production Managerサーバーにファイルをアップロードします。

6. [OK]をクリックします。

7. 新しいパススループリンターを使用するには、［有効］ボタン（ ）をクリックし
ます。

パススループリンターに関連付けられたワークフローに[PDFに変換]アクティビ
ティーが含まれる場合は、データ置換を実行する前にPostScriptまたはPCLファイル
がPDFに変換されます。［印刷］アクティビティー中にデータ置換が実行されま
す。

データ置換ツールを使用するためにパススループリンターを設定する

PS/PCLファイルのデータ置換ツールを使用するためにパススループリンターを設定する方
法の一例を紹介します。
PS/PCLファイルのデータ置換ツールを使用するために既存のパススループリンターを設定
するには、次の手順に従います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. [プリンター]タブで、設定するパススループリンターを選択します。
4. [さらに表示]をクリックし、[プロパティー...]を選択します。または、パススループ
リンターを右クリックし、[プロパティー...]を選択します。
[パススループリンターのプロパティー]ダイアログが表示されます。

5. [PS/PCLデータ置換]ページで、必要に応じて置換ルールを設定します。
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• [前に添付]フィールドで、［参照］アイコン（ ）を使用し、処理したファイ
ルにヘッダーとして追加するテキストを含む、ファイルを選択します。
必要なファイルがサーバーにない場合は、［アップロード］ボタン（ ）を使用
してTotalFlow Production Managerサーバーにファイルをアップロードします。

• [後に添付]フィールドで、［参照］アイコン（ ）を使用し、処理したファイ
ルにフッターとして追加するテキストを含む、ファイルを選択します。

• [OK]をクリックします。
• 送信するPSまたはPCLファイルの内容の置換や削除が必要な場合は、以下の操作
を行います。
– 左の[データを置換（複数行）]フィールドで、置換または削除する文字列を入
力します。
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– 右の[データを置換（複数行）]フィールドで、前の手順で入力した文字列を置
換するテキストを入力します。

6. [OK]をクリックします。
7. [ワークフロー]タブで、設定するワークフローを選択し、[プロパティー...]をクリッ
クします。

8. [ワークフローのプロパティー]ダイアログで、[ホットフォルダー]をジョブ送信種類
として選択します。

デフォルトのフォルダーパスを保持するか、［参照］オプション（ ）を使用し
て、サーバーの空のフォルダーを選択または作成し、このワークフローのホット
フォルダーとして使用できます。

9. パススループリンターとワークフローを有効にします。
10. TotalFlow Production Managerがインストールされているサーバーで、ワークフロー

のホットフォルダーとして設定されたフォルダーにPSまたはPCLファイルをコピー
します。
このジョブは[全てのジョブ]ポッドのリストに表示され、PS/PCLファイルはデータ
変更がすべて反映されて印刷されます。
3ファイルが結合されて作成されたPS/PCLファイルは、サーバーの-
installation_path/aiw/aiw1/spool/default/jobs_ID/jobs_ID.print.
ps/pclで確認できます。

プリンターに区切り紙の印刷を設定する

TotalFlow Production Managerでは、ジョブの前後の区切り用紙（バナーページ）にジョブ
プロパティーの値を印刷できます。ジョブの最初のデータページの前に印刷するジョブ区
切り紙は、ヘッダーシートとも呼ばれます。ジョブの最後のデータページの後に印刷する
ジョブ区切り紙は、後書きシートとも呼ばれます。

• パススループリンターではヘッダーシートまたは後書きシートを印刷できません。
• 区切り紙を印刷するには、ジョブを作成するワークフローの[ジョブ区切り紙（前）部
数]または[ジョブ区切り紙（後）部数]プロパティーの値を1以上にしてください。

区切り紙を印刷するためにジョブチケットプリンターを設定するには、以下の操作を行い
ます。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. 左側のオブジェクトポッドで、[プリンター]を選択します。
4. [プリンター]タブで、プリンターを選択し、[さらに表示]をクリックし、[プロパ
ティー...]を選択します。

5. [ジョブチケットプリンターのプロパティー]ダイアログで、[詳細]をクリックしま
す。
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6. オオププシショョンン：：特定の用紙種類で区切り紙を印刷するには、リストから[区切り紙用給
紙トレイ]プロパティーの値を選択します。
このトレイの用紙はジョブのすべての区切り紙（ヘッダーシート、後書きシート、
特殊な指示付き区切り紙）の印刷に使用されます。
[区切り紙用給紙トレイ]が選択されていない場合は、すべてのジョブ区切り紙が普通
紙A4またはLetterで印刷されます。

7. プリンターを有効にし、ヘッダー/後書きシートを印刷するには、[前]または[後]を
[はい]に設定します。

8. [OK]をクリックします。

バックアッププリンターを設定する

何らかの理由で印刷できないときに、TotalFlow Production Managerがプリンターに新しい
ジョブを割り当てることを停止し、プリンターが要求するバックアッププリンターにジョ
ブの割り当てを開始するようにプリンターを設定できます。最初のプリンターで印刷待機
中のジョブはバックアッププリンターに移動します。最初のプリンターに送信されている
ジョブは移動しません。プリンターが停止したときの印刷中ジョブは、バックアッププリ
ンターに移動されます。
バックアッププリンターを設定するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. SNMP接続が機能することを確認します。SNMPの接続が切れたり無効になる場合
は、TotalFlow Production Managerはプリンターからの情報を受信できません。

3. メニューバーで、[操作]をクリックします。
4. [プリンター]をクリックします。
5. [プリンター]タブで、プリンターを選択し、[さらに表示]、[プロパティー...]の順にク
リックします
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6. [ジョブチケットプリンターのプロパティー]ダイアログで[バックアップ]をクリック
します。

7. このプリンターに割り当てられているジョブとこのプリンターを要求する新しい
ジョブが送信されるプリンターまたはプリンタープールの名前を[バックアッププリ
ンター]プロパティーに設定します。

8. [リカバリートリガー]プロパティーを設定し、プリンターがリカバリーモードに入る
条件を指定します。
個別のエラーと警告や以下の条件を指定できます。
[任意のエラー]
エラーの条件があります。

[任意の警告]
警告の条件があります。

[プリンターに接続できません。]
ジョブを送信するときに、TotalFlow Production Managerがプリンターに接続でき
ません。

1. リカバリートリガーを追加するには、[リカバリートリガー]リストから選択しま
す。

2. リカバリートリガーを削除するには、[リカバリートリガー]リストから削除しま
す。

9. デフォルトでは、リカバリートリガーが始動した後に、プリンターがリカバリー
モードになる前に15分間待機します。この間に[ドアが開いています。]や[用紙量少]
などの一時的な問題を修正できます。待機時間を変更するには、[リカバリー遅延
(分)]プロパティーの値を変更します。

10. [リカバリーシートを印刷]オプションを有効にして、最初のジョブがリカバリーされ
る前に、バックアッププリンターが追加のシートを印刷できるようにします。リカ
バリーシートは、この後に印刷されるジョブがリカバリーされたジョブであること
をオペレーターに通知します。
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11. [OK]をクリックします。

バックアッププリンターの段階的なフローが発生したときにバックアッププリンターもリ
カバリーモードの場合は、リカバリートリガーは始動せずに最初のプリンターにジョブが
残ります。

用紙を使用するためにプリンターを設定する

ジョブで指定された用紙に印刷されるように、TotalFlow Production Managerのプリンター
と用紙を設定する方法を説明します。リコーとEFI Fieryのコントローラーオプションを使
用するプリンターでは同じ手順になります。
以下の手順はTotalFlow Prepまたは他の外部アプリケーションから送信したジョブに適用さ
れます。デフォルトでは、ホットフォルダーやlprコマンドを使用して送信したジョブには
用紙プロパティーが指定されないので、受信とスケジューリングが自動的に実行されま
す。
TotalFlow Production Managerプリンターを設定してジョブを印刷するには、以下の操作を
行います。
1. TotalFlow Production Managerの用紙を正しく定義します。
詳しくは、P. 86「 TotalFlow Production Managerと他のプログラムの用紙」を参照し
てください。

2. 各ジョブチケットプリンターまたはパススループリンターの給紙トレイをマッピン
グしてプリンター機器にセットした用紙を表示します。
1. 可能なときはデフォルト用紙を使用します。
デフォルト用紙の名前はプリンターの用紙リストに一致させる必要はありませ
ん。たとえば、プリンター機器の[トレイ1]にセットした用紙が用紙リストで［標
準］になるとします。TotalFlow Production Managerには［標準］というデフォル
ト用紙はありませんが、［A4］という用紙があります。［標準］と［A4］は両方
ともホワイト、A4サイズ、坪量80g/m²で、印刷済み紙、パンチ済み紙、凹凸紙、
コート紙ではありません。この場合は、TotalFlow Production Managerプリンター
の[トレイ1]で［A4］用紙を指定します。

2. デフォルト用紙を使用できない場合は、ユーザー設定紙を作成します。
1. デフォルト用紙に最も近い用紙をコピーしてから、プロパティーを変更しま
す。TotalFlow Prepまたは他の外部アプリケーションから送信したジョブと一
致するすべてのプロパティーの値が確保されます。

2. ユーザー設定紙に対応している用紙リストを使用する場合は、各プリンター
の[用紙種類]のリストに用紙を追加します。

3. TotalFlow Production Managerにジョブを送信する前に、外部アプリケーションの
ジョブチケットで要求された用紙プロパティーとTotalFlow Production Managerの用
紙ライブラリーのプロパティーを比較します。ジョブチケットが要求するすべての
用紙には、等しいプロパティー値があるTotalFlow Production Managerの用紙が必要
です。ユーザー設定紙を使用するジョブを送信する場合は、ジョブチケットの用紙
プロパティーにユーザー設定紙を指定したことを確認してください。
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4. TotalFlow Production Managerプリンターにジョブを送信するように設定するには、
ジョブチケットで要求された各用紙名がプリンターの給紙トレイにマッピングした
用紙名または用紙交換で指定した用紙名と一致することを確認します。

5. プリンターにジョブの印刷を送信できない場合は、以下の操作を行います。
1. ジョブを選択し、[さらに表示]をクリックし、[移動...]を選択します。[ジョブを
移動]ダイアログで、対象プリンターにジョブを設定できない原因のプロパティー
を確認します。

2. 用紙プロパティーに問題がある場合は、ジョブによって要求された各用紙名がプ
リンターの給紙トレイのリストに表示されていることを確認します。

ワークフローを作成する
ワークフローはTotalFlow Production Managerがジョブの受信に使用するTotalFlow
Production Managerのオブジェクトです。
ワークフローを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. 左側のオブジェクトポッドのツールバーで、[ワークフロー]をクリックします。
新しいワークフローを作成するには、以下の操作を行います。
4. [新規]をクリックします。
既存のワークフローをコピーするには、以下の操作を行います。
5. [ワークフロー]タブでワークフローを選択します。
6. [さらに表示]をクリックします。
7. [コピー...]を選択します。

[名前]以外のプロパティー値は新しいワークフローでは選択したワークフローのプロ
パティーと同じ値になります。
[ワークフローを作成]または[ワークフローをコピー]ダイアログが表示されます。

8. ダイアログの各ページで、調整が必要な必須およびオプションのプロパティー値を
入力または選択します。

9. ワークフローで処理するジョブのカラーページまたは白黒ページ数に関する詳細情
報を受け取るには、[カラーページを数える]トグルを有効にします。[全てのジョブ]
ポッドに情報が表示されます。

10. 外部アプリケーション経由でジョブを送信する場合は、[全般]タブで送信方法のいず
れかまたは両方を選択します。

• LPDプロトコルを使用してジョブを受信する場合は、ワークフロー名を8バイト以
下にします。使用する印刷コマンドに応じて、ワークフロー名と同じ名前で送信
システムで印刷キューを作成してください。一部のシステムでは印刷キュー名が
8バイトで途切れます。

• ホットフォルダーでジョブを受信する場合は、TotalFlow Production Managerは
[フォルダーパス]に指定したディレクトリーを作成します。
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11. このワークフローで処理したすべてのジョブに区切り紙の印刷が必要な場合は、[詳
細]ページの[バナーページ]ダイアログで適切な値を入力または選択します。

12. [OK]をクリックします。
13. 新しいワークフローを使用するには、ワークフローが有効であることを確認しま

す。

[全般]タブの[ホットフォルダー]送信方法で切り替えた場合のみ、[ホットフォル
ダー]の詳細を編集できます。

また、プリンターを作成するとき、新しいワークフローを作成できます。詳しくは、P. 50
「ジョブチケットプリンターを作成する」を参照してください。

プリンターまたはプリンタープールをワークフローに関連付ける

プリンターまたはプリンタープールにジョブを割り当てるには、ワークフローを関連付け
てください。オペレーターと管理者は、プリンターまたはプリンタープールをワークフ
ローに関連付けることができます。
プリンターまたはプリンタープールをワークフローに関連付けるには、以下のいずれかを
行います。
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• オペレーターと管理者は、以下を実行できます。
1. TotalFlow Production Managerにオペレーターまたは管理者権限を持つユーザーとし
てログインします。

2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. ワークフローを選択し、[さらに表示]をクリックします。
4. [エディターとプロパティー...]を選択します。
5. [プロパティー]タブの[全般]ページで、[要求済みプリンター]リストからプリンター
またはプリンタープールを選択します。

6. [OK]をクリックします。
また、新しいプリンターを作成するとき、管理者はワークフローを割り当てることがで
きます。ワークフローを新しいプリンターに割り当てるには、以下の操作を行います。
1. [ジョブチケットプリンターを作成]ダイアログの[ワークフロー]セクションで、

[ワークフローを作成]を選択します。
2. 新しいプリンターを作成したワークフローに割り当てるには、［終了時にワークフ
ローを編集］をクリックし、ワークフローの[要求済みプリンター]プロパティーを
編集します。

• 管理者は、以下を実行できます。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. ［ワークフロー］をクリックします。
4. ワークフローを選択し、[エディターとプロパティー...]をクリックします。
［エディター］ポッドにワークフローが表示されます。

5. [印刷]アクティビティーを右クリックし、[プロパティー]を選択します。
6. [アクティビティーのプロパティー]の[ジョブのデフォルト値]ページ：：[印刷]ダイア
ログで[要求済みプリンター]リストからプリンターまたはプリンタープールを選択
します。
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7. [OK]をクリックします。

ジョブプロパティーのワークフローデフォルト値と上書き値を設定する

オペレーターと管理者は、ワークフローにジョブプロパティーのデフォルト値と上書き値
を関連付けることができます。
ワークフローがジョブを受信するときは、ジョブは値を持たないプロパティーにワークフ
ローのデフォルト値を使用します。すべてのジョブプロパティーは、上書きを指定した場
合ジョブチケット値の代わりにワークフローの上書き値を使用します。

TotalFlow Prepから受信したジョブに上書き値を設定するときは注意してください。上書き
値がこれらのアプリケーションに設定した値と競合する場合があります。

［ページ数］プロパティーは例外です。TotalFlow Production Managerでジョブのページ数
を決定できる場合は、上書き値を設定しても実際の数を使用します。
ジョブプロパティのワークフローデフォルトと上書きを設定するには、以下の操作を行い
ます。
1. [ワークフロー]タブで、ワークフローを右クリックし、[エディターとプロパ
ティー...]をクリックします。または、ワークフローをダブルクリックします。
[ワークフロー]ダイアログが表示されます。
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2. [ワークフローのプロパティー]ダイアログで[ジョブのデフォルト]をクリックしま
す。
[ワークフローのジョブデフォルトと上書きを設定]ダイアログが表示されます。
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TotalFlowアプリケーション経由でジョブを送信する場合は、［ステープル］オプ
ションに設定されたプロパティーが［仕上げ］ページと［サブセット］ツールで一
致することを確認してください。これでジョブで送信した仕上げオプションとワー
クフローが設定する仕上げオプションの競合を防ぎます。

3. 別のプロパティーを表示するには、ページグラフィックをクリックします。
4. プロパティーの情報を表示するには、以下の操作を行います。

1. プロパティーにカーソルを置きます。

2. プロパティー名の横の［ヘルプ］ボタン（ ）をクリックします。
5. 設定するプロパティーに値を入力または選択します。
6. 設定した各プロパティーのアイコンをクリックし、デフォルトまたは上書きにしま
す。アイコンはデフォルト値と上書き値の画像に切り替わります。

• は値がデフォルトであることを示します。

• は値が上書きであることを示します。
7. すべてのプロパティーに同じ値を設定するには、ダイアログの左下角の［デフォル
ト］または［上書き］を選択します。

8. [OK]をクリックします。

プリンタープールを作成する
プリンタープールは効率的に連携するためのプリンターのグループです。プリンタープー
ルにジョブを送信すると、TotalFlow Production Managerは最速で印刷できるプリンターに
ジョブを割り当てます。
プリンタープールを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. 画面の左側のオブジェクトポッドで、[プリンタープール]、[新規...]の順にクリック
します。
[プリンタープールを作成]ダイアログが表示されます。
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4. 調整が必要な必須およびオプションのプロパティーに値を入力または選択します。
1. プリンターをプリンタープールに追加するには、[プリンター]リストでプリン
ターを選択します。
複数のプリンタープールに同じプリンターを追加できます。

2. プリンターをプリンタープールから削除するには、プリンターを再度クリックし
ます。

5. 部数分割機能を使用すると、印刷処理速度を上げることができます。
1. [部数分割]オプションを［はい］に設定し、[部数分割]機能を開始する前に、[コ
ピー分割しきい値]をジョブが持つことが可能な最大部数に設定します。
プリンタープールのすべてのプリンターにジョブが小さく分割されて割り当てら
れるため、合計部数が最速で印刷されます。

6. [OK]をクリックします。

プリンタープールの使用例

この手順では、異なる種類のプリンターでプリンタープールを使用するためのサンプルタ
スクを説明します。

部数分割オプションを使用してプリンタープールを設定する

TotalFlow Production Managerサーバーにパススループリンターとジョブチケットプリン
ターがあることを確認してください。
プリンタープールを作成し、中にパススループリンターとジョブチケットプリンターを追
加します。
プリンタープールを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. 画面の左側のオブジェクトポッドで、[プリンタープール]、[新規]の順にクリックし
ます。
[プリンタープールを作成]ダイアログが表示されます。
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4. ジョブチケットプリンターとパススループリンターを[プリンター]リストから選択し
ます。

5. ジョブチケットプリンターを[代表プリンター]として設定します。
6. [部数分割]オプションを有効にします。
7. [コピー分割しきい値]を5に設定します。
8. プリンタープールを作成するには、[OK]をクリックします。

[プリンタープール]タブで新しく作成されたプリンタープールを確認できます。
ワークフローを作成します。
9. ワークフローの作成方法については、P. 68「ワークフローを作成する」を参照して
ください。

10. ワークフローの名前を入力します。
11. ジョブ送信種類として[ホットフォルダー]または[LPD]を選択します。
12. 新しく作成されたプリンタープールを[要求済みプリンター]として設定します。
13. [OK]をクリックし、ワークフローを作成します。
14. プリンタープールのプリンターとワークフローが有効であることを確認してくださ

い。
15. 作成したワークフローを選択し、[ワークフローのプロパティー]、[ジョブのデフォ

ルト]の順にクリックします。
16. ［印刷方法/認証］ページの［部数］フィールドで、5より大きい部数を設定します。

これらの設定は上書き値として設定してください。
17. TotalFlow Production Managerがインストールされているサーバーでは、ワークフ

ローのホットフォルダーとして設定されたフォルダーにPS、PDF、またはPCLファ
イルをコピーします。

プリンタープールからすべてのプリンターで部数分割する場合は、すべてのプリン
ターに同じ処理能力が必要です。
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ジョブはプリンターの使用状況に応じてプリンター間で分割されます。代表プリン
ターがエラー状態か無効の場合は、すべてのジョブが2番目のプリンター、この場合
は、パススループリンターで印刷されます。
[操作]ページの[全てのジョブ]ポッドでジョブを確認できます。
作成した.PS、PCL、またはPDFファイルは、サーバーの-installation_path/
aiw/aiw1/spool/default/jobs_ID/jobs_ID.print.psで確認できます。

ジョブチケットプリンターが無効のときにプリンタープールを使用する

1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. TotalFlow Production Managerサーバーにパススループリンターとジョブチケットプ
リンターがあることを確認してください。

4. プリンタープールを作成して、中にパススループリンターとジョブチケットプリン
ターを追加します。

5. ジョブチケットプリンターを[代表プリンター]として設定します。
6. [部数分割]オプションを［いいえ］に設定します。
7. プリンタープールを作成するには、[OK]をクリックします。

[プリンタープール]タブで新しく作成されたプリンタープールを確認できます。
次にワークフローを作成します。
8. メニューバーで、[操作]をクリックします。
9. [ワークフロー]タブで、[新規...]をクリックします。

[ワークフローを作成]ダイアログが表示されます。
10. [ワークフローのプロパティー]をクリックします。
11. [全般]ページで、ワークフローの名前を入力します。
12. ジョブ送信種類として[ホットフォルダー]または[LPD]を選択します。
13. 新しく作成されたプリンタープールを[要求済みプリンター]として設定します。

14. [OK]をクリックし、ワークフローを作成します。
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15. プリンタープールのプリンターとワークフローが有効であることを確認してくださ
い。

16. [プリンター]タブでは、プリンタープールに追加したジョブチケットプリンターを選
択し、［無効］アイコン（ ）をクリックします。

17. TotalFlow Production Managerがインストールされているサーバーでは、ワークフ
ローのホットフォルダーとして設定されたフォルダーにPostScript、PDF、または
PCLファイルをコピーします。
[操作]ページの[全てのジョブ]ポッドでジョブを確認できます。ジョブチケットが無
効であるため、ジョブはパススループリンターで印刷されます。
作成したPostScript、PCL、またはPDFファイルは、サーバーの-installation_
path/aiw/aiw1/spool/default/jobs_ID/jobs_ID.print.psで確認できま
す。

接続を作成する
ポータルを使用してオンライン印刷ショップでジョブを作成し、TotalFlow Production
Manager接続を介してジョブをプリンターに割り当てることができます。
オンラインポータルからTotalFlow Production Managerがジョブを受け取るには、最初に
TotalFlow Production Managerと印刷ショップポータル間で接続を確立してください。
また、ポータルにアクセスするためのユーザーアカウント、および印刷サービスプロバイ
ダーから受け取る多数のトークンが必要です。

TotalFlow Production Managerはシステムプロキシ設定を使用してMarcomCentralに接続し
ます。プロキシの設定が正しいことを確認してください。
プロキシ設定をするには、[サーバーのプロパティー]ダイアログを開きます。[詳細]ペー
ジで、[HTTPプロキシ]フィールドと[ポート]フィールドを編集します。
接続を作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. ［接続］ポッドで［新規］をクリックします。
［接続を作成］ダイアログが表示されます。
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4. 調整が必要な必須およびオプションのプロパティーに値を入力または選択します。
1. [名前]フィールドを編集します。
2. ホスト環境に従って、使用しているサーバーの地域を[地域]のリストから選択し
ます。

3. 接続で利用可能な各サービスの印刷サービスプロバイダーから受け取ったトーク
ン文字列を入力します。トークンは印刷ストアシステムを識別する固有の32文字
のコードです。トークンを受け取るには、印刷ストアサービス担当者に連絡して
ください。選択した地域用のトークンであることを確認します。
[注文]

TotalFlow Production Managerは印刷ストアからジョブを受け取ることができ
ます。

[ジョブチケット]
注文したジョブの詳細をストアから入手できます。

[製品]
接続したストアから利用可能な製品IDをダウンロードできます。製品IDは、
ストアで注文できる固有の項目を識別します。IDに関連付けられていた製品
テンプレートは、TotalFlow Production Managerでの必要な処理手順を提供し
ます。

[配送伝票]
配送伝票を作成および更新します。

[請求書]
注文の請求書を作成します。

[決済]
注文決済を作成します。
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常に[注文]トークン、[製品]トークン、[ジョブチケット]トークンを提供してくだ
さい。その他のトークンはオプションです。有効なトークンを提供しない場合、
そのトークンに関連付けられたサービスはTotalFlow Production Managerワークフ
ローのアクティビティーでは利用できません。

5. ［接続とインポートをテスト］をクリックします。
接続が正しく設定されると、確認メッセージが表示されます。

6. [OK]をクリックします。
7. TotalFlow Production Managerとポータル間の通信を確保するには、接続が有効なこ
とを確認します。接続を有効にするには、［接続］タブで選択し、[有効にする]をク
リックします。
接続が作成されると、接続を閲覧したり、[操作]ページの［接続］タブでプロパ
ティーを編集したりできます。

ジョブ送信を準備する
TotalFlow PrepまたはTotalFlow Production Manager Job Submissionを使用して、TotalFlow
Production Managerにジョブを送信できます。また、クイック送信、外部接続、ホット
フォルダー、LPDなどの方法も使用できます。使用する送信方法に関係なく、入力ファイ
ルを受信するにはワークフローを作成してください。

ホットフォルダーを使用してジョブ送信を設定する

FTPやファイルコピーを使用してジョブを送信するには、ホットフォルダープロトコルを
使用します。
ホットフォルダープロトコルを使用するワークフローを設定するには、以下の操作を行い
ます。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. 新しいワークフローを作成または既存のワークフローを設定するには、以下の操作
を行います。
1. [全般]ページで、[ジョブ送信種類]プロパティーに[ホットフォルダー]を選択しま
す。
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2. [フォルダーパス]フィールドにホットフォルダーのファイルパスを入力します。
また、参照オプションを使用して、ホットフォルダーを選択することもできま
す。
デフォルトのホットフォルダーは、install_drive:¥aiw¥aiw1¥System¥hf
です。

• ワークフローがデフォルトパスとして作成された場合は、ホットフォルダー
のファイルパスはinstall_drive:¥aiw¥aiw1¥System¥hf¥hot_
folder_nameになります。

• ホットフォルダーのフルパス名を指定します。
• ホットフォルダーは空にしてください。ファイルがある場合は、TotalFlow

Production Managerは印刷を開始しようとします。
3. FTPサーバーからホットフォルダーにファイルをコピーする場合は、以下の手順
に従います。
1. [詳細]ページの[ホットフォルダー]で[完了方法]プロパティーを設定します。
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2. トリガーファイル名を追加します。トリガーファイルは、入力ファイルと同
じ名前である必要がありますが、拡張子は.trgです。トリガーファイルは、関
連する入力ファイルが完全に送信されたことを示します。

3. [トリガーのデータ]プロパティーに印刷可能な入力ファイルを特定する複数の
正規表現を設定します。複数の正規表現はコンマで区切ります。正規表現に
ついては、P. 274「正規表現」を参照してください。たとえば、PDFと
PostScriptファイルを印刷するには、次の正規表現を入力します。

.*[Pp][Dd][Ff]$,.*[Pp][Ss]$
4. ワークフローが有効であることを確認します。

1. ホットフォルダーでジョブを送信すると、正確な先入先出順序でファイルが処理
されます。

2. 次の特殊文字は、ホットフォルダーを使用して送信したジョブ名前には含めるこ
とはできません。! " ; ' < = > \ ` ~特殊文字がある場合は、TotalFlow Production
Managerはジョブを処理しますが、特殊文字を含まずにジョブの名前が表示され
ます。

[トリガーのデータ]

ワークフローが単一ジョブとして処理が必要な入力ファイルを特定するパターン一致文字
列を指定します。
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値は正規表現のコマンドを使用し、大文字と小文字を区別します。たとえば、..**PPDDFF$$、、
**PPSS$$と..**ppddff$$、、..**ppss$$は異なるパターンを表します。複数のパターンはコンマで区切
ります。間にスペースを入力しないでください。
長長ささ:: 255バイト以内です。
制制限限：：次の文字列は使用できません：${
デデフフォォルルトト：：.*$　この値はジョブデータがあるすべてのファイルを受信することを示し
ます。
ワークフローの[完了方法]プロパティーが[トリガー]のときは、サーバーは[トリガーパ
ターン]プロパティーの値と一致するトリガーファイルを確認します。[トリガーのデータ]
プロパティーの値と一致するデータパターンを確認します。

[トリガーパターン]

トリガーファイルを特定する 1つ以上のパターン一致文字列を指定します。トリガーファ
イルは、関連付けた入力ファイルを完全に送信したことを表示します。
トリガーファイル名と入力ファイル名は同じですが、拡張子が異なります。たとえば、入
力機器にトリガーパターン一致文字列のデフォルトを使用すると、STMT406.PDの名前が
付けられた入力ファイルは STMT406.trgの名前が付けられたトリガーファイルになりま
す。値は正規表現のコマンドを使用し、大文字と小文字を区別します。複数のパターンは
コンマで区切ります。間にスペースを入力しないでください。
長長ささ:: 255バイト以内です。
制制限限：：次の文字列は使用できません：${
デデフフォォルルトト：： .*\.trg$

トリガーファイルを使用するには、ワークフローの[完了方法]プロパティーを[トリガー]
に設定します。
ワークフローの[完了方法]プロパティーが[トリガー]のときは、TotalFlow Production
Managerは[トリガーパターン]プロパティーの値と一致するトリガーファイルを確認しま
す。[トリガーのデータ]プロパティーの値と一致するデータパターンを確認します。
入力ファイルには拡張子が必要です。拡張子がない場合、入力ファイルが存在してもトリ
ガーファイルになりません。
トリガーファイルに中身は不要です。

[完了方法]

TotalFlow Production Managerが入力ファイルの送信完了を判断する方法を指定します。
ワークフローはこの値を使用し、ファイル全体の受信を完了して処理を開始できる時間を
判断します。
値値：：
[ファイルオープン]：ワークフローは書き込み操作用入力ファイルを開くことができると
きに送信が完了したと判断します。
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[なし]：定義された方法はファイル送信完了を判断する方法を使用しません。ワークフ
ローは入力ファイルを検出するとすぐに送信を完了します。
[トリガー]：ワークフローは入力ファイルのトリガーファイルを受信したときに転送が完
了したと判断します。[トリガーパターン]プロパティーはワークフローがトリガーファイ
ルを認識する方法を管理します。トリガーファイルは、異なる拡張子で入力ファイルと同
じ名前が必要です。
FTPサーバーからホットフォルダーにコピーしたファイルには[完了方法]プロパティーに
[サイズを確認]または[トリガー]に設定します。

ファイルは正確な先入先出順序で処理されます。

[ファイル種類]

このオプションを使用すると、ホットフォルダーは文書ファイル（PDF、PS、PCL、また
は画像）とジョブチケットファイルのペアからジョブを作成します。
オプション:

• [文書]（デフォルト）
文書ファイルごとにジョブを作成します。

• [文書とJDFファイル]
文書ファイルとジョブチケットファイルのペアからジョブを作成します。

使用上の注意：
• ジョブチケットには文書ファイルへの参照を追加してください。文書ファイルへの
参照は次のようになります。FileSpec URL="documentFileName"
infoprint:NPage="1"/。

• ジョブチケットファイルには有効なTotalFlow JDFファイルを使用してください。
JDFファイルをロードおよび保存できるTotalFlow Production Manager Job
Submissionアプリケーションを使用し、ジョブチケットファイルを作成または編集
することを推奨します。

[マージ方法]

ホットフォルダーでPDFファイルをマージするために使用する方法を指定します。
値:

[なし]（デフォルト）
マージは完了していません。
[固定番号をマージ]
マージツールは、定義された数のPDFファイルが送信されるまで待機し、定義された
数のPDFファイルのみをマージします。
[ポーリング間隔でマージ]
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マージツールは、ポーリング時にホットフォルダーの内のPDFファイルをチェック
し、すべての有効なPDFファイルをマージします。
[終了ファイルを使用]
マージツールは、EndFileを受信するまで待機し、終了ファイルの前に送信されたホッ
トフォルダー内のPDFファイルをマージします。PDFファイルのバッチ、EndFile、最
後に別のPDFファイルのバッチが送信され、ポーリングがトリガーの存在を確認する
と、最初のバッチ用に定義された完了方法に従って完了したファイルのみを取得しま
す。

[マージ番号]

マージ方法として[固定番号をマージ]を選択した場合、ホットフォルダーでマージする
PDFファイルの数を指定します。

LPDを使用してジョブを送信するように設定する

LPDプロトコルを使用してTotalFlow Production Managerにジョブを送信する前に、ジョブ
を受信するワークフローの設定とTotalFlow Production Managerにジョブを送信するホスト
の定義が必要です。ホストに設定が必要な場合もあります。
LPDプロトコルを設定するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. TotalFlow Production Managerをインストールしたコンピューターで実行しているLPD
サービスを停止します。
LPDサービスには、Windowsのサービスとして実行しているLPDサービスとTCP/IP印
刷サーバーがあります。

3. 新しいワークフローを作成するか既存のワークフローを設定し、LPDジョブを受信し
ます。
[LPD]プロパティーの値に[ジョブ送信種類]を選択します。
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4. [サーバー]ポッドで［システム］をクリックします。
[サーバーのプロパティー]ダイアログが表示されます。

5. サーバープロパティーの[LPDジョブの送信を許可したホスト名]を設定し、LPDプロ
トコルでジョブを送信するホスト名またはIPアドレスを指定します。
• ホスト名とIPアドレスはセミコロンで区切ります。
• ホスト名とIPアドレスにはワイルドカードを使用できます（*.acmeproducts.

comや192.*など）。*は、すべてのホストがジョブを送信できることを意味し
ます。数字、小数点、ワイルドカードのみを含む値はIPアドレスと見なされま
す。ワイルドカードとアルファベットを1文字以上含む値はホスト名と見なされ
ます。空の値はホストがジョブを送信できないことを意味します。

• デフォルトは**です。
• ドメインネームサービス（DNS）を使用していない場合は、完全修飾ホスト名を
使用してください。例：mathomhouse.micheldelving.org
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6. TotalFlow Production Managerでワークフローが有効であることを確認します。

ワークフローはlpqコマンドの応答で状態情報を返しません。
7. 手順5で許可したホストシステムからジョブをTotalFlow Production Managerに送信し
ます。エラーが発生した場合は、ホストシステムまたはTotalFlow Production
Managerからのメッセージで認識できるエラーを修正します。

用紙を作成する
用紙とは、ジョブが印刷される封筒、フォーム、ラベル、または透明シートなどの用紙種
類の総称です。TotalFlow Production Managerはジョブが必要とする用紙を使用するプリン
ターに各ジョブを割り当てます。
TotalFlow Production Managerでプリンター機器で定義されている用紙が自動的に作成され
る場合もあります。コントローラーオプションを使用するプリンター機器を使用すると、
用紙リストの用紙をエクスポートしてTotalFlow Production Managerにインポートできま
す。用紙は手動でも作成できます。

TotalFlow Production Managerと他のプログラムの用紙

用紙は、TotalFlow Production Managerの用紙リスト、ジョブ送信アプリケーション、一部
のプリンターの用紙リスト、給紙トレイ設定などのさまざまな場所で定義できます。これ
は、用紙名が同じ用紙に異なるプロパティーまたはプロパティーが同じ用紙に異なる用紙
名を指定できることを意味します。このトピックでは、TotalFlow Production Managerが
ジョブで要求された用紙とプリンターの給紙トレイの用紙、またはプリンターの用紙リス
トの用紙とTotalFlow Production Managerの用紙リストの用紙が同じかどうかを判断する方
法を説明しています。
用紙を一致させるために、TotalFlow Production Managerは次の順番で値を比較します。
1. ジョブチケットの用紙IDで比較します。このIDは用紙の[名前]と比較されます。[名前]
と一致する用紙が見つからない場合は、比較を停止します。

2. ジョブチケットに用紙IDがない場合は、用紙プロパティーで一致します。管理者は
サーバープロパティーの[カスタム一致オプション]を設定し、比較する用紙プロパ
ティーを指定できます。

3. ジョブチケットの用紙名で比較します。[サーバーのプロパティー]ダイアログの[詳細]
ページでに[オプションの一致が失敗したとき、名前のみで一致させる]チェックを付け
た場合は、この値は用紙の[名前]と比較されます。

4. ジョブチケットにプロパティーの値が含まれない場合、TotalFlow Production Manager
の用紙リストの値はプロパティーに一致すると見なされます。

ジョブに要求された用紙がTotalFlow Production Managerの定義済み用紙と一致しないとき
は、ジョブが[未割り当て]進行状態のまま残り、「用紙：用紙*を使用できるプリンターは
ありません」と同様のTotalFlow Production Managerが[待機理由]に表示されます。ジョブ
ログで定義済み用紙と一致しない要求済み用紙のプロパティーに関する情報を確認できま
す。ジョブを追加処理するには、用紙設定を修正し、定義済み用紙と一致させて再送信し
ます。
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TotalFlow Prepからジョブを送信する場合、TotalFlow Production Manager[サーバー]のポッ
ドから用紙属性を比較するときにTotalFlow Production Managerが使用する属性と一致する
オプションを選択できます。
チケットにページ例外がある場合、例外用の用紙情報は［ジョブプロパティーエディ
ター］の［例外ページ］セクションで閲覧できます。

自動で用紙を作成する

一部のプリンターでは、TotalFlow Production Managerでプリンターを作成するときにプリ
ンター機器を表す用紙が自動的に作成されます。

別のプリンターの用紙リストに同じ［用紙名］の用紙がある場合、予期しない用紙プロパ
ティー値の変更を回避するには、各プリンターのプロパティーが同様に定義されているこ
とを確認してください。

プリンター用紙リストをインポートする

EFI Fieryコントローラーオプションのプリンター機器を使用すると、XMLファイル形式で
用紙リストをエクスポートできます。TotalFlow Production Managerにリストをインポート
すると、用紙を作成できます。

1. 用紙リストを自動的にインポートできる機器のリストを表示するには、Printer
ConnectorのReadmeファイルを確認してください。

2. プリンターでJDF/JMFインターフェースを有効にするには、適切なFJDFパッチをイン
ストールしてから有効にしてください。

3. プリンター用紙リストのエクスポートについては、プリンター機器の使用説明書を参
照してください。

用紙リストをインポートして作成した用紙のプロパティーに用紙リストと等しい属性の値
が設定されます。

用紙を作成する
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用紙リスト属性
TotalFlow Production Manager用紙
プロパティー 補足

［名前］ [名前] ［名前］値に基づきます。200文字で切
り捨てて無効な文字を省きます。

次の文字列ではエラーが発生します。
［名前］で使用しないでください。
• 左中括弧とドル記号（${）
• ［名前］にはピリオドを使用できま
す。ただし、ピリオドのみの名前
（.）または2つのピリオドの名前
（..）は使用できません。

［印刷済み］ [印刷済み紙]

［概要］ [概要]

［種類］

［種類詳細］

[用紙種類]

［セット数］ [セット数]

［用紙サイズ］ [標準用紙]

[幅]

[高さ]

[単位]

［坪量（g/m2）］ [坪量(g/m2)]

［穴の種類］ [パンチ済み紙]

［表面質感/テクス
チャー］

[表面質感/テクスチャー]

［カラー名］

［カスタムカラー名］

[カラー]

［%（再生紙率）］ [古紙含有率(%)]

［コート］ [コーティング（おもて面）]

［印刷可能面］ [印刷面]

［不透明度］

［不透明レベル］

[不透明度]

用紙リストには、TotalFlow Production Managerと等しくない属性があります。TotalFlow
Production Managerは等しくない属性を無視します。
用紙リストをインポートするには、以下の操作を行います。
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1. TotalFlow Production Managerがインストールされているシステムで、Windowsのコ
マンドプロンプトを開きます。

2. 日本語の環境では、フォントとコードページを設定します。
1. コマンドプロンプト画面のタイトルバーを右クリックします。
2. ［プロパティー］の［フォント］をクリックします。
3. ［MSゴシック］を右クリックし、［OK］をクリックします。
4. 次のコマンドを入力し、現在のコードページを判断します。

chcp
デフォルトの日本語コードページは932 (Shft-JIS)です。

5. コードページをUTF-8に変更するには次のコマンドを入力します。
chcp 65001

Windowsコマンドプロンプトに数行の日本語メッセージが表示され、メッセージの
最後の部分が繰り返されます。これはWindowsの問題です。

3. install_path¥binフォルダーにアクセスします。
インストールパスはTotalFlow Production Managerがインストールされているフォル
ダーです。

4. 目的に応じて、次のコマンドから1つ入力します。
• このシステムに用紙リストをインポートするには、次のコマンドを入力します。

fieryImport.pl -f=file_path
• リモートシステムに用紙リストをインポートするには、次のコマンドを入力しま
す。

fieryImport.pl -f=file_path -o=host_name -p=port_number

フファァ
イイルル
パパスス

プリンター用紙リストがエクスポートされたXMLファイルです。

ホホスス
トト名名

TotalFlow Production Managerがインストールされているシステムのホスト
名またはIPアドレスです。

ポポーー
トト番番
号号

TotalFlow Production Managerの操作画面で使用するポートです。HTTPプロ
トコルのデフォルトは15080、HTTPSプロトコルのデフォルト値は15443で
す。

5. コードページを変更した場合は、元に戻してください。たとえば、元のコードペー
ジが932だった場合は次のコマンドを入力します。

chcp 932

Printer Connectorを使用するプリンター機器を使用すると、Webブラウザー画面から
プリンターの用紙リストを検索できます。

用紙を作成する
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TotalFlow Production Managerが用紙リストをインポートするようプリンターを設定
するには、Printer Connectorの使用説明書を参照してください。

手動で用紙を作成する

TotalFlow Production Managerの用紙を手動で作成します。

手動で作成した用紙はプリンター用紙リストとして扱われません。
用紙を作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
新しい用紙を作成するには、以下の操作を行います。
3. [新規]をクリックします。
既存の用紙をコピーするには、以下の操作を行います。
4. [用紙]ポッドで用紙を選択します。
5. [コピー]をクリックします。
新しい用紙は選択した用紙のプロパティーと同じ値になります（[用紙名]以外）。
[ユーザー設定紙を作成]または[用紙をコピー]ダイアログが表示されます。

6. ダイアログの各ページで、調整が必要な必須およびオプションのプロパティー値を
入力または選択します。
ページを変更するには、左側のナビゲーションバーでページタブをクリックしま
す。
用紙がプリンターの用紙リストの用紙を表す場合は、正しい値については、P. 267「
用紙プロパティー値」を参照してください。
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7. [OK]をクリックします。
[給紙トレイ設定]ダイアログから、新しいフォルダーを作成することもできます。詳
しくは、P. 124「プリンターのトレイと用紙をマッピングする」を参照してくださ
い。

別のシステムにオブジェクトをコピーする
TotalFlow Production Managerから別のシステムにオブジェクトを複製するには、元のシス
テムからエクスポートして新しいシステムにインポートでき、手動で再作成は不要です。
管理者は、サーバー、プリンター、プリンタープール、用紙、ユーザー、レポート、ワー
クフロー、アクティビティー、通知をエクスポート/インポートできます。ジョブをエクス
ポートまたはインポートすることはできません。
同じ種類の既存のオブジェクトと同じ名前のオブジェクトをインポートする場合は、既存
のオブジェクトは新しいオブジェクトに上書きされます。
別のシステムにオブジェクトをコピーするには、以下の操作を行います。
1. コピー元のシステムで、次の操作を行います。

1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインしま
す。

2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [サーバー]ポッドで[エクスポート]をクリックします。
クライアントシステムのファイルは自動的に保存されます。ファイルのデフォル
ト名はTotalFlow_Print_Manager_Export_yyyy_mm_dd_hh_mm_ss.xml
です。月、日、時間、分、秒が一桁の値のときは、ゼロの先頭子は付きません。

2. コピー先のシステムで、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインしま
す。

2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [サーバー]ポッドで[インポート]をクリックします。

[オブジェクトをインポート]ダイアログが表示されます。

別のシステムにオブジェクトをコピーする
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4. [参照]をクリックし、エクスポートされたオブジェクトを含むXMLファイルを選
択してから、ブラウザーに応じて［開く］または［保存］をクリックします。
ファイルのオブジェクトが表示されます。デフォルトでは、すべて選択されてい
ます。

5. インポートするオブジェクトを選択します。ファイルのオブジェクトの一部はす
でにコンピューターにある場合があります。この場合、メッセージが表示され、
これを通知します。

6. [OK]をクリックします。
オブジェクトはブラウザー設定で指定したダウンロード先に保存されます。

1. すべてのオブジェクトが正確にインポートされることを確認するには、ブラ
ウザーのキャッシュを消去してください。

2. [カスタム]プリンターをインポートまたは移行するときは、カスタムプリン
ター定義ファイルもインポートしていることを確認してください。

サーバープロパティーを設定する
サーバープロパティーは全体のTotalFlow Production Manager環境に適用されます。一部の
プロパティーはTotalFlow Production Managerで作成したすべてのジョブに適用されます。
それ以外のプロパティーはすべてのユーザーに適用されます。管理者のみがサーバープロ
パティーを設定できます。
サーバープロパティーを設定するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
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3. [サーバー]ポッドで［System］グラフィックをクリックします。
[サーバーのプロパティー]ダイアログが表示されます。

4. 変更するプロパティーの値を入力または選択します。
5. [OK]をクリックします。

セキュリティーをセットアップする

TotalFlow Production Managerのアクセスはユーザー名とパスワードで管理できます。

ユーザー権限

TotalFlow Production Managerのユーザーはジョブの条件に基いて権限レベルを持ちます。
TotalFlow Production Managerには[管理者]、[オペレーター]、[モニター]の権限がありま
す。権限を持つユーザーが実行できるアクションは、以下のとおりです。

操作
ページ/ポッド/オブ
ジェクト [管理者] [オペレーター] [モニター]

表示 [操作]ページ はい はい はい

[キュー]ページ はい はい はい

[設定]ページ はい はい いいえ

[レポート]ページ はい いいえ いいえ

プロパティーとロ
グの表示

プリンター はい はい いいえ

プリンタープール はい はい いいえ
ワークフロー はい はい いいえ
サーバー はい いいえ いいえ
用紙 はい はい いいえ

ユーザー はい いいえ いいえ

サーバープロパティーを設定する
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操作
ページ/ポッド/オブ
ジェクト [管理者] [オペレーター] [モニター]

ジョブ はい はい いいえ

アクティビティー はい いいえ いいえ

接続 はい いいえ いいえ

状況を表示 プリンター はい はい いいえ

ジョブ はい はい いいえ

読み取り/書き込み
プロパティーを変
更

プリンター はい はい いいえ
プリンタープール はい いいえ いいえ
ワークフロー はい はい いいえ
サーバー はい いいえ いいえ
用紙 はい はい いいえ

ユーザー はい いいえ いいえ

ジョブ はい はい いいえ

アクティビティー はい いいえ いいえ

接続 はい いいえ いいえ

作成 プリンター はい いいえ いいえ
プリンタープール はい いいえ いいえ
ワークフロー はい いいえ いいえ
用紙 はい はい いいえ

ユーザー はい いいえ いいえ

レポート はい いいえ いいえ

アクティビティー はい いいえ いいえ

接続 はい いいえ いいえ

削除 プリンター はい いいえ いいえ

プリンタープール はい いいえ いいえ
ワークフロー はい いいえ いいえ
用紙 はい はい いいえ

ユーザー はい いいえ いいえ

ジョブ はい はい いいえ

レポート はい いいえ いいえ

アクティビティー はい いいえ いいえ

接続 はい いいえ いいえ

エクスポート プリンター はい いいえ いいえ
プリンタープール はい いいえ いいえ
ワークフロー はい いいえ いいえ
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操作
ページ/ポッド/オブ
ジェクト [管理者] [オペレーター] [モニター]

用紙 はい いいえ いいえ

ユーザー はい いいえ いいえ

レポート はい いいえ いいえ

通知 はい いいえ いいえ

接続 はい いいえ いいえ

インポート プリンター はい いいえ いいえ
プリンタープール はい いいえ いいえ
ワークフロー はい いいえ いいえ
用紙 はい いいえ いいえ

ユーザー はい いいえ いいえ

レポート はい いいえ いいえ

通知 はい いいえ いいえ

接続 はい いいえ いいえ

通知を作成して編
集

プリンター はい はい いいえ
ワークフロー はい はい いいえ

ジョブ はい はい いいえ

有効 プリンター はい はい いいえ
ワークフロー はい はい いいえ
接続 はい はい いいえ

無効 プリンター はい はい いいえ
ワークフロー はい はい いいえ
接続 はい はい いいえ

ジョブプロパ
ティーのデフォル
トと上書きを設定

ワークフロー はい はい いいえ

トレイと用紙の
マッピング

プリンター はい はい いいえ

ジョブの表示 プリンター はい はい はい

ジョブを送信 ワークフロー はい はい いいえ

Webページを表示 プリンター はい はい いいえ

用紙交換を作成 プリンター はい はい いいえ

承認 ジョブ はい はい いいえ

プリンターに移動 ジョブ はい はい いいえ

印刷順序を変更 ジョブ はい はい いいえ

一時停止 ジョブ はい はい いいえ

サーバープロパティーを設定する
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操作
ページ/ポッド/オブ
ジェクト [管理者] [オペレーター] [モニター]

却下 ジョブ はい はい いいえ

再開 ジョブ はい はい いいえ

保留 ジョブ はい はい いいえ

マージ ジョブ はい はい いいえ

注文の詳細を編集 ジョブ はい はい いいえ

注文を完了 ジョブ はい はい いいえ

ワークフローに割
り当てる

ジョブ はい はい いいえ

再印刷 ジョブ はい はい いいえ

再処理 ジョブ はい はい いいえ

プリフライトレ
ポートを表示

ジョブ はい はい いいえ

パスワードを変更 ユーザー はい 自分のパスワード
のみ

自分のパスワード
のみ

編集 ワークフロー はい いいえ いいえ
接続 はい はい いいえ

サーバーを参照 プリンター はい はい いいえ
ワークフロー はい いいえ いいえ

ファイルをアップ
ロード

プリンター はい はい いいえ
ワークフロー はい いいえ いいえ

製品を更新 接続 はい はい いいえ

ユーザーを作成する

TotalFlow Production Managerでユーザーが操作するには、TotalFlow Production Managerの
ユーザー登録が必要です。Windowsのユーザー名とは区別されます。
ユーザーを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [ユーザー]ポッドで[新規]をクリックします。

[ユーザーを作成]ダイアログが表示されます。

3設定



3

97

4. プロパティーに値を入力または選択します。
• ユーザー名は大文字と小文字が区別されます。
• パスワードの入力範囲は8～32バイト以内です。大文字と小文字が区別されま
す。次の文字は使用できません。
'（アポストロフィー）
<（小なり記号）
=（等号記号）
>（大なり記号）
`（アクサングラーブ）
|（バーティカルバー）
~（チルダ）
［DEL］（削除キー）
印刷不可能な文字

5. [OK]をクリックします。
作成したユーザー名とパスワードをユーザーに通知します。ユーザーは初めてログインす
るときにパスワードを変更してください。
ユーザーのアクティビティーログを表示するには、ユーザー名を右クリックするか、ユー
ザー名を選択して、[さらに表示]をクリックし、[ログ...]を選択します。

サーバープロパティーを設定する
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表示されるパネルで必要に応じて表示オプションを設定します。

パスワードの有効期間を設定する

管理者は、システムのすべてのパスワードを使用できる期間を設定できます。この制限は
すべてのユーザーに適用されます。
パスワードの有効期間を設定するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [サーバー]ポッドで、［System］を選択し、[プロパティー]をクリックします。

[サーバーのプロパティー]ダイアログが表示されます。
4. [詳細]をクリックします。
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5. [パスワードの最大有効期間]フィールドにパスワードが使用できる日数を入力しま
す。

6. [OK]をクリックします。

自動ログアウト時間を設定する

管理者は、ユーザーが操作せずにログインできる時間制限を設定できます。制限に到達し
たときは、ユーザーは自動的にログアウトされます。この制限はすべてのユーザーに適用
されます。

自動ログアウト時間を設定しても進行中のログインセッションのユーザーには影響しませ
ん。ユーザーがログアウトしてから再ログインすると適用されます。
自動ログアウト時間を設定するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [サーバー]ポッドで、［システム］、［プロパティー］の順にクリックします

[サーバーのプロパティー]ダイアログが表示されます。
4. [詳細]をクリックします。

5. [自動ログアウト時間設定（分）]フィールドに、ユーザーが自動的にログアウトされ
るまでの時間を分単位で入力します。

6. [OK]をクリックします。

パスワードを管理する

TotalFlow Production Managerのシステムにアクセスして操作するには、TotalFlow
Production Managerのユーザー名とパスワードが必要です。

サーバープロパティーを設定する



3

100

パスワードを変更する

TotalFlow Production Managerで期限が切れるときにパスワードの変更を指示されます。パ
スワードは何回でも変更できます。
パスワードを変更するには、以下の操作を行います。
1. メニューバーの右にある［ユーザー名］、[パスワードを変更...]の順にクリックしま
す。
ユーザー名はログインするときに使用するユーザーの名前です。
[ユーザーパスワードを変更]ダイアログが表示されます。

2. [現在のパスワード]フィールドにパスワードを入力します。
3. [新しいパスワード]フィールドと[新しいパスワードを確認]フィールドに新しいパス
ワードを入力します。
パスワードの入力範囲は8～32バイト以内です。大文字と小文字が区別されます。次
の文字は使用できません。

'（アポストロフィー）
<（小なり記号）
=（等号記号）
>（大なり記号）
`（アクサングラーブ）
|（バーティカルバー）
~（チルダ）
${（ドル記号と左中括弧）
［DEL］（削除キー）
印刷不可能な文字

4. [OK]をクリックします。

別のユーザーのパスワードを変更する

管理者は、別のユーザーのパスワードを変更できます。
別のユーザーのパスワードを変更するには、以下の操作を行います。
1. メニューバーで、[設定]をクリックします。
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2. [ユーザー]ポッドで、パスワードを変更するユーザーを選択します。

3. ［ほかのアクション］アイコン（ ）の[パスワードをリセット...]をクリックしま
す。
[ユーザーパスワードをリセット]ダイアログが表示されます。

4. [新しいパスワード]フィールドと[新しいパスワードを確認]フィールドに仮パスワー
ドを入力します。
パスワードの入力範囲は8～32バイト以内です。大文字と小文字が区別されます。次
の文字は使用できません。

'（アポストロフィー）
<（小なり記号）
=（等号記号）
>（大なり記号）
`（アクサングラーブ）
|（バーティカルバー）
~（チルダ）
${（ドル記号と左中括弧）
［DEL］（削除キー）
印刷不可能な文字

5. [OK]をクリックします。
6. 仮パスワードをユーザーに通知します。
仮パスワードでログインすると、TotalFlow Production Managerはユーザーにパス
ワードの変更を指示します。

LPDプロトコルの使用を制限する

管理者は、LPDプロトコルでワークフローにジョブを送信するホストを制限できます。
LPDプロトコルの使用を制限するには、以下の操作を行います。
1. メニューバーで、[操作]をクリックします。
2. [サーバー]ポッドで［システム］をクリックします。

[サーバーのプロパティー]ダイアログが表示されます。

サーバープロパティーを設定する
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3. サーバープロパティーの[LPDジョブの送信を許可したホスト名]を設定し、LPDプロ
トコルでジョブを送信するホスト名またはIPアドレスを指定します。
• ホスト名とIPアドレスはセミコロンで区切ります。
• ホスト名とIPアドレスにはワイルドカードを使用できます（*.acmeproducts.

comや192.*など）。*は、すべてのホストがジョブを送信できることを意味し
ます。数字、小数点、ワイルドカードのみを含む値はIPアドレスと見なされま
す。ワイルドカードとアルファベットを1文字以上含む値はホスト名と見なされ
ます。空の値はホストがジョブを送信できないことを意味します。

• デフォルトは**です。
• ドメインネームサービス（DNS）を使用していない場合は、完全修飾ホスト名を
使用してください。例：mathomhouse.micheldelving.org

4. ［OK］をクリックします。

メールサーバーをセットアップする

簡易メール転送プロトコル(SMTP)サーバーを使用するようTotalFlow Production Managerを
設定し、プリンター、ワークフロー、ジョブに発生するイベントの通知メールを送信でき
ます。
メールサーバーを設定するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [サーバー]ポッドで、［System］、プロパティーアイコン（ ）の順にクリックし
ます。

4. 表示された[サーバーのプロパティー]ダイアログで、［メール］をクリックします。
[サーバーのプロパティー]ダイアログの［メール］ページが表示されます。
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5. このページでプロパティーに値を入力または選択します。
6. [OK]をクリックします。

カラーマネジメントシステムを設定する

デバイスによってカラー表示が異なるため、サーバーレベルで全般カラー設定を作成して
別のデバイスにカラーを変換します。このアクションは[プリフライト]アクティビティー
中に実行されます。このアクティビティーがあるワークフローでジョブを処理してくださ
い。これらの設定は処理したPDFファイルですべてのオブジェクトまたは個別に適用さ
れ、出力インテントなどのほかの設定を上書きしない限り、特定の種類のオブジェクトに
適用されます。
［プリフライトカラーマネージメント］環境設定を設定するには、以下の操作を行いま
す。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [サーバー]ポッドで、［System］、プロパティーアイコン（ ）の順にクリックし
ます。
[サーバーのプロパティー]ダイアログが表示されます。

4. ［プリフライトカラーマネージメント］をクリックします。
[サーバーのプロパティー]ダイアログの［プリフライトカラーマネージメント］ペー
ジが表示されます。

サーバープロパティーを設定する
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［一般設定］
5. 表示された［一般設定］オプショングループをクリックします。
6. ［カラーマネージメントを有効にする］にチェックを付けます。チェックが付いて
いない場合は、［プリフライトカラーマネージメント］は機能しません。

7. 3つのカラーモデルにはインターナショナルカラーコンソーシアム（ICC）プロファ
イルを設定します。
• ［グレー］
• ［RGB］
• ［CMYK］

8. ［ソース］で入力ファイルの3つのカラーモデルそれぞれにICCプロファイルを選択
します。以前に作成してサーバーに保存したICCプロファイルを使用する場合は、
[参照]オプションを使用して選択します。
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9. デバイスソフトウェアを使用してインストールした出力インテントプロファイルを
適用する場合は、［出力インテントを選択したICCプロファイルに上書きする］を
選択します。

10. ［対象］で出力プロファイルに異なるICCプロファイルを使用する場合は［ソース以
外の ICCプロファイルを使用］を選択します。

11. 出力ファイルの3つのカラーモデルそれぞれにICCプロファイルを選択します。以前
に作成してサーバーに保存したICCプロファイルを使用する場合は、[参照]オプショ
ンを使用して選択します。

12. デバイスソフトウェアを使用してインストールした出力インテントプロファイルを
適用する場合は、［出力インテントを選択したICCプロファイルに上書きする］を
選択します。

13. ［CMMエンジン］フィールドで、カラーマネジメントモジュール（CMM）を選択し
ます。CMMは、ICCプロファイル情報を使用して文書のカラーを変換させるための
モジュールです。

14. ［レンダリングインテント］オプションリストからレンダリング方法を選択しま
す。

15. 必要に応じて、［黒点補正を使用］オプションを選択します。一般的に、黒点補正
オプションは陰影が多い画像に推奨されます。

［画像］
16. ［カラーマネージメントを有効にする］にチェックを付けます。
17. 別のカラー設定が必要な場合は、必要に応じてプロパティーの値を入力または選択

します。
18. [OK]をクリックします。

プリフライトアクティビティー用フォントを設定する

TotalFlow Production Managerを設定すると、PDFファイルをプリフライトするときに特定
のフォントを使用できます。TotalFlow Production Managerを設定する前に、サーバーに
フォントフォルダーを保存します。
プリフライトアクティビティー時に使用するフォントフォルダーを設定するには、以下の
操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [サーバー]ポッドで、［System］、プロパティーアイコン（ ）の順にクリックし
ます。
[サーバーのプロパティー]ダイアログが表示されます。

4. ［フォント］をクリックします。
[サーバーのプロパティー]ダイアログの［フォント］ページが表示されます。
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5. [追加]をクリックします。
6. 表示されたダイアログで、PDFファイルのプリフライト時に使用するフォントフォ
ルダーを選択するか、追加アイコン（ ）を使用してフォルダーを作成します。

7. [OK]をクリックします。
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PostScript変換オプションを設定する

PostScriptファイルの印刷が必要な場合は、そのファイルがPDFファイルに変換されるよう
にTotalFlow Production Managerを設定できます。
PostScript変換オプションを設定するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [サーバー]ポッドで、［System］、プロパティーアイコン（ ）の順にクリックし
ます。
[サーバーのプロパティー]ダイアログが表示されます。

4. ［変換］をクリックします。
[サーバーのプロパティー]ダイアログの［変換］ページが表示されます。

5. このページでプロパティーに値を入力または選択します。
6. [OK]をクリックします。

通知を作成する
オペレーターと管理者はTotalFlow Production Managerを設定し、プリンター、ワークフ
ロー、ジョブに発生したイベントの通知メールを送信できます。
通知を作成する前に、電子メールの処理にSMTPサーバーを使用するようにTotalFlow
Production Managerが設定されていることを確認します。
通知を作成するには、以下の操作を行います。
1. TotalFlow Production Managerにオペレーターまたは管理者権限を持つユーザーとし
てログインします。

2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. [プリンター]タブ、[ワークフロー]タブまたは[全てのジョブ]ポッドのツールバー
で、設定アイコン（ ）、［通知...］の順にクリックします。

通知を作成する
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表示されるダイアログは、オブジェクトの種類によって異なります。以下の例は、
［プリンター通知］ダイアログのページを示します。

4. ［新規］をクリックします。
［通知を追加］ダイアログが表示されます。

5. フィールドに値を入力または選択します。
ダイアログのその他のフィールドは選択した通知の種類によって異なります。
1. プリンターやワークフローの特定またはすべてのオブジェクト種類に通知を適用
するかを選択します。
ジョブ通知はすべてのジョブに適用します。

2. プロパティー値を変更したときの通知には、次の操作を行います。
1. [プロパティー]で、プロパティー名を選択します。
2. [比較]で比較演算子を選択します。
選択したジョブプロパティーの値によって演算子のリストは異なります。

演算子 選択肢の値
日付や時間などの数
値 その他の値

[次の値に等しい] はい はい

[次の値に等しくな
い]

はい

[次の値より小さい] はい

[次の値より大きい] はい

[次の値を含む] はい

[次の値を含まない] はい

[未設定] はい はい
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3. [値]に、一致させる値を入力または選択します。

4. 別のプロパティーを選択するには、追加ボタンの（ ）をクリックします。
プロパティー値の組み合わせは3つまで選択できます。

通知に複数の条件を設定した場合は、すべての条件を満たさないと、通知が
送信されません。

5. [OK]をクリックします。

ログスケジュールを変更する
初期設定では、古いログ情報は監査ファイルに移動し、古い監査ファイルは毎日午後 0時
から午前 2時 59分の間に削除されます。この時間は変更できます。
ログには過去3日間に出力されたメッセージが含まれています。3日経過すると、
install_drive:￥aiw￥aiw1￥audit¥object_typeディレクトリーの監査ファイル
にジョブ以外のオブジェクトのログ情報を移動します。ジョブのログはシステムに保存さ
れます。ジョブを削除すると、ログ情報は監査ファイルに移動します。
監査ファイルは 28日間システムに保存されてから自動で削除されます。
監査ファイルにログ情報を移動または削除するときの時間を変更する方法は、以下のとお
りです。
1. Windowsのコマンドプロンプトを開き、TotalFlow Production Managerがインストー
ルされたフォルダーに移動します。

2. 次のコマンドを入力します。
changeAuditTime.pl start_time end_time

ssttaa--
rrtt__
ttiimmee

ログ情報の移動または削除ができるときの最も早い時間です。値は 0～23
以内の整数にしてください。

終終了了
時時刻刻

ログ情報の移動または削除ができるときの最も遅い時刻の開始時間です。
この時間を過ぎてから 59分間は移動と削除ができます。値は 0～23以内の
整数にしてください。

たとえば、午後11時から午前0時59分の間にログ情報を移動および削除するには、次のコ
マンドを入力します。
changeAuditTime.pl 23 0

クライアントコンピューターを設定する
TotalFlow Production Managerにアクセスする各コンピューターでこのセクションの操作を
実行します。

ログスケジュールを変更する
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TotalFlow Production Managerへのログインを準備する

TotalFlow Production Managerにユーザーがログインするには、以下の情報が必要です。
Webブラウザー設定
ユーザーはWindowsコンピューターのWebブラウザー画面からログインページにアク
セスできます。ログインページにアクセスする前に、ユーザーはCookieやアクティブ
スクリプトなどのWebブラウザー設定のカスタマイズとAdobe Readerのインストール
が必要です。

ユーザーログイン名とパスワード
作成したログイン名と仮パスワードをユーザーに通知します。ユーザーは初めてログ
インするときにパスワードを変更してください。

TotalFlow Production Managerの操作画面のURL
すべてのユーザーがTotalFlow Production Managerの操作画面のアクセスに使用する
URLは、hostname:15080/TFPMです。TotalFlow Production Managerがインストールさ
れているコンピューターの名前はhostnameです。

ログイン権限
設定した権限に基いてユーザー操作が制限されています。TotalFlow Production
Managerの操作画面で実行できる操作を各ユーザーに通知します。

HTML形式の「ユーザーガイド」とそのアクセス方法に関してユーザーに通知してくださ
い。「ユーザーガイド」のURLは、hostname:15888/help/index.jspです。TotalFlow
Production Managerがインストールされているコンピューターの名前はhostnameです。
TotalFlow Production Managerに現在ログインしていない場合でも、任意のネットワークか
らアドレスを使用すると、「ユーザーガイド」を開くことができます。

Mozilla Firefoxを設定する

Mozilla FirefoxでTotalFlow Production Managerにアクセスするには、ブラウザーを設定して
ください。

ここでは、Windows 11でMozilla Firefox 135を設定する方法を説明します。Firefoxまたは
Windowsのバージョンによって内容は多少異なります。
Mozilla Firefoxを設定するには、以下の操作を行います。
1. ［Firefox］を開きます。
2. 次のコマンドをアドレスバーに入力します。

about:config
3. ［Enter］を押します。
警告メッセージが表示されます。

4. ［リスクを承認して続行］をクリックします。
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［詳細設定］ページが表示されます。
5. 検索バーに「javascript.enabled」と入力します。
6. ［javascript.enabled］の値が［true］であることを確認します。
7. TotalFlow Production Managerの操作画面で使用する言語を変更するには、以下の操
作を行います。
1. 右上の［アプリケーションを開く］メニューアイコンをクリックし、メニューか
ら［設定］を選択します。

2. ［全般］ページで、言語と表示→言語まで下にスクロールします。
3. ［ページを表示する優先言語を選択］の横の［選択］ボタンをクリックします。
［ウェブページの言語設定］ダイアログが表示されます。

4. 目的の言語がリストにない場合は、［追加する言語を選択...］をクリックし、言
語を選択して、［追加］をクリックします。

5. 任意の言語を選択し、言語がリストの1番上に移動するまで［上へ］をクリック
します。
TotalFlow Production Managerは次の言語に対応しています。
• オランダ語
• 英語
• フランス語
• ドイツ語
• イタリア語
• 日本語
• スペイン語

• 未対応の言語をブラウザーの言語に設定した場合は、TotalFlow Production
Managerはデフォルトの英語になります。

• 英語（英国）［en-GB］や英語（米国）［en-US］のように、同じ言語のロ
ケールが複数ある場合は、どれを選択しても問題ありません。

6. ［OK］をクリックします。
8. ［プライバシーとセキュリティ］ページで、［履歴］まで下にスクロールします。
9. ［Firefoxに］の横にある矢印をクリックし、［記憶させる履歴を詳細設定する］を
選択します。

10. オプションリストで［表示したページとダウンロードの履歴を残す］を選択しま
す。

Google Chromeを設定する

Google ChromeでTotalFlow Production Managerにアクセスするには、ブラウザーを設定し
てください。

クライアントコンピューターを設定する
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ここでは、Windows 11でGoogle Chrome 133を設定する方法を説明します。Windowsまた
はChromeのバージョンによって内容は多少異なります。
Google Chromeを設定するには、以下の操作を行います。

1. をクリックし、［設定］をクリックします。
［設定］ページが表示されます。

2. ［プライバシーとセキュリティ］タブを開きます。
3. ［サードパーティーCookie］をクリックします。
4. ［サードパーティ Cookieの使用が許可されているサイト］まで下にスクロールし、
［追加］をクリックします。

5. http://hostname:15080/TFPMと入力し、［追加］をクリックします。
6. ［プライバシーとセキュリティー］タブに戻り、［サイト設定］をクリックしま
す。

7. ［JavaScript］をクリックし、［サイトが JavaScriptを使用できるようにする］を選
択します。

8. TotalFlow Production Managerの操作画面で使用する言語を変更するには、以下の操
作を行います。
1. ［設定］ページで、［言語］タブを開きます。
2. ［優先する言語］で［言語を追加］をクリックします。
3. リストから使用する言語を選択し、［追加］をクリックします。

TotalFlow Production Managerは次の言語に対応しています。
• オランダ語
• 英語
• フランス語
• ドイツ語
• イタリア語
• 日本語
• スペイン語

• 未対応の言語をブラウザーの言語に設定した場合は、TotalFlow Production
Managerはデフォルトの英語になります。

• 英語（英国と米国）のように同じ言語で複数のロケールがある場合は、どれ
を選択しても問題ありません。

追加した言語は、［優先する言語］リストに表示されます。

4. 優先する言語の横にある［その他のアクション］（ ）アイコンをクリックしま
す。
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5. ［Chromeをこの言語で表示］オプションを選択し、［再起動］をクリックしま
す。

Microsoft Edgeを設定する

Microsoft EdgeでTotalFlow Production Managerにアクセスするには、ブラウザーを設定し
てください。

ここでは、Windows 11でMicrosoft Edge 133を設定する方法を説明します。Windowsまた
はEdgeのバージョンによって内容は多少異なります。
Microsoft Edgeを設定するには、以下の操作を行います。

1. ページの右上にある［設定とその他］（ ）アイコン、［設定］の順にクリック
します。

2. ［設定］ページで［Cookieとサイトのアクセス許可］を選択します。
3. ［保存されたCookieとデータ］の下にある［Cookieとサイトデータの管理と削除］
をクリックします。

4. ［許可］セクションで、［追加］をクリックします。
［サイトの追加］ダイアログが開きます。

5. http://hostname:15080/TFPMと入力します。
6. このサイトにサードパーティーのCookieを含めるオプションを選択します。
7. ［追加］をクリックします。
8. TotalFlow Production Managerの操作画面で使用する言語を変更するには、以下の操
作を行います。
1. ［設定］ページで［言語］を選択します。
2. ［優先する言語］で［言語を追加］をクリックします。
3. リストから使用する言語を選択し、［追加］をクリックします。

TotalFlow Production Managerは次の言語に対応しています。
• オランダ語
• 英語
• フランス語
• ドイツ語
• イタリア語
• 日本語
• スペイン語

クライアントコンピューターを設定する



3

114

• 未対応の言語をブラウザーの言語に設定した場合は、TotalFlow Production
Managerはデフォルトの英語になります。

• 英語（英国と米国）のように同じ言語で複数のロケールがある場合は、どれ
を選択しても問題ありません。

追加した言語は、［優先する言語］リストに表示されます。

4. 優先する言語の横にある［その他のアクション］（ ）アイコンをクリックし
ます。

5. ［この言語でMicrosoft Edgeを表示］を選択し、［再起動］をクリックします。

操作画面をカスタマイズする

TotalFlow Production Manager画面を使用すると、ポッドの内容を変更し、必要な情報のみ
を表示できます。

オブジェクトをグループ化/ソートする

ポッドのワークフロー、ジョブ、用紙、ユーザーをプロパティーごとにグループ化できま
す。グループはプロパティーまたは名前ごとにソートできます。たとえば、ジョブをお客
様ごとにグループ化し、各お客様のジョブを進行状況ごとにソートできます。
1. プリンターをグループ化するには、[プリンター]タブが開いていることを確認しま
す。
[プール]表示はプリンタープールでグループ化されています。

2. オブジェクトをグループ化するには、タブのタイトルバーのツールアイコン（
）、[グループ化]の順にクリックし、グループ化するプロパティーをクリックしま
す。
すべてのオブジェクトを1つにグループ化するには、 をクリックし、[グループ
化]、[すべて]の順にクリックします。

3. タブでオブジェクトをソートするには、ソートする列の見出しをクリックします。
ソート順を逆にするには、再度クリックします。

オブジェクトプロパティーの表示を変更する

[全てのジョブ]、[用紙]、[ユーザー]ポッドでプロパティーの表示を変更します。
プロパティーを変更するには、以下の操作を行います。
1. ポッドのタイトルバーで、ツールアイコン（ ）、[列を管理...]の順にクリックし
ます。
[列を管理]ダイアログで、各オブジェクト種類の異なるプロパティーセットが表示さ
れます。この例では、ジョブのプロパティーを説明します。

3設定
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2. 必要に応じて、リストでプロパティーを追加、削除、または上下にドラッグしま
す。
プロパティーはリストの表示順に最大数まで表示されます。

3. プロパティーのデフォルト表示に戻るには、[デフォルトをリストア]をクリックしま
す。

4. すべてのプロパティーを選択または未選択にするには、[全て選択/選択しない]に
チェックを付けるか、外します。

5. [OK]をクリックします。

列の表示を変更する

[全てのジョブ]、[用紙]、[ユーザー]ポッドの列をカスタマイズできます。列幅の変更、列
の追加、削除、並び替えを実施できます。
• 列幅を変更するには、列見出しの区切り線を新しい位置にドラッグ＆ドロップします。
• ポッドビューから列を追加または削除するには、以下の操作を行います。

1. ツールアイコン（ ）、[列を管理...]の順にクリックします。
2. [列を管理]ダイアログで、プロパティーを追加または削除します。
選択した列の数にかかわらず、ポッドのリストに各プロパティーの列が表示されま
す。

• 列を並び替えるには、以下のいずれかを行います。

クライアントコンピューターを設定する



3

116

• [列を管理]ダイアログで、プロパティーを上下に移動できます。リストで一番上の
プロパティーは列の左にあります。

• 新しい位置に列をドラッグ＆ドロップします。

ポッドにフィルターをかける

フィルターを定義すると、[プリンター]、[ワークフロー]、[全てのジョブ]、[用紙]、[ユー
ザー]ポッドに表示されているオブジェクトを管理できます。
たとえば、[名前]、[要求済みプリンター]、[状況]などの値で[全てのジョブ]ポッドにフィ
ルターをかけることができます。
ユーザー定義フィルターを設定するには、以下の操作を行います。

1. ポッドのタイトルバーで、検索アイコン（ ）の横のバー領域をクリックします。
2. アイコンの横のテキストフィールドで、エントリをフィルタリングする値を入力し
ます。
ポッドにはプロパティーに値を入力したオブジェクトのみが表示されます。

ジョブは入力した文字列を含む値と一致します。たとえば、aはa、abc、bca、cabの
文字列と一致します。

3. フィルターを削除するには、フィルター定義エリアを閉じます。

[キュー]ポッドを拡大縮小する

[キュー]ポッドを拡大して次に印刷するジョブにフォーカスしたり、縮小して割り当て済
みジョブのキュー全体を表示できます。
[キュー]ポッドのサイズを変更するには、[キュー]ポッドの右上の目盛調整アイコンのプ
ラスまたはマイナスをクリックします。

3設定
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4.オブジェクトを管理する
•プロパティーを表示/変更する
•状態を表示する
•ログを表示する
•ワークフローとプリンターを有効にする
•ワークフローとプリンターを無効にする
•通知を編集する
•オブジェクトを削除する
•プリンターを管理する

TotalFlow Production Managerでは、サーバー、ワークフロー、プリンター、プリンター
プール、用紙、ユーザー、レポート、ワークフローアクティビティー、ジョブなど操作に
必要なさまざまなオブジェクトを管理します。

プロパティーを表示/変更する
オブジェクトのプロパティーとは、オブジェクト名、用紙の長さや幅、ジョブのサイズ、
優先順位や印刷部数、プリンターが対応する用紙や仕上げオプションなどの属性の総称で
す。
管理者は、すべてのオブジェクトのプロパティー（サーバー、ワークフロー、プリン
ター、プリンタープール、用紙、アクティビティー、ジョブ）を表示でき、すべてのオブ
ジェクトの読み取り/書き込みプロパティーを変更できます。オペレーターはプリンター、
プリンタープール、ワークフロー、用紙、ジョブプロパティーを表示し、読み取り/書き込
みプロパティーを変更できます。モニターはプリンター、プリンタープール、ワークフ
ローを表示できますが、これらのオブジェクトのプロパティーは変更できません。

自動で作成されたプリンターの用紙リストの用紙のプロパティーは変更できません。
オブジェクトプロパティーを表示または変更するには、以下の操作を行います。
1. オブジェクトポッドでオブジェクトを右クリックし、開いたオプションリストから

[プロパティー...]を選択します。
[プロパティー]ダイアログが表示されます。この例では、[ジョブチケットプリン
ターのプロパティー]ダイアログについて説明しています。
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2. 別のプロパティーを表示するには、各ページをクリックします。
3. プロパティーのフィールドヘルプ画面を表示するには、以下の操作を行います。

1. プロパティーにカーソルを置きます。

2. プロパティー名の横の［ヘルプ］ボタン（ ）をクリックします。
4. 変更するプロパティーに値を入力または選択します。
5. [OK]をクリックします。
プリンターとワークフローの更新は、TotalFlow Production Managerでプリンターや
ワークフローが無効になってから自動的に有効になります。

状態を表示する
オペレーターと管理者は、プリンター、ワークフロー、ジョブの状況を表示できます。
• プリンターの状況情報には、有効であるかどうかと、最新メッセージ、給紙トレイ用
紙残量などのSNMPで返された情報が含まれます。

• ワークフローの状況情報には、有効状態や待機中の入力ファイル数が含まれます。
• ジョブの場合、状況情報には、進捗状況、状態、エラーの有無が含まれます。割り当
てられていない場合、待機理由の詳細も表示されます。

プリンターコマンドがリターンコードを返すまでパススループリンターに送信した
ジョブの印刷状況は表示されません。

オブジェクトの状態を表示するには、以下の操作を行います。
1. オブジェクトポッドで、以下のいずれかを行います。

• プリンターとジョブ

4オブジェクトを管理する
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1. オブジェクトを選択し、[さらに表示]、[状況...]の順にクリックします。ま
た、オブジェクトを右クリックし、[状況...]を選択して状況を確認することも
できます。
[状況]ダイアログが表示されます。この例では、[ジョブの状況]ダイアログを
説明しています。

2. 別の状況プロパティーを表示するには、ページ名をクリックします。
• キューにあるジョブの状況も確認できます。

1. メニューバーで、[キュー]をクリックします。
2. [キュー]ポッドで、ジョブアイコンをダブルクリックするか、ジョブアイコン
を右クリックし、[状況...]を選択します。

• ワークフロー:
1. ワークフローをダブルクリックし、[エディターとプロパティー...]を選択しま
す。
[ワークフロー]ダイアログが表示されます。

2. [プロパティー]をクリックします。

状態を表示する
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2. ステータスプロパティーのいずれかに関する情報を表示するには、プロパティー名
の横の［ヘルプ］ボタン（ ）をクリックします。

ログを表示する
TotalFlow Production Managerの各オブジェクトには、プロパティー変更などの操作に関す
るメッセージログがあります。ジョブには、TotalFlow Production Managerの進行状況に関
するメッセージログもあります。処理エラーが発生した場合は、エラーメッセージに詳細
が表示されます。
オペレーターと管理者は、ワークフロー、プリンター、ジョブのログを表示できます。管
理者は、サーバー、用紙、ユーザーのログを表示できます。
ログには、まだ削除されていないオブジェクトに対して発行されたメッセージがありま
す。ユーザーがオブジェクトを削除するときに、ログファイルがinstall_drive:￥aiw
￥aiw1￥audit¥object_typeディレクトリーに移動されます。
ログにサイズ制限はありません。
オブジェクトのログを表示するには、以下の操作を行います。
1. オブジェクトポッドでオブジェクトを選択し、[さらに表示]、[ログ...]の順にクリッ
クします。
オブジェクトのログが表示されます。過去3日間に出力されたメッセージが表示され
ます。この例では、ジョブのログを説明しています。

4オブジェクトを管理する
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2. メッセージの文字が途切れている場合は、メッセージにカーソルを置きます。
3. メッセージ種類または別の列でソートするには、列見出しをクリックします。
昇順にソートするには、1回クリックします。降順にソートするには、2回クリック
します。

4. ログの表示内容を変更するには、以下のフィールドを変更します。
[次の結果を表示]
デフォルトでは、TotalFlow Production Managerが過去3日間に出力したオブジェ
クトのメッセージが表示されます。別の期間を選択するには、このフィールドの
リストと、関連付けられたラジオボタンを使用します。

[種類]
デフォルトでは、[すべて]のメッセージが表示されます。異なる種類の情報を選
択するには、このフィールドのリストを使用します。

5. ログをテキストファイルに保存するには、以下の操作を行います。
1. [エクスポート]を選択します。
オペレーティングシステムとブラウザー設定によっては、［ダウンロード先の選
択］ダイアログが表示される場合があります。

2. このダイアログが表示される場合は、ファイル名とログファイルの場所を指定し
ます。
ファイル種類には.csvを指定します。
このダイアログが表示されない場合は、ログファイルがデフォルトの［ダウン
ロード］先に保存されます。

3. ［保存］をクリックします。

エクスポートしたログファイルを編集するには、UTF-8に対応するエディターを使用
してください。

ログを表示する
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ワークフローとプリンターを有効にする
オブジェクトを有効にすると、TotalFlow Production Managerで使用可能になります。オペ
レーターと管理者は、ワークフローとプリンターを有効にすることができます。
ワークフローが無効でも入力ファイルを受信できますが、TotalFlow Production Managerの
ジョブを作成や送信するには有効にしてください。
オブジェクトを有効にするには、以下のいずれかを行います。
• オブジェクトを選択し、その右側にある［有効］アイコン（ ）をクリックします。
• オブジェクトを選択し、タブのツールバーにある［有効］ボタン（ ）をクリックしま
す。

• オブジェクトを右クリックし、表示されたオプションのリストで[有効にする]を選択し
ます。

ワークフローとプリンターを無効にする
オブジェクトを無効にすると、TotalFlow Production Managerで使用できなくなります。オ
ペレーターと管理者は、ワークフローとプリンターを無効にすることができます。
ワークフローが無効でも入力ファイルを受信できますが、TotalFlow Production Managerの
ジョブを作成や送信するには有効にしてください。
無効にしたプリンターに割り当てられているジョブは印刷されます。
オブジェクトを無効にするには、以下のいずれかを行います。
• オブジェクトを選択し、右側にある［無効］アイコン（ ）をクリックします。
• オブジェクトを選択し、タブのツールバーにある［無効にする］ボタン（ ）をクリッ
クします。

• オブジェクトを右クリックし、表示されたオプションのリストで[無効にする]を選択し
ます。

通知を編集する
オペレーターと管理者は、既存の通知の名前と送信先メールアドレスを変更できます。プ
リンターやワークフローでは、通知を適用するオブジェクトも変更できます。
通知を編集するには、以下の操作を行います。
1. TotalFlow Production Managerにオペレーターまたは管理者権限を持つユーザーとし
てログインします。

2. メニューバーで、[操作]をクリックします。

3. オブジェクトタブまたは[全てのジョブ]ポッドのツールバーで、設定アイコン（
）、［通知...］の順にクリックします。
オブジェクトの通知を表示する表のダイアログが表示されます。

4. 編集する通知を選択し、［編集］をクリックします。
ダイアログのその他のフィールドは通知種類によって異なります。

4オブジェクトを管理する
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5. 変更するフィールドに新しい値を入力またはリストから選択します。
6. [OK]をクリックします。

オブジェクトを削除する
管理者は、不要になったワークフロー、プリンター、プリンタープール、用紙、ユー
ザー、アクティビティー、ジョブまたはレポートを削除できます。オペレーターはジョブ
を削除できます。
ワークフローを削除する前に、ワークフローに送信したすべてのジョブを削除したことを
確認します。ジョブがプリンターに移動しても、システムに残っている限り、ワークフ
ローを削除できません。ホットフォルダーに関連付けていないワークフローを削除する場
合は、ホットフォルダーも削除されますが、サーバーでは残されます。ホットフォルダー
に入力ファイルがあると、ホットフォルダーは削除されません。
プリンターまたはプリンタープールを削除する前に、以下を確認します。
• プリンターまたはプリンタープールにジョブが送信されていません。
• ワークフローのジョブプロパティーのデフォルトまたは上書き値はプリンターまたは
プリンタープールを[要求済みプリンター]として指定していません。

1. プリンターを削除すると、システムからプリンターが削除されます。新しいジョブが
プリンターを要求できなくなりました。TotalFlow Production Managerは、既存のジョ
ブに要求されたプリンタープロパティーの値を［未設定］に変更します。

2. プリンタープールに属するプリンターを削除すると、プールからプリンターが削除さ
れます。

3. プリンタープールを削除しても、関連付けられたプリンターは削除されません。
用紙を削除する前にプリンターの用紙マップまたは用紙交換に用紙が指定されていないこ
とを確認してください。
この用紙変更に基づいて割り当てたジョブは未割り当てになるか、別のプリンターに割り
当てられます。
ジョブを削除すると、すべての以降のジョブ処理を停止し、システムからジョブが削除さ
れます。ジョブは任意の時間と[処理中]以外の状況で削除できます。
ジョブを削除すると、関連する入力ファイルもシステムから削除されます。
アクティビティーを削除する前に、ワークフローの一部ではないことを確認します。
[印刷中]状態で少なくとも 50パーセントが印刷されているジョブを削除する場合、プリン
ターはジョブを終了しますが、削除前に印刷されたジョブの一部に関する情報のみがジョ
ブレポートに含まれます。
[印刷中]または[スプール中]状態でジョブを削除する場合、それに関する更新情報を受信
できません。
オブジェクトを削除するには、以下の操作を行います。
1. オブジェクトを右クリックし、[削除...]を選択します。
確認メッセージが表示されます。

オブジェクトを削除する
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2. [はい]をクリックします。
用紙またはプリンターを削除すると、TotalFlow Production Managerは削除する既存のジョ
ブの該当プロパティー値を[未設定]に変更します。TotalFlow Production Managerで印刷前
に削除したプリンターのジョブに別のプリンターを指定します。

既存のジョブが使用するオブジェクトを削除しても印刷される場合があります。

プリンターを管理する
プロパティーの変更とログの表示以外に、このセクションの操作をプリンターで実行でき
ます。

プリンターのトレイと用紙をマッピングする

用用紙紙ママッッププにはプリンターの給紙トレイと各トレイにセットした用紙が表示されます。オ
ペレーターと管理者は、用紙マップを作成して更新できます。
トレイ内容情報を送信するコントローラーを表すジョブチケットプリンターには、プリン
ターを作成した直後にTotalFlow Production Managerで自動的に用紙マップが作成されま
す。トレイ内容については、プリンターコネクターのreadmeファイルを参照してくださ
い。
プリンターの用紙マップを作成または更新するには、以下の操作を行います。
1. プリンターを選択し、[さらに表示]、[給紙トレイ設定...]の順にクリックします。

[給紙トレイ設定]ダイアログが表示されます。

• プリンターがパススループリンターの場合は、[用紙を手動でセット]トグルは表
示されません。

• プリンターで定義された手動用紙がトレイにある場合、プリンターから受け取っ
た用紙情報は表示されますが、用紙名は[未設定]であり、警告アイコン（ ）は
対応する用紙リストでその用紙が定義されていないことを示します。

4オブジェクトを管理する
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2. [用紙を手動でセット]を有効にします。
3. SNMPレポートがあるプリンターに設置した給紙トレイのみを表示するには、[給紙
トレイを手動で設定]ボタンを無効に切り替えます。

4. プリンターが対応するすべての給紙トレイを表示し、手動で設置した給紙トレイを
指定するには、[給紙トレイを手動で設定]ボタンを有効に切り替えます。

5. [トレイ]列でリストされた各給紙トレイについては、[用紙]列の用紙名をクリックし
ます。開いた表から、給紙トレイにセットした用紙を選択します。

6. [OK]をクリックします。
7. このビューから新しい手動用紙を作成し、プリンターの対応用紙リストにその用紙
を追加し、給紙トレイ用紙としてセットすることもできます。
給紙トレイに手動用紙を追加するには、以下のいずれかを行います。
• 矢印をクリックして対応用紙リストを開き、用紙を選択してから、[OK]をクリッ
クします。
どの対応用紙も一致しない場合は、［カスタム］をクリックします。

• 用紙を追加アイコン（ ）をクリックします。
[ユーザー設定紙を作成]ダイアログが表示されます。

8. ダイアログの各ページで、調整が必要な必須およびオプションのプロパティー値を
入力または選択します。
ページを変更するには、左側のナビゲーションバーでページタブをクリックしま
す。

プリンターまたはプリンタープールに割り当てたジョブを表示する

オペレーター、管理者、モニターは、プリンターに割り当てられているすべてのジョブを
表示できます。

プリンターを管理する
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プリンターまたはプリンタープールに割り当てたジョブを表示する[全てのジョブ]ポット
を開くには、以下の操作を行います。
1. メニューバーで、[操作]をクリックします。
2. [プリンター]ポッドでプリンターまたはプリンタープールを選択します。
3. [さらに表示]をクリックし、[送信済みジョブを表示]を選択します。[全てのジョブ]
ポッドで新しいタブが開き、選択したプリンターまたはプリンタープールに送信さ
れたすべてのジョブが表示されます。

プリンターのWebページを表示する

オペレーターと管理者は、TotalFlow Production ManagerからプリンターのWebページに移
動できます。Webページに表示される情報はプリンターモデルによって異なります。
プリンターのWebページを表示するには、以下の操作を行います。
1. [プリンター]タブで、プリンターを選択します。
2. [さらに表示]をクリックし、次に[プリンターのWebページを表示...]をクリックしま
す。

プリンターに用紙交換を作成する

プリンターの用紙を交換するには、プリンターのキューに用用紙紙交交換換を作成します。
TotalFlow Production Managerはプリンターで使用する用紙に応じて用紙交換の前または後
にジョブを割り当てます。用紙交換する前の用紙を使用するすべてのジョブが印刷される
と、用紙交換を指示するメッセージが表示されます。
オプションで、区切り紙に指示を印刷できます。
特殊な指示を印刷するには、以下の操作を行います。
• パススループリンターの[特殊な指示のコマンド]プロパティーに値が必要です。
• 特定の用紙に特殊指示を印刷するには、プリンターの[区切り紙用給紙トレイ]プロパ
ティーに値が必要です。

プリンターの用紙交換を作成するには、以下の操作を行います。
1. メニューバーで、[キュー]をクリックします。

2. [キュー]ポッドで［用紙交換］アイコン（ ）をクリックします。
[用紙変更指示]ダイアログが表示されます。

4オブジェクトを管理する
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3. [名前]に「T4 LetterからA4」などの用紙交換名を入力します。
4. [プリンター]リストから用紙変更を作成するプリンターを選択します。
5. この用紙交換を適用するジョブキューで正確な位置を選択します。
6. 給紙トレイを選択します。

[後]の列にリストが表示されます。
7. テーブルの[後]列で、矢印をダブルクリックして用紙リストを展開し、給紙トレイに
セットする新しい用紙の名前を選択します。

8. 光沢のある面を上にしてセットなどのオペレーターへのメッセージを[メッセージを
表示]に入力します。

9. オオププシショョンン：：オペレーターへのメッセージをPDFファイルで保存して区切り紙に印
刷するには、[区切り紙を印刷]をクリックします。

プリンターがパススループリンターで[特殊な指示のコマンド]プロパティーに有効な
印刷コマンドが設定されていない場合は、区切りページは印刷されません。

10. [OK]をクリックします。

ジョブのすぐ前で[キュー]ポッドに［オペレーター］フラグ（ ）が付きます。フラグに
カーソルを置くと、用紙交換指示が表示されます。オペレーターフラグをダブルクリック
し、指示を編集します。
用紙交換メッセージを確認するときは、用紙を交換して用紙マップを更新してください。
用紙マップに新しい用紙が表示されたときは、用紙交換メッセージは削除されます。

プリンターを管理する
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5.ジョブを操作する
•TotalFlowアプリケーションからジョブを送信する
•外部接続からジョブを送信する
•lpr印刷コマンドを使用してジョブを送信する
•TotalFlow Production Managerでジョブを確認する
•ジョブ情報を表示/変更する
•ジョブを開始/移動/一時停止/再開する

TotalFlow Production Managerの操作画面の[全てのジョブ]ポッドと[キュー]ポッドを使用
し、TotalFlow Production Managerのジョブと進行状況を管理できます。
操作画面からは、さまざまなタスクを実行できます。

TotalFlowアプリケーションからジョブを送信する
TotalFlowアプリケーションを使用して、ジョブをワークフローに送信できます。各ジョブ
で、アプリケーションはジョブチケットを送信します。ジョブチケットには、ジョブプロ
パティーの設定に使用されるジョブに関する情報が含まれます。

TotalFlow Production Managerからジョブを送信する

クイック送信機能を使用し、TotalFlow Production Manager操作画面の[操作]ページにファ
イルをドラッグ＆ドロップすることで、ワークフローにPS、PCL、PDF、TIFF、PNG、ま
たはJPEGファイルを送信できます。
[全てのジョブ]ポッドのクイック送信でファイルをアップロードするには、次の手順に従
います。
1. メニューバーで、[操作]をクリックします。です。
2. TotalFlow Production Managerでワークフローを設定し、有効にします。
3. 1つまたは複数のファイルを選択し、TotalFlow Production Manager[操作]ページに
ファイルをドラッグ＆ドロップします。
許可されたファイルの種類と、ジョブを送信できるワークフローを示すメッセージ
が表示されます。
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4. 選択したワークフローフレームにファイルをドロップします。
ワークフローが有効な場合、ジョブは送信され、[全てのジョブ]ポッドに表示されま
す。ワークフローが無効な場合、［クイック送信］ダイアログが表示されます。

5. 有効なワークフローを選択するか、有効にするアイコン（ ）をクリックし、選択し
たワークフローを有効にします。

6. リストにさらに複数のファイルを追加するには、上記の手順3を繰り返します。
ファイルはドラッグ＆ドロップされた各ファイルのグループ内でアルファベット順
にソートされます。ドラッグ＆ドロップされた最新のファイルのセットが常に選択
されます。
未対応のファイル種類を選択すると、「選択したファイルの一部が対応していませ
ん。対応するファイルで続行しますか？」というメッセージが表示されます。

5ジョブを操作する
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7. ［OK］をクリックします。
8. 必要に応じて、ファイルを上下にドラッグ＆ドロップして並べ替えることができま
す。

9. リストからファイルの一部を削除するには、削除するファイルを選択し、［削除］
アイコンをクリックします。
ファイルを選択して削除アイコンにドラッグ＆ドロップしても、ファイルを削除で
きます。

10. ［ワークフロー］リストからワークフローを選択します。
選択したワークフローが無効の場合は、有効アイコン（ ）をクリックするか、リス
トから別のワークフローを選択します。

11. ［送信］をクリックします。
12. ジョブが特定のワークフローに送信されると、[全てのジョブ]ポッドから別のワーク

フローまたはプリンター上にドラッグできます。

RICOH TotalFlow Prepからジョブを送信する

TotalFlow Prepを使用すると、ワークフローにジョブとジョブチケットを送信できます。
TotalFlow PrepからTotalFlow Production Managerワークフローにジョブを送信するには、以
下の操作を行います。
1. ワークフローを設定し、TotalFlow Production Managerのジョブチケットプリンター
に関連付けます。

2. TotalFlow Prepでワークフローをプリンターとして登録します。
3. TotalFlow Prepでジョブを作成します。
4. メニューバーのプリンターメニューで、ワークフローを選択します。
5. ジョブを編集します。
6. 右側の設定領域で、［印刷方法/認証］をクリックし、［印刷モード］を選択して、
［標準印刷］または［印刷の保留］を選択します。

7. ［印刷］ボタン（ ）をクリックします。

RICOH TotalFlow Production Manager Job Submissionからジョブを送信する

TotalFlow Production Manager Job Submissionを使用すると、ワークフローにPDF、
PostScript、PCL、TIFF、PNG、JPEGファイル、ジョブチケットを送信できます。
TotalFlow Production Manager Job SubmissionからTotalFlow Production Managerワークフ
ローにジョブを送信するには、以下の操作を行います。
1. TotalFlow Production Managerでワークフローを設定し、有効にします。
2. TotalFlow Production Managerメニューバーで[ジョブを送信]をクリックします。
3. または、［ワークフロー］タブで、以下の操作を行います。

TotalFlowアプリケーションからジョブを送信する
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1. ワークフローを選択し、[さらに表示]をクリックして[ジョブを送信]を選択しま
す。

2. または、ワークフローを右クリックし、[ジョブを送信]を選択します。
ブラウザーのタブまたはウインドウでTotalFlow Production Manager Job Submission
が開きます。ワークフローオプションメニューからTotalFlow Production Manager
Job Submissionを開く場合は、ページの左上のワークフローリストでワークフロー
名がすでに選択されています。

4. このジョブの入力ファイルを指定します。入力ファイルを指定する方法は2つありま
す。
• ファイルを選択する方法

1. ファイルを追加アイコン（ ）をクリックします。
2. 1つまたは複数のファイルを選択し、［開く］を選択します。

TotalFlow Production Manager Job Submissionに選択したファイルのプレビューが
表示されます。さらにファイルを選択する場合は、最後に選択したファイルが表
示されます。

3. ファイルのリストを表示するには、下矢印をクリックします。
特定のファイルのプレビューを表示するには、リストのファイル名をクリックし
ます。

5ジョブを操作する
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1. PDF、TIFF、PNG、JPEGファイルのプレビューを表示できます。PostScriptと
PCLファイルのプレビューは表示できません。

2. PostScript、PCL、TIFF、PNG、JPEG形式のジョブチケットにはデフォルトの
ジョブプロパティー設定が表示されます。

• TotalFlow Production Manager Job Submissionウィンドウにファイルをドラッグ＆
ドロップする方法

1. 1つまたは複数のファイルを選択し、TotalFlow Production Manager Job
Submissionウィンドウにファイルをドラッグ＆ドロップします。

2. さらにファイルを追加するには、上記の1と2の手順を繰り返します。
3. ジョブからファイルを削除するには、ジョブ名をクリックし、削除するファイル
にカーソルを移動し、ファイル名の横のファイル削除アイコン（ ）をクリック
します。

4. ファイルのプレビューを参照するには、ジョブ名をクリックし、プレビューする
ファイルにカーソルを移動し、ファイル名の横のファイルプレビューアイコン（
）をクリックします。

5. ジョブチケットを選択します。
• 既存のジョブチケットを使用するには、メニューバーでジョブチケットリストを
展開し、 1つ選択します。

TotalFlowアプリケーションからジョブを送信する
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• ジョブチケットをアップロードするには、［開く...］を選択します。ジョブチ
ケットを選択し、［開く］をクリックします。

• 新しいジョブチケットを作成するには、［新規］を選択します。
6. オオププシショョンン：：選択したジョブチケットを変更します。

1. [ジョブのプロパティー]ダイアログで、ジョブのプロパティーを変更します。
2. TotalFlow Production Manager Job Submissionでジョブチケットを保存するには、
［保存］または［名前を付けて保存...］をクリックします。

ジョブチケットは、使用しているコンピューターのブラウザーセッション専用で
TotalFlow Production Manager Job Submissionに保存されます。セッション用また
は別のコンピューターのユーザーに送信して保存するには、ジョブチケットをダ
ウンロードしてください。

3. 使用しているシステムにジョブチケットをダウンロードするには、［チケットを
ダウンロード］をクリックします。

1. 同じジョブチケットを使用して複数のファイルを送信した場合は、すべての印刷
済み文書がTotalFlow Production Manager Job Submissionのプレビューで開いた最
終ファイルの用紙方向になります。

2. ジョブの設定を変更する場合は、ページを更新する前にジョブを送信してくださ
い。変更しない場合は、設定の一部がリセットされる場合があります。

7. ［ワークフロー:］リストからワークフローを選択します。
8. ワークフローが無効な場合は、有効アイコン（ ）をクリックします。
9. ［送信］をクリックします。

入力ファイルのサイズ、種類、形式を要件範囲内にしてください。要件について
は、TotalFlow Production ManagerのReadmeファイルの「入力ファイルについて」を
参照してください。
ワークフローが無効な場合、［ジョブ送信状況］警告が表示されます。

10. ［閉じる］をクリックし、ワークフローを有効にするか、有効なワークフローを選
択します。

5ジョブを操作する
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TotalFlow PM PDF Print Driverからジョブを送信する

TotalFlow PM PDF Print Driverを使用すると、対応オペレーティングシステムのアプリケー
ションからTotalFlow Production Managerのワークフローにジョブとジョブチケットを送信
できます。
最初に対応オペレーティングシステムにTotalFlow PM PDF Print Driverをインストールしま
す。インストールについては、RICOHTotalFlow Production Managerセットアップガ
イドのドライバーをインストールして設定するセクションを参照してください。
操作画面からは、さまざまなタスクを実行できます。

Mac OS XでRICOH TotalFlow PM PDF Print Driverからジョブを送信する

TotalFlow PM PDF Print Driverを使用すると、Mac OS XのアプリケーションからTotalFlow
Production Managerのワークフローにジョブとジョブチケットを送信できます。

• TotalFlow PM PDF Print DriverはHTTPS接続をサポートしていません。TotalFlow PM PDF
Print Driverを設定してジョブを送信する前に、TotalFlow Production Managerの HTTPS
を無効にしてください。

TotalFlow PM PDF Print DriverからTotalFlow Production Managerワークフローにジョブを送
信するには、以下の操作を行います。
1. TotalFlow Production Managerでワークフローを設定し、有効にします。
2. TotalFlow PM PDF Print Driverがインストールされているコンピューターで、印刷する
文書を開きます。

3. ［印刷］ダイアログウィンドウで、［PDF］をクリックし、開いたリストから
［TotalFlow PM Job Submissionに送信］オプションを選択します。

TotalFlowアプリケーションからジョブを送信する
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1. 一部のアプリケーションでは、システムのデフォルトの印刷ダイアログをカスタ
ムダイアログで上書きします。つまり、一部のアプリケーションでは［PDF］ボ
タンがデフォルトのMac OS Xビューアと違って見える場合があります。この場合
は、システムのデフォルト印刷ダイアログに切り替えるか、［プレビュー］を選
択します。

2. ［PDF］リストにオプションを追加する方法は、Mac OS Xの使用説明書を参照し
てください。

TotalFlow Production ManagerサーバーのTotalFlow Production Manager Job
Submissionで文書が開きます。

5ジョブを操作する
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4. 必要に応じてジョブプロパティーを編集します。この表示からジョブプロパティー
またはジョブチケットを変更する方法は、P. 131「 RICOH TotalFlow Production
Manager Job Submissionからジョブを送信する」を参照してください。

Mac OS XでTotalFlow PM PDF Print Driverを使用して印刷するときは、印刷ダイアロ
グから用紙サイズ情報が自動的に選択され、ジョブチケットに手動用紙として追加
されます。この手動用紙設定を残すか、用紙リストから用紙を選択できます。手動
用紙設定を確保する場合は、TotalFlow Production Managerプリンターを設定し、同
じサイズの手動用紙に対応することを確認してプリンターの給紙トレイに用紙を追
加します。

5. ［送信］をクリックします。
6. [閉じる]をクリックしてセッションを終了します。

WindowsでRICOH TotalFlow PM PDF Print Driverからジョブを送信する

TotalFlow PM PDF Print Driverを使用すると、任意のアプリケーションからTotalFlow
Production Managerのワークフローにジョブとジョブチケットを送信できます。
最初にTotalFlow PM PDF Print Driverをインストールします。インストールについては、
RICOH TotalFlow Production Managerセットアップガイドのドライバーをインストー
ルして設定するセクションを参照してください。

TotalFlowアプリケーションからジョブを送信する
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• TotalFlow PM PDF Print DriverはHTTPS接続をサポートしていません。TotalFlow PM PDF
Print Driverを設定してジョブを送信する前に、TotalFlow Production Managerの HTTPS
を無効にしてください。

• Microsoft Edgeを使用している場合に、［プリンターのジョブプロパティー］ダイアロ
グを有効にするには、以下を確認してください。
– ブラウザーの［セキュリティ］設定で、セキュリティモードが［厳重］になってい
ません。

TotalFlow PM PDF Print DriverからTotalFlow Production Managerワークフローにジョブを送
信するには、以下の操作を行います。
1. TotalFlow Production Managerでワークフローを設定し、有効にします。
2. TotalFlow PM PDF Print Driverがインストールされたコンピューターで、TotalFlow

Production ManagerサーバーのIP/ホスト名を入力し、TotalFlow Production Manager
ワークフローをドライバーに割り当てます。

3. ［ジョブプロパティーを設定...］をクリックし、ドライバーに関連付けられたワーク
フローのジョブプロパティーダイアログを開きます。
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4. 必要に応じてワークフローのジョブプロパティーを設定し、［OK］をクリックしま
す。

5. ［印刷環境設定］ダイアログで、［OK］をクリックします。
6. TotalFlow PM PDF Print Driverがインストールされているコンピューターで、印刷する
文書を開きます。

7. ［印刷］ダイアログウィンドウで、ドライバーに関連付けたプリンターの名前を選
択します。

TotalFlowアプリケーションからジョブを送信する



5

140

文書がTotalFlow Production Managerで開きます。
8. 必要に応じてジョブプロパティーを編集します。

この表示からジョブプロパティーまたはジョブチケットを変更する方法は、P. 131「
RICOH TotalFlow Production Manager Job Submissionからジョブを送信する」を参照
してください。

外部接続からジョブを送信する
外部ポータルを使用して、ジョブをワークフローに送信できます。

MarcomCentralをTotalFlow Production Managerに接続する

MarcomCentralを介してジョブをTotalFlow Production Managerに送信するには、TotalFlow
Production Managerに接続するMarcomCentralを設定します。
TotalFlow Production Managerに接続するMarcomCentralを設定するには、以下の操作を行
います。
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1. MarcomCentralの製品設定で、［自動ジョブチケット］を有効にします。有効にしな
い場合、対応するTotalFlow Production Managerジョブは、理由を説明したメッセー
ジが付いたエラー状態で作成されます。

2. JobDirectの製品の場合は、［自動ジョブチケット出力ファイル］を［TotalFlow JDF
with PDF］に設定します。設定しない場合、対応するTotalFlow Production Manager
ジョブは、JDFを取得するときにタイムアウトが発生したというメッセージが付いた
エラー状態で作成されます。

• JobDirectの製品のジョブチケット設定は、TotalFlow Production Managerで作成さ
れたジョブのジョブチケット設定に自動的にマッピングされます。

• 用紙情報とTotalFlow Production Managerカタログの用紙の一致については、P. 86
「 TotalFlow Production Managerと他のプログラムの用紙」を参照してください。

ワークフローを接続製品に関連付ける

MarcomCentralのような外部接続を介してジョブをTotalFlow Production Managerに送信す
るには、ワークフローをジョブに割り当ててください。
ワークフローを外部接続製品と関連付けるには、以下の操作を行います。
1. TotalFlow Production Managerにオペレーターまたは管理者権限を持つユーザーとし
てログインします。

2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. 接続を選択し、[さらに表示]をクリックします。
4. [プロパティー...]を選択します。
［接続を編集］ダイアログが表示されます。

5. [ワークフローマップ]ページで製品を選択し、［ワークフローを割り当て］をクリッ
クします。

外部接続からジョブを送信する
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製品に関連付けられたワークフローがない場合、ジョブはワークフローなしのエ
ラー状態で作成されるため、ジョブをワークフローに割り当ててください。

6. 関連付けられたPDFファイルまたはダウンロードURLがない静的製品には、PDFファ
イルを割り当ててください。PDFを製品に割り当てるには、その製品を選択し、
［PDFを割り当て...］をクリックします。

• PDFファイルが MarcomCentralとTotalFlow Production Managerの両方に関連付け
られている場合、ジョブは後者を使用します。

• MarcomCentralまたはTotalFlow Production Managerのいずれの製品にも関連付け
られたPDFがない場合、ジョブはエラー状態で作成され、TotalFlow Production
Managerにエラーメッセージが表示されます。

• 選択アイテムジョブには、選択アイテムシートと名付けられたPDFがTotalFlow
Production Managerにより作成されます。PDFには注文の詳細と品目が含まれて
います。

［ファイルを参照］が表示されます。
7. ［ファイルを参照］ダイアログで、サーバーからのPDFファイルを選択するか、ま
たはWebブラウザーでTotalFlow Production Managerを使用しているコンピューター
からファイルをアップロードします。
［PDFファイル］の列に完全なファイルパスが表示されます。

8. PDFファイルを削除するには、製品行を選択し、［PDFを削除］をクリックします。
9. [OK]をクリックします。

MarcomCentralのジョブを操作する

注文のジョブに関連付けた製品テンプレートを元に、TotalFlow Production Managerは
MarcomCentralからの注文を自動的に受け取って処理します。
MarcomCentralからの注文を送信する前に、TotalFlow Production Managerに接続が作成さ
れていることを確認します。接続の作成については、P. 77「接続を作成する」を参照し
てください。また、[注文を完了]アクティビティーを含むワークフローがあることも確認
します。ワークフローアクティビティーの作成については、P. 219「標準アクティビ
ティーとカスタムアクティビティー」を参照してください。
MarcomCentralからのジョブを処理するには、以下の操作を行います。
1. MarcomCentralストアで作成した注文が必要です。注文には複数のジョブを入れるこ
とできます。MarcomCentralストアでの注文作成については、MarcomCentralの使用
説明書をお読みください。

MarcomCentralジョブが[注文を完了]アクティビティーに入ると、その状態は注文完
了待ちに変更されます。注文を終了したあとでのみ、ジョブを完了するか、または
ジョブを[保持]アクティビティーに移動できます。
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2. TotalFlow Production Managerにオペレーターまたは管理者権限を持つユーザーとし
てログインします。

3. メニューバーで、[操作]をクリックします。
4. [全てのジョブ]ポッドでジョブを選択し、[さらに表示]をクリックします。
5. [注文詳細...]を選択します。

[注文詳細]ダイアログが表示されます。
6. すべての注文の詳細を注意して確認します。注文の詳細が正しい場合は、[閉じる]を
クリックします。

7. [全てのジョブ]ポッドでジョブを選択し、[さらに表示]をクリックします。
8. [注文を完了...]を選択します。
注文の全てのジョブが完了できていない場合、警告メッセージが表示されます。

9. [はい]をクリックします。
[注文を完了]ダイアログが表示されます。注文完了ダイアログには、注文完了の各項
目のタブがあります。

10. 注文の完了を実行するには、次の操作を完了してください。
• 注文のため配送伝票を作成する
• 請求書を作成する
• 注文を決済する
決済タブが表示され、注文の決済は支払い方法がクレジットカードの注文に対して
のみ行われます。

11. 各タブで必要なフィールドを編集し、[OK]をクリックします。

• TotalFlow Production Managerからは各品目の配送額を変更できません。配送伝票
には、全体の注文額が含まれています。

• 複数品目の注文には、TotalFlow Production Managerでは複数の配送伝票を作成で
きません。

• 注文に異なる配送住所のある複数の品目が含まれている場合、TotalFlow
Production Managerにより完了が許可されず、警告メッセージが表示されます。

• TotalFlow Production Managerから請求書を作成する場合、デフォルトの品目値は
変更できません。

こうした場合には、MarcomCentralで完了を実行してください。
[注文番号]ジョブ属性は[全てのジョブ]ポッドに表示可能で、ジョブ属性によりジョ
ブをグループ化するか、またはジョブを注文するか選択できます。

MarcomCentral JobDirect注文の用紙設定を構成する

この種類のジョブには、ファイルをアップロードし、メディアと仕上げオプションを選択
します。価格は選択内容により異なります。

外部接続からジョブを送信する
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JobDirect製品用にジョブをTotalFlow Production Managerに送信する場合のMarcomCentral
の用紙設定方法と、MarcomCentralジョブをプリンターにスケジュールして印刷を可能に
するためにTotalFlow Production Managerで行う用紙設定について説明します。
1. ジョブの用紙を指定できる3つのMarcomCentral JobDirectフィールドを構成します。
フィールドを構成すると、ライブラリーの値または製品のために特に定義された値
を使用できるようになります。
1. メメデディィアアササイイズズ
ライブラリーを選択し、ライブラリーの［メディアサイズ］リストを選択する
か、作成します。各メディアサイズには、名前、ポータルで使用する単位で表示
した幅と高さがあります。［メディアサイズ］リストは、ライブラリーの［メ
ディアサイズ］セクションで定義します。

2. メメデディィアアカカテテゴゴリリーー
ライブラリーを選択し、ライブラリーの［メディアカテゴリー］リストを選択す
るか、作成します。各メディアカテゴリーはテキスト名により定義されます。
［メディアカテゴリー］リストは、ライブラリーの［テキストリスト］セクショ
ンで定義します。

3. メメデディィアア種種類類
ライブラリーを選択し、ライブラリーの［メディア種類］リストを選択するか、
作成します。各メディアカテゴリーはテキスト名により定義されます。［メディ
ア種類］リストは、ライブラリーの［テキストリスト］セクションで定義しま
す。

2. ［JobDirectメディア価格］の一括操作を使用して、用紙価格設定を定義します。
3. ［JDFメディア］の一括操作を使用して、用紙JDF設定を定義します。
各メディア種類の値には、設定可能なJDF用紙プロパティーが数多くあります。
TotalFlow Production ManagerでJobDirect注文に設定できる用紙JDFプロパティー
と、関連するプロパティーの完全なリストは、P. 270「 JobDirect注文用JDF用紙プ
ロパティー」を参照してください。
印刷済み紙
坪量
メディア種類
カラー
穴の種類
不透明度
表面質感/テクスチャー
おもて面コーティング
メディア種類の詳細

lpr印刷コマンドを使用してジョブを送信する
lpr印刷コマンドを使用したジョブの送信方法の一例を紹介します。
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ジョブを送信する前に、lprコマンドが機能していることを確認してください。
1. Windowsの［コマンドプロンプト］を開き、lprを入力します。lprコマンドが利用で
きる場合は、使用状況の注記が表示されます。

2. 使用状況の注記の代わりに、lprコマンドが内部コマンドとして認識されていないこと
を示すメッセージが表示される場合は、次の手順に従います。
1. スタートメニューで、コントロールパネル→プログラム→プログラムと機
能→Windowsの機能の有効化または無効化をクリックします。

2. ［Windowsの機能をオン/オフにする］ダイアログで、［印刷とドキュメントサービ
ス］オプションのリストを展開します。

3. ［LPRポートモニター］を選択します。
Windowsの再起動は不要です。

上記の手順はWindows 11の場合です。他のオペレーティングシステムによって内容は多少
異なります。
lpr印刷コマンドでジョブを送信するには次の手順に従います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. パススループリンターにワークフローを関連付けます。
4. ワークフローを選択し、[さらに表示]をクリックし、[エディターとプロパティー...]
をクリックします。

5. [ワークフロー]ダイアログで[プロパティー]ページを開きます。
6. [LPD]をジョブ送信種類として選択します。
7. [全てのジョブ]ポッドで、ツールアイコン（ ）、[列を管理...]の順にクリックしま
す。
[列を管理...]ダイアログが表示されます。

lpr印刷コマンドを使用してジョブを送信する
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8. [列を管理...]ダイアログで[部門]プロパティーを選択します。
9. [OK]をクリックします。
10. Windowsの［コマンドプロンプト］で、次の lpr印刷コマンドラインを使用し、ファ

イルをワークフローに送信します。lpr—S serverName—P
virtualPrinterName C:¥PDF¥FileName.pdf—J departmentName
ジョブがTotalFlow Production Managerに到着したときは、[部門]プロパティーは部門
名の値に設定されます。

TotalFlow Production Managerでジョブを確認する
ワークフローで作成されたジョブがTotalFlow Production Managerに入ると、[全てのジョ
ブ]ポッドに表示されます。[試し印刷]アクティビティーで処理された場合は、[印刷]
フェーズのジョブもまた[キュー]ポッドで[準備]フェーズのジョブと同じように表示され
ます。
システムでジョブを確認するには、以下の操作を行います。
• ジョブの名前、ジョブID、他の情報がある場合は、以下のいずれかを行います。

– 適切なプロパティーごとに[全てのジョブ]ポッドをソートします。
– 適切なプロパティーごとに[全てのジョブ]ポッドをフィルターにかけます。
– ジョブのIDまたは名前で、[キュー]ポッドを検索します。
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• ジョブが特定のプリンターまたはプリンタープールに割り当てられていることがわ
かっている場合は、[操作]ページで、ジョブが割り当てられているプリンターまたはプ
リンタープールを選択し、[さらに表示]をクリックし、[送信済みジョブを表示]オプ
ションを選択します。

[キュー]ポッドでジョブを検索する

[キュー]ポッドの検索機能を使用すると、[準備]と[印刷]フェーズのジョブを確認できま
す。
[キュー]ポッドでジョブの検索をするには、以下の操作を行います。

1. [キュー]ポッドのタイトルバーで、［ジョブを検索］ボタン をクリックします。
2. 検索フィールドで、ジョブを検索する値を入力します。検索は、ジョブ名、ジョブ

ID、特殊な指示内のテキスト、プリンター名に適用されます。
画面にはプロパティーに値を入力したオブジェクトのみがハイライト表示されま
す。

ジョブは入力した文字列を含む値と一致します。たとえば、aはa、abc、bca、cabの
文字列と一致します。

ジョブ情報を表示/変更する
TotalFlow Production Managerで、状態、プロパティー、ログなどのジョブ情報を表示しま
す。
オペレーターと管理者はジョブ全体または選択ページのプロパティーを変更できます。

ジョブ状況を表示する

管理者は、必要に応じてジョブ状況を表示し、ジョブやプリンターのプロパティーを変更
して一致させることができます。

プリンターとは、要求したプリンター、不一致プリンターのプリンタープール、または試
し印刷が要求されたプリンターになります。
ジョブの状況を表示するには、以下の操作を行います。
1. [全てのジョブ]ポッドで、ジョブを右クリックし、[状況...]を選択します。

[ジョブの状況]ダイアログが表示されます。
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2. プロパティーのフィールドヘルプ画面を表示するには、以下の操作を行います。
1. プロパティーにカーソルを置きます。

2. プロパティー名の横の［ヘルプ］ボタン（ ）をクリックします。
ジョブ状況で[未割り当て]と[待機理由]が[一致するプリンターがありません]のとき
は、ダイアログは次のようになります。

[全てのジョブ]ポッドで[待機理由]列に表示された文字にカーソルを置いても[待機理
由の詳細]を表示できます。
ジョブが[エラー]状態にあるとき、ジョブが[エラー]状態に入った理由と問題を解決
するためにとるべき操作を説明したメッセージが表示されます。
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ジョブの部数を変更する

[ジョブのプロパティー]ダイアログから、また、[全てのジョブ]ポッドから直接ジョブの
部数を変更できます。
ジョブの部数を素早く変更するには、次の手順に従います。
1. [全てのジョブ]ポッドでジョブを選択して、[さらに表示]をクリックするか、その
ジョブで右クリックします。

2. 表示されたオプションリストで、[部数...]をクリックします。
[部数]ダイアログが表示されます。

3. [部数]フィールドに、ジョブの印刷部数を入力します。
4. [OK]をクリックします。
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[全てのジョブ]ポッドでジョブに設定できる最大部数は9999です。最大32767部数を
印刷できるようにするには、［部数］ダイアログから[ジョブのプロパティー]の値を
設定し、TotalFlowプリントサーバーデバイスに関連付けられたワークフローにジョ
ブを送信します。

ジョブプロパティーを表示する

ジョブプロパティーセクションでは、印刷ジョブを設定できます。このセクションは、
ジョブを微調整できるサブセクションに分割されています。
［ジョブプロパティーエディター］を表示するには、以下の操作を行います。
1. リストからジョブを選択します。
2. 編集アイコン（ ）をクリックし、エディターを開いてジョブのオプションを変更
します。

デフォルト値と上書き値

ジョブが仮想プリンターに送信されたとき、ジョブは値を含まないプロパティーに仮想プ
リンターのデフォルト値を使用します。すべてのジョブプロパティーにジョブチケットの
値ではなく仮想プリンターの上書き値を使用します。
デフォルト値と上書き値を切り替えるには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブデフォルトと上書き］を開きます。

2. 特定の値を含む属性を選択します。ラベルの左側で、アイコン（ ）が選択した値
がデフォルト値であることを示します。

3. 既存の値を選択した値に置き換えるには、デフォルト値と上書き値のアイコン（
）をクリックします。デフォルトや上書きアイコンが表示されているときには、上
書きモードが有効です。

変更した属性のデフォルト値として選択した値を使用します。値を設定していない場合
は、アイコン（ ）でデフォルトと上書きオプションが無効であることが表示されま
す。

複数のジョブを編集する

選択したすべてのジョブに同じ設定を適用したり、削除したりすることができます。
ポートレットで複数のジョブが選択されていることを確認します。
［ジョブプロパティーエディター］にある複数のジョブを編集するには、以下の操作を行
います。
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1. 編集アイコン（ ）をクリックし、［ジョブプロパティーエディター］を開きま
す。

2. 全ての選択されたジョブに設定を適用するには、設定を変更し、横にあるチェック
ボックスを選択します。

3. 全てのジョブに適用された設定を削除するには、横にあるチェックボックスをオフ
にします。

変更を加えたら、ジョブを含むポートレットで確認してください。

ジョブプロパティーを変更する

ジョブのプロパティーを変更できます。
ジョブプロパティーセクションには、以下の設定があります。
• ［基本設定］
• ［印刷方法/認証］設定
• ［レイアウト］設定
• ［用紙］設定
• ［余白/トンボ］設定

［余白/トンボ］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
• ［仕上げ］設定
• ［例外ページ］設定
• ［表紙］設定
• ［シート］設定
• ［カラー］設定

［カラー］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
• ［印刷品質］設定

［印刷品質］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
• ［スペシャルカラー］設定

［スペシャルカラー］設定は［スペシャルカラー］拡張キットが取り付けられている
ときにのみ使用可能です。

• ［スタンプ印字］設定

［スタンプ印字］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
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ジョブオプションを変更する

このセクションでは、印刷ジョブに関する基本情報を表示して編集できます。
ジョブオプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［印刷方法/認証］をクリックします。
3. 表示されるオプションを使用し、ジョブをカスタマイズします。

ジョブオプションを設定する

ジョブの基本情報を編集できます。
ジョブオプションを設定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷方法/認証］をクリックします。
2. ［部数］フィールドに印刷部数を入力します。
3. 印刷するページを指定するには、単一ページ、コンマ区切りの複数ページ、または
ページ範囲を［ページ範囲］フィールドに入力します。

このフィールドは、プリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。
4. ［印刷モード］のリストからオプションを1つ選択し、印刷、保留、またはその両方
を選択します。

この値は、プリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。
5. ［ジョブ情報］グループを展開します。
6. ［ジョブ名］フィールドにジョブ名を入力します。
7. ［ユーザーコード］フィールドが使用可能な場合は、コードを入力します。この
コードは請求書の作成と追跡のために使用します。

8. ［期限日］のリストから［納期］を選択することでジョブの印刷日時を設定しま
す。

9. ジョブを作成するユーザーを指定するには、［ユーザー名］フィールドに名前を入
力するか、リストから登録済みのユーザーを選択します。

10. ジョブを所有するユーザーを指定するには、［お客様］フィールドに名前を入力し
ます。

11. バナーページをジョブに追加するには、［バナーページ情報］フィールドでバナー
に印刷する情報を編集します。

12. ジョブ処理に追加指示の指定が必要な場合は、［特殊な指示］フィールドを使用し
ます。

13. ［備考1］と［備考2］フィールドで、ジョブの詳細情報を追加します。
14. ［概要］フィールドで、ジョブを説明するテキストを入力します。
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バリアブルデータ設定を編集する

バリアブルデータ印刷データ形式を使用すると、レコードを含むカスタム文書を印刷でき
ます。
バリアブルデータ設定を編集するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷方法/認証］をクリックします。
2. ［バリアブルデータ設定］に移動してセクションを開きます。
3. PDFファイルを含むジョブのオブジェクトをキャッシュに保存し、再利用するかど
うかを指定するには、［PDFｼﾞｮﾌﾞｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのｷｬｯｼｭ］のリストから値を選択しま
す。

ジョブの優先度を設定する

ジョブの優先度を指定できます。
ジョブの優先度を設定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷方法/認証］をクリックします。
2. ［詳細設定］の［優先度］に移動します。
3. 必要に応じてチェックを付け、［優先度］入力欄を有効にします。
4. ジョブの優先度を最高にする場合は100、最低にする場合は1を入力します。

ジョブ保存オプションを設定する

ジョブを保存するかどうかを指定し、保存する場合は保存期間を指定します。
ジョブを保存するかどうか、またはジョブの保存方法を設定するには、以下の操作を行い
ます。
1. 画面左側の［印刷方法/認証］をクリックします。
2. 下にスクロールし、［詳細設定］の下にある［保存］に移動します。
3. 現在のジョブで［保存］を［しない］にするには、リストから［しない］を選択し
ます。

4. ジョブを保存するには、［無期限に保存］を選択します。
5. 印刷後に指定期間ジョブを保存するには、［指定期間まで保存］を選択し、ジョブ
を保存する日数と時間を設定します。

フォントを置換する

フォントが見つからない場合はそのフォントの置換を選択できます。
フォントを置換するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷方法/認証］をクリックします。
2. 下にスクロールし、［詳細設定］に移動します。
3. ［フォント置換］のリストから［する］を選択します。

特定のページ範囲に異なる面付けを設定する

ページ範囲に対して異なる面付けを選択できます。
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特定のページの範囲にのみ異なる面付けを設定するには、以下の操作を行います。
1. ［印刷方法/認証］に移動します。
2. ［ページ範囲］フィールドでページ範囲を設定します。
3. 下にスクロールし、［詳細設定］に移動します。
4. ［ページ範囲面付け］のリストから［選択したページを再フロー］を選択します。

プリンタープリセットを選択する

ジョブの印刷に使用するプリンタープリセットを指定します。
プリンター設定のパラメーターを選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷方法/認証］をクリックします。
2. 下にスクロールし、［詳細設定］に移動します。
3. ［プリンタープリセット］に移動します。
4. プリンタープリセットの設定をリストから選択します。
5. プリンタープリセット値を使用して印刷するには、［任意］を選択します。

プリンター機能を選択する

ジョブの印刷に使用するプリンター機能を指定します。
プリンター機能を選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷方法/認証］をクリックします。
2. 下にスクロールし、［詳細設定］に移動します。
3. ［プリンター機能］に移動します。
4. プリンター機能をリストから選択します。

Postflightオプションを選択する

印刷済みジョブで期待どおりのカラー出力を達成できない理由が分かります。
［Postflight］オプションを選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷方法/認証］をクリックします。
2. ［Postflight］に移動します。
3. リストからオプションを選択します。

レイアウト設定を編集する

このセクションでは、印刷ジョブでページをレイアウトする方法を指定できます。
レイアウトオプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
3. 表示されるオプションを使用し、レイアウト設定を編集します。
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中とじレイアウトを設定する

文書のページを中とじスタイルで印刷することもできます。
中とじのレイアウトの種類を指定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. ［無線とじ/中とじ］セクションに移動します。
3. ［面付け］の値を［中とじ］に設定します。

ギャングアップレイアウトを設定する

複数のページを1枚の用紙にまとめるには、ギャングアップレイアウトを使用します。
ギャングアップレイアウトの種類を指定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. ［ギャングアップ］セクションに移動します。
3. ［面付け］の値を［リピート］または［スピード］に設定します。
4. ［シート当たりのページ数］の値を［2］以上に設定します。

画像自動回転設定を変更する

用紙の方向に対する画像の回転を手動で変更できます。
自動回転の設定を変更するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. ［通常］セクションに移動します。
3. ［自動回転］に移動し、［しない］を選択して画像の回転を手動で変更します。

• ［自動回転］オプションにより、画像の長辺をシートまたはページの長辺と揃え
ることができます。画像とシートの向きが異なる場合、画像の上端または左端が
［ひらき方向］と自動的に一致します。

• ［自動回転］オプションが無効の場合、［シート当たりのページ数］に移動し、
値を［1］に設定します。

印刷面を選択する

シートの印刷面を指定できます。
印刷面を選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. レイアウト種類を選択し、［印刷面］に移動します。
3. 片面のみを印刷するには、［おもて面（片面）］を選択します。
4. 用紙のうら面にのみ印刷するには、方向設定に応じて、［うら面（片面）］。

この値は、プリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。
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5. 用紙の両面に印刷する場合は、方向設定に応じて、［両面］。

ページ方向を変更する

ジョブのページのレイアウトタイプを選択できます。
タテからヨコのレイアウトにページ方向を変更するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. レイアウト種類を選択し、［方向］に移動します。
3. リストから［ヨコ］を選択します。

選択する方向は印刷ファイルのページ方向と一致させてください。印刷ファイルに結合レ
イアウトがある場合は、ページ数が一番多い方向と一致するように設定してください。仮
想プリンターに送信するジョブの方向は仮想プリンターと同じ方向にしてください。同じ
方向にしない場合は、ジョブが期待どおりに印刷されない場合があります。
たとえば、印刷ファイルが10ページで構成され、そのうち7ページがタテ、3ページがヨコ
の場合、方向をタテに設定し、多数のページの方向と一致させてください。

ひらき方向を選択する

シートを開く方向を指定できます。
シートを開くまたはめくる方向を選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. レイアウト種類を選択し、［ひらき方向］に移動します。
3. 右から左にシートを開くには、［左ひらき］を選択します。選択すると、［とじ位
置］が［左］に自動的に設定されます。

4. 下から上にシートを開くには、［上ひらき］を選択します。選択すると、［とじ位
置］が［上］に自動的に設定されます。

5. 左から右にシートを開くには、［右ひらき］を選択します。選択すると、［とじ位
置］が［右］に自動的に設定されます。

この値はプリンター設定で対応しているときにのみ使用できます。

ページの画像を回転させる

ページの画像を回転させる角度を選択できます。
値を指定してジョブの各ページの画像を反時計回り方向に回転させるには、以下の操作を
行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. レイアウト種類を選択し、［回転角度］に移動します。
3. ボタンをクリックし、ページの画像を回転させる角度を選択します。
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自動的に実行される回転に加えてこの設定を使用できます。自動回転は、画像の長編を
シートまたはページの長辺と揃えます。この［回転角度］オプションはプリンター設定で
対応しているときにのみ使用できます。

画像を調整する

印刷サイズ、アップサイズ、用紙サイズに合わせて画像を拡大縮小できます。
縮小または拡大して画像を合わせるかどうかを指定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. レイアウト種類を選択し、［画像］の［縮小/拡大］に移動します。
3. 用紙サイズに合わせて画像を縮小するには、［印刷サイズに合わせる］を選択しま
す。

この値は、プリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。
4. 複数のページがあるとき、用紙サイズまたはページに合わせて画像を縮小するに
は、［縮小して合わせる］を選択します。

5. 画像の元のサイズを保持するには、［しない］を選択します。

画像を位置揃えする

用紙の原点に対して、ページ上の画像を位置揃えできます。
画像の位置を揃える方法を指定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. レイアウト種類を選択し、［画像］の［画像位置揃え］に移動します。
3. シートの中央に画像を配置するには、［中央］を選択します。
4. 画像とシートの特定の角を合わせるには、［左下］、［左上］、［右上］、［右
下］から1つ選択します。

これらの値は、プリンターの設定で対応している場合にのみ使用できます。

画像の位置を変更する

用紙の原点に対して、ページ上の画像の配置を変更できます。
画像をオフセットする量を指定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. レイアウト種類を選択し、［画像］の［印刷位置調整］に移動します。
3. 必要に応じて、［印刷位置調整］をクリックして有効にします。
4. 両面設定では、［おもて面とうら面に同じ印刷位置調整を適用］にチェックを付け
てうら面とおもて面に同じ値を設定できます。

5. ［おもて面］と［うら面］フィールドで最大3桁の正または負の数を入力します。
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6. ［単位］のリストから測定単位を選択します。

• 表示用にシートが回転したときは、印刷位置調整も回転します。
• XとY矢印は印刷位置調整方向を示します。

新しいユーザー設定レイアウトを追加する

ジョブにユーザー設定レイアウトを作成できます。

このセクションは、プリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。
新しいユーザー設定レイアウトを追加するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. ［通常］に移動し、［シート当たりのページ数］のリストから［1］より大きい値を
選択します。

3. ［ユーザー設定レイアウトを追加］をクリックします。
4. 両面で同じ設定を維持するには、［両面に同じレイアウトを使用］にチェックを付
けます。

5. カスタマイズするレイアウトの位置を選択するには、選択するページをクリック
し、［場所］リストで矢印を使用するか、別のページにドラッグアンドドロップし
ます。

6. ［回転角度］オプションを1つクリックし、選択した位置に配置された画像の回転角
度を指定します。

7. 位置に合わせて画像を縮小または拡大するには、［縮小/拡大］のリストから値を選
択します。

8. 選択した位置に配置する画像のオフセット量を指定するには、［印刷位置調整］を
クリックして有効にし、XフィールドとYフィールドに値を入力します。

［ユーザー設定順序を維持］のチェックを外した場合、ページの配列は［レイアウト］で
指定した順序と同じです。［ユーザー設定順序を維持］のチェックボックスはページの配
列の変更時に自動的に選択されます。

用紙設定を変更する

このセクションでは、ジョブに選択した用紙に関する情報を確認できます。
用紙設定オプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［用紙］をクリックします。
3. 表示されるオプションを使用し、用紙設定をカスタマイズします。
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手動用紙を追加する

ジョブに手動用紙を選択することができます。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［用紙］をクリックします。
3. ［用紙］リストを展開し、［手動用紙］をクリックして、［手動用紙を追加］ダイ
アログを開きます。

4. ［給紙トレイ］、［サイズ］、［坪量］、［種類］など用紙のプロパティーを設定
します。

手動用紙を更新する

手動用紙のプロパティーを更新できます。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［用紙］をクリックします。
3. ［用紙］フィールドに移動してリストを展開します。
4. ［手動用紙］セクションで、編集する用紙にカーソルを置き、更新アイコンをク
リックして［手動用紙を更新］ダイアログを表示します。

用紙の不定形サイズを設定する

用紙の幅と高さを設定できます。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［用紙］をクリックします。
3. ［サイズ］に移動し、リストから［不定形］を選択します。
4. ［幅］と［高さ］フィールドに不定形値を入力します。

用紙リストで用紙を選択する

［用紙リスト］モードでは、リストに定義されている用紙を選択し、給紙トレイを変更で
きます。

1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［用紙］をクリックします。
3. ［用紙］を展開し、［用紙リスト］をクリックします。
4. ［用紙リスト］ウインドウで、［リスト用紙］セクションの用紙をクリックしま
す。

用紙をソートする

［用紙リスト］で用紙をソートできます。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［用紙］をクリックします。
3. ［用紙］リストを展開します。
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4. ［用紙リスト］をクリックします。
5. 列見出しをクリックし、用紙の属性に基づいて用紙をソートします。

昇順または降順でソートするには、再度列見出しをクリックします。

用紙リストを検索する

検検索索機能を使用すると、検索する属性と一致するリストの用紙を見つけることができま
す。プロパティーの表示に基づいて単一キーワードまたはキーワードを含む文字列で用紙
を検索できます。用紙のすべてのプロパティーと一致すると、検索は絞り込まれます。

マークとブリード設定を変更する

このセクションでは、余白、マーク、ブリード、ノドを編集できます。

［余白/トンボ］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
断裁サイズのオプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［余白/トンボ］をクリックします。
3. 表示されたオプションを使用して設定を編集します。

ブリード領域を設定する

ブリード設定を指定できます。
ブリード領域を設定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［余白/トンボ］をクリックします。
2. 用紙種類を設定し、縮小または拡大して画像を合わせるかどうかを指定するには、
［縮小/拡大］のリストからオプションを選択します。

3. ［余白/間隔設定］をクリックして有効にします。
4. ［ブリード］に移動し、垂直方向または水平方向へのブリードの幅を指定します。

シートの複数のページ間の距離を設定する

ノド設定を指定できます。
用紙の複数のページ間の距離を設定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［余白/トンボ］をクリックします。
2. 用紙種類を設定し、縮小または拡大して画像を合わせるかどうかを指定するには、
［縮小/拡大］のリストからオプションを選択します。

3. ［余白/間隔設定］をクリックして有効にします。
4. ［ノド］に移動し、垂直方向と水平方向へのノドの幅を指定します。
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余白を設定する

仕上がりサイズと用紙端の間の余白を設定できます。

［余白/トンボ］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
シートの余白を指定するには、次の手順を実行します。
1. 画面左側の［余白/トンボ］をクリックします。
2. ［余白/間隔設定］をクリックして有効にします。
3. ［余白］に移動します。
4. 仕上がりサイズとシートの外端間の領域を示す上下左右の余白を設定するには、対
応するフィールドに値を設定します。

すべての余白を同じ値にするには、［同じ余白を使用］にチェックを付けます。

コーナートンボを印刷する

センターとコーナートンボマークを印刷するシートの面を選択できます。

［余白/トンボ］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
トンボマークの印刷方法を指定するには、次の手順を実行します。
1. 画面左側の［余白/トンボ］をクリックします。
2. 角にトンボを印刷するには、以下の操作を行います。

1. ［コーナートンボ］リストから、トンボを印刷する面を選択します。
2. コーナートンボの形状を選択します。［シングル］スタイルは仕上げサイズの断
裁位置を示し、［日本式］スタイルはブリードの端と仕上げサイズの断裁位置を
示します。

3. 線の太さをポイント単位で指定するには、［太さ］フィールドに値を入力しま
す。

4. シートの角にコーナートンボを印刷するには、［端まで印刷］を選択します。
5. 特定の長さを使用する場合は、［ユーザー設定］を選択します。
6. 水平方向と垂直方向の長さの値を入力し、測定単位を選択します。

トンボを印刷するには、充分な余白を設定してください。
3. 中央にトンボを印刷するには、以下の操作を行います。

1. ［センタートンボ］リストから、トンボを印刷する面を選択します。
2. センタートンボの形状を選択します。
3. ［オフセット］フィールドに値を入力し、トンボのセンターから仕上げサイズの
端までの移動量を指定します。

4. オフセット単位を指定するには、［単位］リストを使用します。
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仕上げオプションを変更する

このセクションでは、ジョブの仕上げ設定を表示して編集できます。
仕上げオプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
3. 表示されるオプションを使用し、仕上げ設定をカスタマイズします。

ステープル/製本方法を設定する

ジョブ内のページをどのようにステープルするか、または製本するかを選択できます。
ステープルを挿入するか製本方法を選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［ステープル/製本］に移動します。
3. リストから、ジョブのページをステープルまたは製本するかどうかを選択します。

パンチ方法を選択する

ジョブのパンチ方法を選択できます。
ジョブのページをパンチする方法を選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［パンチ］に移動します。
3. ［パンチ］リストからパンチ方法を選択します。

折りの方法を選択する

ジョブまたはジョブの大きいシートを折る方法を指定できます。
折りの方法を選択するには、次の手順を実行します。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［折りの種類］に移動します。
3. リストから折りの方法を1つ選択します。

排紙トレイを変更する

排紙に使用するトレイを選択できます。
排紙トレイを変更するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［排紙トレイ］に移動します。
3. プリンターで使用可能な排紙トレイのいずれかを選択します。
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折られていない用紙は、多機能紙折りユニットの排紙トレイに送ることができません。混
合用紙を含むジョブを印刷する場合、用紙仕上げに［Z折り］があるときは、フィニッ
シャートレイを排紙トレイに指定します。

未使用タブのトレイを選択する

使用されなかったタブの排紙トレイを選択できます。
未使用のタブのトレイを選択するには、次の手順を実行します。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［未使用タブを排紙］に移動します。
3. プリンターで使用可能なトレイを1つ選択します。

ジョブ部数をソートする

ジョブの部数をソートする方法を選択できます。
部数のソート方法を指定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［ソート］フィールドに移動し、使用しているプリンターで利用可能なオプション
のいずれかを選択します。

ジョブ部数を出力する

排紙トレイに［おもて面を上］または［おもて面を下］のどちらで出力するかを指定しま
す。
排紙方法を指定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. おもて面が下で先頭ページを一番下にして印刷するには、リストから［おもて面を
下］を選択します。

3. おもて面が下で先頭ページを一番上にして印刷するには、リストから［おもて面を
下、最終ページから印刷］を選択します。

4. おもて面が上で先頭ページを一番下にして印刷するには、リストから［おもて面を
上］を選択します。

5. おもて面が上で先頭ページを一番上にして印刷するには、リストから［おもて面を
上、最終ページから印刷］を選択します。

テープ挿入方法を選択する

ジョブまたは部数の境界の目印として、スタックされた出力にテープを挿入できます。
テープ挿入方法を選択するには、次の手順を実行します。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［テープ挿入］に移動します。
3. リストからオプションを選択します。
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ミシン目を入れる方法を選択する

シートにミシン目の線を作成できます。
ジョブにミシン目を入れる方法を指定するには、以下の手順に従います。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［ミシン目］に移動します。
3. リストからミシン目を入れる方法を1つ選択します。

折り目を入れる方法を選択する

シートに折り目をつけることができます。
ジョブにクリースを入れる方法を指定するには、以下の手順に従います。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［クリース］に移動します。
3. リストからクリースを入れる方法を1つ選択します。

最大印刷可能領域に印刷する

印刷で最大領域を使用できます。
最大印刷可能領域を使用するには、次の手順を実行します。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［最大印刷可能領域に印刷］にチェックを付けます。

例外ページを使用する

このセクションを使用して、白紙ページを挿入し、既存のページの設定を修正または置換
します。
例外ページは、以下のとおりです。
• ［挿入］
• ［置換］
• ［サブセット］

［面付け］、［用紙］、［仕上げ］オプションの設定を構成してから、［例外ページ］セ
クションの構成を行います。例外ページは最初に追加されるときにこれらの設定を継続し
ます。

印刷済み紙または白紙を追加する

印刷済みページや白紙ページをジョブに挿入できます。
印刷済み紙または白紙のページをページの前後に挿入するには、以下の操作を行います。
1. ［例外ページ］に移動します。
2. ［挿入］をクリックします。
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3. ［前］または［後］をクリックしてから、［ページ］フィールドにページ番号を入
力します。

4. ［用紙］のリストから用紙を選択します。ジョブと同じ用紙を維持するには、［デ
フォルトを使用］の値を選択します。

5. ［挿入枚数］フィールドに印刷部数を入力します。
6. ［追加］をクリックします。

ジョブのページを変更する

［置換］セクションでは、ページの用紙、カラー、印刷面、画像設定またはページ範囲を
修正できます。置換した最初のページから新しい章を開始することもできます。
1. ［置換］をクリックします。
2. ［ページ］で番号または範囲を入力します。

値を指定するには、単数ページ（1など）やハイフン区切りのページ範囲（1-10な
ど）を入力します。ページ範囲を入力するとき、範囲の各ページが置換されます。

3. 用紙、カラー、印刷面、または画像設定を選択します。

ジョブと同じ用紙、カラー、印刷面、画像設定を使用するには、［デフォルトを使
用］を選択します。

4. 置換で新しい章を開始するには［新しい章を開始］にチェックを付けます。
5. ［追加］をクリックします。

ページのサブセットを仕上げる

特定のページのサブセットを仕上げる方法を指定できます。
ページのサブセットの仕上げオプションを選択するには、以下の操作を行います。
1. ［例外ページ］に移動します。
2. ［サブセット］をクリックします。
3. ［ページ］でサブセットの番号または範囲を入力します。
4. サブセットをステープルする方法を指定するには、［ステープル］のリストから値
を1つ選択します。

5. 挿入紙をサブセットページと一緒に留めるには、［挿入］に移動します。すべての
挿入紙、サブセットページの前の挿入紙、またはサブセットページの後の挿入紙を
選択できます。

6. サブセットをパンチする方法を指定するには、［パンチ］のリストから値を1つ選択
します。

このフィールドは、プリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。
7. サブセットを折る方法を指定するには、［折りの種類］のリストから値を1つ選択し
ます。
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このフィールドは、プリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。
8. ［追加］をクリックします。

タブを削除する

［タブ］セクションで、タブを削除できます。
ジョブからタブを削除するには、次の手順を実行します。
1. ［例外ページ］に移動します。
2. ［タブ］をクリックします。
3. ［タブ位置］に移動します。
4. 例外ページに移動し、リストからタブを選択します。
5. 1つのタブを削除するには、［削除］アイコン、すべてのタブを削除するには、［全
て削除］アイコンをクリックします。

表紙を追加する

このセクションでは、さまざまな種類の表紙を追加できます。
追加できる表紙の種類は［レイアウト］と［仕上げ］セクションの設定によります。

表紙とうら表紙をジョブに追加する

白紙、印刷済み紙、または印刷済みの表紙をジョブに追加できます。
1. ［表紙］に移動します。
2. 印刷済み紙または白紙のおもて表紙を追加するには、［表紙］で［印刷済み紙］を
選択します。

3. 印刷済みのおもて表紙を追加するには、［表紙］で印刷面オプションを選択しま
す。

4. ［両方の表紙で同じ設定を使用］にチェックを付け、［うら表紙］を追加します。
5. ［両方の表紙で同じ設定を使用］のチェックを外すと、別の［うら表紙］を追加し
ます。

印刷済みまたは空白の表紙を冊子に追加する

ジョブ全体をラップする表紙を追加できます。
冊子表紙を追加するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［レイアウト］をクリックします。
2. ［中とじ］セクションに移動します。
3. ［面付け］の値を［中とじ］に設定します。
4. ［冊子表紙］に移動し、［印刷済み紙］を［表紙］に設定します。
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［表紙］と［仕上げ］セクションは［冊子表紙］の設定を表示するために更新されます。

くるみ製本ジョブに表紙を追加する

また、ジョブ全体を包み込むくるみ製本表紙を付けることもできます。
くるみ製本表紙を追加するには、次の手順を実行します。
1. 画面左側の［仕上げ］をクリックします。
2. ［ステープル/製本］に移動し、［くるみ製本］を選択し、［くるみ製本表紙］を有
効にします。

3. ［表紙用給紙トレイ］リストからくるみ製本に表紙の用紙がセットされている給紙
トレイを示します。

TotalFlowプリントサーバーの設定から、次の手順で［くるみ製本表紙］を設定することも
できます。
4. ［表紙にする用紙］リストから用紙を選択します。

くるみ製本用のインサータートレイの1つにセットされた用紙を使用するには、［デ
フォルトを使用］を選択します。

5. ［表紙の印刷面］に移動し、くるみ製本ジョブの表紙の印刷面を選択できます。
［表紙の印刷位置調整］を設定し、印刷画像をシフトします。

［表紙の印刷面］フィールドを有効にするには、［表紙にする用紙］の選択または
［シート当たりのページ数］を変更します。印刷ファイルの最後のページは背表紙
を含めページ全体があらかじめ適切な形式である必要があります。

用紙を挿入する

このセクションでは、区切り紙や合紙の挿入を有効または無効にできます。
シートオプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［シート］をクリックします。
3. 表示されるオプションを使用し、シートの挿入を有効または無効にします。

ジョブ区切り紙を挿入する

前のジョブとの間にジョブ区切り紙を挿入するかどうかを指定します。

このフィールドは、プリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
ジョブ区切り紙を挿入するには、以下の操作を行います。
1. ［シート］をクリックします。
2. ［ジョブ区切り紙］セクションで［する］ボタンを選択します。
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3. ［用紙］リストから用紙を選択します。
4. ［位置］リストから、区切り紙を挿入する位置を指定するオプションを選択しま
す。

ソート区切り紙を挿入する

ソートしたジョブの部数にソート区切り紙を挿入するかどうかを指定します。

このフィールドは、プリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
ソート区切り紙を挿入するには、以下の操作を行います。
1. ［シート］をクリックします。
2. ［ソート区切り紙］セクションで［する］ボタンを選択します。
3. ［用紙］リストから用紙を選択します。
4. ［間隔］ –［部数］フィールドに、区切り紙間の部数を入力します。

合紙を挿入する

ジョブ内に合紙を挿入することができます。
合紙を挿入するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［シート］をクリックします。
2. ［合紙］セクションで使用するオプションを選択します。

カラー設定を変更する

このセクションでは、ジョブのカラー設定を表示して編集できます。
カラー設定オプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［カラー］をクリックします。
3. 表示されるオプションを使用し、カラー設定をカスタマイズします。

カラー/白黒で印刷する

フルカラーでも、白黒でも印刷できます。
出力の印刷方法を指定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［カラー］または［基本設定］をクリックします。

プリンターの設定によっては［カラー］セクションが表示されない場合がありま
す。

2. ［カラー/白黒］に移動します。
3. フルカラーで印刷するには、［カラー］を選択します。
4. モノクロ印刷するには、［白黒］を選択します。
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5. C、M、Y、K、および追加のインク色を使用してフルカラーで印刷するには、
［CMYK+］を選択します。

また、スポットカラーをレンダリングする場合にのみCMYK+カラーモデルを使用す
るように指定し、出力プロファイルの名前を選択することもできます。

印刷する色版を指定する

どの色版で印刷するかを指定します。
すべての色版を印刷するか、一部のみを印刷するかを選択できます。
1. 画面左側の［カラー］をクリックします。
2. ［指定した版で印刷］に移動します。
3. ［スペシャル］の色版を除くすべての色版を印刷するには、［CMYK］を選択しま
す。

4. ［スペシャル］の色版を含むすべての色版を印刷するには、［すべて］を選択しま
す。

5. 特定の色版または特定の色版のセットのみを印刷するには、［ユーザー設定］を選
択します。［印刷］リストに色版を追加または削除できます。

• ［スペシャル］版はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。

［コントロールバー］の印刷

各シートに［コントロールバー］（カラーバーや余白情報を含む）を印刷するかどうかを
指定します。
コントロールバーを印刷するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［カラー］をクリックします。
2. ［コントロールバー］に移動します。
3. 各シートにコントロールバーを印刷し、トナー濃度を確認し、プリンターの安定性
を追跡するには、［する］を選択します。

カラープロファイルを設定する

ジョブの入力プロファイル、参照プロファイル、プリンタープロファイルを設定できま
す。

• ［画像］、［テキスト］、［ラインアート］、［スムーズシェード］の各オプション
は、TotalFlowプリントサーバー DFEを搭載したプリンターにジョブを送信する場合に
のみ使用できます。

1. 画面左側の［カラー］をクリックします。
2. ［入力プロファイル］を設定するには、以下の操作を行います。

1. ［入力プロファイル］セクションに移動してセクションを開きます。
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2. CMYK入力プロファイルの場合は、［CMYK入力プロファイル］に移動し、［詳
細を表示］をクリックし、［画像］、［テキスト］、［ラインアート］、［ス
ムーズシェード］オブジェクトごとのプロファイルを選択します。

3. プリンターで埋め込みPDF/X出力インテントをCMYK入力プロファイルとして使
用する場合は、［PDF/X出力インテントを使用］のリストから［する］を選択し
ます。

4. RGB入力プロファイルの場合は、［RGB入力プロファイル］、［詳細を表示］に
移動し、［画像］、［テキスト］、［ラインアート］、［スムーズシェード］オ
ブジェクトのプロファイルを選択します。

5. グレー入力プロファイルの場合は、［グレー入力プロファイル］、［詳細を表
示］に移動し、［画像］、［テキスト］、［ラインアート］、［スムーズシェー
ド］オブジェクトごとのプロファイルを選択します。

3. RGB分割を使用することで、1つのデバイスで別のデバイスのシミュレーションの実
行を許可するには、［基準プロファイル］のリストからプロファイルを選択しま
す。

4. ［プリンタープロファイル］を設定するには、以下の操作を行います。
1. ［プリンタープロファイル］セクションに移動してセクションを開きます。
2. おもて面のプリンタープロファイルを設定するには、［プリンタープロファイ
ル、おもて］、［詳細を表示］に移動し、［画像］、［テキスト］、［ライン
アート］、［スムーズシェード］オブジェクトのプロファイルを選択します。

3. うら面のプリンタープロファイルを設定するには、［プリンタープロファイル、
うら］、［詳細を表示］に移動し、［画像］、［テキスト］、［ラインアート］
［スムーズシェード］オブジェクトのプロファイルを選択します。

4. 画像、テキスト、ラインアート、スムーズシェードに個別のインテントを設定す
るには、［レンダリングインテント］のリストからいずれかの値を選択します。

スポットカラーを一致させる

スポットカラーは、ページで1、2色の特定のカラーが必要な場合、またはカラーが完全に
一致し、かつ一貫している必要がある場合に使用されます。
スポットカラーのマッチングを有効にするには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［カラー］をクリックします。
2. ［スポットカラーマッチング］に移動します。
3. リストから［する］を選択します。

詳細なカラーを設定する

カラーとトナー量に関する詳細な設定を行うことができます。
詳細なカラーを設定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［カラー］をクリックします。
2. ［詳細設定］セクションに移動してセクションを開きます。
3. カラーを置換するには、［カラー置換］を［する］に設定します。
4. テキストとラインアートにブラックの出力方法を設定するには、［ブラック（テキ
スト/ラインアート）］からいずれかのオプションを選択します。
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5. トナー量を制限するには、以下の操作を行います。
1. ［トナー/インク量規制］に移動します。
2. 制限する量に応じて、［低］、［中］または［高］を選択します。

6. カラーで印刷するときにブラックとグレーの再現方法を指定するには、［ブラック/
グレー印刷方式］からいずれかのオプションを選択します。

PDF特有の設定を行う

PDFファイルに適用される特定の設定を構成できます。
これらの設定はプリンターに送信されたPDFファイルにのみ適用されます。一部のオプ
ションは、使用可能な設定によって適用されない場合があります。
PDF特有の設定を行うには、以下の操作を行います。
1. ［カラー］セクションから［詳細設定］領域を展開します。
2. 不正な色ずれを補正するため、カラートラッピングを使用するかどうかを指定する
には、［トラッピング］リストから値を選択します。

3. PDFジョブのシャドウの詳細を維持するには、［黒点補正］オプションを使用しま
す。画像、グラフィック、カラースペースにそれぞれ別の補正を設定するか、［す
る］と［画像］の選択肢を展開せずに［グラフィック］を選択できます。［詳細を
表示］に移動し、クリックしてセクションを展開します。

印刷品質設定を変更する

このセクションでは、ジョブの印刷品質設定を表示して編集できます。
印刷品質設定オプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
3. 表示されるオプションを使用し、印刷品質設定をカスタマイズします。

［印刷品質］設定はプリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。

ハーフトーンスクリーニングを使用して入力を変換する

様々なハーフトーンスクリーニング方法を使用して入力を変換することができます。

［印刷品質］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
入力に特定のハーフトーンスクリーニングを適用するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［ハーフトーンスクリーニング］に移動し、ドロップダウンリストを使用して値を
表示します。

3. 入力の変換方法を1つ選択します。
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200 dot
テキスト： 200 dot

ラインアート： 200 dot

スムーズシェード： 200 dot

画像： 200 dot

テキストと写真の間の境界を曖昧にするために適切なハーフトーンスクリーニン
グを実行します。

テキスト: 200 line + fine text
テキスト： 300 line

ラインアート： 200 line

スムーズシェード： 200 line

画像： 200 line

グラフィックと写真に適切なハーフトーンスクリーニングを実行します。
200 dot + fine text
テキスト： 300 line

ラインアート： 200 dot

スムーズシェード： 200 dot

画像： 200 dot

すべての種類の文書に適切な標準ハーフトーンスクリーニングを実行します。
200 dot + fine text, line art, smooth shades
テキスト： 300 line

ラインアート： 300 line

スムーズシェード： 300 line

画像： 200 dot

ラインアートとCADデータに適切なハーフトーンスクリーニングを実行します。
Interference reduction
テキスト： Interference reduction

ラインアート： Interference reduction

スムーズシェード： Interference reduction

画像： Interference reduction

ハッチングパターンと細い線に適切なハーフトーンスクリーニングを実行しま
す。この設定で特定の角度の細い線のモアレと破損が低減されます。

175 dot
テキスト： 175 dot

ラインアート： 175 dot

スムーズシェード： 175 dot
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画像： 175 dot

200 dotよりもスムーズなハーフトーンスクリーニングを実行します。この設定に
よってハローが改善されることがあります。

175 line + fine text
テキスト： 300 line

ラインアート： 175 line

スムーズシェード： 175 line

画像： 175 line

200 line + fine textよりもスムーズなハーフトーンスクリーニングを実行します。
この設定によってハローが改善されることがあります。

300 line
テキスト： 300 line

ラインアート： 300 line

スムーズシェード： 300 line

画像： 300 line

画像の細いラインとテキスト用に適切なハーフトーンスクリーニングを実行しま
す。

最大印刷濃度を適用する

プリンターのキャリブレーション処理中に、1つまたは複数のカラーで最大濃度がより低
い値に変更される場合があります。最大濃度を適用すると、キャリブレーションにかかわ
らず、強制的に出力が最大濃度レベルになります。

［印刷品質］設定はプリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。
最大印刷濃度を適用するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. 使用しているプリンターの種類に応じて、［最大濃度を使用］または［最大プリン
ター濃度を使用］に進み、リスト内のオプションの1つを選択します。

色付き背景に黒色の文字を印刷する

文字の周囲に白い線が表示されたときは、［ブラックオーバープリント］オプションを使
用して色付きの背景に黒文字を印刷します。

［印刷品質］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
色付き背景に黒色の文字を印刷するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［ブラックオーバープリント］に移動し、リストから［する］を選択します。
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画像グラデーションの色の切り替えを滑らかにする

印刷出力の色のグラデーションから段々状の外観を取り除くことができます。
グラデーションの色の切り替えを滑らかにするには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［画像のスムージング］フィールドリストから［する］を選択します。

画質を選択する

ジョブで使用する画質を選択できます。
画質の種類を選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［画質］リストから値を選択します。

ブラックカスタムスクリーニングを設定する

印刷ジョブのブラックチャネルに対してハーフトーンスクリーニングを行うことができま
す。
カスタムスクリーニングを設定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［ブラックカスタムスクリーニング］リストから［する］を選択します。
3. ［ハーフトーン角度］および［ハーフトーンLPI］のフィールドに値を設定します。

テキストとラインアートの品質を高める

ジョブのテキスト、ラインアートのエッジからギザギザの線を取り除くことができます。

［印刷品質］設定はプリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。
エッジまたは細線の品質を強調するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［エッジエンハンスメント］に移動し、リストから［する］を選択します。
ぎざぎざの線を取り除き、テキストやラインアートのエッジを強調します。

3. ［細線化/白抜き強調］に移動し、リストから［する］を選択します。
テキストやラインアートの細線を強調します。

［細線化/白抜き強調］オプションは、TotalFlowプリントサーバーDFEを搭載したプ
リンターにジョブを送信する場合に使用します。

テキストとグラフィックスの品質を強調する

線の太さを指定するか、ジョブのテキストやグラフィックのエッジからギザギザの線を取
り除くことができます。
エッジまたは細線の品質を強調するには、以下の操作を行います。
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1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［エッジエンハンスメントグラフィック］、［エッジエンハンスメントテキス
ト］、［ライン幅/アウトライン強調グラフィック］、［ライン幅/アウトライン強調
テキスト］フィールドリストからオプションを選択します。

本体生産性設定を調整する

印刷中に光沢残像がある場合は、除去するために品質を調整できます。
本体生産性設定を調整するには、以下の操作を行います
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［本体生産性設定］に移動します。
3. 光沢残像を除去するには、［品質重視］を選択します。

画像解像度を設定する

TIFFとJPEGジョブを印刷する場合、インチあたりのドット数で出力解像度を指定できま
す。

［印刷品質］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
出力の画像解像度を設定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. 必要に応じて、［画像出力解像度］にチェックを付けます。
3. 解像度を入力するか、上下矢印を使用して指定します。解像度は ddppiiで表示されま
す。

印刷解像度を設定する

ジョブを印刷する際に使用する解像度を1インチあたりのドット数で指定できます。

［印刷品質］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
印刷解像度を設定するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［印刷解像度］リストで値を選択します。解像度は ddppiiで表示されます。

ラスター画像解像度を設定する

ジョブの画像をラスタライズする解像度をdpi（ドット/インチ）で指定できます。

［印刷品質］設定はプリンター設定で対応するときにのみ使用できます。
ラスター画像解像度を設定するには、次の手順を実行します。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［ラスター画像解像度］に移動して、リストからオプションを選択します。

ジョブ情報を表示/変更する
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カラーオブジェクトをCMYKオブジェクトで置換する

以下のオプションは、プリンターの設定で対応している場合にのみ表示されます。
色付きオブジェクトをCMYKオブジェクトに置き換えるには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［中抜きホワイト（用紙色）］に移動し、リストから［する］を選択します。

カラーコレクションカーブを選択する

カラーコレクションカーブを保持または変更することができます。
このオプションは、プリンターがこれに対応しているときにのみ表示されます。
プリセットカラーコレクションカーブを選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［カラーコレクションカーブ］に移動し、［補正なし］を選択してカラーコレク
ションカーブの設定を維持します。

3. プリンター設定が複数のプリセット値に対応している場合、ユーザープリセット値
の1つを選択してカラーコレクションカーブを変更します。

速度モードを選択する

ジョブを高速または低速で印刷することができます。
ジョブを印刷する速度を選択するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［速度モード］に移動します。
3. リストからオプションを選択します。

アンダーコートを塗布する

ジョブで使用される用紙にアンダーコートを塗布することができます。
アンダーコートを塗布するには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［印刷品質］をクリックします。
2. ［アンダーコーティング］に移動します。
3. リストからオプションを選択します。

スペシャルカラー設定を変更する

このセクションでは、ジョブのスペシャルカラー設定を編集できます。
［スペシャルカラー］は異なるトナーを選択して使用できる特別なマーキングステーショ
ンです。これによって5つ目のカラーで印刷するオプションを選択できます。
［スペシャルカラー］オプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［スペシャルカラー］をクリックします。
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3. 表示されるオプションを使用し、［スペシャルカラー］の設定をカスタマイズしま
す。

［スペシャルカラー］設定は、［スペシャルカラー］拡張キットが対応する設定に取り付
けられているときにのみ使用可能です。

スペシャルトナープロパティーを設定する

使用するトナーの種類を選択し、そのプロパティーを設定できます。

［スペシャルカラー］設定は、［スペシャルカラー］拡張キットが対応する設定に取り付
けられているときにのみ使用可能です。
1. 画面左側の［スペシャルカラー］をクリックします。
2. ［スペシャルトナー］に移動し、トナー種類を選択します。
3. ［適用対象］に移動し、以下のオプションから1つ選択します。

• ［名前付き特色］

［名前付き特色］オプションはプリンター設定で対応しているときにのみ使用で
きます。

• ［全面］
• ［指定したオブジェクト］
• ［なし］
リストから［名前付き特色］を選択した場合、リストから特定のスポットカラーを
選択するか、カスタムスポットカラー名を入力してください。入力したスポットカ
ラー名はPDF印刷ファイルで使用する対応スポットカラー名と正確に一致させてく
ださい。PDFのスポットカラー名はASCII文字のみです。
特定のオブジェクトにのみスペシャルトナーを適用するには、［指定したオブジェ
クト］を選択します。
［なし］を選択した場合は、使用したスポットカラーは代替のCMYK値を使用して処
理されます。

4. ［優先する色版］に移動し、スポットカラーの優先度を設定します。このフィール
ドは、［名前付き特色］リストから［適用対象］を選択した場合にのみ表示されま
す。

5. ［トーン調整］に移動し、0から100%の間の値を入力します。
6. ［画質と速度のバランス］に移動し、［画質優先］または［速度優先］に設定しま
す。［速度優先］に印刷モードを設定するときは、高速印刷を可能にするため、ス
ペシャルトナーの量は減少します。

7. ［ページ範囲］に移動し、スペシャルトナーを使用して印刷するページの範囲を入
力します。
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8. ［ミラー］に移動し、ジョブのすべてのシートをミラー印刷するかどうかを選択し
ます。ミラー印刷機能は［スペシャルカラー］オプションでページ範囲を設定して
いる場合でも、印刷ジョブ全体に適用されます。

スタンプ印字設定を変更する

このセクションでは、ジョブのスタンプ印字を作成および編集できます。
スタンプ印字設定のオプションにアクセスするには、以下の操作を行います。
1. ［ジョブプロパティーエディター］を開きます。
2. 画面左側の［スタンプ印字］をクリックします。
3. 表示されるオプションを使用し、スタンプ印字設定をカスタマイズします。

［スタンプ印字］設定はプリンター構成で対応しているときにのみ使用できます。

ジョブにスタンプ印字を設定する

ジョブのスタンプ印字プロパティーを指定できます。
スタンプ印字設定をカスタマイズするには、以下の操作を行います。
1. 画面左側の［スタンプ印字］をクリックします。
2. 印字するテキストを指定するには、テキスト領域に内容を入力するか、リストから
以前指定したテキストを選択します。

3. フォントのプロパティーを設定するには、表示するフォントの名前、カラー、サイ
ズを選択します。

4. テキストを90度回転させるには、［角度］フィールドで90を入力します。
5. スタンプ印字を不透明にするには、［透明度］フィールドで透明度の割合を0のまま
にします。

6. ページの中央に相対的にテキストの位置をカスタマイズするには、［位置］に移動
し、［X］と［Y］フィールドにスタンプ印字のシフト量を入力します。

7. 先頭ページのみにスタンプ印字を印刷するには、［先頭ページのみ］にチェックを
付けます。チェックを付けない場合は、ジョブのすべてのページにスタンプ印字が
印刷されます。

RICOH TotalFlow Prepでジョブを編集する

TotalFlow Prepダイアログの代わりに[ジョブのプロパティー]でジョブを編集できます。
ジョブを[TotalFlow Prep待機中]、[エラー]状態、または[保存済み]状態にしてください。
TotalFlow Prepと同じサーバーにTotalFlow Production Managerをインストールします。
編集のためにTotalFlow Production ManagerからTotalFlow Prepにジョブを戻すには、以下の
操作を行います。
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1. ワークフローの[TotalFlow Prep]アクティビティーのジョブを停止するには、以下の
操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインしま
す。

2. メニューバーで、[操作]をクリックします。です。
3. ［ワークフロー］タブで、TotalFlow Prepで編集するジョブを送信するワークフ
ローを選択し、［ワークフローを編集］アイコン（ ）をクリックします。
または、ワークフローを右クリックし、[エディターとプロパティー...]を選択し
ます。
[エディター]ポッドにワークフローが表示されます。

4. ［アクティビティー］ポッドから[エディター]ポッドにワークフローに[TotalFlow
Prep]アクティビティーをドラッグします。

5. ワークフローを保存します。
[TotalFlow Prep]アクティビティーにジョブが到達したときは、停止します。

2. ジョブを編集するには、以下の操作を行います。
1. ジョブを選択し、[さらに表示]、［TotalFlow Prep...］の順にクリックして、

TotalFlow Prepを起動します。
ブラウザーのタブまたはウインドウでTotalFlow Prepが開きます。選択したジョブ
が読み込まれます。

2. ユーザープロパティーを編集します。
3. TotalFlow Prepで［ファイル］をクリックし、ジョブを保存します。
変更が保存され、TotalFlow Prepのブラウザータブまたはウインドウが閉じます。
ジョブが[エラー]状態ではない場合は、ワークフローの次のステップに移動しま
す。保存オプションについて詳しくは、TotalFlow Prepの使用説明書を参照してく
ださい。

TotalFlow Prepプリセットをジョブプロファイルとして使用し、ジョブが[TotalFlow
Prep]アクティビティーに到達したときに停止および編集しないで、ジョブを自動的
に処理することもできます。プリセットとは、TotalFlow Prepで定義されているジョ
ブテンプレートで、そのまま使用できます。

3. [TotalFlow Prep]アクティビティーでジョブを自動的に処理するには、TotalFlow Prep
で定義されたプリセットがあることを確認してください。次に、次の手順を実行し
ます。
1. [TotalFlow Prep]アクティビティープロパティーダイアログを開き、[ジョブのデ
フォルト値]をクリックします。
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2. [TotalFlow Prepモード]で[自動]を選択します。
3. プロファイルリストで、TotalFlow Prepプリセットをクリックします。
4. [OK]をクリックします。
[TotalFlow Prep]アクティビティーに到達すると、ジョブは選択したプロファイルで
定義したプロパティーを使用し処理を続行します。

特殊な指示を作成する

特殊な作業をするには、オペレーターへの指示が必要です。ジョブの送信者は［特殊な指
示］ジョブプロパティーの値に指示を入力するか、プリンターのキューにジョブを移動す
ると特殊な指示を作成できます。オプションでジョブの印刷前に区切りページに指示を印
刷できます。
特殊な指示を印刷するには、以下の操作を行います。
• パススループリンターにジョブを割り当てるには、プリンターの[特殊な指示のコマン
ド]プロパティーに値が必要です。

• 特殊指示を特定の用紙に印刷するには、ジョブを割り当てたプリンターの[区切り紙用
給紙トレイ]プロパティーに値が必要です。

特殊な指示を作成するには、以下の操作を行います。
1. [キュー]ポッドで、ジョブを右クリックし、[特殊な指示...]を選択します。

[特殊な指示...]ダイアログが表示されます。
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2. [特殊な指示]フィールドに指示を入力します。
3. オオププシショョンン：：特殊指示をPDFファイルで保存して区切りページに印刷するには、[特
殊な指示を印刷]を選択します。

4. [OK]をクリックします。

ジョブのすぐ前で[キュー]ポッドに［オペレーター］フラグ（ ）が付きます。フラグに
カーソルを置くと、特殊な交換指示が表示されます。オペレーターフラグをダブルクリッ
クし、指示を編集します。オプションを選択すると、特殊な指示がダイアログに表示さ
れ、区切りページに印刷されます。ジョブはオペレーターがダイアログの［特殊な指示を
印刷］ボタンをクリックするまで印刷されません。

ジョブをPDFに変換する

PDF変換に対応するプリンター機器でPostScriptとPCLジョブを印刷できます。
ジョブをPDFに変換するには、TotalFlow Production Manager [PDFに変換]ワークフローア
クティビティーまたは外部変換アプリケーションを使用できます。
印刷前にPostScript/PCLファイルの内容の変更が必要な場合は、[PS/PCLデータ置換]機能
を使用します。[PS/PCLデータ置換]の設定については、P. 58「パススループリンターを作
成する」を参照してください。

PCLジョブをPDFに変換する

PDF変換に対応するプリンター機器でPCLジョブを印刷できます。
PCLジョブをPDFに変換するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. [ワークフロー]タブでワークフローを選択し、［ワークフローを編集］アイコン（

）をクリックします。
[エディター]ポッドにワークフローが表示されます。

4. [PDFに変換]アクティビティーを［アクティビティー］ポッドからワークフロー[エ
ディター]ポッドにドラッグ＆ドロップします。

5. [PDFに変換]プロパティーダイアログウインドウを開きます。
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6. オオププシショョンン：： [PDFに変換]プロパティーダイアログで、［ジョブのデフォルト値］
ページを開き、［読み取りジョブチケット属性］を選択します。
このオプションでは、RICOH PCLユニバーサルドライバーで作成し、編集された
PCLジョブをTotalFlow Production Managerに送信できます。
RICOH PCLユニバーサルドライバーで変更可能な設定は次のとおりです。
• ［カラー］
• ［部数］
• ［両面］
• ［方向］
• ［パンチ］
• ［ステープル］
• ［ユーザーコード］

この手順で変更するPCLジョブチケット属性は、以前に送信されたジョブチケットか
ら、またはワークフローのデフォルト値と上書き値からのジョブチケット属性を上
書きします。

7. 必要に応じて出力PDF文書のパラメーターを設定します。

PCLファイルの場合は、PDF出力ファイルのパラメーターはサイズ単位と［X］/
［Y］軸で、これらの値が出力文書の水平と垂直の余白になります。
1. ［PCL変換オプション］で［単位］リストから測定単位を選択します。
2. ［X軸］/［Y軸］フィールドで正または負の値を入力するか、矢印を使用して表
示される値を増減します。
［X］/［Y］パラメーターの値が負の場合は、実際のページの内容は左と上にそ
れぞれ移動し、値が正の場合は実際のページの内容が右と下にそれぞれ移動しま
す。
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8. ［エラー時、フォルダーにコピーを有効にする］を選択し、ファイルのコピー先の
フォルダーを選択します。

9. ［OK］をクリックし、設定を保存します。
10. ワークフローを保存します。

[PDFに変換]アクティビティーにジョブが到達したときは、TotalFlow Production
ManagerはジョブをPCLからPDFに変換します。

PostScriptジョブをPDFに変換する

PDF変換に対応するプリンター機器でPostScriptジョブを印刷できます。
PostScriptジョブをPDFに変換するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[設定]をクリックします。
3. [サーバー]ポッドで、［System］を選択し、[プロパティー]をクリックします。
4. ［変換］をクリックします。

[サーバーのプロパティー]ダイアログの［変換］ページが表示されます。

5. ［PostScript変換オプション］で出力PDFファイルのパラメーターにデフォルト値を
設定します。
PostScriptファイルの場合は、PDF出力ファイルのパラメーターは［とじ位置］、
［回転］、［埋め込みフォント］、［解像度］、［ページサイズ］です。

6. ［OK］をクリックし、設定を保存します。
この段階で設定した値は、TotalFlow Production Managerによって処理されるすべて
のPost Scriptジョブに使用されます。

7. オオププシショョンン：： [PDFに変換]ワークフローアクティビティーの[プロパティー]ダイアロ
グで、［ジョブのデフォルト値］ページを開き、［ジョブチケットの属性を読む］
を選択します。
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このオプションでは、RICOH PSユニバーサルドライバーで作成し、編集された
PostScriptジョブをTotalFlow Production Managerに送信することが可能です。
RICOH PSユニバーサルドライバーで変更可能な設定は次のとおりです。
• ［カラー］
• ［部数］
• ［両面］
• ［方向］
• ［パンチ］
• ［ステープル］
• ［ユーザーコード］

この手順で変更するPostScriptジョブチケット属性は、以前に送信されたジョブチ
ケットから、またはワークフローのデフォルト値と上書き値からのジョブチケット
属性を上書きします。

8. PostScriptジョブを印刷するためのワークフローに[PDFに変換]アクティビティーを追
加します。追加しない場合は、TotalFlow Production ManagerがジョブのPDFファイ
ルを作成できなくなります。アクティビティーをワークフローに追加する方法は、P.
222「ワークフローを編集する」を参照してください。
[PDFに変換]アクティビティーにジョブが到達すると、TotalFlow Production Manager
はPostScriptからPDFにジョブを変換します。

外部変換アプリケーションを使用してPostScriptおよびPCLジョブを変換する

TotalFlow Production Managerサーバーにインストールされている外部変換アプリケーショ
ンを使用して、PostScriptおよびPCLをPDFに変換できます。
外部アプリケーションの設定については、P. 227「外部アプリケーションをセットアップ
する」を参照してください。
PostScriptおよびPCLジョブをPDFに変換するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. [ワークフロー]タブでワークフローを選択し、［ワークフローを編集］アイコン（

）をクリックします。
[エディター]ポッドにワークフローが表示されます。

4. [ホットフォルダーアプリケーション実行]アクティビティーを［アクティビティー］
ポッドからワークフロー[エディター]ポッドにドラッグ＆ドロップします。

5. [ホットフォルダーアプリケーション実行]プロパティーダイアログウインドウを開き
ます。

6. ［ジョブのデフォルト値］ページで、以下のパラメーターを変更します。
1. ［送信するファイル］で、次のコマンドを入力します。
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${getAbsoluteFileName(print,(pcl,pdf,ps),read)}
2. ［取得されたファイル］で、次のコマンドを入力します。

${getFileName(print,(pdf),write)}
7. [外部アプリケーション実行]アクティビティーを［アクティビティー］ポッドから
ワークフロー[エディター]ポッドにドラッグ＆ドロップします。
注意
ワークフローの[ホットフォルダーアプリケーション実行]の後に[外部アプリケー
ション実行]を置きます。

8. [外部アプリケーション実行]プロパティーダイアログウインドウを開きます。
9. ［ジョブのデフォルト値］ページで、［外部コマンド］フィールドに以下のコマン
ドのいずれかを入力します。
• PCLファイルを変換する場合：

copy ${getFileName(print,pdf,read)} ${getFileName(print,pcl,write)}
• PostScriptファイルを変換する場合：

copy ${getFileName(print,pdf,read)} ${getFileName(print,ps,write)}

10. ［OK］をクリックし、設定を保存します。
11. ワークフローを保存します。

[外部アプリケーション実行]アクティビティーにジョブが到達すると、TotalFlow
Production ManagerがそのジョブをPDFに変換します。

プリフライトジョブ

ププリリフフラライイトトは印刷前のPDFジョブファイルが完全で正常かどうかを確認します。管理者
は、ワークフローの一部としてプリフライトを指定できます。オペレーターと管理者は、
プリフライトレポートを表示できます。
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ジョブをプリフライトするには、[プリフライト]または[外部プリフライト]アクティビ
ティーをワークフローに追加します。

[プリフライト]アクティビティーを使用したプリフライトジョブ

[プリフライト]アクティビティーには、TotalFlow Production Managerから直接設定可能な
複数の設定オプションがあります。PitStop Serverのインストールは不要です。
ワークフローに[プリフライト]アクティビティーを追加するには、次の手順に従います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。です。
3. ［ワークフロー］タブでワークフローを右クリックし、[エディターとプロパ
ティー...]を選択します。

4. [エディター]ページを開きます。
5. ［アクティビティー］ポッドで[プリフライト]アクティビティーを選択し、［コ
ピー］をクリックします。

6. 表示された［アクティビティープロパティー］ダイアログで[プロファイル]ページを
選択し、［プロファイル］プロパティーのデフォルト値を使用するプリフライトプ
ロファイルの名前に設定します。この名前はプロファイルのフルパス名、または
［プリフライトデータベース］のプロファイル名です。
データベースから名前を追加するには、ダイアログパネルの左下の［プリフライト
データベース］ボタンをクリックします。
プリフライト［プロファイル］には、プロダクション印刷ファイルの処理と各プリ
フライト済みジョブに生成されたレポートの表示に使用する多くのプリフライト
チェックとアクションがあります。
プリフライト［プロファイル］を設定するには、以下のいずれかを行います。
• プロファイル名を手動で入力します。
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• [追加]をクリックし、矢印を使用してデータベース内を移動し、データベースか
ら［デフォルトプロファイル］のいずれかを選択するか、サーバーで以前保存し
た［ローカルプロファイル］のいずれかを選択します。

• 以前にサーバーに保存済みで、データベースにはないプロファイルを参照しま
す。以下の操作を行います。
1. ［ファイルからプロファイル］ラジオボタンを選択します。

2. プロファイル名を手動で入力するか、［参照］アイコン（ ）をクリック
して、TotalFlow Production Managerサーバーで以前に保存されたプロファイ
ルを選択します。
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1. この段階で選択するプリフライトプロファイルは、[プリフライト]アクティビ
ティーを含むすべてのワークフローに使用されます。

2. 管理者権限を持つWindowsユーザーは、カスタムの［ローカルプロファイル］の
みを表示して編集できます。［ローカルプロファイル］を作成して管理する方法
は、P. 192「［プリフライトデータベース］を使用してプリフライトプロファイ
ルとアクションリストを管理する」を参照してください。

7. 実行する［アクションリスト］アクティビティーの[プリフライト]を選択します。
［アクションリスト］とは、ジョブがワークフローの[プリフライト]アクティビ
ティーに到達したときに自動的に実施される、カラーまたはオブジェクトの変更な
どの連続したタスクがあるファイルです。［アクションリスト］を作成および管理
する方法については、P. 192「［プリフライトデータベース］を使用してプリフラ
イトプロファイルとアクションリストを管理する」を参照してください。

1. ［アクションリスト］フィールドの[追加]をクリックします。
2. 表示された［アクションリストを選択］ダイアログで、以下のいずれかを行いま
す。

• ［デフォルトアクションリスト］または［ローカルアクションリスト］を選択す
る

• 以前にTotalFlow Production Managerサーバーに保存済みのファイルを参照する
8. [OK]をクリックします。
9. ［カラーマネージメント］ページで、最初に［システム］プロパティーで定義した
一般カラー設定を使用するかどうかを選択するか、特定のカラー設定を適用しま
す。このアクティビティーに特定カラー設定の定義が必要な場合は、［一般カラー
設定を上書き］にチェックを付けます。

10. ［カラーマネージメント］プロパティーの新しい設定を選択または入力します。
［カラーマネージメント］設定については、P. 103「カラーマネジメントシステム
を設定する」を参照してください。
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11. ［フォント］ダイアログウィンドウで[追加]をクリックし、サーバーで以前に保存し
たフォントフォルダーを選択します。

サーバーの一般設定でフォントフォルダーを設定済みの場合は、そのフォルダーも
この段階で設定したフォントフォルダーと一緒に使用されます。フォントフォル
ダーの設定方法は、P. 105「プリフライトアクティビティー用フォントを設定す
る」を参照してください。

12. 新しい［フォント］フォルダーを作成するには、［新しいフォルダー］をクリック
し、名前を入力して［作成］をクリックします。

以前にサーバーに保存したファイルまたはフォルダーを参照すると、読み取りと書
き込み権限がある場合にのみ選択できます。 フラグと フラグは、ファイルまた
はフォルダーがロックされていることを示します。

13. これで、[プリフライト]アクティビティー設定を[ジョブのデフォルト値]ダイアログ
ウィンドウで編集できるようになりました。

ジョブ情報を表示/変更する
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1. ［レポート種類］を選択します。プリフライトからのレポートは、以下のオプ
ションから選択可能なレポートレイアウトスタイルを使用し、PDFファイルとし
て作成されます。

［レポート種類］ 概要

［標準］ 一般ファイル情報と、修正、不具合、警告、エラー（該当す
る場合）の概要が記載されたレポートです。処理済みのPDF
は含まれません。これは、デフォルトのレポート種類’です。

［最小］ 最小限の情報が記載された標準レポートです。

［グレースケール］ グレーレベルの画像のみを含むレポートです。各画素に提供
される情報量が少ないため、レポートのファイルサイズは小
さくなります。処理済みのPDFは含まれません。

［注釈済みレポート］ コメント付きのレポートです。このレポートは処理済みの
PDFのコピーで、変更や修正に関する注釈が含まれます。

［低解像度注釈済みレポート］ コメントと低解像度の画像を含むレポートです。低解像度な
ので、レポートのファイルサイズは小さくなります。

［スケールされた低解像度注釈
済みレポート］

コメント付きのレポートです。文書全体のサイズが調整さ
れ、低解像度になります。レポート内のページはA4サイズを
超えず、画像は小サイズに圧縮されます。これは、大容量の
形式文書のレポートをメールに添付して送信するときに使用
できます。

2. ［プリフライトレポートエラーしきい値］フィールドで、ジョブがエラー状態に
なる前にレポートに含めることができるエラー数を設定します。

3. ［プリフライトレポート警告しきい値］フィールドで、ジョブがエラー状態にな
る前にレポートに含めることができる警告の数を設定します。

4. ［エラー時、フォルダーにコピーを有効にする］を選択して[参照]アイコンを使
用し、ジョブがエラー状態になった場合にファイルをコピーするフォルダーの名
前と場所を指定します。フォルダーが作成されていない場合は、［新しいフォル
ダー］ボタンを使用して新しいフォルダーを作成します。

14. [OK]をクリックして設定を保存します。
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[ジョブのワークフロープロパティー]ページでアクティビティープロパティーも編集
できます。

15. [OK]をクリックします。
［アクティビティー］ポッドの［カスタム］セクションに新しいアクティビティー
が表示されます。

16. ワークフローに新しいアクティビティーをドラッグ＆ドロップします。
17. ワークフローを保存します。

[プリフライト]アクティビティーにジョブが到達したときは、TotalFlow Production
Managerはプリフライトプログラムにジョブを送信し、プリフライトレポートを保存
します。ジョブプロパティーの[プロファイルレポートエラーしきい値]と[プロファ
イルレポート警告しきい値]のデフォルト値で指定された以上のプリフライトエラー
または警告が発生した場合は、ジョブは[エラー]進行状況カテゴリーに入ります。発
生しない場合は、ワークフローの次のアクティビティーに移動します。
プリフライトレポートを表示するには、ジョブを選択し、[さらに表示]、［プリフラ
イトレポート］の順にクリックします。

このアクティビティーはPDFファイルにのみ使用できます。ほかのデータストリー
ムを含むジョブを送信した場合は、[プリフライト]アクティビティーでエラーになり
ます。

ジョブ情報を表示/変更する
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［プリフライトデータベース］を使用してプリフライトプロファイルとアクションリストを管理す
る

［プリフライトデータベース］を使用すると、TotalFlow Production Managerがインストー
ルされたコンピューターのみでワークフローを通して処理されるすべてのジョブのプリフ
ライト条件を定義および管理できます。
［プリフライトデータベース］を使用し、プリフライトプロファイル、プリフライト
チェック、アクションリストの作成、整理、変更をすることができます。
ププリリフフラライイトトププロロフファァイイルルには、プロダクション印刷ファイルの処理と各プリフライト
済みジョブに生成されたレポートの表示に使用する多くのプリフライトチェックとアク
ションがあります。
ププリリフフラライイトトチチェェッッククとは、テキストサイズや画像圧縮率などのPDFプロパティーの検査
であり、プリフライト中に実施され、文書が一定の標準を満たすことを確認します。
アアククシショョンンリリスストトとは、ワークフローの[プリフライト]アクティビティーに到達したすべ
てのジョブで自動的に実施される、カラーまたはオブジェクトの変更などの連続したタス
クがあるファイルです。
［プリフライトデータベース］を管理するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。です。
3. ［ワークフロー］タブでワークフローを右クリックし、[エディターとプロパ
ティー...]を選択します。

4. [エディター]ページを開きます。
5. [プリフライト]アクティビティーを作成し、ワークフローの編集エリアにドラッグ＆
ドロップします。

6. アクティビティーを右クリックし、[プロパティー]をクリックします。
7. 表示されたアクティビティープロパティーダイアログで、[プロファイル]ページを選
択します。

8. ダイアログパネルの左下の［プリフライトデータベース］ボタンをクリックしま
す。

9. ブラウザーがウェブサイトでプリフライトデータベースプログラムを開くか、起動
の確認画面を開いた場合は、許可します。
［プリフライトプロファイルパネル］が表示され、以下の操作が可能です。
• 以前に保存したプロファイルを表示する
• プリフライトプロファイルを作成、整理、使用する
• プリフライトプロファイルをインポート、エクスポート、コピー、グループ化す
る
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定義済みフォルダー（またはデータベース）は3つあります。
［お気に入り］
お気に入りとしてマークされたプリフライトプロファイルです。

［PDFプロファイル］
サブフォルダーでグループ化されたデフォルトプリフライトプロファイルです。

［ローカル］
作成してローカルに保存したプリフライトプロファイルです。

10. 選択アイコン（ ）を使用してプロファイルフォルダーを選択し、矢印を使用して
展開するか折りたたみます。

11. 新しいフォルダーを作成するには、パネル内の何もない場所を右クリックし、［新
規データベース］を選択します。
プリフライトプロファイルで定義可能なチェックについては、PitStop Pro 2023 -プ
リフライトチェックの概要を参照してください。

12. ［アクションリスト］をクリックします。
アアククシショョンンリリスストトココンントトロローールルパパネネルルが表示され、以下の操作が可能です。
• 以前に保存したアクションリストを表示と選択する
• アクションリストをソート、削除、コピー、インポート/エクスポートする

ジョブ情報を表示/変更する
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定義済みフォルダー（またはデータベース）は3つあります。
［お気に入り］
お気に入りとしてマークを付けたアクションリストです。

［アクションリスト］
サブフォルダーでグループ化されたデフォルトアクションリストです。

［ローカル］
作成してローカルに保存したアクションリストです。

必要に応じて新しいフォルダーを作成することもできます。
13. 選択アイコン（ ）を使用してアクションリストフォルダーを選択し、矢印を使用

して展開するか折りたたみます。
14. アクションリストを変更するには、アアククシショョンンリリスストトココンントトロローールルパパネネルルから選択

して［管理］をクリックし、表示されたコンテキストメニューからオプションを選
択します。
アクションリストを編集して使用する方法は、PitStop Pro 2023 -アクションマニュ
アルを参照してください。
プリフライトプロファイルの使用方法は、PitStop Server 2023 -参照ガイドを参照し
てください。

5ジョブを操作する
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[外部プリフライト]を使用したプリフライトジョブ

• PitStop ServerまたはAdobe Acrobat用PitStopプラグインを使用してプリフライトプロ
ファイルを作成します。

• 手順については、PitStopの説明書を参照してください。
• PitStopサーバーが別のコンピューターにある場合は、P. 196「 TotalFlow Production

ManagerにPitStop Serverを設定する」を参照してください。
PitStop Serverでジョブをプリフライトするには、次の手順に従います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。です。
3. ［ワークフロー］タブで、プリフライトするジョブを送信するワークフローを選択
し、［ワークフローを編集］アイコン（ ）をクリックします。または、ワーク
フローを右クリックし、[エディターとプロパティー...]を選択します。

4. ［アクティビティー］ポッドで[外部プリフライト]アクティビティーを選択し、［コ
ピー］をクリックします。

5. 表示されたアクティビティープロパティーダイアログで、［ジョブのデフォルト
値］ページを選択します。

6. [プリフライトプロファイルパス]のジョブプロパティーのデフォルト値をプリフライ
トプロファイルの名前に設定します。

7. [OK]をクリックします。
［アクティビティー］ポッドの［カスタム］セクションに新しいアクティビティー
が表示されます。

8. ワークフローに新しいアクティビティーをドラッグ＆ドロップします。
9. ワークフローを保存します。

[外部プリフライト]アクティビティーにジョブが到達したときは、TotalFlow
Production Managerはプリフライトプログラムにジョブを送信し、プリフライトレ
ポートを保存します。ジョブプロパティーの[プロファイルレポートエラーしきい値]
と[プロファイルレポート警告しきい値]のデフォルト値で指定された以上のプリフラ
イトエラーまたは警告が発生した場合は、ジョブは[エラー]進行状況カテゴリーに入
ります。発生しない場合は、ワークフローの次のアクティビティーに移動します。

このアクティビティーはPDFファイルにのみ使用できます。その他のデータスト
リームを含むジョブを送信する場合は、[外部プリフライト]ステップでエラーになり
ます。

10. プリフライトレポートを表示するには、ジョブを選択し、[さらに表示]、［プリフラ
イトレポート］の順にクリックします。

ジョブ情報を表示/変更する
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TotalFlow Production ManagerにPitStop Serverを設定する

[プリフライト]アクティビティーにPitStop Serverの使用を選択する場合は、PitStopServer
と連携できるようにTotalFlow Production Managerを設定してください。
TotalFlow Production Managerがインストールされている同じコンピューターでPitStopサー
バーを設定するには、PitStopサーバーに同梱されているインストールガイドを参照してく
ださい。
別のコンピューターにPitStopサーバーをインストールする場合は、以下の操作を行いま
す。
1. PitStopサーバーに同梱されているインストールガイドの指示に従って、PitStopをイ
ンストールします。

2. PitStopサーバーがインストールされているコンピューターに送信フォルダーと取得
フォルダーを作成し、読み取り/書き込み権限で共有する設定にします。

3. 管理者として TotalFlow Production Managerにログインします。
4. メニューバーで、[操作]をクリックします。です。
5. ［ワークフロー］タブで新しいワークフローを追加します。
6. 新しいワークフローで、[外部プリフライト]アクティビティーを追加します。
7. [ジョブのデフォルト値]ページで次の設定を使用し、[外部プリフライト]アクティビ
ティーを編集します。
1. [リモート/外部]ラジオボタンを選択します。
2. ［TCP/IPアドレスまたはホスト名］フィールドにPitStopサーバーがインストール
されているコンピューターのIPアドレスまたは名前を入力します。

3. PitStopサーバーがインストールされてるシステムのユーザー名とパスワードを入
力します。

4. ［送信フォルダー］フィールドにジョブのコピー先フォルダーのファイルパスを
入力します。

5. ［取得フォルダー］フィールドにTotalFlow Production Managerが処理されたジョ
ブを取得するフォルダーのファイルパスを入力します。

8. [タイムアウト間隔]に1［分］と60 [時間]の間の値を設定します。
結果は次のようになります。
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9. [OK]をクリックします。
10. PitStopサーバーがインストールされているコンピューターで、PitStop Serverを開

き、ホットフォルダーに移動して新しいホットフォルダーを追加します。
11. 次の設定で新しいホットフォルダーを編集します。

1. フォルダーウィンドウで、次の操作を行います。
• 入力フォルダーで、TotalFlow Production Managerがインストールされている
コンピューターの送信フォルダーのファイルパスを入力します。上記のサブ
手順4.を参照してください。

• ほかのすべてのフォルダーで、TotalFlow Production Managerプリフライトア
クティビティーから取得フォルダーのファイルパスを入力します。上記のサ
ブ手順5.を参照してください。

2. 処理ウィンドウで、以下の操作を行います。
• XMLレポートを選択します。
• PDFレポートチェックを付けます。

3. アクションリストとプリフライトプロファイルで、以下の操作を行います。
• アクションまたはプリフライトプロファイル、またはその両方をリストに追
加するか、デフォルト値のリストから選択します。

4. ホットフォルダーを有効にします。
12. これで、このワークフローのTotalFlow Production Managerからジョブを送信できる

ようになりました。

ジョブを試し印刷する

試試しし印印刷刷はすべてのジョブの印刷前にジョブの1部または選択ページを印刷し、正しく印
刷されることを確認する作業です。
ジョブを試し印刷するには、以下の操作を行います。

ジョブ情報を表示/変更する
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1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。です。
3. ［ワークフロー］タブで、試し印刷用のジョブを送信するワークフローを選択し、
［ワークフローを編集］アイコン（ ）をクリックします。または、ワークフ
ローを右クリックし、[エディターとプロパティー...]を選択します。

4. ［アクティビティー］ポッドで[試し印刷]アクティビティーを選択し、［コピー］を
クリックします。

5. ［プレビュー印刷のページ範囲］と［要求済みプリンター］プロパティーに値を指
定します。

6. [OK]をクリックします。
［オブジェクト］ポッドの［カスタム］セクションに新しいアクティビティーが表
示されます。

7. ワークフローに新しいアクティビティーをドラッグ＆ドロップします。
8. ワークフローを保存します。

ワークフロープロパティーを使用してジョブを修正する

[ジョブワークフロープロパティー]オプションは、ジョブチケットプロパティー以外に、
カスタムワークフローから直接設定できる複数のジョブ設定オプションを提供します。こ
れらのワークフローオプションではジョブPDF出力を修正しますが、ジョブチケットは変
更しません。
[ジョブワークフロープロパティー]オプションを使用するには、最初にカスタムワークフ
ローを作成します。以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。です。
3. ページの左側のオブジェクトポッドで、［ワークフロー］をクリックします。
4. [新規]をクリックします。

[ワークフローを作成]ダイアログが表示されます。
5. 必要に応じてワークフローのジョブプロパティーを編集します。
6. ワークフローを保存するには、[OK]をクリックします。
7. 作成したワークフローを選択し、［ワークフローを編集］アイコン（ ）をクリッ
クします。
[エディター]ポッドが表示されます。

8. [エディター]ポッドの上に追加するアクティビティーをドラッグします。デフォルト
アクティビティーまたはカスタムアクティビティーに変更できます。
以下のアクティビティーを追加できます。
• [PDFに変換]

• [外部アプリケーション実行]
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• [フォルダーにコピー]

• [注文を完了]

• [ホットフォルダーアプリケーション実行]

• [プリフライト]

• [外部プリフライト]

• [面付け]

9. 必要に応じて各アクティビティーを設定します。
10. ワークフローを保存します。
11. ジョブをワークフローに送信します。

[ジョブのワークフロープロパティー]ページからこれらの構成オプションのいずれか
を表示したり編集できます。[ジョブのワークフロープロパティー]ダイアログを開く
には、次の手順に従います。
1. [全てのジョブ]ポッドで、[さらに表示]を選択します。
2. [ジョブワークフロープロパティー...]を選択します。
[ジョブのワークフロープロパティー]ダイアログが表示されます。

ページにはすべてのアクティビティーと、追加するフェーズが表示されます。ま
た、各アクティビティータブでは、ジョブのすべてのアクティビティー固有のプロ
パティーが一目で確認できます。
ジョブが各カスタムアクティビティーに達すると、設定した構成オプションに応じ
て修正されます。

12. [OK]をクリックし、行った変更を保存します。
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ジョブを開始/移動/一時停止/再開する
通常、ジョブはTotalFlow Production Managerワークフローに到達すると、すぐに処理を開
始します。ただし、システム内でジョブを移動したり、後で移動するためのアクションを
実行するときに時間がかかる場合があります。また、ジョブの再印刷や再処理が必要な場
合もあります。

プリンターまたはプリンタープールにジョブを送信する

プリンターまたはプリンタープールにワークフローを関連付けている場合は、ジョブは自
動でプリンターまたはプリンタープールに送信されます。プリンターにワークフローを関
連付けていない場合は、ジョブは未未割割りり当当ててになります。ジョブは手動でプリンターまた
はプリンタープールに割り当ててください。
ジョブをプリンターに送信するときは、ジョブのすべての割り当てプロパティーの値とプ
リンターの割り当てプロパティーの値を一致させてください。（プリンタープロパティー
に値がない場合は、ジョブプロパティーの値と一致します。）
割り当てプロパティーは、以下のとおりです。

ジョブプロパティー プリンタープロパティー
［お客様］ [お客様名]

［用紙設定］（［名前］エディターの［用紙］ペー
ジの[ジョブのプロパティー]）

［用紙設定］（プリンターの給紙トレイまたは用紙
交換をスケジュールした用紙の[名前]）

［ステープル/製本］ [ステープル]

［パンチ］ [パンチ]

［折りの種類］ [折り]

［カラー/白黒］ [カラーモード]

[合計シート数] [対応するジョブの合計シート数]

［要求済みプリンター］ ［要求済みプリンター］

未割り当てジョブをプリンターまたはプリンタープールに送信するには、以下の操作を行
います。
1. [全てのジョブ]ポッドで、ジョブを選択し、[さらに表示]、[移動...]の順にクリックし
ます。
[ジョブを移動]ダイアログが表示されます。
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2. [要求済みプリンター]リストで、プリンターまたはプリンタープールを選択し、ジョ
ブを移動します。
プリンターを選択する場合は、表の一番上の行に選択したプリンターに割り当てプ
ロパティーの値が表示されます。その他の行にはジョブに対応するプロパティー値
が表示されます。プリンタープールを選択する場合は、割り当てプロパティーは比
較されず、表示されません。手順6に移動します。

3. ジョブとプリンターのプロパティーが一致しない場合は、不一致の値は赤でハイラ
イトされます。別のプリンターまたはプリンタープールを選択します。

4. ［位置］でジョブを印刷する時間を指定します。
• 最後に割り当てたジョブの後に印刷するには、[最終ジョブの後]をクリックしま
す。

• 別の割り当てられたジョブの前に印刷するには、リストで別のジョブのいずれか
を選択します。

5. [OK]をクリックします。
プリンタープールを選択する場合は、TotalFlow Production Managerはジョブの割り
当てプロパティーとプールのプリンターの割り当てプロパティーを比較します。一
致するプリンターがない場合は、エラーメッセージが表示され、ジョブは割り当て
られません。

6. プリンターがEFI Fieryコントローラーオプションとポート9103を使用する場合は、
保留キューにジョブが移動します。プリンターの操作画面で、以下の操作を行いま
す。
1. 「ジョブ」リストの「保留中」タブで、ジョブを選択します。
2. 「印刷」を押します。

別のプリンターまたはプリンタープールにジョブを移動する

プリンターにジョブを割り当てた後に、別のプリンターまたはプリンタープールにジョブ
を移動します。1度に複数のジョブを移動させることができます。
新しいプリンターにジョブを移動するには、ジョブのすべての割り当てプロパティーとプ
リンターの割り当てプロパティーの値を一致させてください。プリンタープロパティーに
値がない場合は、ジョブプロパティーの値と一致します。
割り当てプロパティーは、以下のとおりです。

ジョブプロパティー プリンタープロパティー
［お客様］ [お客様名]

［用紙設定］（［名前］エディターの［用紙］ペー
ジの[ジョブのプロパティー]）

［用紙設定］（プリンターの給紙トレイまたは用紙
交換をスケジュールした用紙の[名前]）

［ステープル/製本］ [ステープル]

［パンチ］ [パンチ]

［折りの種類］ [折り]
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ジョブプロパティー プリンタープロパティー
［カラー/白黒］ [カラーモード]

[合計シート数] [対応するジョブの合計シート数]

［要求済みプリンター］ ［要求済みプリンター］

別のプリンターまたはプリンターツールにジョブを移動するには、以下の操作を行いま
す。
1. 以下のいずれかを行います。

• [キュー]ビューで複数のジョブを選択します。
1. [キュー]ページを開きます。
2. [キュー]ポッドで、プリンターの横にあるジョブをクリックします。
[キュー]ページを開き、[キュー]ポッドでプリンターの横にあるジョブをクリッ
クし、[移動...]を選択します。

• [操作]ページで1つまたは複数のジョブを選択します。
1. [全てのジョブ]ポッドで1つまたは複数のジョブを選択します。
2. [さらに表示]、[移動...]の順にクリックします。

[ジョブを移動]ダイアログが表示されます。

2. 表の左上で、プリンターまたはプリンタープールを選択し、ジョブを移動します。
プリンターを選択する場合は、表の一番上の行に選択したプリンターに割り当てプ
ロパティーの値が表示されます。その他の行にはジョブに対応するプロパティー値
が表示されます。プリンタープールを選択する場合は、割り当てプロパティーは比
較されず、表示されません。手順6に移動します。

3. ジョブとプリンターのプロパティーが一致しない場合は、不一致の値に赤のフラグ
（ ）が表示されます。別のプリンターまたはプリンタープールを選択します。プ
リンタープールを選択する場合は、TotalFlow Production Managerはジョブの割り当
てプロパティーとプールのプリンターの割り当てプロパティーを比較します。一致
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するプリンターがない場合は、エラーメッセージが表示され、ジョブを移動しませ
ん。

4. ［位置］でジョブを印刷する時間を指定します。
• 最終割り当てジョブの後に印刷するには、[最終ジョブの後]をクリックします。
• 別の割り当てジョブの前に印刷するには、[前]をクリックし、別のジョブを選択
します。

5. [OK]をクリックします。
• ジョブのプロパティがプリンターのプロパティと一致することがわかっている場
合は、[操作]ページでプリンターまたはワークフローの上にドラッグし、ジョブ
を移動できます。

6. 新しいプリンターでEFI Fieryコントローラーオプションとポート9103を使用する場
合は、保留キューにジョブが移動します。プリンターの操作画面で、以下の操作を
行います。
1. 「ジョブ」リストの「保留」タブで、ジョブを選択します。
2. 「印刷」を押します。

別のワークフローにジョブを移動する

ジョブをより効率的に管理するために、定義された条件に基づいて、1つのワークフロー
から複数の既存のワークフローにジョブを移動できます。ターゲットワークフローをプリ
ンターまたはプリンタープールに割り当てる必要があります。また、リモートTotalFlow
Production Managerサーバーのワークフローへジョブを移動することもできます。
別のワークフローにジョブを移動するには、以下の操作を行います。
1. ジョブを処理するワークフローを選択し、[さらに表示]、[エディターとプロパ
ティー...]の順にクリックします。

2. [エディター]ページで、ワークフローに[ワークフローを変更]アクティビティーを追
加します。ワークフローへのアクティビティーの追加については、P. 222「ワーク
フローを編集する」を参照してください。

3. [ワークフローを変更]アクティビティーが［アクティビティー］ポッドにある場合
は、アクティビティー名を右クリックし、[プロパティー]を選択します。

4. [アクティビティーのプロパティー]ダイアログで［ジョブのデフォルト値］をクリッ
クします。
［ジョブのデフォルト値］ダイアログが表示されます。
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5. ［条件］リストで、移動するジョブのプロパティーに一致する条件を選択します。
さらに条件を追加するには、列を追加アイコン（ ）をクリックします。

条件は最大3つまで選択できます。複数の[ワークフローを変更]アクティビティーを
追加し、連続したワークフローを作成できます。

6. ［ワークフローに移動］リストで、ターゲットワークフローが同じサーバーにある
場合は[ローカル]を、別の TotalFlow Production Managerサーバーにある場合は[リ
モート]を選択します。リモートサーバーが実行中で、ターゲットワークフローがプ
リンターまたはプリンタープールに割り当てられていることを確認します。

7. [リモート]を選択した場合は、［TotalFlow Production Manager Server］でターゲット
ワークフローを設定したリモートサーバーアドレスを入力します。

8. リモートサーバーから利用できるワークフローを取得するには、［ワークフローを
取得］をクリックします。

9. ターゲットワークフローを［ワークフローを選択］リストから選択します。
10. [OK]をクリックし、アクティビティー、ワークフローの順に保存します。

ジョブがこのアクティビティーに到達し、前の手順で定義したすべての条件が満た
されていると、ターゲットワークフローに移動します。

ジョブを優先して処理/印刷する

ジョブ処理が遅いときは、ジョブの優先度を上げてより早くジョブ処理を行います。
ジョブを優先して処理し、印刷するには、以下の操作を行います。
• ［優先度］プロパティーを使用する:

1. ［印刷方法/認証］ダイアログの[ジョブのプロパティー]ページで、次の操作を行い
ます。

2. ［詳細設定］セクションで、［優先度］プロパティーの横にチェックを付けます。
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3. ［優先度］プロパティーの値を指定します。
最低レベルの優先度は1で、最高レベルの優先度は100です。すべての数値は未設定
より高い優先度になります。

• [部数分割]オプションを使用する:
1. プリンタープールを作成します。
2. [プリンタープールを作成]ダイアログで、[部数分割]オプションを[はい]に設定しま
す。

3. [コピー分割しきい値]を、部数分割機能が開始される前にジョブが持つことが可能
な最大部数に設定します。

4. ジョブを作成したプリンタープールに割り当てます。

1. この機能でジョブが分割されたときは、部数の合計がある親ジョブと部数がある子
ジョブがジョブログに表示されます。

2. 親ジョブはプリンターに割り当てられません。
3. 印刷処理中、親ジョブは変更されませんが、ログには各子ジョブの進行状況が表示さ
れます。子ジョブは完了した時点でログから削除されます。

ジョブを承認/却下する

管理者は、ワークフローの特定地点でジョブの続行に承認を要求できます。オペレーター
と管理者は、ジョブを承認または却下できます。
承認待機中のジョブを簡単に特定するには、[現在のアクティビティー]ポッドの[全ての
ジョブ]プロパティーを表示します。
ジョブを承認または却下するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。です。
3. ［ワークフロー］タブで、承認用のジョブを送信するワークフローを選択してク
リックします。

4. 承認用のジョブを送信するワークフローを選択し、［ワークフローを編集］アイコ
ン（ ）をクリックします。または、ワークフローを右クリックし、[エディター
とプロパティー...]を選択します。
[エディター]ポッドにワークフローが表示されます。

5. ［アクティビティー］ポッドで[承認]アクティビティーを選択し、[エディター]ポッ
ドにドラッグします。

6. ワークフローを保存します。
[承認]アクティビティーにジョブが到達したときは、ジョブは一時停止します。

7. ジョブを選択し、[さらに表示]をクリックします。
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• ［承認］を選択します。ワークフローの次のアクティビティーにジョブが移動し
ます。

• ［却下］を選択します。ジョブが[エラー] [進行状況]カテゴリーに移動します。

強制的にエラーのジョブを続行する

[エラー][進行状況]カテゴリーにジョブがあるために処理を中止したときは、エラーを無
視して強制的にTotalFlow Production Manager処理を続行できます。
強制的にジョブを続行するには、以下の操作を行います。
1. [全てのジョブ]ポッドで、ジョブを選択します。
2. [さらに表示]、[エラーを無視して続行]の順にクリックします。
確認メッセージが表示されます。

3. [はい]をクリックします。

ジョブを一時停止する

印刷を開始するまでジョブを一時停止できます。
ジョブを一時停止するには、[全てのジョブ]ポッドで、ジョブを選択し、メニューバーで
[一時停止]をクリックします。
再開するまでジョブは印刷されません。

一時停止したジョブを再開する

一時停止したジョブの印刷準備ができると、ジョブを再開できます。
一時停止されたジョブを再開するには、[全てのジョブ]ポッドで、ジョブを選択し、メ
ニューバーで[再開]をクリックします。
問題がなければジョブは印刷されます。

印刷する前にジョブを保留する

指定した時間まで印刷しない場合は、ジョブを保留できます。この操作は通常ジョブを送
信するときに[印刷方法]プロパティーを設定すると、ジョブを送信した後にも実行できま
す。ジョブを送信した後に、一時停止が容易になります。
印刷前にジョブを保留するには、以下の操作を行います。
1. ［印刷方法/認証］ダイアログの[ジョブのプロパティー]ページを開きます。
2. ［ジョブ情報］セクションを拡大します。
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3. ［期限日］リストから［納期］を選択することでジョブの印刷日時を設定します。
日付と時間のフィールドが表示されます。

4. 日付と時間のフィールドを編集します。
5. [保存]をクリックします。
［指定日時まで保留］オプションを使用すると、ジョブを送信後に、指定の曜日までジョ
ブを保留できます。
1. [全てのジョブ]ポッドで、ジョブを右クリックし、[さらに表示]を選択します。
2. 表示されたオプションのリストで［指定日時まで保留］を選択ます。
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[ジョブのプロパティー]ダイアログで新しい日付が自動的に変更されます。
ジョブ状況アイコンはカラーを変更しません。ジョブは、指定された日時まで、または
［印刷モード］プロパティーを［通常印刷］または［印刷して保留］に変更するまで印刷
されません

ジョブを保存する

印刷後にTotalFlow Production Managerにジョブを保存できます。
保存済みジョブと印刷して保留済みのジョブは印刷後にTotalFlow Production Managerに保
存され、ほかのジョブは削除されます。保存したジョブには自動的に削除される時間を指
定できますが、印刷して保留したジョブはユーザーが削除するまでシステムに残ります。
ジョブを保存するには、以下の操作を行います。
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• ジョブを削除するまで保存するには、以下の操作を行います。
1. [ジョブのプロパティー]ダイアログの［印刷方法/認証］ページで、［詳細設定］セ
クションを拡大し、［保存］プロパティーを［無期限に保存］に設定します。

2. [OK]をクリックします。
印刷するまでジョブは通常の処理をします。印刷した後に、ジョブはユーザーが削除ま
たは再処理するまでTotalFlow Production Managerに保存されます。

• 指定した時間でジョブを保存するには、以下の操作を行います。
1. ［印刷方法/認証］ダイアログの[ジョブのプロパティー]ページで、［保存］プロパ
ティーを［指定期間まで保存］に設定します。
［日数］、［時間］フィールドが表示されます。

ジョブを開始/移動/一時停止/再開する
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2. ［日数］および［時間］フィールドに値を入力または選択します。
3. [OK]をクリックします。
印刷するまでジョブは通常の処理をします。印刷した後に、指定時間を経過またはユー
ザーが削除するまでジョブはTotalFlow Production Managerに保存されます。

ジョブを再印刷する

ジョブや印刷されているジョブのページを再印刷します。

単一のジョブを再印刷する

1つのジョブを再印刷するには、以下の操作を行います。
1. [全てのジョブ]ポッドで、ジョブを選択します。
2. [さらに表示]、[再印刷...]の順にクリックします。

[再印刷]ダイアログが表示されます。

5ジョブを操作する
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3. 部数を入力します。プラス/マイナス記号を使用し、部数を増減します。
4. オオププシショョンン：： PDFジョブの選択したページのみを再印刷するには、[ページ]をク
リックしてから有効なページ範囲を入力します。

PDFジョブのみにページを選択できます。その他のデータ形式ではジョブ全体を再
印刷してください。

5. ジョブを送信するプリンターを選択します。
ジョブを最後に印刷したプリンターがデフォルト値になります。

6. オオププシショョンン：：複数部のジョブを印刷するには、印刷する部数を変更します。

ここで指定した数字はパススループリンターで認識されません。印刷部数が複数の
場合は、プリンターコマンドでパスプリンターに部数を渡してください。

7. [OK]をクリックします。

複数のジョブを再印刷する

複数のジョブを再印刷するには、以下の操作を行います。
1. [全てのジョブ]ポッドで再印刷する複数のジョブを選択します。
2. [さらに表示]、[再印刷...]の順にクリックします。

[再印刷]ダイアログが表示されます。

ジョブを開始/移動/一時停止/再開する
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3. ジョブを送信するプリンターを選択します。
4. [OK]をクリックします。

ワークフローにジョブを割り当てる

関連付けたワークフローなしで、別のアプリケーションからTotalFlow Production Manager
にジョブが届いた場合、ジョブをワークフローに割り当てることができます。プリンター
にワークフローを関連付けていない場合は、ジョブは未未割割りり当当ててになります。その場合、
ワークフローをプリンターまたはプリンタープールに割り当てることが必要です。また、
すでにワークフローがあるジョブを再度割り当て、別のワークフローで再び処理すること
もできます。
ジョブを既存のワークフローに割り当てるには、以下の操作を行います。
1. ジョブを選択します。
2. [さらに表示]、[ワークフローに割り当て...]の順にクリックします。

[ワークフローに割り当て]ダイアログが表示されます。

3. [ワークフローを選択...]リストで、ジョブを割り当てるワークフローを選択します。
4. [ファイルオプションを選択]で、以下のいずれかを行います。

5ジョブを操作する
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• ジョブプロパティーの変更など多くの場合は、[ジョブ処理時に元のファイルを使
用]をクリックします。

• TotalFlow Prepを使用してジョブの入力ファイルを変更した場合は、[ジョブ処理
時に最新の修正済みファイルを使用]を選択します。

5. [OK]をクリックします。

ジョブをマージする

複数のPDFジョブを1つのジョブにマージできます。
ジョブをマージするには、以下の操作を行います。
1. [全てのジョブ]ポッドで、マージするジョブを選択します。
2. 選択範囲を右クリックしてから[マージ...]をクリックします。
［ジョブをマージ］ダイアログが表示されます。

3. ジョブの順序を変更するには、必要に応じてリストにジョブをドラッグアンドド
ロップします。リストからマージ済みジョブを削除するには、ジョブを選択してか
ら［削除］アイコン（ ）をクリックします。

ジョブを開始/移動/一時停止/再開する
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4. [OK]をクリックします。
TotalFlow Production Managerは、マージ順序リストの最初のジョブに変更をかけて
保持します。これがマスタージョブになります。マージされた他のジョブは削除さ
れます。
結果として得られたマージ済みジョブは、マスタージョブの名前とほとんどのプロ
パティーを継承します。ジョブ名は次のようになります。最初のジョブ名-マージ済
み。

[キュー]ポッドでも、ジョブをマージできます。

• PDFジョブのみマージできます。
• パスワードで保護されたPDFジョブをマージする場合は、最初にPDFファイルをロック
解除します。

• マージ済みジョブのパーツはそれぞれシートのおもて面から始まります。
• ［面付け］で［中とじ］、［無線とじ］、または［スピード］に設定したジョブは
マージできません。

• マージ済みジョブでは、シートの挿入、用紙や色の置換、サブセットステープルなど
のほとんどのページ例外設定が保持されます。

ジョブを再処理する

場合によっては、ジョブの再処理が必要です。たとえば、ジョブを試し印刷してからジョ
ブプロパティーを変更し、再度試し印刷することがあります。オペレーターと管理者が
ジョブを再処理できます。
ジョブを再処理するには、以下の操作を行います。
1. ジョブを選択します。
2. [さらに表示]、[再処理...]の順にクリックします。

[ジョブを再処理]ダイアログが表示されます。

5ジョブを操作する
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3. 再処理を開始するアクティビティーを選択します。
4. 以下のいずれかを行います。

• ジョブプロパティーの変更など多くの場合は、[ジョブ処理時に元のファイルを使
用]をクリックします。

• TotalFlow Prepを使用してジョブの入力ファイルを変更した場合は、[ジョブ処理
時に最新の修正済みファイルを使用]を選択します。

5. [OK]をクリックします。

パスワードで保護されたPDFのロックを解除する

一部のジョブには、パスワードで保護されたPDFファイルが含まれる場合があります。オ
ペレーターと管理者は複数のパスワードを使用してロックを解除できます。
パスワードで保護されたPDFファイルを送信すると、[パスワードを待機中]処理状態に移
行します。
パスワードで保護されたジョブのロックを解除するには、以下の操作を行います。
1. ジョブを選択します。
2. 選択したジョブを右クリックするか、[さらに表示]、[ロック解除...]の順にクリック
します。
[パスワードで保護されたジョブを解除]ダイアログが表示されます。

ジョブを開始/移動/一時停止/再開する
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3. [パスワード]フィールドで、PDFの［文書を開くパスワード］を入力します。

PDFファイルが認証パスワードでロックされた場合は、[パスワード]フィールドで
［認証パスワード］のみを入力してください。
入力したパスワードでロックされていたファイルは処理できるようになりますが、
パスワードが違う場合は[パスワードを待機中]処理状態のままです。

4. パスワードで保護された複数のファイルのパスワードが異なる場合は、すべての
ファイルのロックが解除されるまでロック解除手順を繰り返します。

5. [ロック解除]をクリックします。

5ジョブを操作する
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6.ワークフローを操作する
•ワークフローページ
•標準ワークフロー
•標準アクティビティーとカスタムアクティビティー
•ワークフローを作成する
•ワークフローを編集する
•カスタムアクティビティーを作成する
•アクティビティープロパティーとジョブデフォルト値を表示/変更する
•Streamlineからジョブを受け取るためにワークフローを設定する
•ホットフォルダーのジョブをマージするためワークフローを設定する
•外部アクティビティー
•アクティビティーを削除する

アクティビティーを追加または削除することで、ワークフローの作成やカスタマイズがで
きます。ワークフローとアクティビティーのプロパティーも編集できます。
ワークフローの定義ではジョブが処理中に通過するアクティビティーを指定します。アク
ティビティーはワークフローフェーズで整理されます。フェーズにアクティビティーがな
くてもジョブはすべてのワークフローフェーズを通ります。

一部のアクティビティーは、TotalFlow Production Managerがそれらを許可する追加のオプ
ションと一緒にインストールされている場合にのみ使用可能です。詳しくは、P. 219「標
準アクティビティーとカスタムアクティビティー」を参照してください。
ワークフローには、以下の種類があります。
[受信]フェーズ

[受信]フェーズでは、TotalFlow Production Managerは処理用入力ファイルを受信しま
す。各ジョブがワークフローに割り当てられ、フェーズとアクティビティーを定義し
ます。
入力ファイルは[受信]フェーズでキューに入った後に、TotalFlow Production Managerで
ジョブになります。すべての入力ファイルは[受信]フェーズを通過することが必要で
す。

[準備]フェーズ
[準備]フェーズでは、ジョブを構成して変換します。フェーズ中にTotalFlow Production
Managerに外部プログラム実行を指示すると、さらに条件の追加やジョブの解釈を実行
できます。[準備]フェーズはオプションです。

[印刷]フェーズ
[印刷]フェーズでは、使用可能なプリンターにジョブの送信、印刷状態の監視、印刷の
完了を通知します。この中にはジョブを再印刷する前に手動でプリンターに調整をす
る品質確認も含まれます。また、外部プログラムにジョブを送信して特別な処理をす
る場合もあります。[印刷]フェーズはオプションです。

[完了]フェーズ
ほかのすべての処理を完了後、[完了]フェーズにジョブを移動します。[完了]フェーズ
ではジョブの保持期間を管理し、保持期間がないジョブや終了したジョブを削除しま
す。このフェーズでは、完了したジョブに外部プログラムを呼び出すこともできま
す。たとえば、外部プログラムはアーカイブシステムにジョブをコピーできます。す
べてのジョブは必ず[完了]フェーズを通過します。
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ワークフローページ
TotalFlow Production Managerの操作画面の[ワークフロー]ページを使用すると、管理者
は、ワークフローとアクティビティーを表示できます。
[ワークフロー]ページには、[エディター]タブと[プロパティー]タブの2つがあります。[エ
ディター]タブには、［アクティビティー］ポッドと[エディター]ポッドの2つがありま
す。

ブラウザーの［進む］と［戻る］ボタンを使用すると、予期しない結果が生じることがあ
るため、必ず操作画面のページボタンを使用してタブを切り替えてください。

［アクティビティー］ポッドには、TotalFlow Production Managerのワークフローとアク
ティビティーが表示されます。2つのセクションがあります。
• ［デフォルト］セクション。指定されたアクティビティがある場所です。
• ［カスタム］セクション。作成するアクティビティが一覧表示されます。
[エディター]ポッドを使用し、ワークフローのアクティビティーを表示および編集しま
す。
[エディター]ポッドはワワーーククフフロローーフフェェーーズズを表す領域に分割されています。各領域は色
分けされています。
[受信]フェーズ（ブルー）

[受信]フェーズでは、TotalFlow Production Managerは処理用入力ファイルを受信しま
す。各ジョブがワークフローに割り当てられ、フェーズとアクティビティーを定義し
ます。

6ワークフローを操作する
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入力ファイルは[受信]フェーズでキューに入った後に、TotalFlow Production Managerで
ジョブになります。すべての入力ファイルは[受信]フェーズを通過することが必要で
す。

[準備]フェーズ（パープル）
[準備]フェーズでは、ジョブを構成して変換します。フェーズ中にTotalFlow Production
Managerに外部プログラム実行を指示すると、さらに条件の追加やジョブの解釈を実行
できます。[準備]フェーズはオプションです。

[印刷]フェーズ（イエロー）
[印刷]フェーズでは、使用可能なプリンターにジョブの送信、印刷状態の監視、印刷の
完了を通知します。この中にはジョブを再印刷する前に手動でプリンターに調整をす
る品質確認も含まれます。また、外部プログラムにジョブを送信して特別な処理をす
る場合もあります。[印刷]フェーズはオプションです。

[完了]フェーズ（グリーン）
ほかのすべての処理を完了後、[完了]フェーズにジョブを移動します。[完了]フェーズ
ではジョブの保持期間を管理し、保持期間がないジョブや終了したジョブを削除しま
す。このフェーズでは、完了したジョブに外部プログラムを呼び出すこともできま
す。たとえば、外部プログラムはアーカイブシステムにジョブをコピーできます。す
べてのジョブは必ず[完了]フェーズを通過します。

アアイイココンンはワークフローの各アクティビティーを表します。
ココネネククタターーはアクティビティー間の経路を表します。

標準ワークフロー
TotalFlow Production Managerは他のワークフローを作成や編集するための例として、使用
できるデフォルトのワークフローを提供します。
デフォルトのワークフローは、以下のとおりです。
[任意のプリンター]
ワークフローを構築および前の状態に戻すための例として使用されるデフォルトワー
クフロー。

[試し印刷]
[試し印刷]と[承認]アクティビティーを含むサンプルワークフロー。以下のアクティビ
ティーを追加する地点を表示するにはこのワークフローを使用します。

標準アクティビティーとカスタムアクティビティー
TotalFlow Production Managerでは、ジョブの印刷に必要な基本のアクティビティーを提供
します。これらのアクティビティーを変更せずにワークフローに追加したり、コピーを変
更してカスタムアクティビティーを作成したりできます。
保護された標準アクティビティーは、以下のとおりです。これらのアクティビティーはコ
ピー、修正、または削除できませんが、設定されているジョブのデフォルト値は変更でき
ます。ほかは保護されていません。これらのアクティビティーを変更する場合は、カスタ
ムアクティビティーにコピーしてから変更してください。

標準ワークフロー
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保護された標準アクティビティーは、以下のとおりです。
[ジョブを作成]
入力データストリームを判断し、ワークフローのデフォルト値と上書き値に応じて
ジョブプロパティーに値を設定します。

[試し印刷]
ジョブの特定ページ範囲をプレビューします。

[印刷]
ジョブの各ページの先頭に移動し、部分的にジョブを再印刷するときに正確な位置に
戻すために必要なページ情報を再構築し、プリンターにジョブを送信します。

[保持]
印刷した後にシステムにジョブを保存します。

[削除]
監査情報をエクスポートしてシステムからジョブを削除します。

保護されていない標準アクティビティーは、以下のとおりです。
[TotalFlow Prep]

ジョブがワークフローの次のアクティビティーに移動する前に、オペレーターに
TotalFlow Prepの操作が完了したことを示すよう要求します。

[PDFに変換]
PCLファイルとPostScriptファイルをPDFに変換します。

[外部アプリケーション実行]
処理にコマンドラインインターフェースを使用する外部アプリケーションにジョブを
渡します。成功を示すリターンコードを指定すると、外部のTotalFlow Production
Managerが完了したときに[外部アプリケーション実行]がワークフローの次のアクティ
ビティーにジョブを移動できます。

[フォルダーにコピー]
指定したフォルダーにジョブを保存します。

[注文を完了]
外部のWeb to Printアプリケーションポータルから送信された注文ジョブを完了しま
す。

[ホットフォルダーアプリケーション実行]
処理にホットフォルダーインターフェースを使用する外部アプリケーションにファイ
ルを渡します。外部アプリケーションが完了済みファイルを返すと、TotalFlow
Production Managerはジョブをワークフロー内の次のアクティビティーに自動的に移動
させます。

[プリフライト]
内部TotalFlow Production Manager PitStopライブラリーを用いてPDFファイルをプリフ
ライトします。

6ワークフローを操作する
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[外部プリフライト]
PitStop Serverプログラムを用いてPDFファイルをプリフライトします。

[ワークフローを変更]
このアクティビティーを使用し、定義された条件に基づきジョブを特定のワークフ
ローに移動します。
このアクティビティーを使用するには、ワークフローの［ジョブのデフォルト値］ダ
イアログで条件を定義していることを確認します。

[承認]
ワークフローの次のアクティビティーに移動する前に承認または却下できるように
ジョブを停止します。

ワークフローを作成する
ワークフローを作成し、必要に応じてカスタマイズできます。
ワークフローを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. ページの左側のオブジェクトポッドで、［ワークフロー］をクリックします。
4. [新規]をクリックします。

[ワークフローを作成]ダイアログが表示されます。

5. 必要に応じてワークフローのジョブプロパティーを編集します。
6. ワークフローを保存するには、[OK]をクリックします。
7. ワークフローにアクティビティーを追加するには、以下の操作を行います。

1. オブジェクトポッドでワークフローを選択し、[エディターとプロパティー...]、
[エディター]の順にクリックします。
[エディター]ポッドが表示されます。

2. ［デフォルト］ポッドの［アクティビティー］セクションで、追加するアクティ
ビティーを選択します。

ワークフローを作成する
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3. ワークフロー［デフォルト］ポッドから[エディター]ポッドの適切な位置にアク
ティビティーアイコンをドラッグ＆ドロップします。
アクティビティーアイコンの色はアクティビティーを追加できるワークフローの
フェーズを示しています。グレーのアイコンは複数のフェーズにアクティビ
ティーを追加できることを意味します。

アクティビティーを追加できないフェーズにドラッグ＆ドロップすると、赤色の
斜線付き円アイコンが表示されます。

8. ワークフローを保存するには、[保存]をクリックします。

ワークフローを編集する
アクティビティーを追加または削除することで、ワークフローを修正できます。

ワークフローを編集する前に、ジョブが割り当てられていないか、または割り当てられて
たすべてのジョブが［完了］フェーズにあることを確認してください。ワークフローに割
り当てられたジョブが［受信］、［準備］または［印刷］フェーズにある場合は変更を保
存できません。
ワークフローを編集するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. ページの左側のオブジェクトポッドで、［ワークフロー］をクリックします。
4. 編集するワークフローを選択し、[さらに表示]、[エディターとプロパティー...]の順
にクリックします。

5. [エディター]ページを開きます。
6. ワークフローにアクティビティーを追加するには、以下の操作を行います。

6ワークフローを操作する
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1. ［アクティビティー］ポッドで、追加するアクティビティーを選択します。
2. [エディター]ポッドの適切な位置に［アクティビティー］アイコンをドラッグ＆
ドロップします。
アクティビティーアイコンの色はアクティビティーを追加できるワークフローの
フェーズを示しています。グレーのアイコンは複数のフェーズにアクティビ
ティーを追加できることを意味します。

アクティビティーを追加できないフェーズにドラッグ＆ドロップすると、赤色の
斜線付き円アイコンが表示されます。

7. ワークフローからアクティビティーを削除するには、以下の操作を行います。
1. [エディター]ポッドでアクティビティーを右クリックし、[削除]をクリックしま
す。
確認ダイアログが表示されます。

2. [はい]をクリックします。
8. ワークフローを保存するには、[保存]をクリックします。

カスタムアクティビティーを作成する
アクティビティーのプロパティーまたは保護されていないアクティビティーが設定する
ジョブデフォルトを変更するときに、カスタムアクティビティーを作成してください。
カスタムアクティビティーを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. ワークフローを選択し、[エディターとプロパティー...]をクリックしてワークフロー
エディターパネルを開きます。[エディター]をクリックします。

3. ［アクティビティー］ポッドで、アクティビティーを選択して[コピー...]をクリック
するか、アクティビティーを右クリックして[コピー...]を選択します。

カスタムアクティビティーを作成する
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［アクティビティーをコピー］ダイアログが表示されます。
4. 変更するジョブデフォルト値のプロパティーに新しい値を入力または選択します。
5. [OK]をクリックします。
［アクティビティー］ポッドの［カスタム］セクションに新しいアクティビティーが表示
されます。

アクティビティープロパティーとジョブデフォルト値
を表示/変更する
アクティビティーはその他のオブジェクトと同様に、表示や変更ができるプロパティーを
持ちます。一部のアクティビティーはジョブプロパティーと密接に関連しています。これ
らのアクティビティーを変更し、アクティビティーがジョブを処理するときにジョブプロ
パティーのデフォルト値を設定できます。
TotalFlow Production Managerが提供する一部のアクティビティーのプロパティーは変更で
きませんが、ジョブデフォルトは変更できます。保護されていないアクティビティーのプ
ロパティーは変更できますが、推奨しません。カスタムアクティビティーにアクティビ
ティーをコピーし、カスタムアクティビティーのプロパティーを変更します。
アクティビティーのプロパティーとジョブデフォルト値を表示または変更するには、以下
の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。、［ワークフロー］の順にクリックしま
す。

3. 今後ワークフローに追加されるすべてのアクティビティーのプロパティーとジョブ
デフォルト値を変更するには、以下の操作を行います。
1. ［ワークフロー］タブで、以下のいずれかを行います。

• ワークフローを選択し、[さらに表示]、[プロパティー...]の順にクリックしま
す。

• ワークフローを右クリックし、[プロパティー...]を選択します。

この方法で変更すると、デフォルトワークフローのアクティビティーを含む既存
のアクティビティーに影響しません。新しいワークフローを作成する場合は、元
のアクティビティーを含むデフォルトワークフローからワークフローがコピーさ
れます。

2. [ワークフローのプロパティー]ダイアログで、［ジョブのデフォルト値］をク
リックします。または、ワークフローを右クリックし、［ジョブデフォルトと上
書き...］を選択します。

4. ワークフローのアクティビティーのプロパティーとジョブデフォルト値を変更する
には、以下の操作を行います。
1. 画面の左側のオブジェクトポッドで、［ワークフロー］をクリックします。
2. 編集するアクティビティーのインスタンスを含むワークフローを選択し、[さらに
表示]、[ワークフローを編集]の順にクリックします。
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[エディター]ポッドにワークフローが表示されます。
3. ［デフォルト］セクションでアクティビティーを選択し、[プロパティー]をク
リックします。

[アクティビティーのプロパティー]ダイアログが表示されます。
5. 変更するジョブデフォルト値のプロパティーに新しい値を入力または選択します。
6. [OK]をクリックします。

Streamlineからジョブを受け取るためにワークフロー
を設定する
ワークフローを設定し、Streamlineから受け取ったジョブを管理できます。
Streamline NXは、ドキュメント印刷プロセスの管理に役立つ一連のドキュメント管理アプ
リケーションです。TotalFlow Production ManagerでStreamline NXを設定する方法は、
Streamline NX管理者ガイドを参照してください。
Streamlineからジョブを受け取るワークフローを設定するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで[操作]、［ワークフロー］の順にクリックします。
3. ワークフローを選択し、[さらに表示]、[エディターとプロパティー...]の順にクリッ
クします。
[ワークフロー]ダイアログが表示されます。

4. [全般]ページで[カラーページを数える]を有効にします。
5. [OK]をクリックします。
6. 同じワークフローを選択し、[さらに表示]、[エディターとプロパティー...]の順にク
リックします。

7. ワークフローに［PDFに変換］アクティビティーを追加します。ワークフローへの
アクティビティーの追加については、P. 222「ワークフローを編集する」を参照し
てください。

8. 追加した［PDFに変換］アクティビティーのプロパティーダイアログを開きます。
9. [ジョブのデフォルト]タブで［読み取りジョブチケット属性］を選択します。
10. ［OK］をクリックします。

ホットフォルダーのジョブをマージするためワークフ
ローを設定する
定義したルールに従って、ホットフォルダーのポーリングアクティビティーを使用して、
ホットフォルダーのPDFファイルをマージするワークフローを構成できます。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで[操作]、［ワークフロー］の順にクリックします。
3. ワークフローを選択し、[さらに表示]、[エディターとプロパティー...]の順にクリッ
クします。

Streamlineからジョブを受け取るためにワークフローを設定する
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[ワークフロー]ダイアログが表示されます。
4. [プロパティー]をクリックします。
5. [全般]ページで[ホットフォルダー]を有効にします。
6. [詳細]ページの［ホットフォルダー］セクションで、ポーリング間隔を設定します。
ポーリング間隔値を決めるときは、マージするPDFファイルのサイズを考慮する必
要があります。

7. [ファイル種類]で、[文書]を選択します。
8. [マージ方法]を選択し、必要な場合は、[マージ番号]を選択します。
9. ［OK］をクリックします。

• ポーリング時にコピー中のファイルは、次のポーリングにパスされます。
• ファイルが破損しているか、またはパスワードで保護されているため、マージ
ツールがすべてのファイルを処理できない場合は、マージされなかったファイル
はHotfolder/Merging/FailedMergesフォルダーに保存され、マージのタイ
ムスタンプにより分類されます。エラーについては、ワークフローログを参照し
ます。

外部アクティビティー
TotalFlow Production Managerの外部からアプリケーションを実行するアクティビティーを
追加できます。外部アプリケーションは特殊なジョブ処理タスクを実行できます。
TotalFlow Production Managerがインストールされているコンピューターで実行してくださ
い。
TotalFlow Production Managerアクティビティーの外部で処理されるため、外部アクティビ
ティーと呼びます。
TotalFlow Production Managerには、以下の外部アクティビティーが含まれています。
[外部アプリケーション実行]
コマンドラインインターフェースで外部アプリケーションを呼び出します。ジョブに
作成した固有のスプールディレクトリーインストールドライブ:¥aiw¥aiw1¥spool
¥default¥JobIDから外部アプリケーションでジョブを読み込み、処理後に出力結果
をスプールディレクトリに書き込む設定ができます。

[ホットフォルダーアプリケーション実行]
別のアプリケーションで監視されているホットフォルダーにジョブを入れます。その
アプリケーションは印刷ジョブを取り出して処理し、出力フォルダーに入れます。
TotalFlow Production Managerはその出力フォルダーを監視し、準備ができたらジョブ
を取り出します。
使用するアクティビティーは主に外部アプリケーションのジョブ受信方法によって異
なります。外部アプリケーションにコマンドラインインターフェースがある場合は、
ワークフローに[外部アプリケーション実行]が含まれます。外部アプリケーションが
ホットフォルダーの入力を監視する場合は、ワークフローに[ホットフォルダーアプリ
ケーション実行]が含まれます。外部アプリケーションに両方のインターフェースがあ
る場合は、どのアクティビティーを使用するかを選択できます。
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使用するアクティビティーを判断するときに、以下の点に注意してください。

[外部アプリケーション実行] [ホットフォルダーアプリケーション実行]

コマンドの書き込みとすべての必要なオプション
の指定が必要です。コマンドの書き込みに精通し
ていない、または外部アプリケーションの実行に
必要なコマンド構文が不明だとアクティビティー
の設定が難しくなります。

送信フォルダーと取得フォルダーの正しい設定が
必要です。送信するファイル名が取得パターンと
一致しない場合は、送信フォルダーと取得フォル
ダーが同じになります。取取得得パパタターーンンは、リター
ンジョブを識別するパターン一致文字列です。

たとえば、外部アプリケーションがPCLからPDF
にファイルに変換する場合は、取得パターンは.
PDF拡張子があるファイルを検索します。
printfile.PDFを検索するため、アクティビ
ティーはホットフォルダーにprintfile.pclを
コピーし、変換したファイルを間違えずに取得で
きます。

別のPDFファイルを返すアプリケーションにPDF
ファイルを送信するには、送信フォルダーと取得
フォルダーは同じフォルダーにできません。

外部アプリケーションに送信するコードページと
言語を指定できます。

外部アプリケーションに送信するコードページと
言語は指定できません。

外部アプリケーションからエラー状態を避けて
ジョブを送信できるリターンコードを指定できま
す。

有効なリターンコードを指定するオプションはあ
りません。

外部アプリケーションが指定ファイルを返す場合
は、ファイルを取り出し、エラーを確認せずに次
のステップに処理を移動します。そのため、出力
ディレクトリーにエラーファイルをコピーしない
ように外部アプリケーションを設定することが必
要になります。ホットフォルダーがタイムアウト
に設定されている場合は、ジョブは問題が解決す
るまでエラー状態になります。ホットフォルダー
がタイムアウトに設定されている場合は、ジョブ
は問題が解決するまでエラー状態になります。
ホットフォルダーが無期限で待機に設定されてい
る場合は、オペレーターが操作するまでジョブは
待機し続けます。

外部アプリケーションをセットアップする

外部アクティビティーを作成する前に、外部アクティビティーを呼び出す外部アプリケー
ションをセットアップしてください。
外部アプリケーションをセットアップには、以下の操作を行います。
1. TotalFlow Production Managerと同じシステムに外部アプリケーションをインストー
ルします。
インストールについては、外部アプリケーションの使用説明書を参照してくださ
い。

2. TotalFlow Production Managerで外部アプリケーションを実行できることを確認して
ください。以下のいずれかを行います。
• 作成するコマンドの外部アプリケーションにフルパスを入れます。

外部アクティビティー
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• ［PATH］システム環境変数に外部アプリケーションをインストールしたフォル
ダーを追加します。

3. 外部アプリケーションが正常に起動することを確認します。
4. 外部アプリケーションがコマンドラインインターフェースを使用する場合は、外部
アプリケーションの実行に使用するコマンドを記録します。
[外部アプリケーション実行]アクティビティーを作成するときに、このコマンドで
［外部コマンド］プロパティーの値を決定します。

[外部アプリケーション実行]アクティビティーを作成する

コマンドラインインターフェースを使用する外部アプリケーションでジョブを処理するに
は、[外部アプリケーション実行]アクティビティーを作成し、ワークフローに追加しま
す。
[外部アプリケーション実行]アクティビティーを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. ページの左側のオブジェクトポッドで、［ワークフロー］をクリックします。
4. 編集するワークフローを選択し、[さらに表示]、[エディターとプロパティー...]の順
にクリックします。
[エディター]ポッドにワークフローが表示されます。

5. ［デフォルト］ポッドの［アクティビティー］セクションで、[外部アプリケーショ
ン実行]アクティビティーを選択して[コピー...]をクリックします。

6. ［アクティビティーをコピー］ダイアログで、すべての必要なプロパティーに値を
設定します。

1. [外部アプリケーション実行]アクティビティーを使用してPostScriptまたはPCL
ジョブをPDFに変換する場合、［外部コマンド］フィールドの以下のコマンドの
いずれかを使用します。
• PCLファイルを変換する場合：

copy ${getFileName(print,pdf,read)} ${getFileName(print,pcl,write)}
• PostScriptファイルを変換する場合：

copy ${getFileName(print,pdf,read)} ${getFileName(print,ps,write)}
詳しくは、P. 184「外部変換アプリケーションを使用してPostScriptおよびPCL
ジョブを変換する」を参照してください。

2. ［外部コマンド］プロパティーでファイル名を指定するには、P. 275「記号表記
でファイル名を指定する」を参照してください。

3. ［外部コマンド］プロパティーでジョブ属性を指定するには、P. 277「コマンド
でジョブ属性シンボルを使用する」を参照してください。
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7. [OK]をクリックします。
［アクティビティー］ポッドの［カスタム］セクションに新しいアクティビティー
が表示されます。

8. 新しいアクティビティーをワークフローに追加します。このワークフローにジョブ
を送信し、外部アプリケーションで処理します。

[ホットフォルダーアプリケーション実行]アクティビティーを作成する

ホットフォルダーインターフェースを使用する外部アプリケーションでジョブを処理する
には、[ホットフォルダーアプリケーション実行]アクティビティーを作成し、ワークフ
ローに追加してください。
[ホットフォルダーアプリケーション実行]アクティビティーを作成するには、以下の操作
を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. ページの左側のオブジェクトポッドで、［ワークフロー］をクリックします。
4. 編集するワークフローを選択し、[さらに表示]、[エディターとプロパティー...]の順
にクリックします。または、ワークフローを選択し、［ワークフローを編集］アイ
コン（ ）をクリックします。
[エディター]ポッドにワークフローが表示されます。

5. ［デフォルト］ポッドの［アクティビティー］セクションで、[ホットフォルダーア
プリケーション実行]アクティビティーを選択して[コピー...]をクリックします。

6. ［アクティビティーをコピー］ダイアログで、すべての必要なプロパティーに値を
設定します。
［取得されたファイル］および［送信するファイル］プロパティーのファイル名の
指定については、P. 275「記号表記でファイル名を指定する」を参照してくださ
い。
[取得パターン]プロパティーに値を指定するには、正規表現を使用してください。正
規表現の${Job.Id}を使用し、ジョブIDを示すことができます。ジョブIDはスプール
フォルダーのジョブファイル名で始まるため、getFileNameまたは
getAbsoluteFileName方式で［送信するファイル］プロパティーの値を指定する場
合は、ファイル名の先頭はジョブIDになります。また、ホットフォルダーアプリ
ケーションが入力ファイル名と同じファイルを返すと、返されたファイル名の先頭
はジョブIDになります。［取得パターン］のデフォルト値${Job.Id}.*は、ジョブID
で始まるすべてのファイル名と一致します。${Job.Id}.*[Pp][Dd][Ff]の値はファイ
ルの拡張子がPDFのときは、どの場合でも、ジョブIDで始まる任意のファイル名と一
致します。
正規表現については、P. 274「正規表現」を参照してください。

7. [OK]をクリックします。
［アクティビティー］ポッドの［カスタム］セクションに新しいアクティビティー
が表示されます。

外部アクティビティー
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8. 新しいアクティビティーをワークフローに追加します。このワークフローにジョブ
をを送信し、ホットフォルダーアプリケーションで処理します。

[フォルダーにコピー]アクティビティーを作成する

ジョブファイルを指定したフォルダーにコピーするには、[フォルダーにコピー]アクティ
ビティーを作成し、ワークフローに追加します。
[フォルダーにコピー]アクティビティーを作成するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. ページの左側のオブジェクトポッドで、［ワークフロー］をクリックします。
4. 編集するワークフローを選択し、[さらに表示]、[エディターとプロパティー...]の順
にクリックします。または、ワークフローを選択し、［ワークフローを編集］アイ
コン（ ）をクリックします。
[エディター]ポッドにワークフローが表示されます。

5. ［デフォルト］ポッドの［アクティビティー］セクションで、[フォルダーにコピー]
アクティビティーを選択して[コピー...]をクリックします。

6. ［アクティビティーをコピー］ダイアログで、すべての必要なプロパティーに値を
設定します。
1. 指定したフォルダーにファイル名が存在していて置換する場合は、［ファイルを
上書き］オプションを使用します。

2. ［エラー発生時にフォルダーへのコピーを有効化］を選択し、[参照]ボタンを使
用してファイルのコピー先フォルダーの名前と場所を指定します。ファイルが
サーバーにコピーされます。コピー先フォルダーに書き込み権限があることを確
認します。フォルダーが作成されていない場合は、［追加］アイコン（ ）を使
用して新しいフォルダーを作成します。

7. [OK]をクリックします。

6ワークフローを操作する
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［オブジェクト］ポッドの［カスタム］セクションに新しいアクティビティーが表
示されます。

アクティビティーを削除する
管理者は、カスタムアクティビティーを削除できます。
アクティビティーを削除するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[操作]をクリックします。
3. ［ワークフロー］タブでワークフローを右クリックし、[エディターとプロパ
ティー...]を選択します。

4. [エディター]ページを開きます。
5. ［カスタム］セクションを拡大します。
6. 削除するアクティビティーを右クリックし、[削除]をクリックします。

アクティビティーを削除する
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7.レポートを操作する
•標準レポート
•レポートを表示する
•レポートの時間範囲を設定する
•レポートを保存する
•レポートをエクスポートする
•レポートを削除する

TotalFlow Production Managerには、処理能力の計画、生産効率の測定や最適化、問題の判
別に使用できるレポートがあります。
TotalFlow Production Managerはジョブのイベントとプリンターの使用状況のデータを収集
し、そのデータに基づいてレポートを生成します。TotalFlow Production Managerのレポー
トを使用するか、カスタマイズしたレポートを作成できます。
TotalFlow Production Managerを使用すると、以下を実行できます。
• レポートを表示します。
• 標準レポートを修正して独自のレポートを作成します。
• レポートを保存や削除します。
• レポートを印刷したり、スプレッドシートやほかのアプリケーションでデータを操作
したりできるように、PDFまたはCSV形式ファイルでエクスポートできます。

• カスタムレポートを作成します。

プリンターとコントローラーから受信したデータに基づいてすべてのレポートで情報が提
供されます。従って、TotalFlow Production Managerでレポートされた値が正確であること
は保証されません。面付け、ページ例外、印刷中のジョブ削除、その他などのユーザーア
クションが実際の数字に影響する場合があります。また、紙詰まりリカバリーなどのプリ
ンター操作も正確性に影響する場合があります。

標準レポート
TotalFlow Production Managerで提供する標準レポートを変更してカスタマイズしたレポー
トを作成できます。
TotalFlow Production Managerの標準レポートには、以下の種類があります。
[ジョブ性能]レポート
ジョブのアクティビティーと各アクティビティーの時間が表示されます。このレポー
トで、以下の質問に回答します。
• 最も効率良くジョブを処理するワークフローはどれですか？
• ジョブがキューで待機する時間が最も長いアクティビティーはどれですか？
• 最もジョブがエラーになりやすいアクティビティーはどれですか？
• 長時間かかるアクティビティー、リソースが集中するアクティビティー、手動のア
クティビティーでジョブの処理時間はどのくらいかかりますか？

[印刷されたジョブ]レポート
印刷したジョブが表示されます。このレポートで、以下の質問に回答します。
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• 印刷されているジョブはいくつありますか？
• 各ジョブで何部数が印刷されていますか？
• これらのジョブは何ページありますか？
• 特定の種類の用紙は何枚印刷されていますか？
• ジョブを何回再印刷しましたか？
• カラーページまたは白黒ページは何部印刷されていますか？

[プリンター使用状況]レポート
プリンターの作業量が表示されます。このレポートで、以下の質問に回答します。
• 使用頻度が最も高いプリンター
• 一番問題が多いプリンター

[ジョブ性能]レポート

[ジョブ性能]レポートにはジョブが通ったアクティビティーと各アクティビティーに使っ
た時間が表示されます。
レポートの項目は、以下のとおりです。
列項目 概要

[アクティビティー名] アクティビティーの名前

[フェーズ名] アクティビティーが発生するワークフロー
フェーズ

[ワークフロー] アクティビティーが発生するワークフローの名
前

[処理数] アクティビティーで処理したジョブの数

[成功数] 正常にアクティビティーを完了したジョブの数

[エラー数] エラーでアクティビティーを完了したジョブの
数

[失敗割合] エラーでアクティビティーを完了したジョブの
割合

[平均サイズ] アクティビティーを通過したすべてのジョブの
平均サイズ（バイトで表示）

[ジョブ再実行数] アクティビティーを完了後に[印刷]フェーズで
再開したジョブの数

[印刷されたジョブ]レポート

[印刷されたジョブ]レポートには印刷したジョブの情報が表示されます。
レポートの項目は、以下のとおりです。

7レポートを操作する
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列項目 概要
[ID] ジョブのIDです。
[名前] ジョブの名前です。

[ユーザーコード] 特定のプリンターでのみ印刷を許可するジョブの
コードセットです。

[ユーザー名] ジョブを作成したユーザー名です。表示名は、
ジョブ送信方法またはプラットフォームに基づ
き、異なる場合があります。

[お客様] ジョブを印刷したお客様です。

[印刷終了時間] ジョブの印刷が終了したときの日時です。

[プリンター] ジョブを印刷したプリンターです。

[印刷済みページ] 印刷された合計ページ数（ジョブページ数×印刷部
数）です。

[印刷済み部数] 印刷された部数です。

[Statementシート] 印刷されたStatementのシート数です。

[A5シート] 印刷されたA5のシート数です。

[Legalシート] 印刷されたLegalのシート数です。

[Letterシート] 印刷されたLetterのシート数です。

[A4シート] 印刷されたA4のシート数です。

[Tabloidシート] 印刷されたTabloidのシート数です。

[A3シート] 印刷されたA3のシート数です。

[12x18inシート] 印刷された12 x 18 inchのシート数です。

[SRA3シート] 印刷されたSRA3のシート数です。

［カラーページ］ ジョブのカラーページ数です。

［白黒ページ］ ジョブの白黒ページ数です。
[その他のシート] デフォルトシート以外の種類の印刷されたシート

数です。

[プリンター使用状況]レポート

[プリンター使用状況]レポートにはプリンターの作業量が表示されます。
レポートの項目は、以下のとおりです。
列項目 概要 補足
[プリンター] ジョブを印刷したプリンターの

名前
[種類] プリンターの種類：ジョブチ

ケットまたはパススルー

標準レポート
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列項目 概要 補足
[モデル] ProC901などのプリンターモデ

ル。レポートをモデルでまとめ
るには、、各プリンターの[モデ
ル]プロパティーで指定した値と
一致させてください。

[%無効時間] レポート期間におけるプリン
ターが無効だった時間の割合

[%印刷時間] レポート期間におけるプリン
ターが[印刷中]状態だった時間
の割合

パススループリンターの[印刷中]
状態の時間は、lprコマンドを完了
して戻る時間を反映します。実際
に印刷した時間ではありません。

[%要注意時間] レポート期間中にプリンターが
処理中のジョブに操作を要求し
たレポート期間の割合

SNMPが切断または無効になる
と、この値は正確でない場合があ
ります。SNMPのポーリング頻度
によって正確度は異なります。

パススループリンターの[TCP/IPア
ドレスまたはホスト名]プロパ
ティーに値がない場合は、この値
は正確ではありません。

[累積印刷済みページ] レポート期間中に印刷した合計
ページ数

[印刷済み累積シート] レポート期間中に印刷した用紙
の合計数

[再印刷] レポート期間中に再実行した印
刷ステップの合計数

レポートを表示する
管理者は、[レポート]ポッドのリストにあるレポートのデータを表示できます。
レポートを表示するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[レポート]をクリックします。
3. [レポート]ポッドで、表示させるレポートを選択します。
［レポート名］ポッドに選択したレポートが表示されます。

4. 最新の変更を表示するには［更新］アイコン（ ）をクリックします。

レポートの時間範囲を設定する
デフォルトでは、午前0時から現在までのデータがレポートに表示されます。この時間範
囲は変更できます。

レポートは10,000レコードに切り捨てられます。切り捨てないようにするには、時間範囲
を短くし、レポートのレコード数が9,999件以下になるように設定します。
レポートの時間範囲を設定するには、以下の操作を行います。

7レポートを操作する
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1. ［レポート名］ポッドのタイルバーで［検索］アイコン（ ）をクリックします。
タイトルバーの下に、次の領域が表示されます。

2. ［時間範囲を選択］フィールドで、以下の操作を行います。
• 事前設定の時間範囲を1つ選択します。
• 独自の時間範囲を設定するには、以下の操作を行います。

1. ［カスタム］を選択します。
2. ［開始時刻］と［終了時刻］フィールドに、次の形式で値を入力します。mm/

dd/yyyy hh:mm
3. ［適用］をクリックします。

レポートを保存する
標準レポートの変更や別の名前でコピーを保存してカスタマイズしたレポートを作成でき
ます。作成したレポートは変更または保存できます。標準レポートを修正したり、修正し
たレポートを標準レポート名で保存したりすることはできません。
レポートを保存するには、以下の操作を行います。
• カスタマイズしたレポートを同じ名前で保存するには、［保存］アイコン（ ）をク
リックします。

• 別の名前でレポートのコピーを保存するには、以下の操作を行います。
1. ［名前を付けて保存］アイコン（ ）をクリックします。
2. ［レポートオプションを保存］ダイアログで新しい名前と概要を入力し、[OK]をク
リックします。

TotalFlow Production Managerのレポートが選択されている場合は、保存アイコン（ ）
は無効です。

レポートをエクスポートする
CSVまたはPDFファイルでレポートをエクスポートできます。
この手順では、Firefoxでレポートをエクスポートする方法を説明しています。ほかのプラ
ウザーでは手順は多少異なります。
レポートをエクスポートするには、以下の操作を行います。
1. [レポート]ポッドでレポートを選択します。
［レポート名］ポッドにレポートの内容が表示されます。

2. いずれかのポッドのツールバーで、CSVエクスポートアイコン（ ）または、PDF
エクスポートアイコン（ ）をクリックします。
［保存］ダイアログにファイルが表示されます。デフォルトファイル名は
TotalFlow_Production_Manager_reportName_YYYY-MM-DD HH-MM-SS.csv

レポートを保存する
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またはTotalFlow_Production_Manager_reportName_YYYY-MM-DD HH-MM-
SS.pdfです。
レポートをPDFでエクスポートする場合、列が用紙サイズを超えているときは、一
部の列を消去してくださいという旨のメッセージが表示され、列のリストが開きま
す。

3. レポート用PDFファイルの用紙種類と方向を選択します。
4. 必要なだけ列を消去し、[エクスポート]をクリックします。

レポートを削除する
管理者は、レポートを削除できます。TotalFlow Production Managerの標準レポートは削除
できません。
レポートを削除するには、以下の操作を行います。
1. 管理者権限を持つユーザーとしてTotalFlow Production Managerにログインします。
2. メニューバーで、[レポート]をクリックします。
3. [レポート]ポッドで、削除するレポートを右クリックし、[削除]を選択します。

TotalFlow Production Managerのレポートが選択されている場合は、[削除]オプション
は無効です。

7レポートを操作する
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8.バックアップ/リストア
•データをバックアップする
•データをリストアする

システムエラーによるデータ損失の防止やデータを修復するには、TotalFlow Production
Managerのバックアップ/リストアプログラムを使用します。
バックアッププログラムは、以下のデータを保存します。
• ユーザー、ワークフロー、データベースに保存したプリンターなどのシステムデータ
• ヘッダーページなどで使用する制御ファイル
• スプールディレクトリーのジョブファイルなどのユーザーデータ
TotalFlow Production Managerを再インストールする必要がある場合、リストアプログラム
を実行し、データを回復できます。システムデータと制御ファイルは常にバックアップ/リ
ストアされます。オプションでユーザーデータをバックアップまたはリストアできます。

1. 2台のコンピューターが同じホスト名を持たない限り、バックアップ/リストアプログラ
ムを使用して、あるコンピューターから別のコンピューターにTotalFlow Production
Managerをコピーまたは移動することはできません。1台のコンピューターから別のコ
ンピューターに異なるホスト名でオブジェクトをコピーするには、最初のコンピュー
ターからオブジェクトをエクスポートし、2番目のコンピューターにそのオブジェクト
をインポートします。

2. TotalFlow Production Managerのプログラムでバックアップしたデータは別のバージョ
ンではリストアできません。

データをバックアップする
aiwbackupプログラムを使用し、TotalFlow Production Manager設定のコピーをアーカイブ
したり、データバックアップをするためのプログラムのアンインストールを許可したりで
きます。

aiwbackupプログラムはTotalFlow Production Managerを自動で停止します。別のバック
アッププログラムを使用する場合は、はじめにTotalFlow Production Managerを停止してく
ださい。
アンインストール処理中にデータバックアップを実行するには、[データのバックアップ]
ダイアログウィンドウの[はい]をクリックし、データを保管するアーカイブ先を指定しま
す。
コマンドラインからTotalFlow Production Managerデータをバックアップするには、以下の
操作を行います。
1. Windowsにローカルの管理者権限を持つユーザーとしてログインします。
2. 言語表示を最適化するには、フォントをMSゴシックに設定します。

1. 管理者として新しいコマンドプロンプトウィンドウを開きます。

2. コマンドラインアイコン（ ）を右クリックし、［プロパティー］をクリック
します。
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3. フォントタブで、MSゴシックを選択し、デフォルトのフォントを変更してか
ら、［OK］をクリックして新しい設定を保存します。

3. コマンドプロンプトウィンドウで、以下のコマンドのいずれかを入力します。
• システムデータ、制御ファイル、ジョブ、入力ファイル、ジョブファイル（ス
プールディレクトリーのジョブ情報があるファイルと入力ファイルのコピー）を
保存するには、次のコマンドを入力します。

installation_drive:¥installation_folder¥bin¥aiwbackup.bat
バックアップデータのデフォルトの保存先はインストールドライブ:¥インストー
ルフォルダー¥bin¥migrateData.zipです。

• ジョブやジョブファイル以外のシステムデータ、制御ファイルなどを保存するに
は、次のコマンドを入力します。

installation_drive:¥installation_folder¥bin¥aiwbackup.bat -r

TotalFlow Production Managerをバックアップするときに-rオプションを使用した
場合は、システムをリストアするときにも使用してください。
– aiwbackupでは、-rオプションはジョブまたはジョブファイルを保存しませ
ん。

– aiwrestoreでは、-rオプションはジョブをリストアしません。

8バックアップ/リストア
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• バックアップデータを保存するアーカイブ名と保存先を指定するには、以下の操
作を行います。

installation_drive:¥Installation_folder¥bin¥aiwbackup.bat -r -f archive_name.zip
-fオプションは、リストアされたデータを含むアーカイブの名前と場所を指定しま
す。
確認メッセージが表示されます。

4. バックアップを続行するには、［Enter］を押します。
バックアップするファイルの数とサイズに応じて完了までに数分かかる場合があり
ます。バックアップが進行中に、コマンドプロンプトウィンドウにステータス更新
の一部が表示されます。完了した後に、指定したフォルダーのバックアップファイ
ル、またはデフォルトのバックアップ先のインストールドライブ:¥インストール
フォルダー¥bin¥migrateData.zipが表示されます。

データをリストアする
aiwbackupプログラムを使用してTotalFlow Production Managerをバックアップした場合
は、TotalFlow Production Managerインストーラーでaiwrestoreプログラムまたはリストア
手順を使用すると、バックアップのアーカイブで保存した設定に戻ります。

aiwrestoreプログラムはTotalFlow Production Managerを自動で停止します。別のリストア
プログラムを使用する場合は、はじめにTotalFlow Production Managerを停止してくださ
い。
アンインストール処理中にデータのリストアを実行するには、[データリストア]ダイアロ
グウィンドウの[はい]をクリックして、リストアするデータが含まれているアーカイブを
指定します。
コマンドラインからTotalFlow Production Managerデータをリストアするには、以下の操作
を行います。
1. Windowsに管理者権限を持つユーザーとしてログインします。
2. TotalFlow Production Managerを再インストールします。
手順は、「TotalFlow Production Managerセットアップガイド」を参照してくださ
い。

3. 言語表示を最適化するには、フォントをMSゴシックに設定します。
1. 管理者として新しいコマンドプロンプトウィンドウを開きます。

2. コマンドラインアイコン（ ）を右クリックし、［プロパティー］をクリック
します。

3. フォントタブで、MSゴシックを選択し、デフォルトのフォントを変更してか
ら、［OK］をクリックして新しい設定を保存します。

データをリストアする
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4. コマンドプロンプトウィンドウで、以下のコマンドのいずれかを入力します。
• システムデータ、制御ファイル、ジョブ、入力ファイル、ジョブファイル（入力
ファイルのコピーなどのジョブ情報を含むスプールディレクトリーのファイル）
をリストアするには、次のコマンドを入力します。

installation_drive:¥installation_folder¥bin¥aiwrestore.bat
バックアップデータのデフォルトの保存先はインストールドライブ:¥インストー
ルフォルダー¥bin¥migrateData.zipです。

• ジョブやジョブファイル以外のシステムデータ、制御ファイルなどをリストアす
るには、次のコマンドを入力します。

installation_drive:¥installation_folder¥bin¥aiwrestore.bat -r

TotalFlow Production Managerをバックアップするときに-rオプションを使用した
場合は、システムをリストアするときにも使用してください。
– aiwbackupでは、-rオプションはジョブまたはジョブファイルを保存しませ
ん。

– aiwrestoreでは、-rオプションはジョブをリストアしません。
• データをリストアするアーカイブ名とリストア先を指定するには、以下の操作を
行います。

drive_name:¥folder_name¥bin¥aiwrestore.bat -r -f archive_name.zip

8バックアップ/リストア



8

243

-fオプションは、リストアされたデータを含むアーカイブの名前と場所を指定しま
す。
確認メッセージが表示されます。

5. リストアを続行するには、Yと入力します。
オペレーティングシステムを再起動してくださいというメッセージが表示されま
す。

6. オペレーティングシステムを再起動します。
7. TotalFlow Production Managerを起動します。
手順は、「TotalFlow Production Managerセットアップガイド」を参照してくださ
い。

TotalFlow Production Managerの体験版または基本バージョンでデータをリストアする場合
は、このバージョンで許可されている最大のプリンター台数を超過しないようにしてくだ
さい。プリンター台数を超過する場合は、プリンターはリストアされても、有効にするこ
とができません。

データをリストアする
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9.こんなときには
•RICOH TotalFlow PMサービスが開始しない
•TotalFlow Production Managerにアクセスできない
•TotalFlow Production Managerの上位バージョンをインストールできない
•ファイルをアップロードできない
•ジョブプロパティーエディターのエラーでジョブ送信セッションが停止する
•プリンター機器と通信できない
•TotalFlow PM PDF Print Driverがサーバーと通信できない
•ワークフローを有効にできない
•ジョブの状態を表示できない
•正しい文字でファイル名またはジョブ名が表示/印刷されない
•入力ファイルにエラーがある
•日本語の値が保存されない
•ジョブ入力値が自動的に修正される
•ジョブプロパティーが更新されない
•合計シート数が0になる
•正しい文字で表示/印刷されない
•印刷がスケジュールされない
•ジョブ/入力ファイルを削除できない
•正しい順序で印刷されない
•ジョブの印刷状態の時間が長い
•PitStop Serverエラーによってジョブが却下される
•不正なローカルプロファイルがプリフライトデータベースに表示される
•メッセージが画面と異なる言語で表示される
•用紙をマッピングできない
•性能に問題がある
•ダイアログを閉じた後に操作画面が応答しない
•ブラウザーが応答しない
•TotalFlow PM PDF Print Driverで印刷ダイアログがジョブプロパティーと同期しない
•印刷ダイアログ設定がTotalFlow Production Managerで修正される
•［ブック全体を印刷］オプションで複数のジョブを作成する
•[ジョブのプロパティー]ダイアログのトラブルシューティング

TotalFlow Production Managerで問題が発生したときの対処方法を説明します。

RICOH TotalFlow PMサービスが開始しない
RICOH TotalFlow Production Managerサービスが開始しない場合は、RICOH Printer
ConnectorとPostgres TotalFlow PMの対応サービスが実行していることを確認してくださ
い。何も実行されない場合は、手動で開始してください。

TotalFlow Production Managerにアクセスできない
リモートコンピューターがTotalFlow Production Managerにアクセスできない場合は、複数
の原因が考えられます。
• TotalFlow Production Managerがインストールされたコンピューターで、TotalFlow

Production Managerサーバーが実行していない。TotalFlow Production Managerの起動に
ついては、「セットアップガイド」を参照してください。

• リモートコンピューターとTotalFlow Production Managerサーバー間のネットワークが
接続できていません。再接続をしてブラウザーを更新してください。
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• ファイアウォールがアクセスをブロックしています。ファイアウォールがTotalFlow
Production Managerのポートをブロックしないことを確認してください。デフォルトで
は、これらのポートはユーザーインターフェイスで15080、HTML形式の「ユーザーガ
イド」で15888です。
TotalFlow Production Managerのインストール中にTotalFlow PM PDF Print Driverサーバー
に接続を試行してTotalFlow PMサーバーに接続できませんというメッセージが表示さ
れた場合は、ブラウザーからTotalFlow Production Managerにアクセスできることを確
認してください。

• TotalFlow Production Managerにログインできても、使用できずに操作画面にアクセス
できない場合は、体験版ライセンスの期限が切れていることがあります。この場合
は、サービス担当者に連絡してください。

• オペレーティングシステムをWindows 10に更新した後にTotalFlow Production Manager
にアクセスできない場合は、コンピューターを再起動してから、TotalFlow Production
Managerにログインしてください。

TotalFlow Production Managerの上位バージョンをイ
ンストールできない
TotalFlow Production Managerをインストールできない場合は、複数の原因が考えられま
す。
• 必要な権限がないユーザとしてログインしています。この場合は、次のエラーメッ
セージを受信します。必要な権限がないユーザーでアプリケーションをインストールしようとして
います。管理者権限のユーザーでログインしてから、アクションを再試行してください。Windowsを
ログアウトし、管理者権限のあるユーザーで再度ログインします。TotalFlow
Production Managerのインストールを再試行します。

• 3.1より前のバージョンにTotalFlow Production Managerをインストールしようとしてい
ます。3.1にアップグレードしてから、製品アップデートのインストールを試みてくだ
さい。たとえば、バージョン2.1に4.2をインストールする場合は、バージョン3.1をイ
ンストールしてから4.2にアップグレードしてください。

ファイルをアップロードできない
送信や変換操作のためにファイルのアップロードを試行する場合は、ファイルサイズ、種
類と形式要件の範囲内であることを確認してください。
要件については、TotalFlow Production ManagerのReadmeファイルの「入力ファイルにつ
いて」を参照してください。
また、対応している最大ファイルサイズは、ブラウザーによって異なります。

ジョブプロパティーエディターのエラーでジョブ送信
セッションが停止する
TotalFlow Production Manager Job Submissionセッションが予想外に停止する場合は、複数
の原因が考えられます。
1. [閉じる]ボタンを使用して前のセッションを終了せず、ブラウザーを更新したか閉じま
した。

9こんなときには
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2. データが意図せずセッションフォルダーから削除されました。
3. ブラウザーが無効なセッションを使用しています。
ジョブ送信セッションが、［S00103E］：［ジョブプロパティーエディターでエラーが発
生しました：］filepath［（システムは指定されたパスを検出できません）］というエ
ラーメッセージが表示されて停止した場合は、以下を実行してください。
1. ［OK］をクリックします。
2. [閉じる]ボタンを使用してTotalFlow Production Manager Job Submissionセッションを
閉じます。

3. 新しいTotalFlow Production Manager Job Submissionセッションを開きます。

プリンター機器と通信できない
TotalFlow Production ManagerがSNMPを使用するプリンター機器と通信できない場合は、
印刷と仕上げオプションを示すプリンタープロパティーが正しくない可能性があります。
その結果、正しく印刷できないプリンターにジョブを割り当てることがあります。

TotalFlow PM PDF Print Driverがサーバーと通信でき
ない
TotalFlow Production Managerサーバーで HTTPSが有効になっている場合、TotalFlow PM
PDF Print DriverはTotalFlow Production Managerからジョブを受信することはできません。
TotalFlow PM PDF Print DriverはHTTPS接続をサポートしていません。
TotalFlow PM PDF Print Driverを設定してジョブを送信する前に、TotalFlow Production
Managerの HTTPSを無効にしてください。

ワークフローを有効にできない
次のメッセージが表示された場合は、別のLPDサービスがLPDポートを使用している可能
性があります。「AIWI6030E」：「エラーリターンコード：{0}を次のコマンドから受信
しました：{1}」、{0}は1、{1}はVerifyLPD.pl System "system_name"です。他の
LPDサービスを停止するには、以下の操作を行います。
1. Windowsの［コントロールパネル］で、［管理ツール］、［サービス］の順にダブル
クリックします。

2. LPDサービスを選択します。
• Windowsオペレーティングシステムに同梱のLPDサービスは［TCP/IP印刷サー
バー］と呼びます。

• 別のWindowsバージョンにオプション機能として使用できるLPDサービスは、
［LPDサービス］と呼びます。

• 独自のLPDサービスをインストールする印刷プログラムもあります。
3. ［停止］をクリックします。

プリンター機器と通信できない
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ジョブの状態を表示できない
ジョブチケットプリンターとパススループリンターが同じプリンター機器を表す場合は、
パススループリンターが大きいジョブを処理しているときにジョブチケットのプリンター
に割り当てたジョブの状況を表示できないことがあります。
問題を解決するには、同じプリンター機器を表すのプリンターは1個のみを有効にしてく
ださい。

正しい文字でファイル名またはジョブ名が表示/印刷
されない
TotalFlow Production Managerのサーバーにインストールされていないフォントをファイル
名やジョブ名に使用すると、操作画面で判読できなくなります。
ジョブ区切り紙（バナーページ）に印刷しても判読できなくなります。

入力ファイルにエラーがある
ワークフローが受信する入力ファイルにエラーがある場合は、ワークフローログにエラー
メッセージが表示されます。
ファイルが印刷されることを妨げるエラーを修正し、ファイルを再処理します。

日本語の値が保存されない
TotalFlow Production Managerの操作画面はUnicode補助文字（コードポイントU+10000か
らU+10FFFF）に対応していません。この範囲には特殊な日本語の文字が含まれていま
す。補助文字を含む値を入力した場合は、TotalFlow Production Managerで保存できませ
ん。
補助文字を含まない値を入力してください。

ジョブ入力値が自動的に修正される
TotalFlow PM 1.0.2以前から移行されているジョブのプロパティーを表示するときに、次の
エラーメッセージが表示される場合があります。入力値は無効です。値が自動的に修正さ
れています。変更を保存する前に、表示された結果を確認してください。
これは、どちらかの値が必要でも、ジョブチケットがシートに印刷されるページ数または
用紙サイズの値を指定していないことを意味します。この場合は、TotalFlow Production
Managerがジョブのレイアウトプロパティーの［シート当たりのページ数］に、デフォルト
値の［印刷方法/認証］を設定します。[OK]をクリックし、メッセージを閉じてから作業
を続行してください。

ジョブプロパティーが更新されない
別々のクライアントコンピューターで2人のユーザーが同じジョブのプロパティーを同時
に変更すると、変更が無効になる場合があります。

9こんなときには
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これは、ジョブプロパティーを変更するときに、ユーザーが変更したプロパティーのみで
なく、全体のジョブプロパティーが更新されるためです。たとえば、以下の問題が発生し
ます。
1. 2つのジョブプロパティーには以下の値があります。
[部数]: 1［保存］: ［しない］
2. ユーザーAが［保存］ジョブプロパティーの値を変更します。この変更で、以下の値の
新しいジョブプロパティーセットになります。

[部数]: 1［保存］: ［無期限に保存］
3. TotalFlow Production ManagerでユーザーAのジョブプロパティーセットを処理する前
に、ユーザーBが印刷部数を変更します。ユーザーBのジョブプロパティーセットは
［保存］プロパティーは元の値のままのため、以下の値になります。

[部数]: 3［保存］: ［しない］
4. TotalFlow Production ManagerでユーザーAのジョブプロパティーセットを処理します。

TotalFlow Production ManagerはユーザーBのジョブプロパティーセットを受信して処理
していないため、新しいジョブプロパティーセットは以下の値になります。

[部数]: 1［保存］: ［無期限に保存］
5. TotalFlow Production ManagerでユーザーBのジョブプロパティーセットを処理します。
ユーザーBが［保存］プロパティーの古い値でジョブプロパティーセットを送信したた
め、値は古い値に戻ります。これでジョブプロパティーセットは以下の値になりま
す。

[部数]: 3［保存］: ［しない］
ユーザーBは希望通りにジョブの3部数を取得します。ユーザーAはジョブの保存を希望し
ましたが、保存されていません。

合計シート数が0になる
FTPサーバーからホットフォルダープロトコルでワークフローに送信したジョブのサイズ
がゼロの場合は、入力ファイルが完全に送信された時間をワークフローが判断できなかっ
た可能性があります。
この問題を解決するには、ワークフローの[完了方法]プロパティーを[サイズを確認]また
は[トリガー]に設定し、再度ジョブを送信してください。FTPサーバーからファイルをダ
ウンロードすると、[ファイルオープン]と[なし]の完了方法は失敗します。

正しい文字で表示/印刷されない
ジョブを正しくプレビューして印刷するには、TotalFlow Production Managerでジョブが使
用するフォントにアクセスしてください。
これらのフォントはジョブに組み込まれています。指定されたフォントがない場合は、
ジョブを判読できません。

印刷がスケジュールされない
[エラー]進行状況カテゴリーにないジョブの印刷がスケジュールされない場合は、[用紙設
定]ジョブプロパティーの値を確認してください。

合計シート数が0になる
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用紙名の後にアスタリスクが表示される場合は、同じ名前の異なる用紙が存在しても、そ
の用紙が［用紙リスト］に見つからないことを示します。印刷ジョブをスケジュールする
には、［用紙］ダイアログの[ジョブのプロパティー]ページで別の用紙を選択してくださ
い。

ジョブ/入力ファイルを削除できない
ジョブやジョブの入力ファイルをワークフローから削除できない場合は、EFI Fieryコント
ローラーオプションを設定しているプリンターの保留キューにジョブがある可能性があり
ます。
TotalFlow Production Managerからジョブを削除するには、プリンターの操作画面で次の操
作を行います。
1. 「ジョブ」リストの「保留中」タブで、ジョブを選択します。
2. ジョブを解除して印刷するには、「印刷」をクリックします。印刷せずに保留キュー
からジョブを削除するには、「削除」をクリックします。

正しい順序で印刷されない
同じプリンター機器を表すTotalFlow Production Managerプリンターが原因の可能性があり
ます。
複数のTotalFlow Production Managerプリンターが同じ機器を表すときは、ジョブが正しい
順序で印刷されない場合があります。極端な場合は、TotalFlow Production Managerプリン
ターに割り当てたジョブが別のプリンターに割り当てたジョブのヘッダーシートと本文の
間に印刷されます。
問題を解決するには、同じプリンター機器を表すTotalFlow Production Managerプリンター
は1つのみを有効にしてください。

ジョブの印刷状態の時間が長い
一部のジョブの印刷状態が続く場合は、複数の原因が考えられます。
• JDFプリンター言語がデフォルト設定でアクティベートされたプリンターに複数のジョ
ブが送信されました。
同じプリンターに複数のジョブを送信したときは、すべてのジョブが［印刷］状態で
表示されていても、［保留］状態を保持する場合があります。
ジョブがプリンターで保留されていることを確認してください。ジョブの解除と［保
留］せずに直接プリンターでジョブを印刷する設定については、プリンターのマニュ
アルを参照してください。

• 部数が膨大なジョブや、テキストと画像を両方含むジョブがTotalFlow PM PDF Print
Driverを通して送信されました。
この場合は、印刷プロセスが完了するまでお待ちください。

PitStop Serverエラーによってジョブが却下される
[外部プリフライト]アクティビティーがあるワークフローを通過したジョブファイルを印
刷すると、次のエラーメッセージが表示され、ジョブがエラー状態になる場合がありま

9こんなときには
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す。「AIWI6073E」:「ジョブがエラーリターンコード{1}で終了しました。」「AIWI0017I
349: PitStop Serverの実行が許可されないため、ジョブxは却下されました。」
通常、このエラーはPitStop Serverの初回起動時に発生します。
バックグラウンドジョブ処理などのPitStop Serverアプリケーションを停止してから再起動
してください。

不正なローカルプロファイルがプリフライトデータ
ベースに表示される
管理者権限を持つ複数のWindowsユーザーがプリフライトデータベースを使用し、各ユー
ザーがカスタマイズしたローカルプリフライトプロファイルを保存した場合は、TotalFlow
Production Managerにはプリフライトデータベースを開いた最後のユーザーのローカルプ
ロファイルが表示されます。
複数のユーザーがプリフライトデータベースの設定が必要な場合は、複数のユーザーがア
クセスできるようにローカルではない新規データベースを作成します。

メッセージが画面と異なる言語で表示される
多くのメッセージはTotalFlow Production Managerの操作画面の言語で表示されますが、特
定の条件では別の言語で表示される場合があります。
TotalFlow Production Managerサーバーで発行されたメッセージは、操作画面の言語に関係
なく、サーバー言語で表示されます。これらのメッセージには、TotalFlow Production
Manager Job Submissionユーティリティーで受信したジョブの状況メッセージが含まれま
す。

用紙をマッピングできない
[給紙トレイ設定]ダイアログ内に給紙トレイにマッピングする用紙が表示されない場合
は、プリンターで対応する用紙のリストに追加してください。
プリンターの[プロパティー]ダイアログの[スケジューリング]ページで、[種類]フィールド
を更新します。
• プリンターに定義されたすべての用紙を使用可能にするには、[すべて]を選択します。
• 特定の用紙をプリンターで使用可能にするには、以下の操作を行います。

1. [選択済み]を選択します。
2. [対応済み]リストで、用紙を選択し、［OK］をクリックします。

性能に問題がある
TotalFlow Production Managerでは、最大2,500個までの保存したジョブと750個までの処理
中のジョブを同時にテスト済みです。ただし、最大数のジョブを一度に送信すると、性能
が低下する場合があります。性能を向上させるには、一度に送信するジョブの数を減らし
て別のジョブグループを送信する前に印刷を完了してください。

不正なローカルプロファイルがプリフライトデータベースに表示される
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ダイアログを閉じた後に操作画面が応答しない
TotalFlow Production Managerの操作画面からダイアログを開くと、背景のページはグレー
アウトで表示されます。
ダイアログでのみ操作が可能です。ダイアログを閉じるとすぐに、操作画面で再度操作で
きるようになります。
操作画面がグレーアウトのままでクリックしても応答しないときは、Webブラウザーを更
新してください。

ブラウザーが応答しない
ブラウザーからTotalFlow Production Managerの操作画面にアクセスしたときに応答しない
ときは、ブラウザーを閉じてから、再度開いてください。

TotalFlow PM PDF Print Driverで印刷ダイアログが
ジョブプロパティーと同期しない
PDFファイルを外部アプリケーションからTotalFlow PM PDF Print Driverを通して送信して
から、TotalFlow PM PDF Print Driverの［プリンターのジョブプロパティー］ダイアログで
部数を変更すると、部数に設定した値を外部アプリケーションの［印刷］ダイアログで変
更できない場合があります。
このエラーは一部のアプリケーションで［印刷］ダイアログの［部数］設定の値と
TotalFlow PM PDF Print Driverの［プリンターのジョブプロパティー］ダイアログで設定し
た部数を同期できない場合があるため、発生します。
この場合は、TotalFlow Production Managerは外部アプリケーションの［印刷］ダイアログ
で設定した部数が印刷されます。

印刷ダイアログ設定がTotalFlow Production Manager
で修正される
外部プログラムの印刷ダイアログで［部数］が1より多いときにTotalFlow PM PDF Print
Driverからジョブを送信したときは、TotalFlow Production Managerでジョブ設定が複数
ページの部数に変換される場合があります。
例えば、10ページの文書で［部数］に3を設定してから送信した場合は、TotalFlow
Production Managerジョブに1部30ページの文書が表示されます。
この場合は、1部のみを送信してから、TotalFlow Production Managerジョブポッドで部数
を設定します。部数の変更については、P. 149「ジョブの部数を変更する」を参照してく
ださい。

9こんなときには
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［ブック全体を印刷］オプションで複数のジョブを作
成する
［プリンターのジョブプロパティー］ダイアログで.xlsファイルプロパティーを修正し、
TotalFlow PM PDF Print Driver経由でファイルを送信すると、新しい値がすべてのファイル
シートに適用されない場合があります。
［印刷］ダイアログで［ブック全体を印刷］を選択しても、同じプロパティーを共有する
シートの各グループの個別のジョブが外部アプリケーションによって作成されるためで
す。
この場合、次の手順に従います。
1. 印刷する.xlsワークシートを選択します。
2. ブック全体を印刷する場合は、ワークシートを右クリックし、［すべてのシートの選
択］をクリックします。

3. ［印刷］ダイアログで、必要にあわせてジョブプロパティーを修正します。
4. ［設定］で、［作業中のシートを印刷］をクリックします。
5. 行った変更をすべての選択したワークシートに適用するには、［ページ設定］、
［OK］の順にクリックします。

6. ［印刷］をクリックします。

[ジョブのプロパティー]ダイアログのトラブルシュー
ティング
[ジョブのプロパティー]ダイアログで問題が発生した場合は、このトピックで原因と対処
方法を参照してください。

［ブック全体を印刷］オプションで複数のジョブを作成する
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問題または兆候 原因と対処方法

ステープルされない。

パンチされない。

リング製本されない。

くるみ製本されない。

中とじ折りされない。

Ｚ折りされない。

• ジョブのほかのプロパティーの設定が原因で、
選択した仕上げ操作（ステープル、パンチ、製
本、折りなど）をプリンターで実行できない可
能性があります。考えられる原因には、対応し
ていない仕上げ設定、まとめてステープルする
ページ数が多すぎる、特定の用紙サイズのみリ
ング製本できる、ジョブが異なる用紙サイズを
使用するなどがあります。プリンターが単純な
ジョブを正しく仕上げられない場合は、その仕
上げのタイプに適用される他の制限に関する情
報について、プリンターのマニュアルを確認し
てください。

• プリンターに仕上げ装置を設置していない可能
性があります。たとえば、プリンターにくるみ
製本機が設置されていない場合、くるみ製本オ
プションを設定したジョブ処理は実行できませ
ん。要求されたフィニッシャーが設置されたプ
リンターにジョブを再送信してください。

• 全体のジョブ仕上げオプションは、セット仕上
げと同時に処理できません。ジョブ内の特定の
ページにサブセット仕上げを選択した場合、
ジョブ仕上げの選択はすべて削除されます。

• ［Z折り］を［とじ位置］に設定したときは、
［下］のオプションはサポートされません。

• ［とじ位置］を［下］に設定したときは、［ス
テープル/製本］オプションはサポートされませ
ん。

中とじ折りされない。

中とじステープルされない。

製本仕上げは、ページの片面印刷、複数の見開き
ページ印刷、２ページ以上のデータを1ページに印
刷、挿入したインデックス紙には対応していませ
ん。

［印刷面］プロパティーを［両面］に設定します。
ページ単位、またはジョブ単位で［印刷面］のプロ
パティーを片面に変更すると、中とじ仕上げは削除
されます。

9こんなときには
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10.エラーメッセージ
•AIWFnnnnメッセージ
•AIWInnnnメッセージ
•AIWPnnnnメッセージ
•AAIIWWRRnnnnnnnnメッセージ
•AAIIWWSSnnnnnnnnメッセージ
•AIWXnnnnメッセージ
•AAIIWWXXMMRRnnnnnnnnメッセージ
•AIWXNOTnnnnメッセージ
•AIWWnnnnメッセージ

この章では、TotalFlow Production Managerで発行されるエラーメッセージと、表示された
ときの対処方法を記載しています。
エラーが発生した後のシステムの動作と問題を解決する対処方法を説明します。このセク
ションには、以下のメッセージエントリーがあります。
エラー
最初の行はエラーのエラーコードと概要が記載されています。

説明
TotalFlow Production Managerがメッセージを発行する原因となった状況について説明
します。

原因
システムがその状況に応答する動作を説明します。

対処方法
エラー状態から回復する方法を説明します。通常、ここには複数の回復アクションま
たは一連の関連する回復アクションが表示されます。これは、エラーの原因が複数の
問題であることを意味します。

説説明明と原原因因フィールドはユーザーに役立つ情報がある場合にのみ表示されます。

AIWFnnnnメッセージ
AAIIWWFF66001133EE：：TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrジジョョブブ{{33}}のの処処理理中中ににフファァイイルル
{{00}}をを{{11}}にに移移動動ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：ジョブが処理を完了するのを待機してから、ファイル移動を再試行してく
ださい。
AAIIWWFF66001188EE：：ジジョョブブ{{00}}がが見見つつかかりりまませせんんででししたた。。
対対処処方方法法：：ジョブはすでに削除されています。Webブラウザーウィンドウを更新して
ください。
AAIIWWFF66002200EE：：イインンタターーフフェェーーススははササーーババーーへへのの接接続続をを失失いいままししたた。。
対対処処方方法法：：サーバーが実行していません。管理者がサーバーを停止したか、問題が発
生したため停止した可能性があります。サーバーが実行していない理由を判断し、
Windowsサービスを使用してTotalFlow Production Managerサービスを停止し、再起動
してください。
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AAIIWWFF66002222EE：：一一般般エエララーーがが発発生生ししままししたた：：{{00}} -- {{11}}。。
対対処処方方法法：：ソフトウェアサポートに連絡してください。
AAIIWWFF66002288EE：：値値{{00}}はは有有効効ななペペーージジ番番号号ででははあありりまませせんん。。
対対処処方方法法：：有効なページ番号を指定し、アクションを再試行してください。
AAIIWWFF66002299EE：：先先頭頭ペペーージジ{{00}}はは、、ペペーージジ範範囲囲のの最最終終ペペーージジ{{11}}のの前前にに置置いいててくくだだ
ささいい。。
対対処処方方法法：：ページ範囲を訂正し、アクションを再試行してください。
AAIIWWFF66003300EE：：文文字字{{00}}ははププロロパパテティィーー{{11}}ににはは無無効効でですす。。
対対処処方方法法：：次の文字は無効です: {2}。有効な文字を使用し、アクションを再試行して
ください。
AAIIWWFF66003377EE::ジジョョブブ合合計計シシーートト数数のの最最初初のの文文字字はは{{00}}ででははななくく、、「「<<」」ままたたはは
「「>>」」ににししててくくだだささいい。。
対対処処方方法法：：有効な合計シート数値は「>」または「<」記号で始まり、数値が続きま
す。たとえば、<1000と>1000は有効な値になります。値を訂正し、アクションを再
試行してください。
AAIIWWFF66003388EE：：ジジョョブブ合合計計シシーートト数数値値のの最最初初のの文文字字のの後後ににはは整整数数がが必必要要でですす。。{{00}}
はは無無効効なな整整数数でですす。。
対対処処方方法法：：有効な合計シート数値は「>」または「<」記号で始まり、数値が続きま
す。たとえば、<1000と>1000は有効な値になります。値を訂正し、アクションを再
試行してください。
AAIIWWFF66004411EE：：ププリリンンタターー名名のの先先頭頭文文字字はは「「--」」ににははででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：有効なプリンター名はハイフンで始めることはできません。ハイフンはプ
リンター名の後に含めることができます。たとえば、Printer-Aは有効な値になります。
プリンター名を訂正し、アクションを再試行してください。
AAIIWWFF66004433EE：：パパススワワーードドがが要要件件をを満満たたししてていいまませせんん。。
対対処処方方法法：：新しいパスワードに前回と同じパスワードは使用できません。新しいパス
ワードを入力し、アクションを再試行してください。
AAIIWWFF66004444EE：：ロロググイインン試試行行のの失失敗敗回回数数がが多多すすぎぎまますす。。ユユーーザザーー名名{{00}}はは55分分間間ロロッッ
ククアアウウトトさされれまますす。。
対対処処方方法法：：このユーザー名はログイン失敗回数が多すぎたため、5分間ロックアウトさ
れています。原因は無効なパスワードだと考えられます。5分間待機し、有効なユー
ザー名とパスワードの組み合わせでログインアクションを再試行するか、管理者に
ユーザー名のパスワード変更を依頼してください。
AAIIWWFF66004455EE：：パパススワワーードドをを変変更更ししててくくだだささいい。。
対対処処方方法法：：パスワードの有効期限が切れているか、仮パスワードで初回ログインして
います。現在のアカウントのパスワードを変更してください。
AAIIWWFF66007700EE:: TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrははササーーババーー{{00}}にに接接続続ででききまませせ
んん。。
対対処処方方法法：：サーバーシステムオブジェクトで、IPアドレスまたはホスト名が不正な可
能性があります。管理者がサーバーを停止したか、問題が発生したため停止した可能

10エラーメッセージ
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性があります。TotalFlow Production Managerサーバーとの接続を確認し、IPアドレス
が有効であることを確認してください。

AIWInnnnメッセージ
AAIIWWII00000077II II：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrははワワーーククフフロローー{{22}}がが以以前前取取
得得ししたた入入力力フファァイイルル{{11}}かかららジジョョブブ{{00}}をを作作成成ししままししたた。。ししかかしし、、すすべべててののタタススクク
がが正正常常にに完完了了ししたたわわけけででははあありりまませせんん。。入入力力フファァイイルルがが再再送送信信さされれたたたためめ、、
TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrははここののジジョョブブをを再再処処理理ししてていいまますす。。
対対処処方方法法：：これは応答が不要な通知メッセージです。
AAIIWWII00002277II II：：ジジョョブブ{{00}}はは、、ププリリンンタターーががシシャャッットトダダウウンンししたたたためめ、、エエララーー状状
態態でですす。。
対対処処方方法法：：ジョブを再起動してください。
AAIIWWII00005577II II：：ジジョョブブ{{00}}はは、、有有効効ななリリタターーンンココーードド{{22}}をを使使用用ししててココママンンドド{{11}}
をを完完了了ししままししたた。。
対対処処方方法法：：これは応答が不要な通知メッセージです。
AAIIWWII66000011EE：：不不明明ななエエララーーがが発発生生ししままししたた:: {{00}}
対対処処方方法法：：ソフトウェアサポートに連絡してください。
AAIIWWII66005533EE：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrががジジョョブブ{{11}}をを処処理理中中にに内内部部エエ
ララーーがが発発生生ししままししたた。。ggeettFFiilleeNNaammee(())メメソソッッドドかからら不不正正ななffiilleeMMooddeeパパララメメーー
タターー{{22}}をを受受信信ししままししたた。。
対対処処方方法法：：このエラーをソフトウェアサポートに報告してください。
AAIIWWII66007733EE：：ジジョョブブががエエララーーリリタターーンンココーードド{{11}}でで終終了了ししままししたた。。
対対処処方方法法：：エラーをソフトウェアサポートに報告してください。
AAIIWWII66110066EE：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrはは現現在在ののワワーーククフフロローーののアアクク
テティィビビテティィーー{{00}}をを確確認認すするるここととががででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：アクティビティーが存在し、ワークフローがこのアクティビティーを指定
していることを確認してください。問題が解決しない場合は、このエラーをソフト
ウェアサポートに報告してください。
AAIIWWII66110099EE：：{{00}}のの値値ににススペペーーススをを含含めめるるここととははででききまませせんん。。TToottaallFFllooww
PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrははププリリンンタターー {{11}}をを作作成成ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：値を訂正し、プリンターの作成を再試行してください。
AAIIWWII66111111EE EE：：外外部部ココママンンドドがが失失敗敗ししままししたた。。TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn
MMaannaaggeerrははププリリンンタターー {{00}}をを作作成成ででききまませせんん。。
原原因因：：TotalFlow Production Managerはこのプリンターに対応していないか、プリン
ターが正しく停止またはエラー状態で停止している可能性があります。
対対処処方方法法：：プリンターの電源が入っていて実行していることを確認してください。ま
たは、プリンターが停止していない場合は、営業担当者に連絡してください。
AAIIWWII66112288EE：：内内部部エエララーーがが原原因因でで、、ジジョョブブ{{00}}ををププリリンンタターー{{11}}でで印印刷刷ででききまませせ
んんででししたた。。ジジョョブブのの印印刷刷をを再再試試行行ししててくくだだささいい。。
原原因因：：現在のジョブの印刷試行中に内部エラーが発生しました。

AIWInnnnメッセージ
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対対処処方方法法：：詳しくは、ログファイルを確認してください。同じプリンターまたは別の
プリンターで、ジョブの印刷を再試行してください。問題が解決しない場合は、この
エラーをソフトウェアサポートに報告してください。
AAIIWWII66444466EE：：ププリリンンタターーエエララーーがが原原因因でで、、ジジョョブブ{{00}}ををププリリンンタターー{{11}}でで印印刷刷でで
ききまませせんんででししたた。。
対対処処方方法法：：プリンターのエラーを確認して修正し、ジョブの印刷を再試行してくださ
い。
AAIIWWII66445533EE：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrフファァイイルル{{00}}がが見見つつかかりりまませせ
んん。。TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrジジョョブブののババナナーーペペーージジをを印印刷刷ででききまませせ
んん。。
対対処処方方法法：：ファイルが存在することを確認するか、正しいファイル名を入力してか
ら、ジョブの印刷を再試行してください。
AAIIWWII66447755EE：：ジジョョブブままたたはは用用紙紙交交換換{{00}}のの特特殊殊なな指指示示シシーートトをを印印刷刷ででききまませせんんでで
ししたた。。
対対処処方方法法：：用紙交換{0}の特殊な指示シートを確認するか、変更してください。
AAIIWWII66448844EE：：ププリリンンタターー{{11}}ででジジョョブブ{{00}}のの特特殊殊なな指指示示シシーートトをを印印刷刷ででききまませせんん
ででししたた。。
対対処処方方法法：：ジョブ{0}の特殊な指示シートを確認するか、変更してください。
AAIIWWII66448855EE：：ププリリンンタターー{{11}}でで用用紙紙変変更更{{00}}のの特特殊殊なな指指示示シシーートトをを印印刷刷ででききまませせ
んんででししたた。。
対対処処方方法法：：ジョブ{0}の特殊な指示シートを確認するか、変更してください。
AAIIWWII66448888EE：：ププリリンンタターー{{11}}ででジジョョブブ{{00}}のの区区切切りり紙紙（（ジジョョブブ前前））をを印印刷刷ででききまま
せせんんででししたた。。
対対処処方方法法：：ジョブ{0}の特殊な指示シートを確認するか、変更してください。
AAIIWWII66448899EE EE::ププリリンンタターー{{11}}ででジジョョブブ{{00}}をを印印刷刷ででききまませせんんででししたた。。
原原因因：：ジョブが完了していません。
対対処処方方法法：：プリンターの接続と状況を確認し、ジョブの印刷を再試行してください。
問題が解決しない場合は、カスタマーサポートに連絡してください。
AAIIWWII66449900EE：：ププリリンンタターー{{11}}ででジジョョブブ{{00}}のの区区切切りり紙紙（（ジジョョブブ後後））をを印印刷刷ででききまま
せせんんででししたた。。
対対処処方方法法：：ジョブ{0}の特殊な指示シートを確認するか、変更してください。
AAIIWWII66449977EE EE：：メメデディィアア処処理理エエララーー:: {{00}}、、エエララーー:: {{11}}
対対処処方方法法：：インポートファイルの内容が有効であることを確認してください。リソー
スを再度エクスポートしてから、もう一度インポートを試行してください。
AAIIWWII66449988EE EE：：ププリリンンタターーののリリソソーースス取取得得中中にに最最大大エエララーーカカウウンントトにに達達ししまましし
たた。。
対対処処方方法法：：プリンターのJMFインターフェースを確認し、起動中かつ実行中であるこ
とを確認し、プリンターのネットワーク接続も確認してください。
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AIWPnnnnメッセージ
AAIIWWPP00001122II II：：ユユーーザザーー{{00}}ははすすででににググルルーーププ{{11}}内内にに存存在在ししまますす。。
対対処処方方法法：：異なるグループを指定し、アクションを再試行してください。
AAIIWWPP00001177II II：：ププリリンンタターー{{00}}ははすすででにに存存在在ししまますす。。
対対処処方方法法：：異なるプリンター名を指定し、アクションを再試行してください。
AAIIWWPP00005577II II：： {{00}}とといいうう名名前前ののオオブブジジェェククトトははすすででにに存存在在ししまますす。。
対対処処方方法法：：別の名前を指定し、アクションを再試行してください。
AAIIWWPP00006688II II：：ププリリンンタターー{{00}}ははすすででにに無無効効ににななっってていいまますす。。
対対処処方方法法：：ブラウザーウィンドウを更新してください。
AAIIWWPP00006699II II：：ププリリンンタターー{{00}}ははすすででにに有有効効ににななっってていいまますす。。
対対処処方方法法：：ブラウザーウィンドウを更新してください。
AAIIWWPP33000011WW WW：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrはは次次ののジジョョブブををキキャャンンセセルルでで
ききまませせんん {{00}}。。
対対処処方方法法：：ブラウザーウィンドウを更新してください。
AAIIWWPP33000033WW WW：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrはは次次ののジジョョブブをを削削除除ででききまませせ
んん{{00}}。。
対対処処方方法法：：ブラウザーウィンドウを更新してください。
AAIIWWPP33000077WW WW：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrはは{{00}}をを削削除除ででききまませせんん{{11}}
でで使使用用中中でですす。。
対対処処方方法法：：{1}から全てを削除したあとで{0}から削除します。問題が解決しない場合
は、このエラーをソフトウェアサポートに報告してください。
AAIIWWPP33001100WW WW：：同同じじ種種類類のの別別ののオオブブジジェェククトトままたたはは{{00}}とといいうう名名前前のの関関連連種種類類のの
オオブブジジェェククトトががすすででにに存存在在ししまますす。。
説説明明：：同じ種類の2つのオブジェクトに同じ名前を付けることはできません。また、ア
クティビティーの名前をワークフローと同じ名前にできません。
対対処処方方法法：：別の名前を指定し、アクションを再試行してください。問題が解決しない
場合は、このエラーをソフトウェアサポートに報告してください。
AAIIWWPP33002200WW WW：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrはは、、{{11}}のの処処理理中中ののジジョョブブカカ
ウウンントトにによよりり、、ワワーーククフフロローー{{00}}をを更更新新ししまませせんんででししたた。。
対対処処方方法法：：TotalFlow Production Managerがこのジョブ種類を指定する全てのジョブを
削除するまで待機し、再試行します。問題が解決しない場合は、このエラーをソフト
ウェアサポートに報告してください。
AAIIWWPP33005511WW WW：：ワワーーククフフロローー{{00}}のの{{11}}ププロロパパテティィーーのの値値:: {{22}}ににはは、、フフォォルルダダーー
{{33}}へへのの読読みみ取取りり//書書きき込込みみアアククセセスス権権限限ががあありりまませせんん。。
対対処処方方法法：：このプロパティーに異なる値を指定し、アクションを再試行してくださ
い。
AAIIWWPP33006611WW WW：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrはは{{00}}をを削削除除ででききまませせんん。。保保
護護さされれてていいまますす。。
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対対処処方方法法：{0}はTotalFlow Production Managerから削除できません。{0}に対するユー
ザー権限を検証してください。アクションを再試行してください。問題が解決しない
場合は、このエラーをソフトウェアサポートに報告してください。
AAIIWWPP33007700WW WW：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrププリリンンタターーがが到到達達不不能能ででああるる
たためめ、、ププリリンンタターー{{00}}ととののSSNNMMPP接接続続をを確確立立ししまませせんんででししたた。。
対対処処方方法法：：プリンターがネットワークで表示され、実行していることを確認してくだ
さい。
AAIIWWPP33007711WW WW：： {{00}}：：{{11}}。。
原原因因：：対応が必要な警告がプリンターで発生しています。このメッセージはTotalFlow
Production Managerによって生成されず、プリンター機器からSNMPを経由して受信し
ました。
対対処処方方法法：：プリンターの警告を確認してください。
AAIIWWPP66007700EE II：：ユユーーザザーー{{00}}ははすすででにに存存在在ししまますす。。
対対処処方方法法：：別のユーザー名を指定し、アクションを再試行してください。
AAIIWWPP66112266EE EE：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrジジョョブブががププリリンンタターー{{00}}にに割割
りり当当ててらられれてていいるる間間、、ププロロパパテティィーー値値のの変変更更ははででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：プリンターから全てのジョブを消去してください。プロパティー値を再度
変更してください。
AAIIWWPP66113377EE EE：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrははジジョョブブがが処処理理中中のの状状態態
(({{11}}))ののととききはは、、ジジョョブブ{{00}}をを再再起起動動ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：ジョブを再起動する前に、ジョブが処理中ではないことを確認してくださ
い。
AAIIWWPP66115544EE EE：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrププリリンンタターーででジジョョブブがが処処理理中中
ののととききににはは、、ププリリンンタターー{{00}}をを削削除除ででききまませせんん。。{{11}}ジジョョブブ。。
対対処処方方法法：：処理中のジョブをプリンターから削除し、プリンターの削除を再試行して
ください。
AAIIWWPP66115577EE EE：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrははジジョョブブ{{00}}はは{{11}}状状態態にに
ななっってていいるるたためめ停停止止ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：上書きエラーアクションを使用し、エラー状態からジョブを移動してくだ
さい。
AAIIWWPP66221100EE EE：： {{00}}：： {{11}}。。
原原因因：：対応が必要なエラーメッセージがプリンターで発生しています。このメッセー
ジはTotalFlow Production Managerによって生成されず、プリンター機器からSNMPを経
由して受信しました。
対対処処方方法法：：プリンターのエラーを確認してください。
AAIIWWPP66221199EE EE：：用用紙紙{{00}}をを削削除除ででききまませせんん。。用用紙紙ははププリリンンタターー{{11}}にによよっってて使使用用
さされれてていいまますす。。
対対処処方方法法：：用紙をプリンターから取り除き、削除を再試行してください。
AAIIWWPP66222200EE EE：：用用紙紙{{00}}をを削削除除ででききまませせんん。。用用紙紙ははププリリンンタターー{{11}}にによよっってて使使用用
さされれてていいまますす。。
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対対処処方方法法：：用紙をプリンターから取り除き、削除を再試行してください。
AAIIWWPP66222244EE EE：：ププリリンンタターー{{00}}ににはは、、{{11}}かからら選選択択さされれたた排排紙紙トトレレイイがが必必要要でで
すす。。
対対処処方方法法：：選択した排紙トレイがプリンターで使用可能であることを確認してくださ
い。
AAIIWWPP66222255EE EE::ププリリンンタターー{{00}}はは対対応応すするる用用紙紙にに{{11}}がが必必要要でですす。。
対対処処方方法法：：用紙{1}をプリンター{0}で対応する用紙として追加してください。
AAIIWWPP66222266EE EE：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerr SSNNMMPPをを経経由由ししててププリリンンタターー
にに接接続続ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：プリンターのIPアドレスとネットワーク接続を確認してから、再試行して
ください。
AAIIWWPP66223344EE EE：：数数時時間間試試行行ししままししたたがが、、SSNNMMPP接接続続はは確確立立ででききまませせんん。。
原原因因：：プリンターまたはネットワークが停止している可能性があります。
対対処処方方法法：：IPアドレスまたはネットワーク接続を確認してください。再接続するに
は、プリンタープロパティーノートブックからSNMPを無効にして有効にします。
AAIIWWPP66225500EE EE：：許許可可さされれたたププリリンンタターーのの最最大大数数{{00}}をを超超ええてていいまますす。。
対対処処方方法法：：複数のプリンターを削除してから、再試行してください。
AAIIWWPP66225588EE EE：：用用紙紙交交換換ははププリリンンタターーとと同同じじ名名前前をを持持つつここととははででききまませせんん{{00}}。。
対対処処方方法法：：用紙交換に別の名前を入力してから、用紙交換の作成を再試行してくださ
い。
AAIIWWPP66226600EE EE：：パパススワワーードドがが一一致致ししまませせんん。。
対対処処方方法法：：新しいパスワードと確認用パスワードを再入力し、これらが同じであるこ
とを確認してください。
AAIIWWPP66228844EE EE：：ププリリンンタターーココネネククタターーはは、、要要求求さされれたたIIPPアアドドレレススにに接接続続ででききまませせ
んん。。
原原因因：：TotalFlow Production Managerはネットワーク経由でプリンターに接続できませ
ん。
対対処処方方法法：：ネットワーク状況を確認し、プリンターがネットワーク経由でアクセスで
きることを検証してください。問題が解決しない場合は、ネットワーク管理者に連絡
してください。
AAIIWWPP66229900EE EE：：用用紙紙をを削削除除ででききまませせんん。。{{00}}用用紙紙はは用用紙紙交交換換{{11}}にによよっってて使使用用ささ
れれてていいまますす。。
対対処処方方法法：：用紙交換を削除してから、用紙の削除を再試行してください。
AAIIWWPP66229933II II：：ワワーーククフフロローー{{00}}がが削削除除さされれままししたた。。
対対処処方方法法：：これは情報メッセージです。ユーザーの応答は不要です。
AAIIWWPP66229966EE EE：：ジジョョブブがが処処理理中中ののたためめ、、ジジョョブブ{{00}}でで［［再再印印刷刷］］操操作作をを実実行行でできき
まませせんん。。
対対処処方方法法：：ジョブが処理を完了するのを待機し、［再印刷］アクションを繰り返しま
す。
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AAIIWWPP66229977EE EE：：ジジョョブブ{{00}}がが処処理理中中ののたためめ、、ジジョョブブでで削削除除アアククシショョンンをを実実行行でできき
まませせんん。。
対対処処方方法法：：ジョブが印刷を完了するのを待機してから、削除操作を繰り返してくださ
い。
AAIIWWPP66229999WW WW：：ハハーードドデディィススククのの空空きき容容量量がが必必要要ななレレベベルルのの{{00}} MMBB未未満満ににななりりまま
ししたた。。予予防防措措置置ととししてて全全ててののワワーーククフフロローーがが無無効効化化さされれてていいまますす。。
対対処処方方法法：：TotalFlow Production Managerから不要なジョブを削除するか、オペレー
ティングシステムから不要なファイルを削除してディスク容量を{0} MB以上空けてく
ださい。ワークフローを再度有効にできます。
AAIIWWPP66330022EE EE：：リリカカババリリーーモモーードドででああるるたためめ、、ジジョョブブををププリリンンタターー{{00}}にに移移動動でで
ききまませせんん。。
対対処処方方法法：：別のプリンターにジョブを移動するか、プリンターの問題を修正してリカ
バリーが終了した後に、プリンターにジョブを再移動してください。
AAIIWWPP66330033EE EE：：次次ののププリリンンタターーががここののププリリンンタターーををババッッククアアッッププププリリンンタターーととしし
てて使使用用ししてていいるるたためめ、、ププリリンンタターーをを削削除除ででききまませせんん:: {{00}}
対対処処方方法法：：他のすべてのプリンターのバックアップからプリンターを未設定にし、再
度削除してください。
AAIIWWPP66330077EE EE：：同同じじ名名前前ののププリリンンタターーがが存存在在すするるたためめ、、ププリリンンタターーププーールル{{00}}をを
作作成成ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：プリンタープールに別の名前を指定してください。
AAIIWWPP66330088EE EE：：同同じじ名名前前ののププリリンンタターーププーールルがが存存在在すするるたためめ、、ププリリンンタターーププーールル
{{00}}をを作作成成ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：プリンターに別の名前を指定してください。
AAIIWWPP66330099EE EE::ププリリンンタターーののSSNNMMPPパパララメメーータターーがが無無効効でですす:: {{00}}:: {{11}}..
対対処処方方法法：：SNMPパラメーターを確認してください。
AAIIWWPP66331111EE EE：： 11つつままたたはは複複数数ののワワーーククフフロローーでで使使用用さされれてていいるるたためめ、、ププリリンンタターー
ププーールル{{00}}をを削削除除ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：ワークフローを他のプリンタープールまたはプリンターに割り当ててくだ
さい。
AAIIWWPP66331122EE EE：： 11つつままたたはは複複数数ののジジョョブブでで使使用用さされれてていいるるたためめ、、ププリリンンタターーププーールル
{{00}}をを削削除除ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：別のプリンタープールまたはプリンターにジョブを移動してください。
AAIIWWPP66331144EE EE：：ププリリンンタターー{{11}}ががシシスステテムムにに存存在在せせずず、、ププリリンンタターーププーールルががププリリ
ンンタターーにに依依存存ししてていいるるたためめ、、ププリリンンタターーププーールル{{00}}をを作作成成ままたたはは更更新新ででききまませせんんでで
ししたた。。
対対処処方方法法：：必要なオブジェクトが全てあることを確認し、再試行してください。
AAIIWWPP66331155EE EE：：ププリリンンタターー{{11}}ががシシスステテムムにに存存在在ししてておおららずず、、ワワーーククフフロローーははそそ
ののワワーーククフフロローーにに依依存存ししてていいるるたためめ、、ワワーーククフフロローー{{00}}をを作作成成ままたたはは更更新新ででききまませせ
んんででししたた。。
対対処処方方法法：：必要なオブジェクトが全てあることを確認し、再試行してください。
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AAIIWWPP66331166EE EE：： {{00}}とといいうう名名前前のの用用紙紙ははすすででにに存存在在ししまますす。。
対対処処方方法法：：用紙に別の名前を指定してください。
AAIIWWPP66332211WW WW：： TToottaallFFllooww PPrroodduuccttiioonn MMaannaaggeerrププリリンンタターーココネネククタターーがが
SSNNMMPPvv33でで失失敗敗しし、、SSNNMMPPvv11にに切切りり替替わわりりままししたた。。
対対処処方方法法：：プリンターのSNMP設定を確認してください。
AAIIWWPP66332233WW WW：：体体験験版版ラライイセセンンススのの有有効効期期限限ははああとと{{00}}日日でですす。。
対対処処方方法法：：ライセンスの期限が切れた場合は、システムは動作を停止します。他のも
のを購入せずに恒久ライセンスをインストールするには、以下の操作を行います。
TotalFlow Production ManagerがインストールされているシステムでWindowsの［ス
タート］メニューからライセンスアプリケーションを起動し、ライセンスアプリケー
ションヘルプの指示に従ってください。
AAIIWWPP66332244WW WW：：ラライイセセンンススのの期期限限がが切切れれてていいまますす。。有有効効ななラライイセセンンススががイインンスス
トトーールルさされれるるままででジジョョブブはは処処理理さされれまませせんん。。
対対処処方方法法：：恒久ライセンスを購入し、インストールしてください。TotalFlow
Production ManagerがインストールされているシステムでWindowsの［スタート］メ
ニューからライセンスアプリケーションを起動し、ライセンスアプリケーションヘル
プの指示に従ってください。
AAIIWWPP66332255EE EE::ここのの操操作作はは現現在在ププリリンンタターー「「{{00}}」」でで実実行行ででききまませせんん。。ププリリンンタターー
のの画画面面がが起起動動しし、、実実行行中中ででああるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。
対対処処方方法法：：プリンターのJMF画面で、起動して実行中であることを確認してくださ
い。また、プリンターのネットワーク接続も確認してください。
AAIIWWPP66332266EE EE：：ププリリンンタターー{{11}}ががシシスステテムムにに存存在在せせずず、、通通知知ががププリリンンタターーにに依依存存
ししてていいるるたためめ、、通通知知{{00}}をを作作成成ままたたはは更更新新ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：必要なオブジェクトが全てあることを確認し、再試行してください。
AAIIWWPP66332277EE EE：：プリンター{{11}}ががシシスステテムムにに存存在在せせずず、、通通知知ががププリリンンタターーにに依依存存しし
てていいるるたためめ、、通通知知{{00}}をを作作成成ままたたはは更更新新ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：必要なオブジェクトが全てあることを確認し、再試行してください。
AAIIWWPP66333322EE EE：：子子ジジョョブブ{{11}}ががエエララーー状状態態ののたためめ、、ジジョョブブ{{00}}ははエエララーー状状態態にに
ななっってていいまますす。。
対対処処方方法法：：子ジョブのエラーを修正するか、ソフトウェアサポートに連絡してくださ
い。
AAIIWWPP66332299II II：：ププリリンンタターーププーールル{{00}}ははジジョョブブ{{22}}かからら{{11}}個個のの子子ジジョョブブをを作作成成しし
ままししたた。。
対対処処方方法法：：これは情報メッセージです。ユーザーの応答は不要です。
AAIIWWPP66333300II II：：ププリリンンタターーププーールル{{00}}ははジジョョブブ{{11}}ををププリリンンタターー{{22}}にに移移動動ししまましし
たた。。
対対処処方方法法：：これは情報メッセージです。ユーザーの応答は不要です。
AAIIWWPP66333311II II：：ププリリンンタターーププーールル{{00}}ははジジョョブブ{{11}}をを子子ジジョョブブととししてて作作成成ししまましし
たた{{22 }}。。部部数数はは{{33}}にに設設定定さされれままししたた。。
対対処処方方法法：：これは情報メッセージです。ユーザーの応答は不要です。

AIWPnnnnメッセージ
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AAIIWWPP66332288EE EE：：次次ののエエララーーがが発発生生ししたたたためめ、、イインンポポーートトさされれたたリリソソーーススのの内内容容がが
無無効効でですす:: {{00}}
対対処処方方法法：：インポートファイルの内容が有効であることを確認してください。リソー
スを再度エクスポートしてから、もう一度インポートを試行してください。
AAIIWWPP66333355WW WW：：選選択択さされれたたペペーージジ範範囲囲はは、、ジジョョブブ{{00}}ののペペーージジ範範囲囲ににあありりまませせ
んん。。
対対処処方方法法：：正しいページ範囲を選択し、アクションを再試行してください。

AAIIWWRRnnnnnnnnメッセージ
AAIIWWRR66000066EE：指指定定さされれたた終終了了時時刻刻はは開開始始時時刻刻のの後後にに発発生生すするる必必要要ががあありりまますす。。
対対処処方方法法：：終了時刻を開始時刻の後にくるよう変更し、再度クエリを生成してくださ
い。
AAIIWWRR66000077EE：：指指定定さされれたた終終了了時時刻刻はは開開始始時時刻刻とと同同じじににででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：終了時刻を開始時刻の後にくるよう変更し、再度クエリを生成してくださ
い。
AAIIWWRR66000088EE：：名名前前がが{{00}}ののレレポポーートトははすすででにに存存在在ししまますす。。
対対処処方方法法：：レポートを別の名前で保存してください。

AAIIWWSSnnnnnnnnメッセージ
AAIIWWSS66008866EE EE：：ジジョョブブ{{11}}にに未未対対応応ののPPDDFF種種類類{{00}}。。
対対処処方方法法：：ジョブを削除してください。

AIWXnnnnメッセージ
AAIIWWXX00001100II II：：ジジョョブブ{{00}}ははアアククテティィビビテティィーー{{11}}ののププリリフフラライイトトチチェェッッククをを通通過過
ししままししたた。。
対対処処方方法法：：これは情報メッセージです。ユーザーの応答は不要です。
AAIIWWXX00001100EE EE：：ジジョョブブ{{00}}ににははPPDDFFにに変変換換ででききなないい非非対対応応ののデデーータタ種種類類ががあありりまま
すす。。ジジョョブブをを変変換換すするるににはは、、PPCCLLままたたははPPoossttSSccrriippttがが必必要要でですす。。
対対処処方方法法：：データ種類がPCLまたはPostScriptのジョブのみを送信してください。
AAIIWWXX00001133EE EE：：ジジョョブブ{{00}}ををPPDDFFにに変変換換ででききまませせんんででししたた。。
対対処処方方法法：：PostScriptファイルを生成したPostScriptドライバーが許可する場合は、
ファイルにはバイナリデータではなく、ASCIIデータが含まれていることを確認してく
ださい。
AAIIWWXX66000033EE EE:ワワーーククフフロローーがが見見つつかかりりまませせんん:: {{00}}
対対処処方方法法：：ワークフローはすでに削除されています。Webブラウザーウィンドウを更
新してください。
AAIIWWXX66000044EE EE:ワワーーククフフロローー{{00}}ははすすででにに存存在在ししまますす
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対対処処方方法法：：名前が{0}のワークフローはすでに存在します。このプリンターに別の名前
を指定してください。
AAIIWWXX66001111EE EE:最最初初ににワワーーククフフロローー{{00}}をを無無効効ににししててくくだだささいい
対対処処方方法法：：ワークフロー{0}を無効にしてから再試行してください。
AAIIWWXX66002200EE EE:ジジョョブブがが存存在在ししてていいるるたためめ、、ワワーーククフフロローーをを削削除除ででききまませせんん。。
対対処処方方法法：：削除する前にこのワークフローから全てのジョブを削除してください。
AAIIWWXX66002266EE EE:ジジョョブブがが存存在在ししてていいるるたためめ、、ワワーーククフフロローー{{00}}ををイインンポポーートトででききまま
せせんん。。
対対処処方方法法：：再度インポートする前にこのワークフロー{0}から全てのジョブを削除する
か、インポート済みファイルでこのワークフローを選択しないでください。

AAIIWWXXMMRRnnnnnnnnメッセージ
AAIIWWXXMMRR00000033EE EE：：ジジョョブブがが次次のの概概要要でで、、TToottaallFFllooww PPrreeppかかららエエララーー状状態態ににさされれ
ままししたた:: {{00}}。。
対対処処方方法法：：ジョブを再処理してください。
AAIIWWXXMMRR00000044II II：：ジジョョブブははTToottaallFFllooww PPrreepp待待機機状状態態にに移移動動ししままししたた。。
対対処処方方法法：：このジョブのTotalFlow Prepを起動してください。
AAIIWWXXMMRR00000066EE EE：：ジジョョブブははTToottaallFFllooww PPrreeppかかららエエララーー状状態態ににななりりままししたた。。
対対処処方方法法：：ジョブを再処理してください。

AIWXNOTnnnnメッセージ
AAIIWWXXNNOOTT00000011EE EE：：同同じじ属属性性ににルルーールルがが22つつ以以上上ああるるたためめ、、通通知知をを作作成成ででききまませせ
んん。。
対対処処方方法法：：各属性に1つのルールを選択してから、通知の作成を再試行してください。

AIWWnnnnメッセージ
AAIIWWWW66003311II II：：同同じじププロロパパテティィーーででイインンポポーートトししたた用用紙紙""{{00}}""ががすすででにに存存在在ししまま
すす。。
対対処処方方法法：：インポートしたオブジェクトから用紙{0}を未選択にしてください。

AAIIWWXXMMRRnnnnnnnnメッセージ
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11.参照
•用紙プロパティー値
• JobDirect注文用JDF用紙プロパティー
•正規表現
•記号表記でファイル名を指定する
•コマンドでジョブ属性シンボルを使用する
•コマンドで使用するプリンター属性シンボル

TotalFlow Production Managerを設定や管理するときは、参照情報を使用してください。

用紙プロパティー値
TotalFlow Production Managerでプリンターの用紙リストの用紙を作成すると、プロパ
ティーに以下の表の値を設定します。
対応する用紙種類、トレイに用紙をセットする方法、用紙種類については、プリンター機
器の使用説明書を参照してください。

薄紙/普通紙/厚紙に印刷する
この表ではプリンター機器が種類別に分類されています。プリンター機器種類に用紙種類
の値がない場合は、プリンター機器はその用紙種類に対応していません。
表にリストされた用紙種類を印刷する場合は、TotalFlow Production Manager[用紙のプロ
パティー]ダイアログの[坪量(g/m2)]プロパティーを、使用するプリンター機器に応じて設
定してください。以下のプロパティーにはデフォルト値を使用してください。
• [用紙種類]

• [カラー]

• [古紙含有率(%)]

• [印刷済み紙]

• [パンチ済み紙]

• [表面質感/テクスチャー]

• [コーティング（おもて面）]

• [不透明度]

デフォルト値を変更すると、[坪量(g/m2)]プロパティーの値が上書きされます。

プリン
ターの
用紙種
類 A B C D E F G H I

薄紙 40–51 52–65 52–65 60–75 60–63 52.3–63 60–63

普通紙 52–90 52–105 66–80 66–80 76–100 64–80 64–80 52.3–
104

64–80

普通紙2 81–99 81–100 81–105 81–105 81–105

中厚口 106–163 100–127 101–127 101–126 106–163 106–163 106–163

厚紙1 91–216 164–216 128–163 128–169 127–156 164–220 164–220 52.3–
104

164–220
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プリン
ターの
用紙種
類 A B C D E F G H I

厚紙2 217–256 164–249 170–249 157–220 221–256 221–256 221–256

厚紙3 257–300 250–300 250–300 221–300 257–300 257–300 257–350

ほかの用紙種類に印刷する
前の表以外の用紙種類には、TotalFlow Production Manager[用紙のプロパティー]ダイアロ
グのプロパティーを以下の表に従って設定してください。値が表に記載されていない場合
は、デフォルト値を使用してください。デフォルト値を変更すると、ほかのプロパティー
値（特に[坪量(g/m2)]）が上書きされる場合があります。
表1

プリンターの用
紙種類

TotalFlow
Production
Manager [用紙
種類] [坪量(g/m2)] [カラー]

[古紙含有率
(%)] [印刷済み紙]

色紙1 [普通紙] [ブルー]、[グ
レー]、[グリー
ン]、[アイボ
リー]、[オレン
ジ]、[ピンク]、
[パープル]、
[レッド]、[イエ
ロー]以外の色

ブルー [普通紙] [ブルー]

グレー [普通紙] [グレー]

グリーン [普通紙] [グリーン]

アイボリー [普通紙] [アイボリー]

オレンジ [普通紙] [オレンジ]

ピンク [普通紙] [ピンク]

パープル [普通紙] [パープル]

レッド [普通紙] [レッド]

イエロー [普通紙] [イエロー]

再生紙 [普通紙] 1–100

印刷済み紙 [普通紙] [はい]

パンチ済み紙 [普通紙]

特殊紙 [普通紙]

特殊紙1 [普通紙]

特殊紙2 [普通紙]

特殊紙3 [普通紙]
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プリンターの用
紙種類

TotalFlow
Production
Manager [用紙
種類] [坪量(g/m2)] [カラー]

[古紙含有率
(%)] [印刷済み紙]

特殊紙4 [普通紙]

特殊紙5 [普通紙]

特殊紙6 [普通紙]

コート紙 [普通紙]

コート紙1 [普通紙]

コート紙2 [普通紙]

コート紙3 [普通紙]

トレーシング
ペーパー

[普通紙]

OHPフィルム [透明シート]

封筒 [封筒]

ラベル紙 [ラベル紙]

レターヘッド [レターヘッド]

インデックス紙 [インデックス
紙]、[インデッ
クス紙（フル
カットタブ）]
または[イン
デックス紙（プ
リカットタ
ブ）]

表2

プリンターの用
紙種類 [パンチ済み紙]

[表面質感/テクス
チャー]

[コーティング（お
もて面）] [不透明度]

色紙1 [なし]

ブルー [なし]

グレー [なし]

グリーン [なし]

アイボリー [なし]

オレンジ [なし]

ピンク [なし]

パープル [なし]

レッド [なし]

イエロー [なし]

再生紙 [なし]

用紙プロパティー値
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プリンターの用
紙種類 [パンチ済み紙]

[表面質感/テクス
チャー]

[コーティング（お
もて面）] [不透明度]

印刷済み紙 [なし]

パンチ済み紙 [はい] [なし]

特殊紙 ［ライトコックル］ [なし]

特殊紙1 ［ライトコックル］ [なし]

特殊紙2 ［マシン仕上げ］ [なし]

特殊紙3 ［モトル］ [なし]

特殊紙4 ［トラディショナル
レイド］

[なし]

特殊紙5 ［カレンダー仕上
げ］

[なし]

特殊紙6 ［イングリッシュ］ [なし]

コート紙 [コート]

コート紙1 [コート]

コート紙2 [グロス]

コート紙3 [マット]

トレーシング
ペーパー

[なし] [半透明]

OHPフィルム [なし] [透明]

封筒 [なし]

ラベル紙 [なし]

レターヘッド [なし]

インデックス紙 [なし]

JobDirect注文用JDF用紙プロパティー
JobDirectメディア種類テキストリストで定義される各メディア種類の値に対して、設定可
能なJDF用紙属性は数多くあります。

JobDirect用紙属性と値

TotalFlow Production
Manager用紙プロパ
ティー 補足

［印刷済み紙］ ［いいえ］ [印刷済み紙]

［はい］

［坪量］ [坪量]

［メディア種類］ [用紙] ［透明シート］は、現在対
応していません。

［カラー］ ［ブラック］ [カラー]

［ブルー］

10エラーメッセージ
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JobDirect用紙属性と値

TotalFlow Production
Manager用紙プロパ
ティー 補足

［ブラウン］

［バフ］

［シアン］

［ダークブラック］

［ダークブルー］

［ダークブラウン］

［ダークバフ］

［ダークシアン］

［ダークゴールド］

［ダークゴールデンロッ
ド］

［ダークグレー］

［ダークグリーン］

［ダークアイボリー］

［ダークマゼンタ］

［ダークマルチカラー］

［ダークマスタード］

［ダークオレンジ］

［ダークピンク］

［ダークレッド］

［ダークシルバー］

［ダークターコイズ］

［ダークバイオレット］

［ダークホワイト］

［ダークイエロー］

［ゴールド］

［ゴールデンロッド］

［グレー］

［グリーン］

［アイボリー］

［ライトブルー］

［ライトブラウン］

［ライトバフ］

JobDirect注文用JDF用紙プロパティー
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JobDirect用紙属性と値

TotalFlow Production
Manager用紙プロパ
ティー 補足

［ライトシアン］

［ライトゴールド］

［ライトゴールデンロッ
ド］

［ライトグレー］

［ライトグリーン］

［ライトアイボリー］

［ライトマゼンタ］

［ライトマルチカラー］

［ライトマスタード］

［ライトオレンジ］

［ライトピンク］

［ライトレッド］

［ライトシルバー］

［ライトターコイズ］

［ライトバイオレット］

［ライトホワイト］

［ライトイエロー］

［マゼンタ］

［マルチカラー］

［マスタード］

［なし］

［オレンジ］

［ピンク］

［レッド］

［シルバー］

［ターコイズ］

［バイオレット］

［ホワイト］

［イエロー］

［穴の種類］ [なし] ［S-汎用］は、現在対応し
ていません。

［不透明度］ ［不透明］ [なし]

［透明］
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JobDirect用紙属性と値

TotalFlow Production
Manager用紙プロパ
ティー 補足

［半透明］

［表面質感/テクス
チャー］

［アンティーク］ [表面質感/テクス
チャー]

• 特殊な表面質感/テクス
チャーのないジョブに使
用するデフォルト値は
［スムーズ］です。

• ［スムーズ］はTotalFlow
Production Manager操作
画面で[なし]にマッピン
グされます。

［カレンダー仕上げ］

［コックル］

［ダル］

［エッグシェル］

［エンボス］

［エンボスリンネル］

［イングリッシュ］

［フェルト］

［レイド］

［ライトコックル］

［リネン］

［光沢］

［マシン仕上げ］

［モトル］

［パーチメント］

［セミべラム］

［シルク］

［スムーズ］

［スティップル］

［スエード］

［スーパーカレンダー仕
上げ］

［スーパースムーズ］

［トラディショナルレイ
ド］

［ウルトラスムーズ］

［カレンダー仕上げな
し］

［べラム］

［ベルベット］

［ウーブ］

［おもて面コーティ
ング］

[なし]

JobDirect注文用JDF用紙プロパティー
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JobDirect用紙属性と値

TotalFlow Production
Manager用紙プロパ
ティー 補足

［メディア種類の詳
細］

［厚紙］ [種類] • 特殊な表面質感/テクス
チャーのないジョブに使
用するデフォルト値は
［ステーショナリー］で
す。

• ［ステーショナリー］は
[普通紙]操作画面で
TotalFlow Production
Managerにマッピングさ
れます。

［長尺連続紙］

［短尺連続紙］

［封筒］

［窓なし封筒］

［窓付き封筒］

［フルカットタブ］

［ラベル紙］

［レターヘッド］

［MultiPartForm］

［印画紙］

［プリカットタブ］

［ステーショナリー］

［インデックス紙］

［トラクター用紙］

［infoprint:Artificial］

［infoprint:
PlasticFolder］

［infoprint:
NoCarbonRequired］

［infoprint:
CustomMediaType_
Type］

正規表現
TotalFlow Production Managerでファイル識別パターンを指定するには、正規表現を使用し
ます。
正規表現は、以下のとおりです。
リテラル文字 検索時に特別な意味を持たない文字です。リテラル文字は大文字と小文字が区別さ

れます。たとえば、Aとaは一致しません。
を参照してくださ
い。

ドドッットトはすべての文字を意味します。たとえば、.atはcat、rat、batと一致しま
す。

( ) 括括弧弧は文字グループを識別します。たとえば、(ABC)はABCと一致します。
- ハハイイフフンンは文字の範囲を定義します。たとえば、0-9は一桁の数字と一致します。
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* アアススタタリリススククは前の文字が0以上あることを意味します。たとえば、N*は、なし
（Nがない）、 N、NN、NNNなどに一致します。.*は、1文字または複数文字の文字
列に一致します。

+ ププララスス記記号号は直前の文字があることを意味します。たとえば、N+は、N、NN、NNN
などに一致します。.+は、1文字または複数文字の文字列に一致します。

{ } 中中括括弧弧内内のの数数字字は前の文字が繰り返される回数を意味します。たとえば、x{3}は
xxxと一致します。

? 疑疑問問符符は前の文字がオプションであることを意味します。たとえば、jpe?gはjpeg
またはjpgと一致します。

［］ 大大括括弧弧は文字セットを囲みます。文字セットの文字のうち1つと一致します。たとえ
ば、[ABC]はA、B、Cと一致します。

[^ ] 大括弧内の先頭にあるキキャャレレッットトは文字セットを排除します。たとえば、[^ABC]
はA、B、C以外の文字と一致します。

| ババーーテティィカカルルババーーは選択できる値を区切ります。たとえば、A|aはAまたはaと一致
します。

^ 正規表現の先頭のキキャャレレッットトは文字列の先頭を意味します。たとえば、^A.*¥.ps
はABC.psと一致します。

$ 正規表現の最後のドドルル記記号号は文字列の末尾を意味します。たとえば、.*ps$はpsの
拡張子があるファイル名と一致します。

￥ 円円記記号号は次の文字がリテラル文字になることを意味します。たとえば、￥(ABC￥)
は(ABC)と一致します。

例
これらの例のいずれも、次の拡張子を持つファイルに一致します。PDF、 PDf、PdF、
Pdf、pDF、pDf、pdF、または pdf。
.*PDF$)|(.*PDf$)|(.*PdF$)|(.*Pdf$)|(.*pDF$)|(.*pDf$)|(.*pdF$)
(.*pdf$)
.*(PDF|PDf|PdF|Pdf|pDF|pDf|pdF|pdf)$
.*[(PDF)(PDf)(PdF)(Pdf)(pDF)(pDf)(pdF)(pdf)]$
.*(P|p)(D|d)(F|f)$
.*(P|p)(D|d)(F|f)
.*[Pp][Dd][Ff]$
.*[Pp][Dd][Ff]

記号表記でファイル名を指定する
スプールディレクトリーのファイルを指定時にファイル名が不明の場合があります。ファ
イル名を取得するには、getFileName、getAbsoluteFileName、getOperInstを使用し
ます。
たとえば、パススループリンターを作成するときは、プリンター機器にジョブを送信する
コマンドを指定します。このコマンドでは各ジョブに異なる印刷ファイル名を指定してく
ださい。印刷ファイル名を取得するには、getFileNameまたはgetAbsoluteFileNameコ
マンドを使用します。オプションで、ジョブを印刷する前に特殊指示をジョブ区切り紙に
印刷するコマンドを指定できます。特殊指示があるファイル名を取得するには、
getOperInstコマンドを使用します。

記号表記でファイル名を指定する
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getFileName/getAbsoluteFileNameコマンド
特定の印刷ファイル名を取得するには、getFileNameとgetAbsoluteFileNameコマンド
を使用します。2つの方式の違いは、指定されたデータ型のファイルが存在しない場合に
getAbsoluteFileNameはエラーになり、getFileNameは検索を続行することです。
unknownデータ型の印刷ファイルが存在する場合は、ファイル名を取得します。
以下のコマンドを使用します。
• データ型がわかっている場合に印刷ファイルを検索するには、以下の操作を行いま
す。

${getFileName(print,Datatype,read)}
${getAbsoluteFileName(print,Datatype,read)}
• データ型が複数のデータ型のいずれかである場合に印刷ファイルを検索するには、以
下の操作を行います。

${getFileName(print,(Datatype1,Datatype2...),read)}
${getAbsoluteFileName(print,(Datatype1,Datatype2...),read)}

コマンドの内容は、以下のとおりです。
print

印刷可能ファイルの検索中を特定するキーワードです。
DDaattaattyyppeeまたは（DDaattaattyyppee11,, DDaattaattyyppee22...）
検索ファイルのデータ型を特定するキーワードです。データ型の値は、以下のとおり
です。
pcl

pdf
ps

tiff
png

jpeg

unknown RPCSなどのキーワードを持たないデータ型にはunknownを使用します。

read
印刷コマンドが印刷スプールからジョブファイルを読み取ることを特定するキーワー
ドです。

getOperInstコマンド
印刷可能な特殊指示があるファイル名を取得するには、getOperInst方式を使用します。
特殊指示ファイルを検索するには、次のコマンドを使用します。
${getOperInst(pdf)}
例

10エラーメッセージ
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以下の例では、パススループリンターの[コマンド]または[特殊な指示のコマンド]プロパ
ティーの値として指定できるコマンドを説明します。これらのコマンドは、TotalFlow
Production Managerからパススループリンターにファイルを送信します。TotalFlow
Production Managerワークフローにファイルを送信するときはこれらのコマンドを使用し
ないでください。
Windowsのlprコマンドは印刷スプールからPCL、PostScript、PDFファイルを読み取り、
officeprinter.acme.comというパススループリンターにPASS：
lpr -S officeprinter.acme.com -P PASS -o l
${getAbsoluteFileName(print,(pcl,ps,pdf),read)}
という印刷キューとともにファイルを送信します。o lフラグはファイルがバイナリーであ
ることを示します。
次のコマンドは特殊指示があるPDFファイルを読み取り、officeprinterに送信します。
lpr -S officeprinter.acme.com -P PASS -o l
${getOperInst(pdf)}

コマンドでジョブ属性シンボルを使用する
ジョブ属性は、パススループリンターまたは［外部アプリケーションを実行］アクティビ
ティーのコマンドでシンボルとして使用できます。コマンドを実行すると、シンボルは、
パススループリンターで印刷されているか、［外部アプリケーションを実行］アクティビ
ティーによって処理されているジョブの指定されたプロパティーの値に置き換えられま
す。
たとえば、このコマンドはジョブの印刷ファイルをc:¥testフォルダーへコピーします。
copy ${getAbsoluteFileName(print,(pcl,ps,pdf),read)} c:¥test¥${Job.Name}
宛先ファイルの名前は、ジョブの[名前]プロパティーの値になります。

コマンド内のジョブ属性シンボル
コマンド内のジョブ属性のシンボル 表示されたプロパティーの名前
${Job.Name} [名前]

${Job.ID} [ID]

${Job.SumaryPhase} [現在のフェーズ]

${Job.PhaseProgress} [進行状況]

${Job.State} [状態]

${Job.UserName} [ユーザー名]

${Job.PredictedPrinter} [予測プリンター]

${Job.JobSize} [合計シート数]

${Job.SubmitTime} [データ送信日時]

${Job.DueDate} [納期]

${Job.DueDateCategory} [納期日カテゴリー]

コマンドでジョブ属性シンボルを使用する
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コマンド内のジョブ属性のシンボル 表示されたプロパティーの名前
${Job.Copies} [部数]

${Job.ColorPages} [カラーページ]

${Job.BwPages} [白黒ページ]

${Job.UserCode} [ユーザーコード]

${Job.Duplex} [片面/両面]

${Job.Media} [用紙設定]

${Job.OutputBin} [排紙トレイ]

${Job.Punch} [パンチ]

${Job.RequestedPrinter} [要求済みプリンター]

${Job.Staple} [ステープル]

${Job.RetainUntil} [指定日時まで保存]

${Job.CustomerName} [お客様]

${Job.OrderNumber} [注文番号]

${Job.Connection} [接続]

${Job.Description} [概要]

${Job.InputDatastream} [入力データ形式]

${Job.PDF.Format} [PDF形式]

${Job.InputFile.Size} [入力ファイルサイズ（バイト）]

${Job.WaitReason} [待機理由]

${Job.TotalPages} [ページ]

${Job.TotalSheets} [シート]

${Job.PagesStacked} [印刷済みページ]

${Job.SheetsStacked} [印刷済みシート]

${Job.CopiesStacked} [印刷済み部数]

${Job.Print.CumulativePagesStacked} [累積印刷済みページ]

${Job.Print.CumulativeSheetsStacked} [印刷済み累積シート]

${Job.CurrentPrinter} [現在のプリンター]

${Job.Print.AssignPrintTime} [ジョブ送信日時]

${Job.PageRange} [ページ範囲]

${Job.ReleaseToPrint} [指定日時まで保留]

${Job.PrintControl} [印刷方法]

${Job.FoldOptions} [折り]

${Job.RetainStartTime} [保存開始時間]

10エラーメッセージ
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コマンド内のジョブ属性のシンボル 表示されたプロパティーの名前
${Job.JobType} [ワークフロー]

${Job.StepAlias} [現在のアクティビティー]

${Job.ColorMode} [カラー/白黒]

${Job.Priority} [優先度]

${Job.ReprintCount} [再印刷の数]

コマンドで使用するプリンター属性シンボル
プリンター属性は、パススループリンターまたは［外部アプリケーションを実行］アク
ティビティーのコマンドでシンボルとして使用できます。

コマンド内のプリンター属性シンボル
プリンター属性のシンボル ユーザーインターフェイスに表示されるプロパティー名
${Printer.ColorMode} [カラーモード]

${Printer.CommunicationProtocol} [プリンター言語]

${Printer.CommunityName} [コミュニティー名]

${Printer.CustomerName} [お客様名]

${Printer.Description} [概要]

${Printer.Enabled} [有効]

${Printer.EnableOnRestart} [再起動後プリンターの状態を維持]

${Printer.FoldingCapable} [折り]

${Printer.ID} [名前]

${Printer.JobSize} [対応するジョブの合計シート数]

${Printer.Language} [メッセージ言語]

${Printer.LoadedPapers} [セット済み用紙]

${Printer.MaxConcurrentJobs} [同時実行ジョブ最大数]

${Printer.Model.Specific} [モデル]

${Printer.OperatorInstInputTrayName} [区切り紙用給紙トレイ]

${Printer.PagesPerMin} [プリンター速度（ページ/分）]

${Printer.PunchCapable} [パンチ]

${Printer.Recovery.Delay} [リカバリー遅延]

${Printer.Recovery.Printer} [バックアッププリンター]

${Printer.SerialNumber} [機番]

${Printer.SNMPActiveVersion} [有効なバージョン]

コマンドで使用するプリンター属性シンボル
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プリンター属性のシンボル ユーザーインターフェイスに表示されるプロパティー名
${Printer.SNMPAuthPasswd} [中セキュリティーパスワード]

${Printer.SNMPAuthType} [認証種類]

${Printer.SNMPContextName} [コンテキスト名]

${Printer.SNMPPrivacyPasswd} [パスワードの最大文字数]

${Printer.SNMPPrivacyType} [プライバシー種類]

${Printer.SNMPSecurityLevel} [セキュリティーレベル]

${Printer.SNMPStatus} [SNMP状況]

${Printer.SNMPUsername} [ユーザー名]

${Printer.SNMPVersion} [要求済みバージョン]

${Printer.SNMPVersionFallback} [バージョンフォールバック]

${Printer.StapleCapable} [ステープル]

${Printer.Status} [状況]

${Printer.TCPIP.Address} [TCP/IPアドレスまたはホスト名]

${Printer.Type} [種類]

${Printer.UseSNMP} [SNMPを使用]

${Printer.Version} [バージョン]

10エラーメッセージ
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